
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　
　
　
　
司
法
資
料
保
存
の
歴
史
と
現
代
的
課
題

資討　　　　報
　　第第第第
料論四三二一告
　　報報報報　　止　止　止　止　　口　 口　 口　 口

序
説
・
司
法
資
料
保
存
法
制
の
歴
史

訴
訟
記
録
保
存
法
制
の
現
状
と
問
題
点

民
事
訴
訟
に
お
け
る
記
録
保
存
の
意
義
と
問
題
点

欧
米
に
お
け
る
裁
判
所
記
録
の
保
存
制
度

安中竹浅
藤山澤古
正幸哲

人二夫弘

　
本
稿
は
、
法
制
史
学
会
第
四
五
回
総
会
第
一
日
目
（
一
九
九
三
年
五
月
一
日
、
於
駒
沢
大
学
）
に
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
記
録
で
あ

る
。
各
報
告
に
つ
い
て
は
、
報
告
者
が
当
日
の
報
告
原
稿
を
も
と
に
若
干
加
筆
修
正
し
て
ま
と
め
た
。
討
論
に
つ
い
て
は
、
録
音
記
録
を

も
と
に
、
そ
の
要
旨
を
浅
古
弘
が
ま
と
め
、
当
日
、
司
会
役
を
務
め
た
吉
井
蒼
生
夫
が
補
訂
し
た
。
資
料
は
、
会
場
に
お
い
て
配
布
し

た
資
料
を
も
と
に
再
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
第
四
報
告
は
「
公
文
書
保
存
制
度
の
各
国
比
較
」
と
題
し
て
報
告
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。

司
法
資
料
保
存
の
歴
史
と
現
代
的
課
題

七
一



早
法
六
九
巻
二
号
（
一
九
九
三
）

七
二

〔
第
一
報
告
〕
　
序
説
・
裁
判
記
録
保
存
法
制
の
歴
史

は
じ
め
に
t
趣
旨
と
課
題
ー

　
本
報
告
は
、
明
治
以
来
、
裁
判
記
録
を
中
心
と
し
た
司
法
資
料
が
、

ど
の
よ
う
な
取
り
扱
い
を
受
け
て
き
た
か
、
そ
の
保
存
法
制
の
歴
史

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
は
じ
め
に
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
企
画
し
た
趣
旨
と
課
題
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
皿
）

　
昭
和
六
二
年
の
刑
事
確
定
訴
訟
記
録
法
の
制
定
、
平
成
四
年
の
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ニ
レ

件
記
録
等
保
存
規
程
の
一
部
改
正
や
同
保
存
規
程
の
運
用
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
コ
じ

の
最
高
裁
事
務
総
長
依
命
通
達
の
発
出
な
ど
に
よ
り
、
民
事
・
刑
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
レ

の
裁
判
記
録
（
裁
判
書
・
事
件
記
録
な
ど
）
の
保
存
等
に
関
す
る
法
制

が
整
え
ら
れ
た
が
、
こ
れ
ま
で
永
久
保
存
で
あ
っ
た
禁
鋼
以
上
の
刑

の
判
決
原
本
や
民
事
判
決
原
本
に
、
そ
れ
ぞ
れ
保
管
期
間
や
保
存
期

間
が
定
め
ら
れ
、
死
刑
又
は
無
期
の
有
罪
判
決
は
一
〇
〇
年
保
管
、

有
期
の
有
罪
判
決
は
五
〇
年
保
管
等
々
と
な
り
、
民
事
判
決
原
本
は

五
〇
年
保
存
と
な
っ
た
。
最
高
裁
判
所
が
、
保
存
期
間
五
〇
年
を
経

浅
　
古

弘

過
し
た
民
事
判
決
原
本
を
、
順
次
、
平
成
六
年
一
月
一
日
以
降
に
焼

却
・
細
断
に
よ
る
廃
棄
処
分
に
す
る
よ
う
各
裁
判
所
に
通
達
し
た
こ

と
か
ら
、
当
面
、
昭
和
一
八
（
一
九
四
三
）
年
以
前
の
民
事
判
決
原
本

の
廃
棄
が
懸
念
さ
れ
る
事
態
と
な
っ
て
い
る
。
す
で
に
、
法
制
史
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
）

会
で
は
、
昨
年
の
総
会
で
最
高
裁
判
所
に
対
す
る
要
望
書
を
採
択
し
、

最
高
裁
判
所
に
そ
の
要
望
書
を
提
出
し
た
が
、
裁
判
記
録
の
保
存
の

問
題
は
少
し
の
進
展
も
見
な
い
ま
ま
、
民
事
判
決
原
本
の
廃
棄
の
期

限
が
迫
っ
て
き
て
い
る
。
か
つ
て
、
行
政
裁
判
所
の
記
録
が
、
東
京

高
等
裁
判
所
庁
舎
改
築
の
際
に
保
管
場
所
が
な
い
と
い
う
理
由
だ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
レ

で
、
そ
の
大
部
分
が
廃
棄
処
分
に
付
さ
れ
焼
却
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ

と
を
考
え
る
と
、
裁
判
記
録
の
保
存
利
用
に
と
っ
て
極
め
て
厳
し
い

状
況
に
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
東
京
地
方
裁
判
所
の
地
下
三
階
の
記
録
保
存
庫
に
は
、
明
治
五
年

か
ら
の
民
事
判
決
原
本
綴
が
保
管
さ
れ
、
ま
た
東
京
高
等
裁
判
所
の

一
七
階
記
録
室
に
は
、
明
治
七
年
の
司
法
省
裁
判
所
時
代
か
ら
の
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
レ

事
判
決
原
本
綴
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
民
事
判
決
原
本
綴



は
、
関
東
大
震
災
や
東
京
大
空
襲
な
ど
の
災
禍
の
な
か
を
、
先
人
が

苦
労
し
て
今
日
に
残
し
て
く
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
裁
判
記
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
）

を
使
っ
て
の
先
学
の
研
究
に
よ
る
と
、
東
京
以
外
に
も
、
大
阪
地
方

裁
判
所
・
大
阪
高
等
裁
判
所
を
は
じ
め
、
仙
台
・
京
都
・
名
古
屋
・

金
沢
・
高
知
・
松
山
・
福
岡
・
佐
賀
・
宮
崎
・
熊
本
な
ど
全
国
各
地

の
裁
判
所
も
、
佐
賀
地
方
裁
判
所
を
除
き
、
ほ
ぼ
開
庁
期
か
ら
の
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

事
判
決
原
本
を
保
存
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
東
京
地
裁
の
民
事
訟
廷
管
理
官
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
東
京
地
裁
は
、

現
在
、
約
五
六
万
件
の
民
事
事
件
の
記
録
類
を
保
存
し
、
民
事
の
通

常
訴
訟
事
件
だ
け
で
も
、
毎
年
、
全
国
の
約
一
割
に
あ
た
る
二
万
四

千
件
あ
ま
り
の
事
件
を
新
た
に
受
付
け
、
記
録
類
の
年
問
入
庫
件
数

は
、
五
・
六
万
件
に
も
及
ぶ
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
現
在
は
、
保
存

期
間
を
経
過
し
た
裁
判
記
録
か
ら
、
判
決
原
本
を
抜
い
て
、
事
件
記

録
だ
け
を
一
律
廃
棄
し
て
お
り
、
毎
年
、
約
七
ト
ン
、
件
数
に
し
て

三
万
か
ら
五
万
件
の
記
録
を
、
市
川
の
清
掃
工
場
で
焼
却
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
パ
　
の
レ

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
綴
り
紐
を
切
ら
れ
廃
棄
を
待
つ
ば
か
り
の

事
件
記
録
が
床
に
平
積
み
さ
れ
る
な
ど
、
必
ず
し
も
保
存
ス
ペ
ー
ス

は
十
分
と
は
い
え
な
い
が
、
今
回
の
廃
棄
の
対
象
と
な
る
民
事
判
決

原
本
綴
は
、
保
存
状
態
も
良
好
で
あ
り
、
書
架
延
長
わ
ず
か
一
五
〇

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
量
で
あ
っ
た
。
こ
の
民
事
判
決
原
本
綴
を
廃
棄
し

て
で
き
る
書
架
の
余
裕
な
ど
書
架
全
体
か
ら
見
れ
ば
微
々
た
る
も
の

で
あ
り
、
失
わ
れ
る
記
録
の
価
値
と
は
比
べ
る
べ
き
も
な
い
。

司
法
資
料
保
存
の
歴
史
と
現
代
的
課
題

　
判
決
原
本
や
訴
訟
記
録
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
不
明
と

さ
れ
て
き
た
問
題
が
ど
れ
だ
け
解
明
さ
れ
る
か
計
り
知
れ
な
い
も
の

が
あ
る
。
先
年
、
東
京
高
等
裁
判
所
が
保
存
す
る
司
法
省
裁
判
所
の

民
事
判
決
原
本
綴
を
調
査
す
る
機
会
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
調
査
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
わ
か
ら
な
か
っ
た
明
治
五
年
の
司
法
職
務
定
制
の
運

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

用
の
実
際
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
民
事
・
刑
事
の
判
決
原

本
や
訴
訟
記
録
は
、
日
本
の
法
文
化
を
知
る
貴
重
な
歴
史
的
文
化
的

財
産
で
あ
り
、
法
史
研
究
に
と
っ
て
掛
け
替
え
が
な
い
ば
か
り
で
な

く
、
実
定
法
の
研
究
に
お
い
て
も
、
小
林
三
衛
教
授
が
「
裁
判
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ご
も

の
方
法
に
つ
い
て
の
一
試
論
」
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
裁
判

官
が
認
定
し
た
事
実
を
所
与
の
も
の
と
し
な
い
、
換
言
す
れ
ば
、
裁

判
官
と
同
じ
目
の
高
さ
か
ら
の
判
例
研
究
に
は
欠
か
せ
な
い
資
料
で

あ
ろ
う
と
思
う
。
裁
判
記
録
を
使
っ
て
の
研
究
は
、
そ
れ
へ
の
接
近

の
困
難
さ
も
手
伝
っ
て
、
よ
う
や
く
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
り
、

近
年
、
継
時
的
に
多
数
の
判
決
原
本
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
非
常
に

優
れ
た
研
究
成
果
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
か
か
る
研
究
方
法
が
今
後

も
採
れ
る
よ
う
、
ま
た
将
来
の
学
術
研
究
の
た
め
に
も
、
こ
れ
ら
の

裁
判
記
録
を
後
世
に
残
す
こ
と
は
我
々
の
責
務
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
確
か
に
、
刑
事
確
定
訴
訟
記
録
法
に
は
刑
事
参
考
記
録
の
規
定

が
あ
り
、
事
件
記
録
保
存
規
程
は
特
別
保
存
の
要
望
を
認
め
る
が
、

そ
の
規
準
が
曖
昧
で
あ
り
、
具
体
的
運
用
の
あ
り
方
も
明
白
で
な
く
、

こ
の
制
度
の
も
と
で
保
存
さ
れ
る
裁
判
記
録
の
齊
一
性
が
危
惧
さ
れ

七
三



早
法
六
九
巻
二
号
（
一
九
九
三
）

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
実
行
的
価
値
や
証
拠
的
価
値
を
失
っ
た
公
文
書

は
、
そ
の
歴
史
的
価
値
に
よ
っ
て
保
存
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
す

る
な
ら
ば
、
民
事
・
刑
事
の
裁
判
記
録
の
保
存
法
制
に
は
多
く
の
課

題
が
残
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
東
京
地
裁
で
は
、
こ
の
秋
を
め
ど
に
、
事
件
記
録
等
保
存
規
程
第

九
条
第
二
項
に
よ
る
特
別
保
存
の
具
体
的
規
準
づ
く
り
が
行
わ
れ
る

と
聞
い
て
い
る
。
ま
た
八
ヶ
月
後
に
は
民
事
判
決
原
本
の
廃
棄
が
懸

念
さ
れ
る
こ
の
時
期
に
、
我
々
は
、
司
法
資
料
の
保
存
に
つ
い
て
学

問
的
に
議
論
を
し
て
お
く
こ
と
が
必
須
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
、
こ

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
企
画
し
た
。

　
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
裁
判
記
録
に
限
ら
ず
、
放
置
さ
れ
た

ま
ま
の
司
法
行
政
文
書
や
証
拠
物
あ
る
い
は
法
廷
に
提
出
さ
れ
な
か

っ
た
供
述
調
書
・
捜
査
記
録
な
ど
を
含
め
た
司
法
資
料
の
保
存
に
つ

い
て
、
法
制
史
の
立
場
か
ら
だ
け
で
な
く
、
法
曹
実
務
や
民
事
訴
訟

法
学
あ
る
い
は
史
料
管
理
学
の
立
場
か
ら
、
多
角
的
に
検
討
を
加
え
、

過
去
の
所
与
の
司
法
資
料
を
未
来
に
伝
え
る
だ
け
で
な
く
、
日
々
、

新
た
に
作
ら
れ
て
い
る
司
法
資
料
を
歴
史
資
料
と
し
て
残
す
道
を
探

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
司
法
資
料
問
題
に
関
心
を

持
ち
、
積
極
的
に
こ
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
本
学
会
員
以
外
の

方
に
も
報
告
を
お
願
い
し
た
。
日
本
弁
護
士
連
合
会
司
法
制
度
調
査

会
第
三
部
会
訴
訟
記
録
保
存
小
委
員
会
委
員
長
の
竹
澤
哲
夫
先
生
に

は
法
曹
実
務
の
立
場
か
ら
、
事
件
記
録
の
研
究
を
さ
れ
て
い
る
神
奈

七
四

川
大
学
の
中
山
幸
二
先
生
に
は
民
事
訴
訟
法
学
の
立
場
か
ら
、
そ
し

て
各
国
の
公
文
書
保
存
制
度
を
研
究
さ
れ
て
い
る
国
立
国
文
学
研
究

資
料
館
史
料
館
の
安
藤
正
人
先
生
に
は
史
料
管
理
学
の
立
場
か
ら
、

報
告
を
お
願
い
し
た
。

太
政
官
時
代
の
記
録
保
存

　
太
政
官
時
代
の
裁
判
記
録
の
保
存
で
あ
る
が
、
裁
判
記
録
が
他
の

政
府
の
記
録
と
別
の
法
制
度
の
も
と
で
保
存
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の

は
、
明
治
一
入
年
一
〇
月
の
司
法
省
丁
第
二
一
号
達
で
大
審
院
並
裁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

判
所
書
類
保
存
規
程
が
定
め
ら
れ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
ま

で
は
、
裁
判
記
録
も
他
の
政
府
の
記
録
と
同
じ
保
存
法
制
の
も
と
で

保
存
を
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
太
政
官
時
代
の
記
録
保
存
に
つ
い

て
は
、
裁
判
記
録
に
限
ら
ず
、
一
般
的
な
記
録
保
存
の
制
度
を
概
観

し
て
置
こ
う
と
思
う
。

　
明
治
政
府
は
、
維
新
の
功
業
を
後
世
に
伝
え
る
目
的
で
、
早
く
か

ら
記
録
の
保
存
を
心
が
け
、
太
政
官
や
各
省
な
ど
に
記
録
保
存
の
た

め
の
部
局
を
設
け
、
記
録
の
編
輯
や
沿
革
誌
の
編
纂
な
ど
を
お
こ
な

　
（
喜
っ
た
。
明
治
元
年
一
〇
月
二
九
日
に
は
、
行
政
官
の
な
か
に
記
録
掛

を
置
き
、
翌
一
一
月
四
日
に
、
神
祇
・
会
計
・
軍
務
・
外
国
・
刑
法

の
五
官
に
「
日
記
書
類
副
本
」
の
提
出
を
命
じ
て
い
る
。
し
か
し
、

五
官
か
ら
の
記
録
の
提
出
は
は
か
ば
か
し
く
な
く
、
督
促
の
達
が
発



せ
ら
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
明
治
二
年
の
職
員
令
に
よ
り
、
従
来
の

行
政
官
の
記
録
編
輯
事
務
は
太
政
官
の
史
官
の
も
と
で
行
わ
れ
る
こ

と
と
な
り
、
明
治
三
年
五
月
二
九
日
に
は
、
記
録
編
輯
事
業
を
進
め

る
た
め
に
、
各
官
省
に
記
録
掛
を
置
き
、
改
め
て
戊
辰
以
来
の
記
録

の
写
し
を
太
政
官
に
提
出
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。
こ
の
太
政
官
の
記

録
編
輯
事
業
は
、
明
治
六
年
五
月
五
日
の
皇
城
炎
上
に
よ
り
太
政
官

の
記
録
が
烏
有
に
帰
す
と
い
う
不
幸
に
見
舞
わ
れ
な
が
ら
も
、
そ
の

復
元
に
努
め
る
と
と
も
に
、
太
政
官
・
内
閣
の
基
本
的
記
録
と
し
て
、

「
公
文
録
」
・
「
太
政
類
典
」
・
「
公
文
類
聚
」
・
「
公
文
雑
纂
」
な
ど
に

ま
と
め
ら
れ
、
今
日
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
太
政
官
時
代
は
太
政
官

が
司
法
を
裁
制
す
る
体
制
が
採
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
太
政
官
が
決
裁

を
し
た
政
治
的
に
重
要
な
事
件
の
裁
判
記
録
は
、
太
政
官
の
記
録
と

し
て
「
公
文
録
」
や
「
太
政
類
典
」
な
ど
に
も
保
存
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
明
治
政
府
は
、
西
欧
の
文
書
館
制
度
を
研
究
し
、
近
代
的
な

記
録
保
存
の
方
向
を
模
索
し
始
め
て
い
た
。
「
米
欧
回
覧
実
記
」
に
よ

る
と
、
明
治
六
年
五
月
二
九
日
に
、
岩
倉
使
節
団
の
一
行
は
ベ
ニ
ス

の
「
ア
ル
チ
ー
フ
」
＞
8
匡
≦
o
（
文
書
館
）
を
訪
れ
、
八
世
紀
以
来
の

二
二
〇
万
冊
に
及
ぶ
「
文
書
典
冊
」
が
保
存
さ
れ
て
い
る
様
を
見
て
、

久
米
邦
武
は
「
西
洋
二
…
：
書
庫
ノ
設
ケ
ア
リ
、
廃
紙
断
編
モ
亦
収

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
さ

録
ス
、
開
文
ノ
至
リ
ナ
リ
ト
云
ベ
シ
」
と
の
感
想
を
抱
い
た
。
彼
ら

は
、
西
欧
の
文
書
館
を
見
学
し
た
最
初
の
日
本
人
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
そ
の
久
米
は
、
帰
国
後
、
明
治
七
年
に
太
政
官
外
史
記
録
課

司
法
資
料
保
存
の
歴
史
と
現
代
的
課
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ち

長
と
な
り
、
「
法
例
彙
纂
」
な
ど
の
編
纂
を
手
が
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

翻
訳
さ
れ
た
年
代
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
の
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ろ

書
館
の
記
録
保
存
法
制
を
詳
述
し
た
「
佛
國
文
庫
規
則
」
や
「
佛
國

　
　
コ
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ご
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

記
録
書
」
あ
る
い
は
「
普
國
記
録
法
」
な
ど
が
翻
訳
さ
れ
、
「
佛
國
學
制
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
を
る

や
「
白
耳
義
國
諸
省
官
制
井
諸
規
則
」
の
な
か
で
も
、
文
書
館
や
「
旧

録
学
校
」
ゆ
8
一
Φ
号
ω
3
費
8
ω
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
近
代
的
な
記
録
保
存
を
指
向
し
た
も
の
と
し
て
、
内
務
省

に
よ
る
記
録
保
存
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
わ
が
国
の
内
務
省
の

創
定
に
当
た
っ
て
モ
デ
ル
と
さ
れ
た
の
は
、
記
録
管
理
を
職
掌
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ニ
　
り

た
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
内
務
省
で
あ
っ
た
か
ら
、
内
務
省
の
事
務
章
程

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　

に
「
全
国
ノ
記
録
ヲ
保
存
ス
ル
事
」
が
規
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

内
務
省
は
、
こ
の
規
定
に
よ
り
、
全
国
の
記
録
の
保
存
管
理
を
行
う

こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
明
治
七
年
太
政
官
第
三
九
号
達
で
は
、

各
官
庁
の
所
蔵
す
る
書
籍
及
び
記
録
の
目
録
を
内
務
省
に
提
出
さ

せ
、
各
官
庁
か
ら
提
出
さ
れ
る
目
録
で
、
内
務
省
は
全
国
の
記
録
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
さ

総
体
的
に
把
握
し
よ
う
と
し
た
。
明
治
八
年
に
な
る
と
、
内
務
省
は
、

中
央
地
方
の
各
官
庁
の
記
録
保
存
を
一
層
厳
重
に
す
る
た
め
、
文
庫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ニ
さ

の
設
置
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
「
文
書
保
存
条
例
」
の
制
定
を
求
め
た

が
、
そ
の
実
現
に
は
経
費
が
容
易
で
な
い
と
い
う
左
院
の
意
見
に
よ

り
、
記
録
文
書
の
保
存
は
各
庁
の
見
込
み
に
任
す
こ
と
と
し
、
「
各
庁

二
於
テ
保
存
ノ
方
法
ヲ
設
ケ
焚
蕩
流
失
等
ノ
患
ナ
キ
様
厚
ク
注
意
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ニ
ぎ

す
べ
し
と
い
う
太
政
官
第
六
八
号
達
が
出
さ
れ
た
。
結
局
、
内
務
省

七
五



早
法
六
九
巻
二
号
（
一
九
九
三
）

の
め
ざ
し
た
欧
米
並
の
文
書
館
に
よ
る
記
録
の
保
存
は
実
現
さ
れ

ず
、
そ
れ
が
現
実
の
も
の
と
な
る
た
め
に
は
、
そ
の
後
、
百
年
余
の

時
問
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
わ
が
国
の
司
法
制
度
に
大
き
な
変
革
を
も
た
ら
し
た

の
が
、
明
治
五
年
八
月
の
司
法
省
職
制
並
二
事
務
章
程
（
司
法
職
務

ハ
ニ
む

定
制
）
で
あ
る
。
司
法
職
務
定
制
は
、
全
国
の
裁
判
事
務
を
司
法
省
に

統
合
集
中
さ
せ
、
裁
判
権
を
府
県
か
ら
接
収
し
て
、
裁
判
所
に
移
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

う
と
い
う
計
画
で
あ
っ
た
。
裁
判
所
が
設
置
さ
れ
て
、
裁
判
事
務
が

府
県
か
ら
裁
判
所
に
引
き
渡
さ
れ
た
際
に
、
当
然
に
係
属
中
の
事
件

記
録
は
府
県
か
ら
裁
判
所
に
引
き
渡
さ
れ
た
が
、
確
定
し
た
事
件
の

記
録
は
必
ず
し
も
裁
判
所
に
移
管
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
裁

判
所
開
庁
以
前
の
裁
判
記
録
は
行
政
文
書
と
し
て
、
今
日
、
各
地
の

文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
例
が
あ
り
、
例
え
ば
、
東
京
都
公
文
書

館
に
は
、
明
治
二
年
の
雑
訴
綴
込
な
ど
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
司

法
職
務
定
制
に
は
、
聴
訟
一
件
帳
・
裁
断
言
渡
帳
・
済
口
讃
文
編
冊
・

裁
断
伺
録
・
訴
状
受
取
録
・
口
書
録
・
断
刑
録
な
ど
、
裁
判
所
が
整

え
る
べ
き
帳
簿
類
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
司
法
職
務
定
制

の
時
代
の
ま
ま
の
姿
で
帳
簿
類
が
裁
判
所
に
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と

　
　
　
（
三
。
）

は
珍
し
い
。
今
日
、
各
地
の
裁
判
所
は
開
庁
期
の
民
事
判
決
原
本
を

「
民
事
判
決
原
本
綴
」
と
し
て
整
理
保
存
し
て
お
り
、
明
治
二
三
年

民
事
訴
訟
法
か
ら
「
民
事
判
決
原
本
」
と
い
う
用
語
が
使
用
さ
れ
た

こ
と
を
考
え
る
と
、
明
治
一
八
年
の
書
類
保
存
規
程
の
も
と
で
、
明

七
六

治
二
三
年
以
降
に
裁
判
記
録
類
は
現
在
の
形
に
編
綴
さ
れ
直
さ
れ
た

こ
と
を
伺
わ
せ
る
。

　
こ
の
司
法
職
務
定
制
に
は
記
録
保
存
に
関
す
る
規
定
は
な
か
っ
た

が
、
一
八
O
八
年
フ
ラ
ン
ス
治
罪
法
を
範
と
す
る
明
治
二
二
年
の
治

罪
法
は
、
フ
ラ
ン
ス
治
罪
法
に
な
ら
っ
て
「
判
決
言
渡
書
及
ヒ
公
判

始
末
書
ノ
正
本
ハ
其
裁
判
所
ノ
書
記
局
二
保
存
ス
可
シ
」
（
第
三
二
〇

条
）
と
い
う
規
定
を
置
き
、
は
じ
め
て
記
録
保
存
を
明
文
で
規
定

　
　
　
　
じ

し
た
。
こ
の
規
定
の
運
用
の
実
際
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
一
八
七
七

年
ド
イ
ツ
刑
事
訴
訟
法
を
参
考
と
し
た
明
治
二
三
年
の
刑
事
訴
訟
法

に
も
、
こ
の
規
定
は
引
き
継
が
れ
、
「
判
決
及
ヒ
公
判
始
末
書
ノ
原
本

ハ
訴
訟
記
録
二
添
付
シ
其
裁
判
所
二
保
存
ス
可
シ
」
（
第
二
二
条
）
と

　
　
パ
　
コ
リ

な
っ
た
。
当
初
は
検
事
局
の
保
存
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、

ほ
ど
な
く
検
事
局
が
保
存
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
明
治
二
九
年
の
司

法
省
民
刑
局
長
回
答
に
よ
る
と
、
刑
事
判
決
が
確
定
す
る
と
一
件
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
三
）

録
は
検
事
局
へ
送
致
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
わ
か
る
。
裁
判

所
構
成
法
で
は
、
検
事
局
は
裁
判
所
に
付
置
を
さ
れ
て
い
た
の
で
、

記
録
が
検
事
局
に
送
致
さ
れ
て
も
裁
判
所
の
保
存
を
規
定
し
た
刑
事

訴
訟
法
に
違
反
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
戦
後
の
司
法
改
革

で
検
察
庁
が
裁
判
所
か
ら
独
立
し
た
と
き
に
、
刑
事
の
裁
判
記
録
の

保
管
保
存
機
関
は
、
裁
判
所
で
あ
る
の
か
、
検
察
庁
で
あ
る
の
か
と

い
う
問
題
が
表
面
化
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
民
事
訴

訟
法
は
、
明
治
二
三
年
制
定
以
来
今
日
に
至
る
ま
で
、
記
録
保
存
に



関
す
る
基
本
的
根
拠
規
定
を
欠
い
て
い
る
。

二

明
治
一
八
年
大
審
院
並
裁
判
所
書
類
保
存

規
程

　
こ
の
様
に
し
て
、
裁
判
に
必
要
な
書
類
や
整
え
て
置
く
べ
き
帳
簿

類
な
ど
が
整
備
を
さ
れ
、
裁
判
記
録
の
保
存
も
刑
事
事
件
に
つ
い
て

は
明
文
を
以
て
規
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、
明
治
一
八
年
七
月
二
〇
日

付
の
司
法
卿
か
ら
の
「
書
類
保
存
規
程
ノ
儀
二
付
伺
」
に
よ
る
と
、

「
大
審
院
裁
判
所
二
於
テ
ハ
、
書
類
保
存
期
限
ノ
定
メ
無
キ
ニ
因
リ
、

渾
テ
従
前
ノ
書
類
ヲ
保
存
シ
来
ル
ヲ
以
テ
、
為
二
倉
庫
ヲ
填
塞
シ
、

今
日
ノ
勢
更
二
之
力
倉
庫
ヲ
建
設
セ
サ
ル
ヲ
得
サ
ル
ニ
至
レ
リ
。
然

ル
ニ
其
保
存
ノ
方
法
ヲ
定
メ
ス
、
徒
二
倉
庫
ヲ
建
設
ス
ル
モ
叉
従
テ

之
ヲ
填
塞
ス
ル
ニ
至
ル
可
キ
ハ
論
ヲ
竣
タ
サ
ル
ナ
リ
。
因
テ
其
書
類

中
必
要
二
属
ス
ル
者
ト
否
ト
ヲ
区
分
シ
、
之
力
保
存
規
程
ヲ
定
メ
、

別
紙
ノ
通
、
大
審
院
裁
判
所
へ
達
致
度
、
一
応
相
伺
候
條
、
至
急
仰

　
　
　
　
パ
　
　
　

御
裁
可
候
也
」
と
あ
り
、
記
録
・
書
類
の
保
存
期
間
が
明
定
さ
れ
て

い
な
い
た
め
に
、
次
第
に
そ
れ
ら
が
裁
判
所
の
倉
庫
を
圧
迫
す
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
、
司
法
省
が
記
録
の
保
存
期
間
を
定
め
、
保
存
期

間
を
経
過
し
た
記
録
を
選
択
保
存
な
い
し
廃
棄
す
る
方
向
で
の
規
程

づ
く
り
を
始
め
た
こ
と
が
わ
か
る
。
い
つ
の
時
代
で
も
、
保
存
場
所

が
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
資
料
廃
棄
の
一
番
の
理
由
に
な
る
の
で
あ

司
法
資
料
保
存
の
歴
史
と
現
代
的
課
題

る
。
司
法
省
が
提
示
し
た
保
存
規
程
案
が
、
「
実
二
其
当
ヲ
得
タ
ル
モ

ノ
」
と
の
参
事
院
の
評
価
を
得
て
、
太
政
官
の
決
裁
が
お
り
、
明
治

一
八
年
司
法
省
丁
第
二
一
号
達
と
し
て
制
定
さ
れ
た
。
こ
れ
が
明
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
ロ

一
八
年
大
審
院
並
裁
判
所
書
類
保
存
規
程
で
あ
る
。

　
こ
の
保
存
規
程
は
、
事
件
記
録
に
つ
い
て
は
有
期
保
存
と
し
、
そ

れ
ぞ
れ
保
存
期
間
を
明
定
（
第
一
条
か
ら
第
九
条
）
し
、
民
事
・
刑
事

の
言
渡
書
お
よ
び
命
令
書
に
つ
い
て
は
永
久
保
存
（
第
一
〇
条
）
と
し

た
。
ま
た
、
司
法
行
政
関
係
の
記
録
簿
冊
類
な
ど
も
永
久
保
存
（
第
一

四
条
）
と
し
て
い
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
保
存
規

程
の
第
一
六
条
は
、
本
規
程
の
適
用
の
始
期
を
各
裁
判
所
に
つ
い
て

定
め
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
大
審
院
に
つ
い
て
は
明
治
八
年
創

設
の
時
か
ら
、
控
訴
裁
判
所
も
明
治
八
年
の
上
等
裁
判
所
の
設
置
の

時
か
ら
、
始
審
裁
判
所
は
明
治
九
年
の
地
方
裁
判
所
以
後
の
書
類
に
、

こ
の
保
存
規
程
を
適
用
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
る

と
、
司
法
省
裁
判
所
あ
る
い
は
府
県
裁
判
所
な
ど
の
記
録
が
保
存
規

程
の
適
用
を
受
け
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
地
方
裁
判
所
設

置
以
降
に
限
定
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
「
書
類
保
存
規
程
説
明
書
」
は

「
始
審
裁
判
所
ハ
明
治
九
年
第
百
十
四
号
布
告
二
因
リ
地
方
裁
判
所

ト
改
称
相
成
ラ
サ
ル
以
前
二
在
リ
テ
ハ
、
県
庁
二
於
テ
裁
判
ヲ
摂
行

セ
シ
者
　
カ
ラ
ス
。
従
テ
訴
訟
書
類
取
扱
方
｝
定
セ
ス
。
裁
判
言
渡

書
ノ
如
キ
モ
完
全
ナ
ラ
ス
。
為
メ
ニ
其
言
渡
書
ノ
ミ
ヲ
保
存
ス
ル
モ
、

之
力
事
実
ヲ
詳
ニ
ス
ル
ニ
足
ラ
ス
。
到
底
、
当
時
ノ
書
類
ハ
錯
綜
二

七
七



早
法
六
九
巻
二
号
（
』
九
九
三
）

渉
リ
、
本
案
ノ
保
存
規
程
二
準
拠
シ
、
之
力
類
別
ヲ
ナ
シ
難
ク
、
且

右
第
百
十
四
号
布
告
二
因
リ
之
力
定
限
ヲ
設
ケ
サ
レ
ハ
、
遠
タ
維
新

以
前
ノ
訴
訟
書
類
ニ
マ
テ
遡
ラ
サ
ル
ヲ
得
サ
ル
ニ
至
レ
リ
。
故
二
本

案
ノ
保
存
規
程
ハ
其
地
方
裁
判
所
ト
改
称
セ
シ
以
後
ノ
書
類
二
適
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

ス
可
キ
者
ト
定
メ
タ
リ
」
と
し
て
い
る
。
も
し
行
政
庁
が
裁
判
を
し

て
い
た
時
代
の
裁
判
記
録
を
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
れ

ば
、
徳
川
時
代
の
裁
判
記
録
を
も
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

に
な
り
、
立
法
の
趣
旨
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
地
方
の
裁
判

所
の
記
録
に
つ
い
て
は
、
行
政
官
吏
に
よ
る
裁
判
が
全
廃
さ
れ
、
全

国
一
律
に
司
法
裁
判
所
が
置
か
れ
た
地
方
裁
判
所
設
置
の
時
点
以
降

の
裁
判
記
録
に
、
こ
の
保
存
規
程
を
適
用
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
む

こ
の
保
存
規
程
と
同
日
に
出
さ
れ
た
保
存
規
程
の
心
得
達
で
は
、
「
上

等
裁
判
所
及
地
方
裁
判
所
ト
称
セ
シ
以
前
ノ
訴
訟
記
録
ハ
総
テ
之
ヲ

保
存
ス
可
シ
」
と
さ
れ
、
司
法
省
裁
判
所
あ
る
い
は
府
県
裁
判
所
に

つ
い
て
も
、
裁
判
所
開
庁
以
来
の
裁
判
記
録
が
保
存
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。
廃
棄
は
保
存
規
程
で
は
細
断
廃
棄
（
第
一
五
条
）

と
な
っ
て
い
た
が
、
心
得
達
で
は
、
廃
棄
書
類
を
売
却
し
て
も
か
ま

わ
な
い
と
し
た
。

　
司
法
省
は
、
同
じ
明
治
一
八
年
に
、
行
政
文
書
の
保
存
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
八
）

司
法
省
文
書
保
存
規
程
を
作
っ
て
お
り
、
こ
の
大
審
院
並
諸
裁
判
所

書
類
保
存
規
程
は
、
恐
ら
く
内
閣
制
度
の
発
足
を
に
ら
ん
で
、
司
法

七
入

部
の
記
録
保
存
の
法
制
化
を
進
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

三
　
大
正
七
年
民
刑
訴
訟
記
録
保
存
規
程

　
こ
の
明
治
一
八
年
の
保
存
規
魂
は
、
大
正
七
年
に
全
面
的
に
改
め

ら
れ
、
民
刑
訴
訟
記
録
保
存
規
程
が
制
定
さ
れ
、
民
事
お
よ
び
刑
事

の
事
件
記
録
の
保
存
の
大
綱
が
定
め
ら
れ
た
。
保
存
の
方
法
・
廃
棄

の
手
続
の
細
目
に
つ
い
て
は
、
同
規
程
付
則
第
四
項
に
も
と
づ
い
て
、

各
控
訴
院
が
保
存
規
程
の
細
則
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。
大
正
七
年

の
保
存
規
程
は
、
そ
の
後
、
大
正
ご
二
年
、
昭
和
四
年
そ
し
て
昭
和

＝
二
年
に
一
部
が
改
正
さ
れ
、
戦
後
の
司
法
改
革
を
迎
え
た
。
新
憲

法
施
行
と
同
時
に
裁
判
所
法
・
検
察
庁
法
が
施
行
さ
れ
、
裁
判
所
の

制
度
は
大
き
く
変
革
さ
れ
た
が
、
こ
の
大
正
七
年
の
保
存
規
程
に
つ

い
て
は
、
戦
後
、
数
年
間
な
ん
ら
の
措
置
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
新
設
さ
れ
た
家
庭
裁
判
所
の
家
事
事
件
、
お
よ
び
、

新
た
に
裁
判
所
で
取
り
扱
う
こ
と
と
な
っ
た
行
政
事
件
、
裁
判
官
分

限
事
件
等
の
事
件
記
録
の
保
存
の
定
め
が
な
い
大
正
七
年
の
保
存
規

程
に
よ
っ
て
事
務
を
処
理
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
り
、
昭
和
二
八
年

に
民
事
事
件
だ
け
の
事
件
記
録
等
保
存
規
程
が
制
定
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
の
で
あ
る
。
戦
後
の
司
法
改
革
と
裁
判
記
録
の
問
題
は
、
第
二

報
告
で
触
れ
ら
れ
る
。

　
こ
の
大
正
七
年
の
保
存
規
程
の
特
徴
は
、
「
特
別
保
存
」
と
い
う
考



え
方
を
導
入
し
た
こ
と
で
あ
る
。
明
治
一
八
年
の
旧
保
存
規
程
で
は
、

保
存
期
間
を
経
過
し
た
訴
訟
記
録
は
一
律
に
廃
棄
さ
れ
て
き
た
が
、

大
正
七
年
の
保
存
規
程
第
四
〇
条
第
一
項
で
は
、
「
重
要
ナ
ル
事
件
ノ

記
録
ニ
シ
テ
史
料
叉
ハ
後
日
ノ
参
考
ト
為
ル
ヘ
キ
モ
ノ
保
存
期
間
満

了
ノ
後
ト
錐
引
続
キ
之
ヲ
保
存
ス
ヘ
シ
」
と
し
て
、
さ
ら
に
第
二
項

で
「
前
項
ノ
記
録
ハ
特
別
二
之
ヲ
保
管
シ
相
当
ナ
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ

ハ
之
ヲ
本
省
ノ
保
管
二
移
ス
ヘ
シ
」
と
し
た
。
こ
の
「
特
別
保
存
」

制
度
の
運
用
の
実
際
は
明
ら
か
で
な
い
。
昭
和
工
年
に
刊
行
さ
れ

た
『
司
法
省
和
漢
図
書
目
録
』
に
は
、
「
Y
　
特
殊
記
録
、
民
事
刑
事

参
考
資
料
」
と
い
う
項
目
が
立
て
ら
れ
、
刑
法
事
務
科
以
来
の
司
法

省
が
所
蔵
す
る
各
裁
判
所
の
記
録
や
関
係
書
類
を
収
載
し
て
い
る

が
、
こ
れ
ら
の
記
録
類
が
「
特
別
保
存
」
の
制
度
に
も
と
づ
い
て
司

法
省
に
保
存
さ
れ
て
い
た
も
の
か
も
明
ら
か
で
な
い
。
ま
た
、
「
民
事

参
考
資
料
」
・
「
刑
事
参
考
資
料
」
と
い
う
項
目
に
は
、
具
体
的
資
料

名
は
一
件
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
こ
に
分
類
さ
れ
る
べ
き
資

料
が
な
い
た
め
な
の
か
、
あ
っ
て
も
公
開
で
き
な
い
た
め
な
の
か
、

そ
の
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
。
昭
和
六
二
年
五
月
二
六
日
の
衆
議
院
法

務
委
員
会
で
、
法
務
省
岡
村
刑
事
局
長
は
、
現
在
、
刑
事
参
考
記
録

と
し
て
約
二
八
O
件
を
保
存
し
て
い
る
が
、
具
体
的
事
件
名
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
は
、
被
告
人
や
関
係
人
の
名
誉
・
プ
ラ
イ
バ
シ
i
等

に
か
か
わ
る
こ
と
な
の
で
で
き
な
い
、
と
答
弁
し
、
刑
事
参
考
記
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
。
）

の
リ
ス
ト
の
公
開
を
拒
絶
し
た
。
今
年
の
二
月
に
、
コ
一
・
二
六
事
件
」

司
法
資
料
保
存
の
歴
史
と
現
代
的
課
題

の
東
京
陸
軍
軍
法
会
議
の
裁
判
記
録
が
、
東
京
地
方
検
察
庁
に
保
存

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
研
究
者
へ
の
閲
覧
が
許
可
さ
れ
た
こ

と
は
、
わ
れ
わ
れ
の
記
憶
に
新
し
い
。
約
二
八
O
件
の
刑
事
参
考
記

録
の
な
か
に
は
、
恐
ら
く
戦
前
期
の
事
件
記
録
も
含
ま
れ
て
い
る
に

ち
が
い
な
い
。
約
二
八
O
件
の
刑
事
参
考
記
録
が
、
ど
の
よ
う
な
基

準
で
選
択
さ
れ
、
保
存
さ
れ
て
い
る
の
か
。
そ
の
基
準
と
運
用
の
実

際
を
検
証
す
る
こ
と
は
、
刑
事
確
定
訴
訟
記
録
法
の
刑
事
参
考
記
録

や
事
件
記
録
等
保
存
規
程
の
特
別
保
存
の
制
度
が
、
現
在
お
よ
び
将

来
に
わ
た
っ
て
、
確
実
に
運
用
さ
れ
る
た
め
に
も
、
重
要
な
作
業
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
、
刑
事
参
考
記
録
を
は
じ
め
と
す
る
裁
判
記

録
の
リ
ス
ト
の
公
開
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

（
一
）
　
昭
和
六
二
年
法
律
第
六
四
号
（
〔
資
料
〕
H
2
）
。

　
刑
事
確
定
訴
訟
記
録
法
に
つ
い
て
は
、
竹
澤
哲
夫
「
訴
訟
記
録
の

保
存
」
（
「
判
例
タ
イ
ム
ズ
」
五
五
七
号
、
一
九
八
五
年
）
。
竹
澤
哲
夫

　
「
確
定
訴
訟
記
録
の
保
存
ー
そ
の
理
念
と
法
制
の
確
立
を
め
ざ
し
て

ー
」
（
「
自
由
と
正
義
」
三
八
巻
二
号
、
一
九
八
七
年
）
。
竹
澤
哲
夫
「
刑

事
確
定
訴
訟
記
録
法
案
に
つ
い
て
」
（
「
ジ
ュ
リ
ス
ト
」
八
八
六
号
、

　
一
九
八
七
年
）
。
古
田
佑
紀
「
外
国
に
お
け
る
刑
事
確
定
訴
訟
記
録
の

　
取
扱
い
」
（
「
判
例
タ
イ
ム
ズ
」
五
六
五
号
、
一
九
八
五
年
）
。
古
江
頼

　
隆
「
刑
事
確
定
訴
訟
記
録
の
適
正
管
理
」
（
「
時
の
法
令
」
ご
一
三
二

　号、

一
九
八
八
年
）
。
押
切
謙
徳
ほ
か
『
注
釈
刑
事
確
定
訴
訟
記
録
法
』

七
九



早
法
六
九
巻
二
号
（
一
九
九
三
）

ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
八
八
年
。

（
二
）
　
平
成
四
年
最
高
裁
判
所
規
程
第
一
号
（
〔
資
料
〕
1
1
5
）
。

　
　
事
件
記
録
等
保
存
規
程
に
つ
い
て
は
、
西
村
宏
一
「
訴
訟
記
録
」

　
（
民
事
訴
訟
法
学
会
編
『
民
事
訴
訟
法
講
座
　
第
二
巻
』
有
斐
閣
、

　
一
九
五
四
年
）
。
最
高
裁
判
所
事
務
総
局
『
事
件
記
録
等
保
存
規
程
の

　
解
説
』
訟
廷
執
務
資
料
第
三
七
号
、
一
九
六
五
年
。
渡
辺
弘
治
・
嘉

籐
勇
「
事
件
関
係
帳
簿
諸
票
お
よ
び
事
件
記
録
等
の
保
存
廃
棄
事
務

便
覧
」
（
「
書
協
会
報
」
六
六
号
、
一
九
七
九
年
）
。
松
浦
洋
一
郎
「
東

　
京
地
方
裁
判
所
民
事
記
録
係
執
務
提
要
」
（
「
書
協
会
報
」
七
三
号
、

　
↓
九
八
一
年
）
。
服
部
悟
「
民
事
判
決
原
本
の
永
久
保
存
廃
止
と
民
事

事
件
記
録
等
の
特
別
保
存
に
つ
い
て
」
（
「
自
由
と
正
義
」
四
三
巻
四

　
号
、
一
九
九
二
年
）
。
竹
澤
哲
夫
「
民
訴
確
定
記
録
等
の
特
別
保
存
－

基
準
の
明
確
化
に
あ
た
っ
て
ー
」
（
「
自
由
と
正
義
」
四
三
巻
四
号
、

　
一
九
九
二
年
）
。

（
三
）
　
平
成
四
年
最
高
裁
判
所
総
三
第
八
号
事
務
総
長
依
命
通
達
（
〔
資

料
〕
1
1
6
）
。

（
四
）
　
報
告
後
の
質
疑
の
な
か
で
、
牧
英
正
先
生
か
ら
、
「
事
件
記
録
」

　
と
「
書
類
」
の
定
義
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
っ
た
。
昭
和
二
八
年
の

事
件
記
録
等
保
存
規
程
で
は
、
「
事
件
記
録
」
に
綴
り
込
む
こ
と
を
必

　
要
と
し
な
い
も
の
を
「
書
類
」
と
す
る
と
し
て
い
た
が
、
こ
れ
で
は

　
「
事
件
記
録
」
と
「
書
類
」
の
区
別
が
明
確
で
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

　
昭
和
三
九
年
の
事
件
記
録
等
保
存
規
程
で
は
、
裁
判
記
録
を
「
事
件

　
記
録
」
と
「
事
件
書
類
」
と
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
定
義
づ
け
を
行
っ

八
O

　
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
「
事
件
記
録
」
と
は
、
「
別
表
第
一
の
上

欄
に
掲
げ
る
事
件
の
記
録
を
い
う
」
（
同
規
程
第
二
条
第
一
項
）
と
規

定
し
て
お
り
、
和
解
事
件
や
督
促
事
件
あ
る
い
は
民
事
通
常
事
件
な

ど
の
事
件
で
、
特
定
の
事
件
の
記
録
と
し
て
編
綴
さ
れ
て
い
る
書
類

　
の
総
体
を
「
事
件
記
録
」
と
称
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
訴
状
・

答
弁
書
・
準
備
書
面
・
証
言
調
書
な
ど
、
裁
判
所
お
よ
び
当
事
者
に

　
と
っ
て
、
共
通
の
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
る
受
訴
裁
判
所
に
保
管
さ

れ
た
書
面
は
、
原
則
と
し
て
す
べ
て
「
事
件
記
録
」
を
構
成
す
べ
き

書
面
と
考
え
ら
れ
る
が
、
具
体
的
に
「
事
件
記
録
」
に
編
綴
す
べ
き

書
面
か
ど
う
か
は
、
受
訴
裁
判
所
の
判
断
に
よ
る
。
ま
た
、
「
事
件
書

類
」
と
は
、
事
件
に
関
す
る
書
類
の
中
で
、
法
令
の
規
定
に
も
と
づ

き
ま
た
は
最
高
裁
判
所
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
記
録
か
ら

分
離
さ
れ
た
も
の
お
よ
び
記
録
に
編
綴
す
る
こ
と
が
必
要
で
な
い
も

　
の
な
ら
び
に
仲
裁
判
断
の
原
本
を
さ
す
。
し
た
が
っ
て
、
上
訴
裁
判

所
の
判
決
原
本
や
事
件
記
録
の
保
存
期
間
が
経
過
し
て
廃
棄
さ
れ
る

事
件
記
録
か
ら
分
離
さ
れ
た
判
決
原
本
な
ど
は
こ
の
「
事
件
書
類
」

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
詳
し
く
は
、
前
掲
『
事
件
記
録
等
保
存
規
程

　
の
解
説
』
訟
廷
執
務
資
料
第
三
七
号
、
七
－
一
一
頁
参
照
。

（
五
）
　
「
事
件
記
録
等
保
存
規
程
の
運
用
に
つ
い
て
」
に
対
す
る
要
望

書
（
〔
資
料
〕
m
5
）
。
本
年
の
総
会
に
お
い
て
も
、
再
度
、
要
望
書

　
が
採
択
さ
れ
、
最
高
裁
判
所
に
提
出
さ
れ
た
（
〔
資
料
〕
m
6
）
。

（
六
）
　
三
上
照
美
「
総
論
」
（
赤
松
俊
秀
ほ
か
編
『
日
本
古
文
書
学
講
座

　
〈
近
代
編
1
〉
』
雄
山
閣
出
版
、
一
九
七
九
年
）
。



（
七
）
　
瀧
川
叡
一
「
『
司
法
省
裁
判
所
民
事
判
決
原
本
』
に
つ
い
て
1
史

料
改
題
ー
」
（
『
日
本
裁
判
制
度
史
論
考
』
信
山
社
、
一
九
九
一
年
）
。

浅
古
弘
「
司
法
省
裁
判
所
私
考
」
（
杉
山
晴
康
編
『
裁
判
と
法
の
歴
史

　
的
展
開
』
敬
文
堂
、
一
九
九
二
年
）
。

（
八
）
　
裁
判
記
録
を
使
っ
て
の
研
究
・
紹
介
と
し
て
は
、
唄
孝
一
「
『
婚

姻
予
約
有
効
判
決
』
の
再
検
討
」
（
「
法
律
時
報
」
三
一
巻
三
・
四
号
、

　
一
九
五
九
年
）
。
唄
孝
一
・
佐
藤
良
雄
「
続
・
『
婚
姻
予
約
有
効
判
決
』

　
の
再
検
討
」
（
「
法
律
時
報
」
三
一
巻
九
・
一
〇
号
、
一
九
五
九
年
）
。

　
沼
正
也
「
家
族
関
係
法
に
お
け
る
近
代
的
思
惟
の
確
立
過
程
」
（
『
財

産
法
の
原
理
と
家
族
法
の
原
理
』
三
和
書
房
、
一
九
六
〇
年
）
。
森
泉

章
「
明
治
民
法
施
行
前
の
判
例
離
婚
法
－
福
島
裁
判
所
判
決
例
を
中

　
心
と
し
て
ー
」
（
『
民
法
判
例
研
究
』
文
真
堂
、
一
九
八
五
年
）
。
森
泉

　
章
「
『
資
料
』
明
治
前
期
の
離
婚
判
例
ー
明
治
二
三
年
－
明
治
三
一

年
・
福
島
裁
判
所
裁
判
例
1
」
（
前
掲
書
V
。
近
藤
佳
代
子
「
明
治
民

法
施
行
前
の
廃
戸
主
制
度
と
『
家
』
」
（
「
阪
大
法
学
」
一
一
三
号
、
一

　
九
八
○
年
）
。
近
藤
佳
代
子
「
明
治
民
法
施
行
以
前
に
お
け
る
裁
判
離

　
婚
法
－
仙
台
地
方
裁
判
所
・
宮
城
控
訴
院
の
判
決
に
よ
る
ー
」
（
「
宮

　
城
教
育
大
学
紀
要
」
二
〇
巻
、
一
九
八
五
年
）
。
近
藤
佳
代
子
「
明
治

　
民
法
施
行
前
に
お
け
る
廃
戸
主
制
度
－
仙
台
地
方
裁
判
所
・
宮
城
控

　
訴
院
の
判
決
に
よ
る
ー
」
（
「
宮
城
教
育
大
学
紀
要
」
二
二
巻
、
一
九

　
八
七
年
）
。
山
中
至
「
明
治
前
期
に
お
け
る
裁
判
離
婚
法
の
一
研
究
ー

　
妻
の
保
護
と
く
に
妻
の
離
婚
意
思
の
保
護
の
立
場
か
ら
ー
」
（
「
法
政

　
研
究
（
九
州
大
学
）
」
四
八
巻
二
号
、
一
九
八
一
年
）
。
山
中
至
「
明

治
前
期
の
離
婚
関
係
判
決
ー
明
治
九
年
な
い
し
三
一
年
福
岡
地
方
裁

判
所
民
事
判
決
原
本
よ
り
ー
」
（
「
熊
本
法
学
」
五
三
号
、
一
九
入
七

年
）
。
山
中
至
「
明
治
前
期
の
裁
判
離
婚
法
小
考
－
福
岡
裁
判
所
判
決

の
分
析
ー
」
（
「
熊
本
法
学
」
五
五
号
、
　
一
九
八
八
年
）
。
山
中
至
「
宮

崎
裁
判
所
の
離
婚
関
係
判
決
－
明
治
一
二
年
－
三
一
年
1
」
（
「
熊
本

法
学
」
五
五
号
、
一
九
八
八
年
）
。
山
中
至
「
佐
賀
地
方
裁
判
所
の
離

婚
関
係
判
決
ー
明
治
二
四
年
－
三
一
年
1
」
（
「
熊
本
法
学
」
五
六
号
、

一
九
八
八
年
）
。
山
中
至
「
明
治
前
期
の
裁
判
離
婚
法
続
考
－
宮
崎
裁

判
所
・
佐
賀
裁
判
所
判
決
の
分
析
1
」
（
「
熊
本
法
学
」
五
七
号
、
一

九
八
八
年
）
。
村
上
一
博
「
明
治
期
の
離
婚
関
係
判
決
－
京
都
地
方
裁

判
所
所
蔵
民
事
判
決
原
本
よ
り
ー
」
（
一
ー
三
）
（
「
同
志
社
法
学
」
一

八
八
－
一
九
〇
号
、
一
九
八
四
－
八
五
年
）
。
村
上
一
博
「
続
・
明
治

期
の
離
婚
関
係
判
決
－
大
阪
高
等
裁
判
所
所
蔵
民
事
判
決
原
本
よ
り

ー
」
（
丁
二
）
（
「
同
志
社
法
学
」
一
九
八
、
一
九
九
号
、
一
九
八
七

年
）
。
村
上
一
博
「
旧
民
法
公
布
（
明
治
二
三
年
）
以
前
の
離
婚
判
決

と
『
破
綻
主
義
』
1
大
阪
上
等
・
控
訴
裁
判
所
お
よ
び
同
控
訴
院
の

判
決
を
中
心
と
し
て
」
（
「
神
戸
法
学
雑
誌
」
三
九
巻
四
号
、
一
九
九

〇
年
）
。
村
上
一
博
「
続
々
・
明
治
期
の
離
婚
関
係
判
決
－
高
知
地
方

裁
判
所
所
蔵
民
事
判
決
原
本
よ
り
ー
」
（
「
同
志
社
法
学
」
一
二
一
号
、

一
九
九
〇
年
）
。
村
上
一
博
「
明
治
期
の
離
婚
関
係
判
決
（
W
）
ー
金

沢
地
方
裁
判
所
所
蔵
民
事
判
決
原
本
よ
り
ー
」
（
丁
二
）
（
「
日
本
文

理
大
学
商
経
学
会
誌
」
一
〇
巻
二
号
、
一
一
巻
二
号
、
一
九
九
二
・

九
三
年
）
。
岩
村
等
「
神
戸
市
立
図
書
館
所
蔵
『
神
戸
駐
在
英
国
領
事

司
法
資
料
保
存
の
歴
史
と
現
代
的
課
題

八
一



早
法
六
九
巻
二
号
（
一
九
九
三
）

館
の
裁
判
記
録
邦
訳
』
」
（
一
ー
七
）
（
「
法
学
論
集
（
大
阪
経
法
大
）
」

　
一
五
－
二
三
号
、
一
九
八
七
－
九
〇
年
）
。
矢
野
達
雄
「
史
料
と
し
て

　
の
裁
判
所
文
書
－
松
山
地
方
裁
判
所
所
蔵
資
料
を
例
と
し
て
ー
」

　
（
「
「
社
会
科
」
学
研
究
」
一
七
号
、
一
九
八
九
年
）
。
二
村
一
夫
「
法

政
大
学
大
原
社
研
所
蔵
の
裁
判
記
録
に
つ
い
て
」
（
「
自
由
と
正
義
」

四
一
巻
八
号
、
一
九
九
〇
年
）
。
竹
下
甫
「
海
野
普
吉
弁
護
士
の
事
件

記
録
の
保
存
と
公
開
」
（
「
自
由
と
正
義
」
四
一
巻
八
号
、
一
九
九
〇

年
）
。
瀧
川
叡
；
東
京
開
市
場
裁
判
所
の
設
置
と
そ
の
判
決
例
」
（
『
日

本
裁
判
制
度
史
論
考
』
信
山
社
、
一
九
九
一
年
）
。
瀧
川
叡
一
「
領
事

裁
判
関
係
長
崎
控
訴
院
判
決
例
」
（
前
掲
書
）
。
瀧
川
叡
一
「
特
許
関

係
東
京
控
訴
院
判
決
原
本
に
つ
い
て
」
（
前
掲
書
）
。
家
族
法
実
務
研

究
会
「
東
京
地
裁
離
婚
判
決
（
昭
和
五
五
年
か
ら
平
成
元
年
ま
で
に

　
み
る
離
婚
給
付
の
額
・
方
法
と
決
定
基
準
」
（
「
判
例
タ
イ
ム
ズ
」
七

八
八
号
、
一
九
九
二
年
）
。
石
川
正
美
「
抗
弁
の
接
続
を
否
定
し
た
最

高
裁
判
決
の
周
辺
事
例
」
（
「
N
B
」
」
五
一
三
－
五
一
五
号
、
一
九

九
三
年
）
。
そ
の
他
に
、
井
ヶ
田
良
治
・
岩
野
英
夫
「
丹
後
田
辺
藩
裁

判
資
料
の
研
究
－
英
・
独
の
裁
判
制
度
と
の
比
較
を
通
じ
て
ー
」
（
「
平

成
四
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
一
般
研
究
（
C
）
研
究
成
果
報
告
書
」

　
一
九
九
三
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
九
）
　
瀧
川
叡
；
引
合
人
に
関
す
る
前
橋
始
審
裁
判
所
判
決
例
」
（
平

成
五
年
七
月
法
制
史
学
会
東
京
部
会
報
告
）
に
よ
れ
ば
、
前
橋
地
方

裁
判
所
に
は
、
明
治
一
〇
年
以
降
の
民
事
判
決
原
本
綴
が
保
存
さ
れ

　
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、
「
司
法
資
料
の
保
存
を
考
え
る

八
二

会
」
（
会
長
高
野
修
）
の
横
浜
地
方
裁
判
所
見
学
報
告
に
よ
れ
ば
、
横

浜
地
方
裁
判
所
は
、
関
東
大
震
災
で
庁
舎
が
崩
壊
焼
失
し
て
い
る
た

　
め
、
大
正
四
年
以
降
の
民
事
判
決
原
本
綴
が
保
存
さ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
た
。

（
一
〇
）
　
わ
れ
わ
れ
報
告
者
は
、
本
年
三
月
一
一
日
、
東
京
地
方
裁
判

所
の
記
録
保
存
庫
の
見
学
を
お
こ
な
っ
た
。
当
日
は
、
民
事
訟
廷
管

理
官
の
案
内
で
、
訴
状
の
受
付
か
ら
裁
判
記
録
の
選
別
廃
棄
作
業
に

　至る

文
書
の
流
れ
に
沿
っ
た
懇
切
な
説
明
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

　
た
。
改
め
て
、
東
京
地
方
裁
判
所
な
ら
び
に
関
係
各
位
に
御
礼
を
申

し
上
げ
る
。

（
二
）
　
浅
古
弘
、
前
掲
「
司
法
省
裁
判
所
私
考
」
。

（
一
二
）
　
小
林
三
衛
「
裁
判
研
究
の
方
法
に
つ
い
て
の
一
試
論
」
（
来
栖

三
郎
ほ
か
編
『
民
法
学
の
現
代
的
課
題
ー
川
島
武
宜
教
授
還
暦
記
念

　
1
1
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
二
年
）
。

（
一
三
）
　
司
法
資
料
の
保
存
に
つ
い
て
は
、
竹
澤
哲
夫
「
裁
判
闘
争
と

　
そ
の
資
料
」
（
「
図
書
館
雑
誌
ヒ
九
八
六
年
八
月
号
）
。
竹
澤
哲
夫
「
訴

訟
記
録
保
存
立
法
の
活
動
」
（
「
自
由
と
正
義
」
四
一
巻
八
号
、
一
九

九
〇
年
）
。
竹
澤
哲
夫
「
司
法
資
料
の
保
存
と
文
書
館
」
（
第
一
入
回

全
史
料
協
全
国
大
会
　
研
究
報
告
、
一
九
九
二
年
）
。
二
村
一
夫
ほ
か

　
「
座
談
会
　
事
件
記
録
、
貴
重
本
の
保
存
を
考
え
る
」
（
「
自
由
と
正

義
」
四
一
巻
八
号
、
一
九
九
〇
年
）
。
平
松
紘
「
歴
史
記
録
の
保
存
に

　
つ
い
て
」
（
「
青
山
学
院
大
学
図
書
館
報
」
一
九
九
二
年
）
。

（
一
四
）
　
〔
資
料
〕
1
1
。



（
一
五
）
　
高
橋
喜
太
郎
「
明
治
前
期
を
中
心
乏
し
た
政
府
の
記
録
組
織

　
の
変
遷
等
に
つ
い
て
」
（
岩
倉
規
夫
・
大
久
保
利
謙
編
『
近
代
文
書
学

　
へ
の
展
開
』
柏
書
房
、
一
九
八
二
年
所
収
）
。
近
代
の
公
文
書
保
存
に

　
つ
い
て
は
、
赤
松
俊
秀
ほ
か
編
『
日
本
古
文
書
学
講
座
く
近
代
編
1

　
1
1
皿
V
』
雄
山
閣
出
版
、
一
九
七
九
・
八
○
年
、
岩
倉
規
夫
・
大
久
保

利
謙
編
『
近
代
文
書
学
へ
の
展
開
』
を
参
照
。

（
一
六
）
　
久
米
邦
武
編
『
特
命
全
権
大
使
　
米
欧
回
覧
実
記
』
〔
岩
波
文

庫
版
〕
（
四
）
岩
波
書
店
、
一
九
七
七
年
、
三
五
〇
1
三
五
五
頁
。

（
一
七
）
　
早
稲
田
大
学
大
学
史
編
纂
所
蔵
「
履
歴
書
」
（
佐
藤
能
丸
「
久

　
米
邦
武
と
早
稲
田
大
学
」
〔
大
久
保
利
謙
編
『
久
米
邦
武
の
研
究
』
吉

　
川
弘
文
館
、
一
九
九
一
年
〕
所
収
）
。

（
一
八
）
　
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
「
佛
國
文
庫
規
則
」
。
裁
判
記
録

　
の
保
存
に
つ
い
て
、
「
第
六
十
一
号
　
文
部
大
臣
ノ
監
督
ヲ
受
ケ
サ
ル

文
庫
例
ヘ
ハ
控
訴
院
大
審
院
及
ヒ
裁
判
所
等
ノ
文
庫
ノ
如
キ
モ
ノ
ハ

其
所
属
庁
ノ
特
別
規
則
二
従
フ
ベ
キ
モ
ノ
ト
ス
但
シ
其
庁
ノ
従
属
ス

　
ル
省
長
官
ノ
監
督
ヲ
受
タ
ル
ハ
論
ヲ
侯
タ
ザ
ル
ヘ
シ
」
と
の
記
述
が

あ
る
。
同
書
に
よ
れ
ば
、
当
時
、
大
審
院
文
庫
に
三
万
六
千
冊
、
始

　
審
裁
判
所
文
庫
に
二
万
五
千
冊
、
代
言
人
組
合
文
庫
に
千
五
百
冊
を

　
所
蔵
し
て
い
た
と
い
う
。
フ
ラ
ン
ス
の
文
書
館
に
つ
い
て
は
、
安
藤

　
正
人
「
〔
第
四
報
告
〕
欧
米
に
お
け
る
裁
判
所
記
録
の
保
存
制
度
」
お

　
よ
び
三
上
照
美
「
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
公
文
書
館
」
（
「
中
央
史
学
」
一

　
六
号
、
一
九
九
三
年
）
を
参
照
。

（
一
九
）
　
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
「
佛
國
記
録
書
」
。
同
書
に
は
、

　
「
司
法
部
ハ
再
ヒ
我
内
務
大
臣
ノ
職
掌
内
二
置
キ
之
ヲ
同
大
臣
ノ
監

督
二
附
ス
」
（
一
八
三
一
年
五
月
一
一
日
王
令
）
な
ど
の
記
述
が
見
ら

　
れ
る
。

（
二
〇
）
　
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
「
記
録
書
」
〔
舟
橋
重
三
訳
〕
。

（
二
一
）
　
佐
沢
太
郎
・
河
津
祐
之
訳
『
佛
國
学
制
』
文
部
省
、
一
八
七

　
三
ー
七
六
年
。

（
二
二
）
　
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
「
白
耳
義
國
諸
省
官
制
井
諸
規

　
則
」
（
ブ
リ
ッ
セ
ル
　
一
八
八
○
年
四
月
二
四
日
　
ジ
ュ
ー
ル
・
バ

　
ラ
）
。

（
二
三
）
　
内
務
省
の
創
設
に
影
響
を
与
え
た
も
の
に
、
デ
ュ
・
ブ
ス
ケ

　
訳
「
佛
國
國
内
省
之
事
」
（
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
）
が
あ
る
。

内
務
省
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
大
久
保
利
謙
「
内
務
省
の
成
立
と
機

構
の
決
定
－
富
国
強
兵
へ
の
途
1
」
（
大
久
保
利
謙
『
明
治
国
家
の
形

成
』
〔
著
作
集
2
〕
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
六
年
所
収
）
参
照
。

（
二
四
）
　
明
治
七
年
一
月
一
〇
日
太
政
官
無
号
達
「
内
務
省
職
制
及
事

　
務
章
程
」
（
内
閣
官
報
局
編
『
明
治
七
年
法
令
全
書
』
（
一
）
〔
復
刻
版
〕

　
原
書
房
、
一
九
七
五
年
、
三
八
○
頁
）
。

（
二
五
）
　
内
閣
官
報
局
編
『
明
治
七
年
法
令
全
書
』
（
一
）
〔
復
刻
版
〕

　
原
書
房
、
一
九
七
五
年
、
二
七
九
頁
。

（
二
六
）
　
文
書
保
存
條
例

第
一
條
各
官
庁
ノ
文
書
ハ
毎
歳
一
ヶ
年
分
ヲ
限
リ
事
務
ノ
部
目
ヲ

　
　
別
チ
日
月
ノ
順
序
ヲ
逐
ヒ
整
頓
編
冊
シ
看
出
二
便
ナ
ラ
シ
ム
ル

　
　
カ
為
メ
巻
首
毎
二
一
々
件
名
ヲ
摘
録
掲
載
ス
ヘ
シ

司
法
資
料
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史
と
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的
課
題
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早
法
六
九
巻
二
号
（
一
九
九
三
）

第
二
條
　
人
姻
隔
離
ノ
土
蔵
ヲ
撰
ヒ
文
庫
ト
定
メ
編
冊
己
済
ノ
文
書

　
　
ヲ
其
内
二
収
メ
厳
重
保
存
ス
ヘ
シ

　
　
但
本
文
人
姻
隔
離
ノ
土
蔵
ナ
キ
分
ハ
伺
ヲ
経
テ
新
二
建
築
ス
ヘ
シ

　
第
三
條
　
目
下
取
扱
フ
所
ノ
文
書
ハ
総
テ
副
本
ヲ
取
リ
本
書
ハ
一
々

　
　
庫
内
二
収
蔵
シ
副
本
二
就
テ
凡
百
ノ
事
務
ヲ
取
扱
フ
ヘ
シ

第
四
條
　
一
ヶ
年
毎
二
文
書
ノ
目
録
簿
ヲ
製
シ
局
課
ヲ
別
チ
一
々
目

　
　
録
ノ
側
二
説
解
ヲ
簡
明
略
記
シ
何
々
文
書
ハ
何
々
ノ
事
務
二
渉

　
　
リ
タ
ル
公
文
ヲ
編
入
シ
タ
ル
コ
ト
ヲ
一
目
瞭
然
ナ
ラ
シ
ム
ヘ
シ

　
　
但
明
治
七
年
以
前
ノ
文
書
前
條
ノ
手
続
ヲ
為
シ
早
速
取
調
本
文
ノ

　
　
通
目
録
簿
ヲ
製
ス
ヘ
シ

第
五
條
　
贔
触
朽
損
等
ノ
害
ヲ
防
タ
為
二
毎
年
暑
寒
両
度
晴
日
ヲ
撰

　
　
テ
曝
童
目
ス
ヘ
シ

　
（
明
治
八
年
三
月
二
二
日
内
務
省
伺
　
国
立
公
文
書
館
蔵
「
太
政
類

　
　
典
」
第
二
編
第
四
五
巻
、
六
六
）

（
二
七
）
　
国
立
公
文
書
館
蔵
「
太
政
類
典
」
第
二
編
第
四
五
巻
、
六
六
。

（
二
八
）
　
明
治
五
年
八
月
三
日
太
政
官
無
号
達
（
内
閣
官
報
局
編
『
明

　
　
治
五
年
法
令
全
書
』
（
一
）
〔
復
刻
版
〕
原
書
房
、
一
九
七
四
年
、

　
　
四
六
五
頁
）
。

（
二
九
）
　
太
政
官
時
代
の
裁
判
制
度
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
裁
判
所
の

　
　
創
設
と
訴
訟
法
」
（
牧
英
正
・
藤
原
明
久
編
『
日
本
法
制
史
』
青
林

　
　
書
院
、
一
九
九
三
年
、
三
一
三
頁
以
下
）
。
帝
国
憲
法
下
の
裁
判
制

　
　
度
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
裁
判
所
構
成
法
と
訴
訟
法
」
（
前
掲
書
、

　
　
三
八
四
頁
以
下
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四

（
三
〇
）
　
京
都
地
方
裁
判
所
が
「
裁
断
伺
録
」
を
庶
務
課
の
倉
庫
に
保

　
管
し
て
い
た
（
昭
和
六
〇
年
夏
現
在
）
。
「
裁
断
伺
録
」
は
解
部
か

　
　
ら
の
伺
い
に
対
し
判
事
が
判
決
の
必
要
な
し
と
し
た
事
件
の
記
録

　
　
を
綴
っ
た
も
の
で
あ
り
、
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。

（
一
一
二
）
　
明
治
一
三
年
太
政
官
第
三
七
号
布
告
（
内
閣
官
報
局
編
『
明

　
　
治
一
三
年
法
令
全
書
』
（
一
）
〔
復
刻
版
〕
原
書
房
、
一
九
七
六
年
、

　
　
二
一
五
頁
）
Q

（
三
二
）
　
明
治
二
三
年
法
律
第
九
六
号
（
内
閣
官
報
局
編
『
明
治
二
三

　
　
年
法
令
全
書
』
（
二
）
〔
復
刻
版
〕
原
書
房
、
一
九
七
八
年
）
。

（
三
三
）
　
前
掲
『
注
釈
刑
事
確
定
訴
訟
記
録
法
』
一
九
八
八
年
、
一
頁
。

（
三
四
）
　
国
立
公
文
書
館
蔵
「
明
治
一
八
年
公
文
録
」
司
法
省
八
月
全
、

　
　
一
Q

（
三
五
）
　
〔
資
料
〕
1
1
。

（
三
六
）
　
↓
註
（
三
四
）
Q

（
三
七
）
　
〔
資
料
〕
1
2
。

（
三
八
）
　
国
立
公
文
書
館
蔵
「
諸
雑
公
文
書
」
、
〔
司
法
省
文
書
保
存
規

　
　
程
〕
。

（
三
九
）
　
〔
資
料
〕
1
3
。

（
四
〇
）
　
衆
議
院
事
務
局
「
第
百
八
回
国
会
　
衆
議
院
法
務
委
員
会
議

　
　
録
　
箒
五
号
」
一
〇
頁
。
竹
澤
報
告
参
照
。

（
四
一
）
　
「
朝
日
新
聞
」
一
九
九
三
年
二
月
四
日
。
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第
二
報
告
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訴
訟
記
録
保
存
法
制
の
現
状
と
問
題
点

竹
　
澤
　
哲
　
夫

は
じ
め
に

　
刑
事
と
民
事
に
大
別
で
き
る
訴
訟
記
録
の
保
管
・
保
存
法
制
で
あ

る
が
、
刑
事
に
つ
い
て
は
刑
事
確
定
訴
訟
記
録
法
が
昭
和
六
二
年
六

月
二
日
法
律
第
六
四
号
と
し
て
制
定
公
布
、
同
法
施
行
規
則
と
と
も

に
翌
昭
和
六
三
年
一
月
一
日
よ
り
施
行
と
な
り
（
以
下
、
刑
事
記
録
法

と
略
記
）
、
ま
た
民
事
に
つ
い
て
は
最
高
裁
判
所
の
内
部
規
律
で
あ
る

事
件
記
録
等
保
存
規
程
（
昭
和
三
九
年
一
二
月
一
二
日
最
高
裁
判
所
規
程

第
八
号
、
以
下
、
民
事
記
録
規
程
と
略
記
）
が
平
成
四
年
一
月
二
三
日
に

一
部
改
正
さ
れ
、
つ
づ
い
て
同
年
二
月
七
日
付
を
以
て
「
事
件
記
録

等
保
存
規
程
の
運
用
に
つ
い
て
（
依
命
通
達
）
」
な
る
最
高
裁
判
所
事

務
総
長
名
義
の
通
達
（
以
下
、
新
通
達
と
い
う
）
が
発
出
さ
れ
、
右
一

部
改
正
規
程
並
び
に
新
通
達
は
と
も
に
同
年
四
月
一
日
よ
り
施
行
と

な
っ
て
、
今
日
に
い
た
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
刑
事
・
民
事
と
も
訴
訟
記
録
保
存
法
制
に
つ
い

司
法
資
料
保
存
の
歴
史
と
現
代
的
課
題

て
の
一
応
の
整
備
は
終
わ
っ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
段
階
で
、

司
法
資
料
の
保
存
法
制
の
整
備
と
改
革
に
私
た
ち
が
求
め
た
趣
旨
と

経
緯
を
明
ら
か
に
し
、
今
日
の
段
階
に
お
け
る
問
題
点
に
つ
い
て
考

え
て
み
た
い
。一

戦
後
の
司
法
改
革
と
民
刑
確
定
訴
訟
記
録

保
存
法
制

　
訴
訟
記
録
は
民
刑
と
も
当
該
訴
訟
が
係
属
し
、
裁
判
の
主
体
と
な

る
裁
判
所
に
よ
っ
て
作
成
・
編
綴
・
構
成
さ
れ
る
こ
と
当
然
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

が
、
そ
れ
が
確
定
後
の
保
管
機
関
が
刑
事
確
定
記
録
の
場
合
、
裁
判

所
と
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
刑
事
記
録
法
に
よ
っ
て
「
第
一
審
の
裁

判
を
し
た
裁
判
所
に
対
応
す
る
検
察
庁
の
検
察
官
」
（
同
法
二
条
一
項
）

と
さ
れ
た
の
に
つ
い
て
は
理
由
と
経
緯
が
あ
る
。
同
じ
く
裁
判
所
で

作
成
等
さ
れ
る
訴
訟
記
録
で
あ
り
な
が
ら
、
裁
判
終
結
後
の
保
存
主

体
が
、
民
刑
に
よ
っ
て
異
な
る
に
い
た
り
、
統
一
的
な
法
制
の
も
と

九
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に
服
し
え
な
い
情
況
に
置
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
最
も
主
要
な
今

日
的
問
題
点
の
一
つ
が
あ
る
、
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
民
刑
の
訴
訟
記
録
保
存
法
制
の
折
角
の
改
定
整
備
に
当
た
っ
て
、

保
存
主
体
で
あ
る
保
存
機
関
に
つ
い
て
、
何
故
に
検
察
庁
と
裁
判
所

に
分
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
。
簡
単
に
そ
の
経
過

を
振
り
返
っ
て
み
て
お
き
た
い
。

　
1
　
刑
事
記
録

　
昭
和
二
〇
年
入
月
、
わ
が
国
は
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
受
諾
に
よ
っ
て

終
戦
を
迎
え
る
。
連
合
国
に
よ
る
占
領
の
も
と
で
、
最
も
き
び
し
く

改
革
を
迫
ら
れ
た
の
が
刑
事
司
法
の
分
野
で
あ
っ
た
こ
と
、
い
う
ま

で
も
な
い
。
裁
判
所
構
成
法
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
た
裁
判
所
と

検
事
局
の
関
係
は
、
新
憲
法
（
現
行
憲
法
）
に
お
け
る
司
法
の
独
立
の

徹
底
（
憲
法
第
六
章
司
法
）
に
伴
っ
て
、
明
確
な
分
離
を
求
め
ら
れ
た
。

裁
判
所
構
成
法
は
新
憲
法
施
行
と
同
時
に
、
昭
和
二
二
年
五
月
三
日

廃
止
さ
れ
、
同
日
、
裁
判
所
法
と
検
察
庁
法
の
二
つ
の
法
律
が
施
行

さ
れ
る
に
い
た
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
裁
判
所
構
成
法
の
も
と
で
、

同
法
六
条
一
項
に
よ
っ
て
、
裁
判
所
に
「
附
置
」
さ
れ
て
き
た
、
裁

判
所
組
織
内
の
「
附
置
」
機
関
と
し
て
の
検
事
局
は
廃
止
さ
れ
、
裁

判
所
と
は
厳
格
に
分
離
し
た
独
立
別
個
の
司
法
行
政
機
関
と
し
て
の

検
察
庁
と
な
る
。

　
そ
れ
ま
で
は
、
刑
事
裁
判
が
確
定
す
れ
ば
、
そ
の
執
行
に
任
ず
る

九
二

検
事
局
が
、
裁
判
所
の
「
附
置
」
機
関
と
し
て
刑
事
確
定
記
録
を
保

管
・
保
存
す
る
に
つ
い
て
、
異
見
を
生
ず
る
理
由
は
な
か
っ
た
と
い

っ
て
よ
い
。
そ
れ
が
戦
後
の
右
の
よ
う
な
司
法
法
制
改
革
の
も
と
で
、

裁
判
所
か
ら
分
離
し
た
、
検
察
庁
法
に
基
づ
く
検
察
庁
が
、
裁
判
終

結
後
の
記
録
を
わ
ざ
わ
ざ
裁
判
所
か
ら
送
付
を
受
け
た
上
、
そ
の
保

管
・
保
存
の
任
に
当
た
る
と
す
る
合
理
的
理
由
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

　
戦
後
の
刑
事
司
法
改
革
の
最
も
重
要
な
一
環
と
し
て
の
刑
事
訴
訟

法
改
正
の
経
過
で
、
確
定
後
の
記
録
の
保
管
・
保
存
に
つ
い
て
意
見

は
鋭
く
対
立
し
た
。
従
前
ど
お
り
確
定
記
録
は
検
察
庁
が
保
管
し
て

然
る
べ
き
も
の
と
す
る
法
務
庁
側
と
、
右
の
法
制
改
革
に
よ
っ
て
検

事
局
が
廃
止
さ
れ
て
検
察
庁
と
し
て
独
立
し
た
以
上
、
裁
判
所
が
作

成
し
た
訴
訟
記
録
は
裁
判
所
が
保
管
す
る
の
が
当
然
と
す
る
裁
判
所

側
の
主
張
が
対
立
し
た
の
で
あ
る
。
結
局
、
両
者
の
意
見
の
一
致
を

み
る
に
い
た
ら
ず
、
刑
事
訴
訟
法
五
三
条
四
項
に
お
い
て
は
終
結
後

の
訴
訟
記
録
の
保
管
に
つ
い
て
「
別
に
法
律
で
こ
れ
を
定
め
る
」
と

し
て
、
将
来
の
「
別
の
法
律
」
に
対
立
す
る
議
論
の
決
着
を
委
ね
る

こ
と
に
す
る
ほ
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
両
庁
の
意
見
が
対
立
の
ま

ま
「
別
の
法
律
」
を
制
定
す
る
状
況
も
醸
成
さ
れ
な
か
っ
た
結
果
、

確
定
後
の
刑
事
記
録
は
、
従
前
の
民
刑
訴
訟
記
録
保
存
規
程
を
基
準

に
、
慣
行
と
し
て
の
保
管
・
保
存
の
運
用
が
継
続
し
た
。
そ
し
て
、

も
う
一
方
で
の
前
記
の
「
別
に
法
律
で
定
め
る
」
と
さ
れ
た
法
律
に

つ
い
て
は
、
ど
こ
か
ら
も
制
定
促
進
の
声
も
あ
が
ら
ぬ
ま
ま
一
〇
年
、



二
〇
年
と
推
移
し
た
の
で
あ
る
。
二
〇
年
余
を
経
て
、
検
察
庁
の
記

録
保
管
担
当
者
の
要
望
が
強
か
っ
た
等
の
事
情
に
よ
り
、
刑
訴
法
施

行
か
ら
、
実
に
二
一
年
後
、
昭
和
四
五
年
一
一
月
、
法
務
省
刑
事
局

長
通
達
「
検
務
関
係
文
書
等
保
存
事
務
暫
定
要
領
」
（
昭
和
四
五
年
刑
事

第
四
二
号
）
が
発
出
さ
れ
る
に
い
た
る
。
通
達
名
の
「
暫
定
要
領
」
の

趣
旨
は
、
．
刑
訴
法
五
三
条
四
項
に
基
づ
く
法
律
が
制
定
さ
れ
る
ま
で

の
、
暫
定
的
な
取
扱
い
要
領
を
定
め
る
趣
旨
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　
と
こ
ろ
が
、
「
暫
定
」
が
さ
ら
に
一
〇
数
年
も
つ
づ
き
、
よ
う
や
く

刑
事
確
定
訴
訟
記
録
法
案
が
現
実
に
国
会
に
提
案
さ
れ
た
の
は
昭
和

六
二
年
の
第
一
〇
八
国
会
に
お
い
て
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
確
定
記
録
の
保
管
・
保
存
を
法
律
化
す
る
、
そ
の
時
こ

そ
、
保
管
保
存
機
関
を
裁
判
所
と
し
て
明
定
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
立
法
過
程
に
お
け
る
最
高
裁
判
所
側

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

の
意
見
は
大
方
の
期
待
に
反
し
て
「
検
察
庁
保
管
が
相
当
で
あ
る
」

と
す
る
も
の
で
あ
り
、
刑
訴
法
改
正
時
の
正
論
を
維
持
貰
徹
す
る
と

い
う
も
の
で
は
全
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
2
　
民
事
記
録

　
次
に
、
民
事
記
録
に
つ
い
て
み
て
み
る
。

　
民
事
の
場
合
、
記
録
の
保
管
・
保
存
の
主
体
た
る
機
関
に
つ
い
て
、

刑
事
の
よ
う
な
検
察
庁
か
裁
判
所
か
、
と
い
う
類
の
問
題
は
な
い
。

戦
後
も
訴
訟
終
結
後
の
記
録
の
取
扱
い
は
、
民
刑
訴
訟
記
録
保
存
規

司
法
資
料
保
存
の
歴
史
と
現
代
的
課
題

程
（
大
正
七
年
司
法
省
法
務
局
庶
第
七
号
司
法
大
臣
訓
令
）
に
拠
っ

て
き
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
昭
和
二
八
年
に
い
た
り
、
最
高

裁
判
所
の
内
部
規
律
と
し
て
の
事
件
記
録
等
保
存
規
程
（
昭
和
二
八

年
最
高
裁
規
程
第
九
号
）
が
制
定
さ
れ
、
翌
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
さ

れ
た
が
、
昭
和
三
九
年
一
二
月
一
二
日
最
高
裁
判
所
規
程
第
八
号
を

以
て
、
そ
の
全
部
が
改
正
さ
れ
た
。
同
規
程
九
条
二
項
が
「
記
録
又

は
事
件
書
類
で
史
料
又
は
参
考
記
録
と
な
る
べ
き
も
の
は
、
保
存
期

間
満
了
の
後
も
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
史
料
等
と
し
て

の
特
別
保
存
義
務
を
特
に
定
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
に
よ
っ

て
保
存
す
べ
き
記
録
は
ほ
と
ん
ど
全
く
と
い
っ
て
よ
い
程
、
保
存
さ

れ
ず
、
同
規
程
に
よ
る
一
般
保
存
期
間
経
過
後
の
記
録
は
｝
律
に
焼

却
廃
棄
さ
れ
て
き
た
の
が
実
状
で
あ
っ
た
（
な
お
、
判
決
原
本
は
裁
判

確
定
後
、
訴
訟
記
録
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
、
別
に
判
決
原
本
綴
に
編
綴
、
明

治
以
来
の
規
程
に
よ
っ
て
永
久
保
存
さ
れ
て
き
て
い
る
）
。

　
か
か
る
経
緯
と
状
況
を
背
景
と
し
て
、
刑
事
確
定
訴
訟
記
録
法
の

施
行
か
ら
遅
れ
る
事
四
年
余
、
平
成
四
年
四
月
一
日
施
行
の
事
件
記

録
等
保
存
規
程
の
一
部
改
正
と
同
規
程
の
運
用
に
つ
い
て
の
新
通
達

の
発
出
に
い
た
る
。

　
3
　
問
題
点

　
戦
後
の
司
法
改
革
を
民
刑
の
確
定
訴
訟
記
録
の
保
管
と
保
存
の
観

点
か
ら
考
察
し
た
場
合
、
い
く
つ
か
の
問
題
点
を
指
摘
し
な
け
れ
ば

九
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な
ら
な
い
。

　
O
　
史
料
理
念
の
欠
如
　
　
ま
ず
第
一
に
、
訴
訟
記
録
に
つ
い
て

歴
史
的
資
料
と
し
て
後
世
に
残
す
、
そ
の
た
め
に
保
存
す
る
と
い
う

観
念
と
史
料
保
存
の
理
念
に
欠
け
る
も
の
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

　
民
刑
訴
訟
記
録
に
記
録
さ
れ
て
い
る
事
件
は
、
そ
の
時
代
、
社
会

の
な
か
で
生
起
し
た
も
の
、
そ
の
事
件
を
め
ぐ
っ
て
訴
訟
当
事
者
が

い
か
な
る
主
張
を
、
い
か
な
る
証
拠
に
基
づ
い
て
な
し
、
こ
れ
に
対

し
て
各
審
級
の
裁
判
所
が
い
か
な
る
評
価
の
も
と
に
結
論
に
達
し
て

裁
判
し
て
い
る
か
。
事
件
は
当
事
者
に
と
っ
て
の
攻
防
の
対
象
で
あ

る
こ
と
は
も
と
よ
り
で
あ
る
が
、
訴
訟
記
録
は
当
事
者
の
利
害
を
超

え
て
、
そ
の
時
代
、
社
会
を
反
映
す
る
、
歴
史
的
資
料
と
し
て
の
価

値
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
お
そ
ら
く
多
言
を
要
し
な
い
。
そ

し
て
、
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
戦
後
の
確
定
訴
訟
記
録
の
保
存
法
制

の
内
容
と
運
用
の
実
体
を
み
る
と
き
、
そ
こ
に
は
民
刑
訴
訟
記
録
に

つ
い
て
史
料
保
存
と
い
う
観
点
と
理
念
が
全
く
欠
落
し
て
い
る
こ
と

を
指
摘
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
裁
判
が
終
結
、
確
定
す
れ
ば
、
訴
訟
記
録
は
用
済
み
で
あ
り
、
そ

の
執
行
等
の
関
係
で
定
め
ら
れ
た
保
管
期
間
を
過
ぎ
れ
ば
、
規
程
九

条
の
定
め
が
あ
り
な
が
ら
、
一
律
に
焼
却
廃
棄
す
る
実
態
が
継
続
し
、

こ
れ
を
是
認
し
て
何
人
も
異
議
を
差
し
挟
ま
な
か
っ
た
と
い
う
遺
憾

な
事
実
の
な
か
に
、
訴
訟
記
録
に
つ
い
て
の
史
料
理
念
の
欠
如
を
見

九
四

出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
よ
う
な
理
念
の
欠
如
は
、
た
と
え
ば
刑
事
記
録
法
施
行
後
の

検
察
庁
（
官
）
に
よ
る
運
用
の
実
状
の
な
か
に
も
、
遺
憾
な
が
ら
残
さ

れ
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
、
後
に
若
干
触
れ
る
と
お
り

で
あ
る
。

　
口
　
保
存
機
関
　
　
戦
後
の
司
法
改
革
を
契
機
と
し
て
、
従
来
、

民
刑
訴
訟
記
録
保
存
規
程
に
よ
っ
て
確
定
記
録
の
保
存
機
関
が
民
刑

と
も
裁
判
所
と
さ
れ
て
い
た
体
制
は
、
原
則
的
に
確
立
強
化
さ
れ
る

べ
き
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
か
え
っ
て
崩
壊
し
去
り
、
刑
事

は
検
察
庁
、
民
事
は
裁
判
所
と
い
う
事
態
が
四
〇
年
近
く
に
及
ん
で

続
く
こ
と
に
な
っ
た
結
果
、
そ
の
既
成
事
実
は
刑
事
記
録
法
の
制
定

に
際
し
て
も
改
め
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
ま
ま
、
結
局
、
追
認
定
着
す

る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
史
料
保
存
理
念
を
明
確
化
し
た
上
で

の
、
訴
訟
記
録
保
存
法
制
の
整
備
を
求
め
た
筆
者
ら
の
運
動
、
こ
れ

を
受
け
た
日
弁
連
の
こ
の
点
の
要
求
は
、
本
来
な
ら
訴
訟
記
録
を
作

成
・
編
綴
・
構
成
す
る
主
体
で
あ
る
裁
判
所
こ
そ
が
確
定
記
録
の
保

存
機
関
で
あ
る
べ
き
こ
と
当
然
で
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
刑
事
記
録
法
の
立
法
過
程
で
、
日
弁
連
が
保

存
機
関
の
問
題
に
固
執
し
な
か
っ
た
の
は
、
そ
の
裁
判
所
自
体
が
、

前
記
の
と
お
り
、
検
察
官
保
管
が
適
当
と
公
的
に
意
見
を
表
明
す
る

事
実
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
保
管
機
関
を
裁
判
所
か
検
察
庁
か
で

論
議
し
て
い
る
間
も
、
保
管
期
間
経
過
後
の
確
定
記
録
が
一
律
廃
棄



さ
れ
て
い
く
事
態
を
取
り
あ
え
ず
差
止
め
る
緊
急
の
必
要
性
を
優
先

さ
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
す
る
立
場
か
ら
、
日
弁
連
と
し
て
は
保
存
機

関
の
問
題
に
、
こ
の
際
は
固
執
す
べ
き
で
は
な
い
、
と
の
意
見
が
大

勢
を
占
め
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
確
定
記
録
の
検
察
庁
保
存
に
い
さ
さ

か
の
合
理
性
が
あ
る
こ
と
を
承
認
し
た
か
ら
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
考
え
て
も
み
た
い
。
た
と
え
ば
無
罪
確
定
事
件
記
録
の
場
合
で
あ

る
。
無
罪
確
定
事
件
で
あ
る
か
ら
、
刑
執
行
の
た
め
に
確
定
記
録
を

検
察
官
の
保
管
に
移
す
な
ど
の
必
要
性
は
全
く
あ
り
え
な
い
。
そ
ん

な
無
罪
確
定
事
件
に
つ
い
て
、
そ
の
訴
訟
記
録
と
無
罪
判
決
原
本
等

を
、
無
罪
確
定
後
に
わ
ざ
わ
ざ
裁
判
所
か
ら
検
察
庁
に
保
管
・
保
存

を
移
す
い
さ
さ
か
の
合
理
性
な
り
と
も
、
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
か
。

　
日
　
公
開
と
利
用
の
観
点
の
欠
如
　
　
確
定
記
録
の
公
開
と
利
用

の
観
点
の
欠
如
の
問
題
は
、
史
料
保
存
理
念
の
欠
如
と
表
裏
を
な
す

も
の
で
あ
る
。
確
定
裁
判
記
録
の
保
存
を
内
部
規
律
と
し
て
の
規
程

や
通
達
に
よ
る
も
の
と
す
る
に
止
め
て
、
法
律
化
し
な
か
っ
た
こ
と

は
、
裁
判
確
定
記
録
が
史
料
等
と
し
て
国
民
に
公
開
さ
れ
、
広
く
利

用
さ
れ
る
べ
き
国
民
の
財
産
で
あ
る
と
の
観
点
が
欠
け
て
い
る
こ
と

の
表
れ
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
し
た
が
っ
て
、
戦
後
の
司
法
改
革
の
理
念
に
従
っ
て
民
刑
確
定
訴

訟
記
録
の
保
存
法
制
を
整
備
、
確
立
す
る
と
す
れ
ば
、
確
定
記
録
の

保
存
と
と
も
に
、
公
開
と
利
用
の
法
制
の
整
備
、
確
立
が
こ
れ
に
伴

司
法
資
料
保
存
の
歴
史
と
現
代
的
課
題

い
、
そ
の
た
め
に
は
こ
れ
ら
公
開
と
利
用
に
つ
い
て
は
、
当
局
側
の

内
部
規
律
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
法
律
に
よ
っ
て
広
く
国
民
の
側
か

ら
の
要
望
と
こ
れ
に
そ
う
体
制
を
も
加
え
て
規
定
す
る
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
訴
訟
記
録
保
存
法
制
は
、
冒
頭
に
述

べ
た
よ
う
に
、
一
応
の
整
備
は
終
わ
っ
た
と
い
え
る
と
し
て
も
、
そ

れ
は
あ
く
ま
で
コ
応
の
」
で
あ
っ
て
、
保
存
機
関
、
公
開
と
利
用

の
問
題
等
を
も
加
え
て
統
一
的
に
民
刑
記
録
の
保
存
法
制
を
整
備
、

確
立
す
る
こ
と
等
は
、
次
ぎ
な
る
課
題
と
し
て
、
既
に
明
確
化
し
て

き
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

二
　
司
法
資
料
等
保
存
法
制
の
現
状
と
問
題
点

　
現
在
の
民
刑
異
な
る
保
存
法
制
の
も
と
で
の
、

を
考
え
て
み
た
い
。

当
面
す
る
問
題
点

　
1
　
刑
事
に
つ
い
て

　
e
　
保
存
選
定
の
機
構
の
確
立
　
　
刑
事
記
録
法
九
条
一
項
は
、

「
法
務
大
臣
は
、
保
管
記
録
又
は
再
審
保
存
記
録
に
つ
い
て
、
刑
事

法
制
及
び
そ
の
運
用
並
び
に
犯
罪
に
関
す
る
調
査
研
究
の
重
要
な
参

考
資
料
で
あ
る
と
思
料
す
る
と
き
は
、
そ
の
保
管
期
間
又
は
保
存
期

間
の
満
了
後
、
こ
れ
を
刑
事
参
考
記
録
と
し
て
保
存
す
る
も
の
と
す

九
五



早
法
六
九
巻
二
号
（
一
九
九
三
）

る
」
と
定
め
、
法
務
大
臣
の
権
限
を
地
方
検
察
庁
の
検
事
正
に
委
任

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
（
同
法
九
条
四
項
及
び
刑
事
確
定
訴
訟
記
録
法
施

行
規
則
一
五
条
）
。
検
事
正
の
右
権
限
行
使
に
つ
い
て
、
日
弁
連
は
、
法

案
要
綱
の
段
階
で
、
「
刑
事
参
考
記
録
の
保
存
等
に
関
す
る
規
程
の
新

設
は
高
く
評
価
さ
れ
る
。
刑
事
参
考
記
録
は
、
広
く
法
曹
三
者
な
ら

び
に
学
識
経
験
者
に
利
用
さ
れ
て
こ
そ
保
存
の
意
義
が
あ
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
保
存
記
録
の
選
定
に
つ
い
て
、
な
る
べ
く
広
く
意
見
を

徴
す
る
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」
（
日
弁
連
・
昭
六
三
・

三
「
刑
事
確
定
訴
訟
記
録
法
（
仮
称
）
要
綱
骨
子
」
に
対
す
る
意
見
書
の

二
、
七
）
と
し
た
。

　
同
法
が
成
立
し
、
民
事
に
つ
い
て
も
法
制
整
備
を
終
わ
っ
た
今
日

の
段
階
で
、
民
事
を
含
め
、
確
定
記
録
等
の
特
別
保
存
へ
の
、
国
民

の
側
か
ら
の
意
見
を
正
し
く
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、
法
務
大
臣
（
そ
の

権
限
の
委
任
を
受
け
た
検
事
正
）
が
こ
れ
ら
の
意
見
、
要
望
を
尊
重
し
て

受
入
れ
る
、
そ
の
た
め
の
手
続
き
と
機
構
が
確
立
さ
れ
る
こ
と
が
強

く
期
待
さ
れ
る
。

　
⇔
　
記
録
保
存
事
件
リ
ス
ト
の
公
開
　
　
刑
事
記
録
法
附
則
二
条

は
、
経
過
措
置
と
し
て
「
刑
事
被
告
事
件
に
係
る
訴
訟
で
あ
っ
て
本

法
施
行
の
日
前
に
終
結
し
た
も
の
の
記
録
に
つ
い
て
は
、
本
法
施
行

の
際
現
に
保
管
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
り
、
本
法
の
規
定
を
適
用
す

る
」
と
規
定
す
る
が
、
こ
れ
に
該
当
す
る
事
件
記
録
と
し
て
、
当
局

は
同
法
が
国
会
で
審
議
さ
れ
た
際
、
次
の
と
お
り
答
弁
し
て
い
る
。

九
六

　
　
○
岡
村
政
府
委
員
　
現
在
、
刑
事
参
考
記
録
と
し
て
保
存
さ
れ

　
　
て
お
り
ま
す
の
が
約
二
百
八
十
件
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事

　
　
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
訴
訟
終
結
後
相
当
期
間
が
経
過
は
い
た

　
　
し
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
な
お
こ
う
い
っ
た
も
の
を
個
々
具

　
　
体
的
に
述
べ
ま
す
こ
と
は
、
被
告
人
あ
る
い
は
関
係
人
の
名
誉
、

　
　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
等
に
も
か
か
わ
っ
て
く
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す

　
　
の
で
、
そ
の
点
は
ひ
と
つ
お
答
え
を
差
し
控
え
さ
せ
て
い
た
だ

　
　
き
た
い
と
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

（
昭
和
六
二
年
五
月
二
六
日
衆
議
院
法
務
委
員
会
に
お
け
る
岡
村
法
務
省

刑
事
局
長
の
答
弁
）

　
こ
の
約
二
八
○
件
の
事
件
名
の
公
表
を
妨
げ
る
事
由
は
、
同
法
制

定
の
趣
旨
に
照
ら
し
て
も
存
在
し
な
い
と
思
わ
れ
る
。
同
法
施
行
か

ら
す
で
に
五
年
余
、
未
だ
公
表
さ
れ
な
い
、
こ
れ
ら
刑
事
参
考
記
録

の
事
件
名
、
保
存
庁
名
等
は
、
速
や
か
に
公
表
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
日
　
利
用
法
制
と
運
用
の
改
善
　
　
刑
事
記
録
法
九
条
一
項
の
刑

事
参
考
記
録
に
つ
い
て
、
同
二
項
は
「
法
務
大
臣
は
、
学
術
研
究
の

た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
そ
の
他
法
務
省
令
で
定
め
る

場
合
に
は
、
申
出
に
よ
り
、
刑
事
参
考
記
録
を
閲
覧
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
規
定
す
る
。

　
ど
の
事
件
の
確
定
記
録
が
刑
事
参
考
記
録
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い

る
か
が
、
閲
覧
を
申
出
る
利
用
者
（
学
術
研
究
者
等
）
に
判
明
し
て
い



る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
そ
の
記
録
の
閲
覧
が
「
学
術
研
究
の

た
め
必
要
が
あ
る
」
か
否
か
が
判
断
で
き
る
こ
と
、
い
う
ま
で
も
な

い
の
で
あ
る
。
刑
事
参
考
記
録
が
学
術
研
究
に
寄
与
で
き
る
た
め
に

も
、
前
記
の
事
件
名
リ
ス
ト
の
速
や
か
な
公
表
が
望
ま
れ
る
が
、
同

項
の
閲
覧
利
用
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
広
く
、
緩
や
か
に
、
利

用
法
制
の
運
用
が
図
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
閲
覧
許
否
の
権
限
は
当
該
参
考
記
録
保
存
庁
で
あ
る
地
方
検
察
庁

の
検
事
正
等
に
あ
る
が
、
刑
事
参
考
記
録
の
保
存
は
国
民
の
、
後
の

世
代
の
利
用
、
こ
と
に
学
術
研
究
の
た
め
に
こ
そ
、
そ
の
意
義
を
有

す
る
こ
と
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
閲
覧

の
許
否
、
閲
覧
の
方
法
等
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
狭
義
に
解
し
て
、
そ

の
門
戸
を
実
質
的
に
閉
ざ
す
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
は
、
刑
事
参
考

記
録
と
し
て
永
久
保
存
す
る
こ
と
と
し
た
同
法
の
立
法
趣
旨
に
も
沿

わ
な
い
こ
と
を
当
然
の
こ
と
な
が
ら
強
調
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
2
　
民
事
に
つ
い
て

　
民
事
確
定
記
録
の
保
存
法
制
の
整
備
は
、
民
事
記
録
規
程
の
一
部

改
正
と
新
通
達
の
発
出
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
こ
と
、
冒
頭
に
の
べ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
保
存
規
程
の
一
部
改
正
に
よ
っ
て
、
従
前
は
判
決

原
本
の
保
存
期
間
が
永
久
か
ら
五
〇
年
に
改
め
ら
れ
、
新
通
達
に
よ

っ
て
保
存
規
程
九
条
一
・
二
項
の
特
別
保
存
等
の
基
準
を
設
定
、
明

司
法
資
料
保
存
の
歴
史
と
現
代
的
課
題

　
　
　
　
　
　
　
ハ
コ
じ

確
化
し
た
の
で
あ
る
。

　
9
　
判
決
原
本
　
　
判
決
原
本
の
保
存
期
問
が
、
保
存
規
程
の
一

部
改
正
に
よ
っ
て
永
久
か
ら
五
〇
年
と
さ
れ
、
ま
た
新
通
達
の
附
記

3
、
経
過
措
置
⑧
に
よ
っ
て
「
保
存
期
間
が
五
〇
年
の
判
決
の
原
本

で
、
平
成
五
年
一
二
月
三
一
日
ま
で
に
保
存
期
間
が
満
了
し
た
も
の

の
廃
棄
は
、
平
成
六
年
一
月
一
日
以
降
に
行
う
」
と
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
き
わ
め
て
限
ら
れ
た
時
間
内
に
対
応
す
べ
き
、
い
く
つ
か
の

問
題
に
当
面
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
平
成
五
（
一
九
九
三
）
年
一
二
月
三
一
日
ま
で
に
五
〇
年
の
保
存
期

間
を
満
了
す
る
判
決
原
本
と
い
え
ば
、
昭
和
一
入
（
一
九
四
三
）
年
一

二
月
三
一
日
ま
で
に
確
定
し
た
判
決
原
本
で
あ
る
。
従
前
、
永
久
保

存
の
対
象
と
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
に
多
く
の
裁
判
所
が

保
存
し
て
い
る
判
決
原
本
は
明
治
期
以
降
の
も
の
。
明
治
期
（
東
京
地

裁
の
場
合
は
明
治
五
年
度
分
以
降
の
判
決
原
本
が
保
存
さ
れ
て
い
る
）
か

ら
昭
和
一
八
年
末
ま
で
の
判
決
原
本
の
廃
棄
を
平
成
六
年
一
月
一
日

以
降
に
行
う
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
時
間
が
き
わ
め
て
少
な
い
。

右
新
通
達
の
附
記
3
経
過
措
置
㈹
で
は
、
右
の
判
決
原
本
に
つ
い
て

「
弁
護
士
会
、
学
術
研
究
者
等
か
ら
、
事
件
及
び
保
存
の
理
由
を
明

示
し
て
二
項
特
別
保
存
の
要
望
が
あ
っ
た
と
き
は
、
特
別
保
存
に
付

す
る
か
ど
う
か
の
判
断
に
当
た
っ
て
、
そ
の
要
望
を
十
分
に
参
酌
す

る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
要
望
を
な
す
に
し
て
も
「
事
件
及

び
保
存
の
理
由
を
明
示
し
て
」
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七
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め
の
条
件
整
備
が
全
く
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
な
く
、
加
え
て
「
弁
護

士
会
及
び
学
術
研
究
者
等
」
に
こ
れ
に
対
応
し
う
る
組
織
も
知
見
む

な
く
、
そ
の
た
め
の
時
間
も
な
い
と
す
れ
ば
、
と
り
あ
え
ず
は
、
右

新
通
達
付
記
3
②
の
「
平
成
六
年
一
月
一
日
以
降
に
行
う
」
を
相
当

期
間
、
延
長
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
近
時
の
判
決
な
ら
ば
二
項
特
別
保
存
、
一
項
特
別
保
存
の
対
象
と

な
る
判
決
は
そ
の
多
く
が
公
刊
さ
れ
る
。
し
か
し
、
わ
が
国
に
近
代

的
司
法
制
度
が
導
入
さ
れ
た
明
治
初
期
の
判
決
原
本
、
あ
る
い
は
そ

れ
か
ら
昭
和
の
太
平
洋
戦
争
末
期
ま
で
の
判
決
原
本
は
、
個
々
の
事

件
の
内
容
、
裁
判
所
の
判
断
の
み
な
ら
ず
、
判
決
の
体
裁
、
形
式
等

か
ら
用
紙
、
紙
質
等
に
い
た
る
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
歴
史
、

司
法
制
度
の
状
態
を
反
映
す
る
も
の
と
し
て
、
今
こ
の
段
階
に
い
た

っ
て
廃
棄
の
対
象
と
す
べ
き
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
っ
て
よ
い

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
平
成
六
年
一
月
一
日
以
降
の
廃
棄
が
形
式
的

に
運
用
さ
れ
て
、
折
角
、
今
日
ま
で
保
存
さ
れ
て
き
た
判
決
原
本
が

万
一
に
も
廃
棄
さ
れ
、
悔
い
を
千
載
に
残
す
こ
と
に
な
っ
て
は
な
ら

な
い
。

　
弁
護
士
会
、
学
術
研
究
者
等
の
「
要
望
」
に
つ
い
て
、
速
や
か
な

具
体
化
の
た
め
の
対
応
措
置
を
急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
勿

論
で
あ
る
。
永
久
保
存
か
ら
変
更
さ
れ
た
五
〇
年
の
保
存
期
問
は
、

年
々
到
来
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
一
・
二
項
保
存
要
望
の
要
望
主
体

は
、
各
弁
護
士
会
を
中
心
と
す
る
恒
常
的
な
協
議
機
関
と
し
て
体
制

九
八

が
整
備
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
組

織
さ
れ
る
機
関
は
、
判
決
原
本
・
確
定
記
録
の
保
存
に
関
す
る
要
望

の
主
体
で
あ
る
と
と
も
に
、
利
用
に
関
し
て
も
、
要
望
の
主
体
と
な

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　
口
　
事
件
記
録
等
　
　
史
料
と
し
て
の
重
要
性
は
、
判
決
原
本
の

場
合
よ
り
も
判
決
に
い
た
る
ま
で
の
証
拠
資
料
等
を
含
む
事
件
記
録

等
に
あ
る
こ
と
は
多
言
を
要
し
な
い
だ
ろ
う
。
民
事
記
録
規
程
が
九

条
二
項
に
よ
っ
て
史
料
等
と
し
て
の
特
別
保
存
義
務
を
規
定
し
て
い

る
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
規
定
が
機
能
せ
ず
、
一
般
保
存
期
間
を
経

過
し
た
事
件
記
録
が
一
律
に
廃
棄
さ
れ
て
き
た
の
に
対
し
て
、
新
通

達
は
「
第
6
特
別
保
存
の
手
続
」
に
お
い
て
、
一
・
二
項
の
各
特
別

保
存
の
基
準
を
具
体
化
し
、
か
つ
、
こ
れ
を
運
用
す
る
た
め
の
手
続

規
定
も
整
備
し
た
。

　
民
事
確
定
記
録
の
う
ち
、
民
事
記
録
規
程
の
別
表
第
一
に
掲
げ
る

保
存
期
間
を
経
過
し
た
も
の
は
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
廃
棄
さ
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
が
、
新
通
達
の
も
と
で
、
一
律
廃
棄
の
愚
を
繰
り
返
し

て
は
な
ら
な
い
。
九
条
特
別
保
存
が
新
通
達
の
趣
旨
に
従
っ
て
機
能

す
る
た
め
に
、
特
別
保
存
要
望
の
主
体
で
あ
る
弁
護
士
会
、
学
術
研

究
者
等
の
活
動
を
継
続
的
に
活
発
化
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の

た
め
に
全
国
各
単
位
弁
護
士
会
を
中
心
と
す
る
協
議
機
関
が
設
け
ら

れ
、
活
動
が
活
発
化
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
、
判
決
原
本

に
つ
い
て
既
述
し
た
と
同
様
で
あ
る
。



　
九
条
二
項
特
別
保
存
に
付
さ
れ
た
事
件
記
録
等
は
、
す
で
に
保
存

期
間
を
経
過
し
、
現
用
段
階
を
過
ぎ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
公
開
と

利
用
を
妨
げ
る
事
情
は
一
般
的
に
は
著
し
く
少
な
い
こ
と
を
考
慮
す

れ
ば
、
こ
れ
ら
の
特
別
保
存
記
録
が
学
術
研
究
者
等
に
よ
っ
て
、
積

極
的
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
強
く
期
待
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
活

用
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
た
め
の
諸
措
置
も
真
剣
に
、
速
や
か
に
講
じ

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三
　
司
法
資
料
の
保
存
法
制
と
文
書
保
存
法
制

　
刑
事
記
録
法
、
民
事
記
録
規
程
、
新
通
達
等
に
よ
っ
て
、
訴
訟
記

録
保
存
法
制
の
一
応
の
整
備
は
終
わ
っ
た
が
、
そ
れ
が
あ
く
ま
で
も

コ
応
の
」
で
あ
っ
て
、
す
で
に
、
次
ぎ
な
る
課
題
が
提
起
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
先
述
し
た
。

　
こ
こ
で
は
二
つ
の
事
項
に
つ
い
て
述
べ
る
。

法
が
制
定
さ
れ
、
法
律
に
よ
っ
て
規
律
す
る
根
拠
が
直
接
的
に
は
刑

訴
法
五
三
条
四
項
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
き
た
る
べ
き
民
訴
法
改
正
に

お
い
て
は
、
右
刑
訴
法
五
三
条
四
項
に
相
当
す
る
規
定
が
民
訴
法
の

な
か
に
置
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
新
民
訴
法
に
お
け

る
右
規
定
の
実
施
法
と
し
て
刑
事
確
定
訴
訟
記
録
法
に
相
当
す
る
民

事
確
定
訴
訟
記
録
法
の
制
定
が
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

し
て
、
同
法
の
な
か
に
は
、
確
定
訴
訟
記
録
保
存
理
念
の
明
示
、
特

別
保
存
基
準
と
そ
の
手
続
き
と
と
も
に
、
特
別
保
存
記
録
等
の
閲
覧
、

謄
写
に
つ
い
て
も
、
広
く
公
開
・
利
用
を
保
障
す
る
規
定
が
置
か
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
考
え
る
。
現
行
法
制
に
お
い
て
も
、
特
別

保
存
記
録
等
の
閲
覧
及
び
謄
写
に
つ
い
て
は
、
民
訴
法
一
五
一
条
、

家
事
審
判
規
則
二
一
条
、
少
年
審
判
規
則
七
条
等
の
適
用
が
あ
り
、

そ
の
閲
覧
に
つ
い
て
は
「
何
人
モ
訴
訟
記
録
ノ
閲
覧
ヲ
裁
判
所
書
記

官
二
請
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
の
原
則
が
適
用
さ
れ
る
が
、
き
た
る
べ

き
新
法
制
に
お
い
て
も
、
こ
の
原
則
が
明
記
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
1
　
民
訴
法
改
正
と
民
事
確
定
記
録
の
保
存
法
制

　
旧
刑
訴
法
が
、
戦
後
の
司
法
改
革
に
伴
っ
て
、
全
面
改
正
を
迫
ら

れ
た
の
に
対
し
て
、
明
治
二
四
年
施
行
の
民
事
訴
訟
法
は
部
分
的
改

正
を
重
ね
つ
つ
今
日
に
い
た
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
い
ま
民
事
訴
訟

法
の
全
面
改
正
の
作
業
が
具
体
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
周

知
の
と
お
り
で
あ
る
。
刑
事
確
定
記
録
の
保
存
に
つ
い
て
刑
事
記
録

司
法
資
料
保
存
の
歴
史
と
現
代
的
課
題

　
2
　
文
書
保
存
法
制
の
体
系
的
な
整
備
と
基
本
法
の
制
定

　
裁
判
確
定
記
録
の
ほ
か
、
当
該
事
件
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
記
録

で
裁
判
に
は
不
提
出
で
終
わ
っ
た
捜
査
関
係
書
類
、
記
録
の
範
疇
に

属
さ
な
い
証
拠
物
、
司
法
行
政
記
録
等
の
司
法
資
料
が
、
現
用
段
階

に
相
当
す
る
期
間
と
し
て
定
め
ら
れ
た
保
管
保
存
期
間
を
過
ぎ
れ

ば
、
そ
れ
ら
の
資
料
は
当
該
具
体
的
事
件
の
司
法
的
解
決
を
求
め
る

九
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た
め
の
も
の
と
し
て
の
使
命
を
終
え
、
史
料
・
参
考
記
録
等
と
し
て

の
保
存
に
保
存
意
義
の
比
重
を
移
す
こ
と
に
な
る
。

　
司
法
資
料
で
あ
れ
、
立
法
過
程
で
立
法
関
連
機
関
に
よ
っ
て
作
成

さ
れ
る
記
録
等
で
あ
れ
、
あ
る
い
は
行
政
関
係
の
記
録
で
あ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
た
保
管
ま
た
は
保
存
の
期
間
を
経
過
し

た
記
録
等
は
、
立
法
、
行
政
、
司
法
等
の
分
野
を
超
え
て
歴
史
的
資

料
等
と
し
て
の
価
値
を
有
す
る
に
い
た
る
こ
と
、
多
く
の
異
論
が
あ

る
と
は
思
わ
れ
な
い
。

　
刑
事
記
録
法
の
施
行
か
ら
半
年
後
、
昭
和
六
三
年
六
月
施
行
の
公

文
書
館
法
二
条
に
い
う
「
公
文
書
等
」
に
裁
判
記
録
や
司
法
資
料
等

の
多
く
が
該
当
す
る
と
す
れ
ば
、
同
法
三
条
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
司

法
資
料
に
つ
い
て
も
「
国
は
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
公
文
書
等
の

保
存
及
び
利
用
に
関
し
、
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
責
務
を
有
す
る
」

も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
現
用
段
階
を
過
ぎ
た
記
録
等
の
保
存
の
意
義
に
つ
い
て
、
立
法
、

行
政
、
司
法
の
分
野
別
に
論
ず
る
必
要
も
合
理
的
理
由
も
、
少
な
い

と
す
れ
ば
、
公
文
書
館
法
は
そ
の
観
点
で
、
前
記
の
史
料
保
存
の
理

念
を
踏
ま
え
た
上
で
、
対
象
範
囲
等
に
つ
い
て
、
も
う
一
度
考
察
検

討
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
公
文
書
館
法
は
公
文
書
等
保
存
に
関
連
す
る
施
設
法
で
あ
り
、
公

文
書
館
は
「
重
要
な
公
文
書
等
を
保
存
し
、
閲
覧
に
供
す
る
と
と
も

に
、
こ
れ
に
関
連
す
る
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
施
設
」

一
〇
〇

（
公
文
書
館
法
四
条
）
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
立
法
、
行
政
、
外
交
、
司

法
の
各
分
野
を
包
摂
し
た
公
文
書
等
の
収
容
施
設
と
し
て
考
え
ら
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
仮
に
、
そ
の
施
設
が
専
ら
司
法
に
関
す
る
資

料
館
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
公
文
書
館
法
四
条
に
基
づ
く
、
同
法
の

適
用
を
受
け
る
施
設
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
で
あ
ろ
う
。

　
そ
し
て
、
公
文
書
館
法
が
施
設
法
で
あ
っ
て
、
そ
の
枠
を
越
え
る

こ
と
が
性
質
上
で
き
な
い
立
法
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
公
文
書
等
の
記

録
文
書
、
史
料
等
と
し
て
の
保
存
と
そ
の
理
念
、
記
録
文
書
等
の
保

存
と
そ
の
任
に
当
た
る
専
門
家
と
し
て
の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
に
関
す
る

基
本
的
事
項
等
を
定
め
る
記
録
史
料
の
保
存
に
関
す
る
基
本
法
が
構

想
さ
れ
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
立
法
、
行
政
、
司
法
の
分
野
を
超
え
た
、
大
き
な
視
野
の
も
と
で
、

記
録
文
書
等
の
保
存
に
関
す
る
基
本
法
や
施
設
法
を
構
想
す
る
と

き
、
い
ま
コ
応
の
」
法
制
整
備
を
終
え
た
民
刑
の
確
定
訴
訟
記
録

の
保
存
法
制
は
、
右
の
体
系
的
構
想
の
な
か
で
、
も
う
一
度
、
根
本

的
に
見
直
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
一
）
　
刑
事
記
録
法
と
民
事
記
録
規
程
で
は
保
管
・
保
存
の
概
念
内
容

　が

異
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
訴
訟
記
録
保
存
立
法
の
活
動
」

　
（
自
由
と
正
義
四
一
巻
八
号
、
三
九
頁
）
等
参
照
。

（
二
）
　
第
百
八
回
国
会
衆
院
法
務
委
員
会
（
昭
六
二
・
五
・
一
一
六
）
に



　
お
け
る
最
高
裁
刑
事
局
長
の
答
弁
。

（
三
）
　
服
部
　
悟
「
民
事
判
決
原
本
の
永
久
保
存
の
廃
止
と
民
事
事
件

記
録
等
の
特
別
保
存
に
つ
い
て
」
（
自
由
と
正
義
四
三
巻
四
号
、
一
〇

九
頁
以
下
）
。

司
法
資
料
保
存
の
歴
史
と
現
代
的
課
題

一
〇
一



早
法
六
九
巻
二
号
（
一
九
九
三
）

一
〇
二

〔
第
三
報
告
〕
　
民
事
訴
訟
に
お
け
る
記
録
保
存
の
意
義
と
問
題
点

中
　
山
　
幸
　
二

　
こ
こ
で
は
、
訴
訟
記
録
の
歴
史
的
価
値
で
は
な
く
、
現
行
的
価
値
、

す
な
わ
ち
、
現
実
の
訴
訟
追
行
あ
る
い
は
実
践
的
法
解
釈
の
上
で
の

価
値
に
焦
点
を
当
て
て
、
記
録
保
存
の
意
義
と
現
行
規
程
及
び
通
達

の
問
題
点
を
具
体
的
に
提
示
し
て
み
た
い
。

一
　
訴
訟
記
録
の
意
義
と
機
能

　
1
　
訴
訟
記
録
の
意
義

　
古
代
ロ
ー
マ
や
ゲ
ル
マ
ン
の
訴
訟
で
は
純
粋
な
口
頭
主
義
が
行
わ

れ
、
書
面
が
利
用
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る

が
、
そ
の
後
の
書
面
主
義
の
時
代
を
経
て
到
達
し
た
近
代
の
訴
訟
法

に
お
い
て
は
、
再
び
口
頭
主
義
を
原
則
と
し
つ
つ
も
書
面
の
効
用
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
こ

重
要
性
を
尊
重
し
、
両
者
の
併
用
を
認
め
て
い
る
。
特
に
、
口
頭
弁

論
の
形
骸
化
が
か
ね
て
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
わ
が
国
の
民
事
訴
訟

の
実
務
で
は
、
証
人
尋
問
の
場
面
を
除
き
実
質
は
書
面
主
義
が
原
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ニ
レ

と
も
い
う
べ
き
実
情
に
あ
る
。
現
行
民
事
訴
訟
法
上
も
、
特
に
重
要

で
あ
り
明
確
に
し
て
お
く
こ
と
を
要
す
る
訴
訟
行
為
に
つ
い
て
は
、

当
事
者
に
書
面
の
提
出
を
要
求
し
（
訴
状
、
準
備
書
面
等
）
、
ま
た
裁
判

所
に
書
面
の
作
成
を
義
務
づ
け
て
い
る
（
調
書
、
判
決
書
等
）
。
そ
の
他

多
く
の
行
為
に
つ
い
て
も
、
書
面
の
提
出
ま
た
は
作
成
を
法
律
上
認

め
て
お
り
（
民
訴
法
六
五
条
、
一
五
〇
条
、
二
〇
五
条
等
）
、
実
際
に
は
書

面
を
必
要
と
す
る
の
が
実
務
で
あ
る
か
ら
、
訴
訟
手
続
の
進
展
に
つ

れ
て
必
然
的
に
相
当
数
の
書
面
が
集
積
さ
れ
て
く
る
。
民
事
訴
訟
法

は
、
各
事
件
ご
と
に
関
係
書
類
を
編
綴
し
た
訴
訟
記
録
の
存
在
を
前

提
と
し
て
、
各
種
の
規
定
を
設
け
て
い
る
（
三
四
条
、
一
五
一
条
、
三

五
〇
条
、
三
六
九
条
、
三
九
二
条
、
四
〇
九
条
、
四
四
二
条
、
四
九
九
条
等
）
。

　
こ
こ
で
訴
訟
記
録
と
は
、
一
定
の
事
件
に
関
し
て
裁
判
所
お
よ
び

当
事
者
に
と
っ
て
共
通
の
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
る
受
訴
裁
判
所
に

保
管
さ
れ
た
書
面
の
総
体
を
い
う
。
い
か
な
る
書
面
が
訴
訟
記
録
を

構
成
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
法
律
に
明
文
の
規
定
を
欠
き
必
ず
し



も
明
確
で
は
な
い
が
、
当
事
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
訴
状
そ
の
他
の
申

立
書
、
準
備
書
面
、
証
拠
申
出
書
、
書
証
の
写
し
、
裁
判
所
が
作
成

し
た
各
種
の
調
書
、
調
書
の
一
部
と
し
て
引
用
し
た
書
面
（
一
四
五
条

参
照
）
、
裁
判
の
原
本
ま
た
は
正
本
（
判
決
原
本
は
そ
の
判
決
を
言
い
渡

し
た
裁
判
所
が
保
存
す
る
か
ら
、
上
訴
審
の
判
決
は
そ
の
正
本
が
記
録
に

編
綴
さ
れ
る
。
三
九
二
条
、
四
〇
九
条
参
照
）
、
送
達
報
告
書
等
が
こ
れ

に
含
ま
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
疑
い
が
な
い
。
訴
訟
記
録
と
し
て
扱

う
べ
き
書
面
は
、
保
存
と
廃
棄
の
対
象
と
し
て
、
ま
た
当
事
者
ま
た

は
第
三
者
の
閲
覧
謄
写
権
の
対
象
と
し
て
、
そ
の
範
囲
の
画
定
が
重

要
と
な
る
。

　
書
面
主
義
の
併
用
が
訴
訟
資
料
の
確
実
か
つ
長
期
の
保
存
を
目
的

と
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
訴
訟
記
録
が
そ
の
役
割
を
果
た
す
こ

と
は
当
然
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
重
要
な
も
の
と
し
て
次
の
よ
う
な

　
　
　
　
　
　
　
パ
ニ
す

機
能
が
認
め
ら
れ
る
。

　
2
　
証
明
文
書
と
し
て
の
訴
訟
記
録

　
訴
訟
記
録
の
一
部
を
な
す
調
書
（
た
と
え
ば
証
人
尋
問
調
書
）
の
記

載
内
容
が
証
拠
と
し
て
利
用
さ
れ
る
の
は
勿
論
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ

か
に
、
手
続
が
適
法
に
行
わ
れ
た
か
否
か
も
訴
訟
記
録
に
よ
っ
て
証

明
さ
れ
る
。
特
に
口
頭
弁
論
の
方
式
の
遵
守
に
つ
い
て
は
、
口
頭
弁

論
調
書
が
原
則
と
し
て
唯
一
の
証
拠
と
さ
れ
て
い
る
（
民
訴
法
一
四
七

条
）
。

司
法
資
料
保
存
の
歴
史
と
現
代
的
課
題

　
訴
訟
記
録
が
訴
訟
上
最
も
重
要
な
意
義
を
も
つ
の
は
上
訴
審
裁
判

所
に
対
し
て
で
あ
る
。
上
訴
審
の
裁
判
所
が
、
上
訴
の
適
否
お
よ
び

理
由
の
有
無
を
判
断
し
、
ま
た
当
事
者
の
新
た
な
申
立
て
等
の
適
否

を
判
断
す
る
た
め
、
前
審
に
お
け
る
訴
訟
手
続
が
ど
の
よ
う
に
行
わ

れ
、
す
で
に
ど
の
よ
う
な
訴
訟
行
為
が
な
さ
れ
た
か
を
調
査
す
る
た

め
に
は
、
訴
訟
記
録
が
絶
対
不
可
欠
の
証
拠
と
な
る
。
同
一
審
級
内

で
も
、
裁
判
官
の
更
迭
が
あ
る
と
き
は
、
弁
論
更
新
の
手
続
が
と
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
形
式
的
な
従
前
の
口
頭
弁

論
の
結
果
の
陳
述
が
な
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
新
た
な
裁
判
官

が
す
で
に
ど
の
よ
う
な
訴
訟
行
為
が
な
さ
れ
た
か
を
知
る
に
は
、
結

局
訴
訟
記
録
に
よ
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
再
審
裁
判
所
に
と
っ
て
も
、

問
題
の
確
定
判
決
を
も
た
ら
し
た
前
の
訴
訟
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な

訴
訟
行
為
が
ど
の
よ
う
な
手
続
で
な
さ
れ
た
か
を
認
識
す
る
た
め
、

前
訴
の
訴
訟
記
録
が
有
力
な
手
が
か
り
と
な
る
。
さ
ら
に
、
関
連
す

る
他
の
事
件
に
お
い
て
、
訴
訟
記
録
の
一
部
が
書
証
と
し
て
提
出
さ

れ
る
こ
と
も
あ
る
。

　
執
行
文
の
付
与
（
民
執
法
二
六
条
）
や
判
決
確
定
証
明
（
民
訴
法
四
九

九
条
）
も
、
裁
判
所
書
記
官
が
記
録
に
基
づ
い
て
行
う
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
こ
の
場
合
も
訴
訟
記
録
が
証
明
文
書
と
し
て
機
能
す
る
こ
と

に
な
る
。

3

裁
判
の
公
正
保
障
と
し
て
の
訴
訟
記
録

一
〇
三



早
法
六
九
巻
二
号
（
一
九
九
三
）

　
現
行
民
事
訴
訟
法
は
訴
訟
記
録
を
当
事
者
、
利
害
関
係
人
、
さ
ら

に
一
般
第
三
者
に
も
原
則
と
し
て
公
開
す
る
（
一
五
一
条
）
。
こ
れ
は

裁
判
公
開
原
則
の
一
環
と
し
て
認
め
ら
れ
た
制
度
で
あ
り
、
弁
論
の

公
開
と
記
録
の
公
開
の
両
者
が
相
ま
っ
て
裁
判
の
公
正
を
保
障
す
る

機
能
を
有
す
る
。
す
な
わ
ち
、
手
続
が
適
正
・
公
平
に
行
わ
れ
た
こ

と
が
事
後
的
に
点
検
さ
れ
う
る
と
い
う
こ
と
を
通
じ
て
も
、
裁
判
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
レ

公
正
保
障
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
4
　
訴
訟
記
録
閲
覧
の
必
要
性

　
①
　
　
当
事
者
公
開
　
　
訴
訟
記
録
は
、
当
事
者
お
よ
び
そ
の
代

理
人
に
対
し
て
は
常
に
公
開
さ
れ
、
閲
覧
・
謄
写
が
許
さ
れ
る
（
民
訴

法
一
五
一
条
）
。
も
っ
と
も
、
当
事
者
提
出
の
書
面
は
互
い
に
交
換
さ

れ
、
裁
判
の
正
本
も
両
当
事
者
に
送
達
さ
れ
る
か
ら
、
通
常
、
そ
れ

ら
の
原
本
の
点
検
を
要
す
る
場
合
の
ほ
か
は
当
事
者
に
と
っ
て
閲
覧

の
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
実
際
上
閲
覧
・
謄
写
の

対
象
と
な
る
の
は
、
主
と
し
て
尋
問
調
書
で
あ
る
。
例
外
的
な
ケ
ー

ス
と
し
て
は
、
氏
名
冒
用
訴
訟
や
送
達
が
擬
制
さ
れ
当
事
者
に
送
達

書
類
が
到
達
し
て
い
な
か
っ
た
場
合
に
、
控
訴
ま
た
は
控
訴
の
追
完

あ
る
い
は
再
審
の
訴
え
等
を
提
起
す
る
前
提
と
し
て
、
訴
訟
記
録
を

閲
覧
す
る
必
要
が
生
ず
る
こ
と
が
あ
る
。
な
お
、
利
害
関
係
を
有
す

る
者
も
、
必
要
が
あ
れ
ば
そ
の
利
害
関
係
を
疎
明
し
て
、
当
事
者
と

同
じ
く
記
録
を
閲
覧
謄
写
で
き
る
（
一
五
一
条
）
。
訴
訟
の
当
事
者
と

一
〇
四

は
な
ら
な
か
っ
た
が
判
決
の
効
力
を
受
け
る
者
（
二
〇
一
条
参
照
）
に

と
っ
て
は
、
記
録
の
閲
覧
謄
写
権
が
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
こ
よ
う
。

　
②
　
一
般
公
開
　
民
事
訴
訟
法
一
五
一
条
一
項
は
、
訴
訟
記
録

を
一
般
国
民
に
公
開
し
、
原
則
と
し
て
第
三
者
が
閲
覧
で
き
る
旨
規

定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
昭
和
二
三
年
の
改
正
法
に
よ
り
導
入
さ
れ

た
規
定
で
あ
り
、
新
憲
法
の
も
と
、
裁
判
を
よ
り
一
層
国
民
の
監
視

の
下
に
置
き
裁
判
の
公
正
を
保
障
し
よ
う
と
の
趣
旨
か
ら
、
裁
判
公

開
の
原
則
を
さ
ら
に
徹
底
し
て
、
裁
判
官
お
よ
び
裁
判
に
対
す
る
批

判
の
資
料
を
提
供
す
る
こ
と
を
狙
っ
た
も
の
で
あ
る
。
近
時
、
民
事

裁
判
へ
の
関
心
の
高
ま
り
か
ら
一
部
の
裁
判
所
で
民
事
法
廷
を
傍
聴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
こ

す
る
者
も
増
え
て
き
て
い
る
よ
う
で
は
あ
る
が
、
直
接
利
害
関
係

の
な
い
第
三
者
が
記
録
の
閲
覧
ま
で
す
る
例
は
実
際
上
は
ほ
と
ん
ど

な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
三
者
と
し
て
現
実
に
記
録
閲

覧
の
必
要
を
感
ず
る
の
は
、
法
学
そ
の
他
の
研
究
者
や
報
道
関
係
者

あ
る
い
は
利
害
関
係
を
有
し
な
が
ら
こ
れ
を
疎
明
で
き
な
い
者
等
と

い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
司
法
制
度
研
究
や
判
例
研
究
あ
る
い
は
歴
史

研
究
等
に
お
い
て
は
、
研
究
の
便
宜
上
謄
写
を
欲
す
る
こ
と
が
多
い

で
あ
ろ
う
が
、
法
律
上
は
民
事
訴
訟
記
録
に
つ
き
第
三
者
の
謄
写
権

は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
謄
写
の
許
否
は
、
裁
判
所
の
司
法
研
究
協

力
と
い
う
司
法
行
政
の
一
環
と
し
て
、
各
裁
判
所
の
所
長
の
判
断
に

委
ね
ら
れ
て
い
る
の
が
実
情
の
よ
う
で
あ
る
。



二

手
続
過
程
を
重
視
し
た
判
決
効
論
と
前
訴

の
訴
訟
記
録
の
重
要
性

　
近
時
、
前
訴
と
関
連
す
る
後
訴
が
提
起
さ
れ
た
場
合
に
、
前
訴
の

訴
訟
物
に
対
し
て
下
さ
れ
た
判
断
だ
け
に
既
判
力
の
拘
束
が
作
用
す

る
と
の
伝
統
的
な
考
え
方
に
対
し
て
、
前
訴
の
具
体
的
な
手
続
経
過

次
第
で
訴
訟
物
の
範
囲
を
越
え
て
判
決
の
効
力
が
及
ぶ
、
あ
る
い
は

後
訴
で
の
主
張
が
排
斥
さ
れ
る
と
す
る
学
説
お
よ
び
判
例
法
理
が
有

力
に
主
張
さ
れ
て
い
る
。
も
し
、
前
訴
の
具
体
的
な
手
続
経
過
に
よ

り
判
決
効
の
範
囲
が
画
定
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
手
続
経
過
を
証

す
る
客
観
的
な
資
料
と
し
て
前
訴
の
訴
訟
記
録
が
極
め
て
重
要
な
役

割
を
演
ず
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
1
　
争
点
効
理
論
（
手
続
事
実
群
）

　
争
点
効
理
論
と
は
、
訴
訟
の
テ
ー
マ
で
あ
る
訴
訟
物
自
体
に
対
す

る
判
断
以
外
に
、
判
決
理
由
中
の
判
断
に
も
一
定
の
範
囲
で
拘
束
力

を
認
め
る
見
解
で
あ
り
、
前
訴
で
当
事
者
が
主
要
な
争
点
と
し
て
争

い
、
か
つ
、
裁
判
所
が
実
質
的
に
審
理
判
断
し
た
争
点
に
つ
い
て
は
、

訴
訟
物
を
異
に
す
る
後
訴
で
前
訴
の
判
断
と
矛
盾
抵
触
す
る
主
張
を

許
さ
な
い
と
す
る
理
論
で
あ
る
。
提
唱
者
の
新
堂
教
授
に
よ
れ
ば
、

前
訴
で
「
重
要
な
争
点
と
さ
れ
当
事
者
双
方
が
そ
こ
を
天
王
山
と
し

司
法
資
料
保
存
の
歴
史
と
現
代
的
課
題

て
た
た
か
っ
た
結
果
出
さ
れ
た
結
論
を
そ
う
た
や
す
く
く
つ
が
え
す

よ
う
な
主
張
や
判
断
を
許
す
の
は
、
当
事
者
の
公
平
に
反
す
る
」
と

の
考
慮
か
ら
、
「
実
際
に
争
点
に
な
り
裁
判
所
が
実
質
的
な
審
理
を
遂

げ
た
上
そ
れ
に
つ
い
て
判
断
を
下
し
て
い
る
と
い
う
場
合
に
は
、
そ

の
判
断
に
は
後
訴
で
そ
れ
と
ち
が
っ
た
主
張
や
判
断
を
す
る
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
）

排
斥
す
る
と
い
う
効
果
を
認
め
」
て
よ
い
と
す
る
。
こ
れ
は
コ
般

条
項
と
し
て
の
信
義
則
が
判
決
の
一
効
果
に
ま
で
定
着
し
た
」
拘
束

力
で
あ
る
と
し
て
、
当
事
者
間
の
公
平
H
信
義
則
に
そ
の
根
拠
を
求

め
る
。

　
争
点
効
は
、
既
判
力
の
よ
う
に
前
訴
の
訴
訟
物
と
い
っ
た
形
式
的

基
準
で
そ
の
範
囲
が
画
定
さ
れ
ず
、
前
訴
の
手
続
過
程
で
実
際
に
当

事
者
が
ど
の
よ
う
に
主
張
し
、
ど
の
よ
う
に
争
っ
た
か
、
そ
の
争
点

に
つ
き
立
証
を
尽
く
し
た
か
、
と
い
っ
た
前
訴
の
具
体
的
審
理
状
況

に
そ
の
成
否
と
範
囲
が
依
存
す
る
か
ら
、
後
訴
の
裁
判
所
と
し
て
は

争
点
効
の
有
無
の
判
断
に
あ
た
っ
て
、
最
終
的
に
は
前
訴
の
判
決
だ

け
で
な
く
口
頭
弁
論
調
書
や
準
備
書
面
を
も
手
が
か
り
と
せ
ざ
る
を

え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
争
点
効
を
援
用
す
る
当
事
者
に
と
っ
て
も
、

ま
た
そ
れ
を
争
う
当
事
者
に
と
っ
て
も
、
前
訴
の
訴
訟
記
録
が
重
要

な
意
味
を
持
っ
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。

　
新
堂
教
授
は
そ
の
後
、
争
点
効
と
既
判
力
を
相
対
化
し
て
、
判
決

の
効
果
と
し
て
の
拘
束
力
を
遮
断
効
と
し
て
連
続
的
に
捉
え
、
遮
断

効
の
範
囲
は
訴
訟
手
続
の
具
体
的
経
過
で
あ
る
「
手
続
事
実
群
」
に

一
〇
五
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ユ
ひ

よ
っ
て
決
ま
る
と
の
理
論
を
展
開
す
る
。
そ
こ
で
は
、
訴
訟
物
と
遮

断
効
の
範
囲
と
の
ズ
レ
を
積
極
的
に
評
価
し
、
遮
断
効
の
範
囲
は
訴

訟
の
初
期
の
段
階
で
は
訴
訟
物
に
よ
っ
て
事
前
に
警
告
さ
れ
る
が
、

最
終
的
に
は
後
訴
に
お
い
て
、
前
訴
手
続
の
具
体
的
経
過
の
中
で
当

該
主
張
を
な
し
え
た
か
、
な
す
べ
き
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
か
、
す
で

に
そ
の
争
点
は
決
着
済
み
で
あ
る
と
の
相
手
方
の
信
頼
が
保
護
に
値

す
る
か
等
を
指
し
示
す
具
体
的
事
実
を
事
後
的
に
総
合
評
価
し
て
修

正
さ
れ
、
訴
訟
物
の
枠
よ
り
狭
く
な
っ
た
り
広
く
な
っ
た
り
す
る
と

す
る
。
こ
の
見
解
に
よ
る
と
き
は
、
判
決
効
の
範
囲
が
前
訴
手
続
の

具
体
的
経
過
に
強
く
依
存
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
ま
す
ま
す
も
っ

て
、
後
訴
裁
判
所
お
よ
び
当
事
者
さ
ら
に
は
判
決
効
の
拡
張
を
受
け

る
第
三
者
に
と
っ
て
前
訴
の
訴
訟
記
録
が
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
こ

ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
判
例
研
究
等
を
通
じ
て
当
該
事

案
に
お
け
る
争
点
効
な
い
し
遮
断
効
の
適
否
を
事
後
的
に
評
価
す
る

研
究
者
に
と
っ
て
も
、
前
訴
の
実
際
の
争
点
が
何
で
あ
っ
た
か
、
当

該
事
案
に
は
ど
の
よ
う
な
手
続
事
実
が
あ
っ
た
か
の
認
識
は
、
判
例

集
に
掲
載
さ
れ
る
判
決
文
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
前
訴
の
訴
訟

記
録
が
重
要
な
手
が
か
り
を
提
供
す
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

　
2
　
提
出
責
任
効
論
（
手
続
保
障
の
第
三
の
波
）

　
提
出
責
任
効
論
と
は
、
既
判
力
に
よ
る
失
権
の
根
拠
を
、
前
訴
の

手
続
過
程
で
行
為
規
範
に
よ
り
提
出
す
べ
き
責
任
を
負
っ
て
い
た
の

一
〇
六

に
こ
の
責
任
を
果
た
さ
な
か
っ
た
こ
と
に
対
す
る
サ
ン
タ
シ
ョ
ン
で

あ
る
と
捉
え
る
考
え
方
で
あ
り
、
従
来
の
既
判
力
論
が
裁
判
所
の
判

断
に
拘
束
力
を
求
め
て
い
た
の
に
対
し
、
当
事
者
聞
の
役
割
分
担
と

し
て
の
行
為
規
範
か
ら
直
接
に
導
か
れ
る
自
己
責
任
と
し
て
、
相
手

方
当
事
者
と
の
関
係
で
、
後
訴
で
提
出
す
る
こ
と
が
信
義
則
上
許
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
）

れ
な
い
か
ら
遮
断
さ
れ
る
と
す
る
理
論
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
訴
訟

物
に
失
権
の
枠
付
け
機
能
を
一
切
認
め
な
い
。
こ
の
説
で
は
、
手
続

の
節
々
で
ど
ち
ら
の
当
事
者
が
何
を
な
す
べ
き
か
と
い
う
行
為
規
範

が
あ
ら
か
じ
め
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ

る
が
、
そ
れ
は
個
別
事
件
ご
と
に
訴
訟
前
を
も
含
め
た
当
事
者
間
の

交
渉
経
過
か
ら
導
か
れ
る
と
す
る
。
こ
の
見
解
は
、
「
手
続
過
程
そ
の

も
の
に
普
遍
的
価
値
を
置
く
手
続
保
障
」
を
理
念
と
し
て
掲
げ
、
訴

訟
手
続
の
役
割
を
、
当
事
者
を
対
等
化
し
て
武
器
対
等
の
ル
ー
ル
の

も
と
に
論
争
を
展
開
す
る
場
を
保
障
す
る
こ
と
に
あ
る
と
し
、
手
続

規
範
を
当
事
者
間
の
徹
底
し
た
行
為
規
範
と
し
て
追
求
す
る
「
手
続

保
障
の
第
三
の
波
」
説
を
背
景
と
す
る
。

　
提
出
責
任
効
論
に
よ
る
と
き
は
、
後
訴
で
の
主
張
が
許
さ
れ
る
か

否
か
が
個
別
事
件
ご
と
の
具
体
的
手
続
経
過
さ
ら
に
は
訴
訟
前
の
交

渉
経
過
に
も
依
存
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
前
訴
の
訴
訟
記
録
が
そ

の
判
定
資
料
と
し
て
当
然
重
要
な
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
ろ
う
。

3

信
義
則
に
よ
る
後
訴
排
斥
の
判
例
法
理



　
最
高
裁
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
最
判
昭
和
四
四
年
六
月
二
四
日
（
判

時
五
六
九
号
四
八
頁
・
判
タ
壬
二
九
号
一
四
三
頁
）
に
お
い
て
争
点
効
を

否
定
し
、
そ
の
後
の
判
例
（
最
判
昭
和
四
八
年
一
〇
月
四
日
判
時
七
二
四

号
三
三
頁
、
最
判
昭
和
五
六
年
七
月
三
日
判
時
一
〇
一
四
号
六
九
頁
・
判
タ

四
五
〇
号
八
八
頁
）
も
こ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
。
し
か
し
、
他
方
に
お

い
て
、
最
判
昭
和
五
一
年
九
月
三
〇
日
（
民
集
三
〇
巻
八
号
七
九
九
頁
）

で
、
後
訴
が
前
訴
の
実
質
的
な
蒸
し
返
し
に
あ
た
る
と
き
は
、
信
義

則
を
根
拠
に
そ
の
訴
え
を
不
適
法
と
し
て
却
下
す
る
と
の
態
度
を
打

ち
出
し
、
多
く
の
判
例
批
評
で
そ
の
論
理
構
成
に
厳
し
い
批
判
を
受

　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
レ

け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
の
判
例
（
最
判
昭
和
五
二
年
三
月
二

四
日
裁
判
集
民
事
一
二
〇
号
二
九
九
頁
・
金
判
五
四
八
号
三
八
頁
、
最
判
昭

和
五
九
年
一
月
一
九
日
判
時
一
一
〇
五
号
四
八
頁
・
判
タ
五
一
九
号
一
三

六
頁
）
も
こ
の
法
理
を
維
持
し
て
い
る
。
最
高
裁
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ

た
こ
の
信
義
則
に
よ
る
後
訴
排
斥
の
法
理
は
、
そ
の
後
多
く
の
下
級

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
ロ

審
判
決
に
お
い
て
適
用
さ
れ
、
も
は
や
判
例
法
と
し
て
定
着
し
た
感

さ
え
あ
る
。
も
っ
と
も
、
昭
和
五
一
年
九
月
三
〇
日
の
最
判
お
よ
び

初
期
の
判
例
は
、
信
義
則
適
用
の
要
件
と
し
て
、
①
後
訴
の
請
求
ま

た
は
主
張
が
前
訴
の
実
質
的
な
蒸
し
返
し
で
あ
る
こ
と
、
②
前
訴
に

お
い
て
主
張
す
る
こ
と
が
容
易
ま
た
は
期
待
さ
れ
た
こ
と
、
③
事
件

の
発
端
か
ら
本
訴
提
起
ま
で
す
で
に
長
期
間
が
経
過
し
、
相
手
方
の

地
位
を
不
当
に
長
く
不
安
定
な
状
態
に
置
く
こ
と
に
な
る
こ
と
を
挙

げ
た
が
、
近
時
の
下
級
審
判
例
は
、
前
訴
に
お
い
て
主
要
な
争
点
に

司
法
資
料
保
存
の
歴
史
と
現
代
的
課
題

つ
い
て
攻
防
が
尽
く
さ
れ
た
こ
と
を
重
視
す
る
傾
向
に
あ
り
、
争
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

効
理
論
へ
の
傾
倒
が
見
ら
れ
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
後
訴
の
主
張
が
前
訴
の
実
質
的
な
蒸
し
返
し
に

当
た
る
か
否
か
、
前
訴
で
主
張
す
る
こ
と
が
容
易
で
あ
っ
た
か
否
か
、

主
要
な
争
点
と
し
て
攻
防
が
尽
く
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
、
前
訴
の
訴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ニ
ロ

訟
記
録
を
重
要
な
手
が
か
り
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の

法
理
が
判
例
法
と
し
て
定
着
す
る
と
な
る
と
、
そ
の
要
件
が
曖
昧
な

実
質
概
念
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
抽
象
的
な
蒸
し
返
し
禁
止
要
件
が
独

り
歩
き
し
、
裁
判
官
に
よ
っ
て
は
前
訴
と
後
訴
に
少
し
で
も
関
連
が

あ
れ
ば
「
前
訴
の
実
質
的
な
蒸
し
返
し
」
で
あ
る
と
認
定
さ
れ
、
後

訴
が
遮
断
さ
れ
る
危
険
さ
え
皆
無
と
は
い
え
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
判

例
研
究
と
し
て
こ
の
法
理
の
適
用
の
当
否
に
つ
い
て
評
価
す
る
際
に

は
、
個
々
の
事
案
ご
と
に
前
訴
の
訴
訟
記
録
を
も
ふ
ま
え
て
点
検
す

る
こ
と
が
望
ま
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
お
、
こ
の
法
理
を

適
用
し
た
判
決
が
判
例
集
に
掲
載
さ
れ
る
時
点
で
は
、
す
で
に
前
訴

の
訴
訟
記
録
保
存
期
間
一
〇
年
を
経
過
し
て
廃
棄
さ
れ
て
い
る
場
合

も
あ
る
（
た
と
え
ば
、
前
訴
判
決
確
定
後
五
年
後
に
後
訴
を
提
起
し
、
こ
の

法
理
を
適
用
し
た
上
訴
審
判
決
が
下
さ
れ
る
ま
で
に
五
年
以
上
か
か
っ
た

場
合
な
ど
）
。
こ
の
よ
う
な
場
合
は
や
む
を
え
な
い
が
、
現
行
保
存
規

程
の
下
で
は
、
未
だ
保
存
期
間
を
経
過
し
て
い
な
い
場
合
に
、
記
録

を
保
存
す
る
裁
判
所
に
特
別
保
存
の
要
望
書
を
提
出
し
て
後
の
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
＝
a
）

に
備
え
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
よ
う
。

一
〇
七
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三
　
判
例
研
究
と
訴
訟
記
録

　
わ
が
国
の
従
来
の
判
例
批
評
お
よ
び
判
例
研
究
は
、
通
常
、
判
例

集
に
掲
載
さ
れ
た
判
決
文
を
頼
り
に
、
裁
判
所
の
整
理
し
た
当
事
者

の
主
張
事
実
お
よ
び
判
決
理
由
中
の
認
定
事
実
か
ら
、
当
該
事
件
の

事
実
関
係
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
を
た
ど
り
、
ま
た
訴
訟
に
お
い
て
当

事
者
が
ど
の
よ
う
な
主
張
を
な
し
た
か
を
確
定
し
、
そ
れ
を
前
提
と

し
て
判
決
の
当
否
を
検
討
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
裁
判
所
の
認
定
し

た
事
実
を
前
提
事
実
と
し
た
上
で
の
法
解
釈
お
よ
び
法
適
用
の
当
否

を
検
討
す
る
か
ぎ
り
で
は
勿
論
十
分
に
意
味
の
あ
る
方
法
で
あ
る
。

し
か
し
、
認
定
事
実
が
真
実
の
事
実
関
係
と
か
け
離
れ
る
こ
と
が
あ

る
の
は
弁
論
主
義
の
下
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
判
決
に
よ
っ
て
は
実

際
に
当
事
者
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
た
事
実
と
は
だ
い
ぶ
異
な
る
事
実

の
要
約
が
な
さ
れ
、
そ
れ
が
判
決
の
重
要
な
判
断
の
基
礎
と
さ
れ
て

い
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
逆
に
判
決
文
に
表
れ
な
い
事
実
が
判
決
の
結

論
に
多
分
に
影
響
を
与
え
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
重
要
な
判
例
法
の

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
ス
と
な
る
判
決
に
お
い
て
は
、
そ
の
判
決
を
下

し
た
裁
判
官
が
ど
の
よ
う
な
事
案
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
か
が
、
そ

の
判
例
法
理
の
射
程
を
確
定
す
る
作
業
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
意

味
を
持
つ
場
合
が
少
な
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
に
も
判
決
事

実
と
は
区
別
さ
れ
た
客
観
的
事
実
へ
の
接
近
を
、
裁
判
研
究
の
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
コ
し

と
し
て
意
識
的
に
追
求
す
る
研
究
も
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
画
期

的
な
判
例
法
を
形
成
し
た
と
さ
れ
る
最
上
級
裁
判
所
の
判
決
に
つ

き
、
実
践
的
な
法
解
釈
と
も
結
び
付
け
て
、
訴
訟
記
録
等
を
調
査
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
判
決
事
実
の
背
後
に
隠
さ
れ
た
重
要
な
事
実
を
明

ら
か
に
し
、
そ
の
判
決
の
射
程
を
検
討
し
た
二
つ
の
異
例
な
判
例
研

究
を
紹
介
し
て
、
こ
の
よ
う
な
判
例
研
究
の
可
能
性
と
訴
訟
記
録
の

重
要
性
を
例
示
し
て
み
た
い
。

　
1
　
大
審
院
・
婚
姻
予
約
有
効
判
決
の
例

　
大
正
四
年
一
月
二
六
日
の
大
審
院
民
事
連
合
部
判
決
（
民
録
二
一

輯
四
九
頁
）
、
い
わ
ゆ
る
「
婚
姻
予
約
有
効
判
決
」
に
つ
き
、
約
半
世

紀
の
後
、
最
高
裁
に
保
存
さ
れ
て
い
た
判
決
原
本
お
よ
び
公
刊
さ
れ

て
い
な
い
下
級
審
の
判
決
文
に
あ
た
り
、
さ
ら
に
当
事
者
お
よ
び
そ

の
近
親
者
等
に
面
接
し
、
当
時
の
当
地
の
婚
姻
慣
行
を
調
査
し
て
、

裁
判
官
の
認
定
し
た
事
実
の
枠
外
に
あ
る
「
実
在
事
実
」
に
踏
み
込

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ニ
ご

も
う
と
し
た
の
が
、
唄
教
授
で
あ
る
。
教
授
は
ま
ず
、
下
妻
区
裁
、

水
戸
地
裁
、
東
京
控
訴
院
、
差
戻
後
の
水
戸
地
裁
お
よ
び
大
審
院
の

各
判
決
に
つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
判
決
文
か
ら
読
み
取
れ
た
当
事
者
の

主
張
お
よ
び
上
告
理
由
か
ら
各
審
級
に
お
け
る
争
点
の
再
現
を
試

み
、
上
告
を
容
れ
て
破
殿
自
判
し
た
大
審
院
判
決
の
実
質
的
判
決
理

由
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
結
果
、
婚
姻
予
約
を
有
効
と
宣
言
し
て

「
内
縁
保
護
の
出
発
点
」
と
通
説
上
評
価
さ
れ
た
判
決
が
、
実
は
そ



の
命
題
を
傍
論
と
し
て
宣
言
し
た
に
す
ぎ
ず
、
実
際
に
は
「
内
縁
の

妻
」
の
損
害
賠
償
請
求
を
棄
却
す
る
判
断
を
示
し
て
い
る
こ
と
を
指

摘
す
る
。
さ
ら
に
教
授
は
、
「
事
実
」
を
、
「
A
．
大
審
院
判
事
が
、

そ
の
法
的
判
断
の
対
象
と
し
て
頭
の
中
に
画
い
た
事
実
（
表
象
事

実
）
、
B
．
大
審
院
判
事
が
、
そ
の
判
決
理
由
の
中
で
表
現
し
て
い
る

事
実
（
表
現
事
実
）
、
C
．
原
審
が
認
定
し
た
事
実
（
原
審
認
定
事
実
）
、

D
．
原
審
以
外
の
下
級
審
が
認
定
し
た
事
実
、
E
．
各
審
級
で
当
事

者
が
主
張
し
ま
た
は
自
白
し
た
事
実
（
主
張
事
実
）
、
F
．
当
事
者
が
、

私
た
ち
に
語
っ
た
事
実
（
聞
取
事
実
）
、
G
．
当
該
事
案
つ
い
て
の
な

ま
の
事
実
（
自
然
的
・
客
観
的
事
実
）
、
H
．
当
時
の
当
村
の
婚
姻
慣
行
」

に
分
け
、
当
事
者
等
か
ら
の
聞
取
調
査
と
当
地
の
婚
姻
慣
行
調
査
と

か
ら
「
な
ま
の
事
実
」
へ
の
接
近
を
試
み
る
。
そ
の
結
果
、
本
件
に

お
け
る
当
事
者
間
の
関
係
は
実
は
内
縁
（
準
婚
）
と
い
う
よ
り
も
試
婚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
邑

に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
判
決
の
真
意
と
通
説
的
理
解
と
の
間
に

ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
唄
教
授
の
判
例
研
究
は
、
婚
姻
予
約
法
理
に
仮
託
さ
れ
た
内
縁
の

妻
の
救
済
と
い
う
命
題
が
、
こ
の
判
決
の
裁
判
規
範
そ
の
も
の
で
は

な
く
、
後
の
学
説
・
判
例
が
こ
れ
を
加
工
な
い
し
修
正
し
た
も
の
で

あ
る
と
の
位
置
づ
け
を
可
能
に
し
、
さ
ら
に
は
法
的
保
護
の
対
象
と

な
る
男
女
関
係
の
多
元
化
な
い
し
相
対
化
に
目
を
向
け
さ
せ
る
成
果

を
挙
げ
た
も
の
と
評
価
で
き
る
。
な
お
、
唄
教
授
は
、
訴
訟
記
録
を

閲
覧
し
よ
う
と
し
た
が
判
決
原
本
「
以
外
の
記
録
は
、
こ
の
よ
う
な

司
法
資
料
保
存
の
歴
史
と
現
代
的
課
題

重
要
な
判
決
に
お
い
て
さ
え
、
す
で
に
廃
棄
処
分
さ
れ
、
わ
れ
わ
れ

は
ま
っ
た
く
閲
覧
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
わ
れ
わ
れ
の
研
究

に
と
っ
て
ま
っ
た
く
致
命
的
な
欠
陥
と
な
っ
た
…
…
。
記
録
の
保
存

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
一
般
の
関
心
と
当
局
と
の
一
考
と
を
強
く
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
き

望
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
2
　
最
高
裁
・
割
販
法
抗
弁
接
続
否
定
判
決
の
例

　
唄
教
授
が
家
族
法
の
領
域
で
行
っ
た
研
究
手
法
を
財
産
法
の
領
域

に
応
用
し
、
現
代
の
最
新
の
最
高
裁
判
決
（
平
成
二
年
二
月
二
〇
日
判

時
二
二
五
四
号
七
六
頁
・
判
タ
七
＝
二
号
九
一
頁
）
を
検
討
し
た
の
が
、

　
　
　
　
　
　
（
き

石
川
教
授
で
あ
る
。
右
最
高
裁
判
決
は
、
昭
和
五
九
年
の
改
正
割
賦

販
売
法
施
行
前
の
事
案
に
つ
き
、
売
買
契
約
が
商
品
引
渡
債
務
不
履

行
を
理
由
に
合
意
解
除
さ
れ
て
も
立
替
払
契
約
上
の
履
行
請
求
を
拒

む
こ
と
は
で
き
な
い
と
判
示
し
て
、
い
わ
ゆ
る
抗
弁
の
接
続
を
否
定

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
教
授
は
、
こ
の
最
判
の
事
件
と
同
一
の
販
売

業
者
が
引
き
起
こ
し
た
一
連
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
取
引
を
め
ぐ
る
紛
争
と

し
て
三
〇
件
の
事
件
を
突
き
止
め
、
そ
れ
ら
の
事
件
の
尋
問
調
書
等

の
訴
訟
記
録
を
丹
念
に
読
み
解
き
、
右
最
判
の
事
案
が
実
は
「
空
売

り
名
義
貸
し
」
の
可
能
性
が
強
く
、
有
効
に
成
立
し
た
売
買
契
約
の

合
意
解
除
の
事
案
と
は
言
い
難
い
こ
と
を
傍
証
す
る
。
そ
の
結
果
、

右
最
判
に
お
い
て
は
「
事
案
と
判
決
と
の
間
に
本
来
的
に
は
存
在
す

る
は
ず
の
『
つ
な
が
り
』
が
切
断
さ
れ
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
、
右

一
〇
九



早
法
六
九
巻
二
号
（
一
九
九
三
）

最
判
の
先
例
性
が
低
い
こ
と
を
示
唆
す
る
。

　
右
最
高
裁
判
決
に
対
し
て
は
、
「
割
賦
販
売
法
改
正
前
の
事
案
に
係

る
抗
弁
の
対
抗
の
問
題
に
つ
い
て
…
…
、
一
つ
の
指
針
に
な
り
う
る

も
の
と
思
わ
れ
る
」
と
し
て
、
指
導
的
判
例
と
評
価
す
る
調
査
官
の

　
　
　
　
ハ
き

解
説
も
あ
る
。
割
販
法
の
改
正
（
三
〇
条
の
四
第
一
項
の
新
設
）
に
よ
り
、

購
入
者
は
あ
っ
せ
ん
業
者
に
対
し
、
一
定
の
要
件
の
下
に
購
入
者
の

販
売
業
者
に
対
す
る
売
買
契
約
上
の
抗
弁
を
も
っ
て
割
賦
金
の
支
払

を
拒
絶
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
対
抗
で
き
る
抗
弁
の
内
容
お
よ

び
右
規
定
の
適
用
さ
れ
な
い
非
指
定
商
品
や
役
務
取
引
等
に
つ
い
て

は
、
従
前
同
様
の
法
解
釈
の
問
題
が
残
さ
れ
て
お
り
、
右
規
定
が
法

の
趣
旨
か
ら
当
然
に
認
め
ら
れ
る
規
定
な
の
か
、
そ
れ
と
も
右
規
定

に
よ
っ
て
始
め
て
抗
弁
権
が
与
え
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
の
か
は
、
重

要
な
争
点
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
右
最
判
が
先
例
と
し
て

の
適
格
を
承
認
さ
れ
る
な
ら
、
そ
の
影
響
は
広
く
及
ぶ
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
石
川
教
授
の
研
究
が
そ
の
先
例
性
に
疑
問
を
投
げ
か
け

る
に
十
分
な
資
料
を
提
供
し
た
こ
と
の
実
務
上
お
よ
び
法
解
釈
上
の

意
義
は
き
わ
め
て
大
き
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

四

保
存
規
程
の
問
題
点

！
督
促
事
件
を
例
と
し
て
ー

こ
こ
で
は
、
督
促
事
件
に
お
い
て
当
事
者
の
知
ら
な
い
う
ち
に
仮

一
〇

執
行
宣
言
付
支
払
命
令
が
発
令
さ
れ
、
確
定
し
て
い
た
と
い
う
事
案

を
例
に
挙
げ
、
異
議
申
立
て
や
再
審
等
の
申
立
て
を
す
る
場
合
の
現

行
保
存
規
程
の
若
干
の
問
題
点
を
具
体
的
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　
1
　
督
促
事
件
記
録
廃
棄
後
の
異
議
申
立
て
の
実
例

　
①
長
崎
地
決
平
成
四
年
三
月
九
日
判
タ
七
九
二
号
二
二
二
頁

　
X
は
タ
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
信
用
供
与
を
行
っ
て
い
る
協
同

組
合
で
あ
る
が
、
昭
和
五
四
年
九
月
三
〇
日
に
A
女
と
の
間
で
立
替

払
契
約
を
締
結
、
A
の
夫
Y
が
そ
の
連
帯
保
証
人
と
な
っ
た
。
昭
和

五
六
年
、
X
が
右
契
約
に
基
づ
き
Y
を
相
手
に
支
払
命
令
を
申
し
立

て
、
同
年
七
月
二
〇
日
壱
岐
簡
易
裁
判
所
よ
り
支
払
命
令
が
発
せ
ら

れ
、
同
年
九
月
三
日
に
仮
執
行
宣
言
が
付
さ
れ
た
。
そ
の
後
X
か
ら

の
請
求
も
強
制
執
行
も
な
さ
れ
ず
約
一
〇
年
を
経
過
し
た
が
、
平
成

三
年
の
九
月
に
な
っ
て
右
支
払
命
令
を
示
し
て
Y
に
対
す
る
支
払
催

促
が
な
さ
れ
た
。
Y
は
、
連
帯
保
証
契
約
も
支
払
命
令
も
身
に
覚
え

が
な
く
、
離
婚
し
た
妻
A
が
勝
手
に
Y
の
氏
名
を
使
っ
て
契
約
を
締

結
し
支
払
命
令
も
受
領
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
し
て
、
右
支
払
命
令

に
対
し
て
異
議
申
立
て
を
な
し
た
と
こ
ろ
、
壱
岐
簡
裁
は
平
成
三
年

二
月
二
九
日
仮
執
行
宣
言
付
支
払
命
令
が
す
で
に
確
定
し
て
い
る

か
ら
異
議
申
立
て
は
許
さ
れ
な
い
と
し
て
却
下
し
た
。
督
促
事
件
の

記
録
保
存
期
間
は
五
年
の
た
め
、
す
で
に
記
録
は
廃
棄
さ
れ
、
送
達

記
録
が
な
く
、
仮
執
行
宣
言
付
支
払
命
令
の
原
本
に
発
令
の
日
付
と



仮
執
行
宣
言
付
支
払
命
令
の
送
達
日
付
が
付
記
さ
れ
て
い
る
だ
け

で
、
送
達
の
方
法
や
受
領
者
が
誰
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
。
Y
の

即
時
抗
告
を
受
け
た
長
崎
地
裁
は
、
本
件
支
払
命
令
お
よ
び
仮
執
行

宣
言
付
支
払
命
令
の
送
達
が
な
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
時
期
に
Y
が
長

期
入
院
し
て
い
た
か
ら
、
支
払
命
令
記
載
の
住
所
は
当
時
Y
の
住
所

で
は
な
か
っ
た
と
し
て
、
送
達
の
不
適
法
に
よ
り
未
だ
支
払
命
令
が

送
達
さ
れ
て
い
な
い
と
の
理
由
で
Y
の
異
議
申
立
て
を
認
め
た
。

　
②
根
室
簡
決
平
成
三
年
一
〇
月
三
日
（
平
成
三
年
＠
第
七
号
、
判
例

集
未
登
載
）

　
昭
和
五
七
年
、
信
販
会
社
X
と
Y
と
の
間
で
立
替
払
契
約
を
締
結
、

昭
和
五
八
年
X
か
ら
支
払
命
令
の
申
立
て
が
な
さ
れ
、
一
二
月
二
〇

日
に
支
払
命
令
が
、
翌
年
一
月
一
七
日
に
仮
執
行
宣
言
付
支
払
命
令

が
発
せ
ら
れ
た
。
右
支
払
命
令
に
基
づ
き
Y
の
給
料
が
差
し
押
さ
え

ら
れ
た
。
平
成
三
年
八
月
、
Y
は
契
約
を
し
た
覚
え
が
な
く
、
支
払

命
令
も
受
領
し
て
お
ら
ず
、
Y
に
無
断
で
Y
の
名
で
契
約
を
締
結
し

た
妻
B
が
支
払
命
令
を
受
領
し
な
が
ら
事
実
の
発
覚
を
恐
れ
て
こ
れ

を
隠
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
異
議
を
申
し
立
て
た
。
こ
の
事
件

で
も
送
達
記
録
は
す
で
に
廃
棄
さ
れ
、
送
達
の
方
法
や
受
領
者
が
誰

で
あ
っ
た
か
は
明
ら
か
に
で
き
な
か
っ
た
。
根
室
簡
裁
は
、
Y
の
主

張
す
る
通
り
で
あ
っ
た
と
し
て
も
送
達
は
補
充
送
達
と
し
て
有
効
で

あ
る
と
し
て
、
異
議
申
立
期
間
の
徒
過
を
理
由
に
申
立
て
を
却
下
し

た
。

司
法
資
料
保
存
の
歴
史
と
現
代
的
課
題

　
2
　
督
促
事
件
記
録
五
年
廃
棄
の
問
題
性
と
送
達
報
告
書
の
取
扱

　
右
の
二
つ
の
例
は
、
い
ず
れ
も
支
払
命
令
の
債
務
者
が
送
達
書
類

を
受
領
し
て
い
な
か
っ
た
と
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
異
議
申
立

て
時
点
で
は
す
で
に
事
件
記
録
が
廃
棄
さ
れ
、
送
達
の
経
過
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
の
場
合
も

手
続
関
与
の
機
会
が
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
と
し
て
、
民
訴
法
四

二
〇
条
一
項
三
号
の
再
審
事
由
に
準
じ
て
再
審
の
訴
え
を
提
起
す
る

途
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
①
事
件
で
は
、
た
ま
た
ま
送
達
が
な
さ
れ
た

と
推
測
さ
れ
る
時
期
に
長
期
入
院
し
て
い
た
と
い
う
事
情
が
あ
り
、

こ
れ
に
よ
っ
て
支
払
命
令
記
載
の
住
所
宛
に
な
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
送

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
天
）

達
が
無
効
で
あ
る
と
し
て
救
済
さ
れ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
事
情
の
あ

る
こ
と
は
稀
で
あ
ろ
う
。
配
偶
者
の
氏
名
を
冒
用
し
て
契
約
を
締
結

し
た
者
が
、
そ
の
契
約
に
係
わ
る
事
件
の
送
達
書
類
に
つ
き
同
居
人

と
し
て
補
充
送
達
の
受
領
権
限
が
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
実
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
き

上
見
解
が
統
一
さ
れ
て
お
ら
ず
判
例
は
分
か
れ
て
い
る
。
②
事
件
の

根
室
簡
裁
は
こ
れ
を
肯
定
し
た
が
、
氏
名
冒
用
者
が
事
実
の
発
覚
を

恐
れ
て
書
類
を
隠
す
こ
と
が
多
い
た
め
、
名
宛
人
の
裁
判
を
受
け
る

権
利
を
保
障
す
る
趣
旨
か
ら
、
送
達
の
効
力
を
認
め
ず
名
宛
人
を
救

済
し
よ
う
と
す
る
見
解
も
有
力
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、

送
達
記
録
が
な
い
こ
と
に
は
誰
が
受
領
し
て
い
た
か
も
確
定
で
き
な

い
か
ら
、
推
測
に
基
づ
く
主
張
と
な
ら
ざ
る
を
え
ず
、
送
達
の
効
力



早
法
六
九
巻
二
号
（
一
九
九
三
）

を
争
う
当
事
者
に
と
っ
て
は
不
利
で
あ
る
（
①
事
件
の
第
一
審
壱
岐
簡

裁
の
よ
う
な
対
応
が
一
般
で
あ
ろ
う
）
。

　
裁
判
で
確
定
し
た
債
権
の
消
滅
時
効
期
問
は
一
〇
年
で
あ
る
（
民

法
一
七
四
条
ノ
ニ
）
か
ら
、
民
事
通
常
事
件
の
訴
訟
記
録
の
よ
う
に
一

〇
年
の
保
存
期
間
で
あ
れ
ば
、
仮
に
記
録
廃
棄
後
に
問
題
の
あ
る
請

求
が
な
さ
れ
て
も
時
効
を
援
用
し
て
防
御
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
し

か
し
、
督
促
事
件
に
つ
い
て
は
、
現
行
事
件
記
録
等
保
存
規
程
（
別
表

第
一
）
に
よ
れ
ば
、
保
存
期
間
五
年
と
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
仮
執

行
宣
言
付
支
払
命
令
後
五
年
以
降
一
〇
年
未
満
の
請
求
な
い
し
差

　
ハ
ニ
　

押
え
に
対
し
て
時
効
で
防
御
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
近
年
、
付
郵
便
送
達
や
補
充
送
達
等
に
つ
き
、
送
達
の
効
力
を
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ご
じ

ぐ
る
争
い
が
多
く
生
じ
て
い
る
。
督
促
手
続
に
お
け
る
債
務
者
の
唯

一
の
手
続
保
障
を
な
す
送
達
の
重
要
性
に
鑑
み
れ
ば
、
送
達
記
録
は

仮
執
行
宣
言
付
支
払
命
令
の
原
本
と
共
に
長
期
保
存
（
ま
た
は
従
来
の

よ
う
に
永
久
保
存
の
取
扱
）
と
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
の
で
は
な
い

　
　
　
パ
ニ
　
し

だ
ろ
う
か
。
送
達
報
告
書
程
度
で
あ
れ
ば
格
別
量
が
増
え
る
と
い
う

わ
け
で
も
な
い
。
具
体
的
な
改
正
提
案
と
し
て
は
、
送
達
の
記
録
方

法
と
し
て
、
現
行
の
事
件
記
録
等
保
存
規
程
第
七
条
の
裁
判
原
本
へ

の
送
達
の
事
実
の
付
記
だ
け
で
は
足
ら
ず
、
送
達
報
告
書
も
添
付
し

て
保
存
す
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
事
件
記
録
等
保
存
規
程
の

運
用
に
つ
い
て
の
通
達
に
お
い
て
も
、
第
3
の
3
①
に
定
め
る
事
件

書
類
の
末
尾
へ
の
送
達
に
関
す
る
事
実
の
付
記
の
ほ
か
、
ま
た
は
そ

れ
に
代
え
て
、

で
あ
ろ
う
。

二
二

送
達
報
告
書
の
事
件
書
類
へ
の
添
付
を
定
め
る
べ
き

（
一
）
　
口
頭
主
義
と
書
面
主
義
の
歴
史
的
展
開
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ

　
た
り
困
P
U
霧
ω
○
鴨
9
き
冨
竃
ぎ
α
一
一
9
ぎ
箒
霞
ぎ
臥
ワ
一
3
ω
参

照
。

（
二
）
　
近
藤
完
爾
「
口
頭
主
義
の
反
省
」
岩
松
還
暦
記
念
・
訴
訟
と
裁

　判

（
昭
三
一
）
二
三
七
頁
、
岡
垣
学
「
口
頭
弁
論
の
形
骸
化
」
法
学

教
室
第
二
期
5
（
昭
四
九
）
六
五
頁
は
、
口
頭
主
義
へ
の
過
剰
な
期

待
を
批
判
し
、
そ
の
よ
う
な
実
務
を
現
在
の
制
度
的
条
件
の
下
で
の

訴
訟
促
進
の
方
策
と
し
て
正
当
化
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
口
頭
主

義
の
徹
底
に
よ
る
訴
訟
促
進
の
実
績
が
報
告
さ
れ
（
木
川
統
一
郎
「
西

　
ド
イ
ツ
に
お
け
る
口
頭
弁
論
集
中
へ
の
努
力
」
比
較
民
事
訴
訟
政
策

　
の
研
究
（
昭
四
七
）
七
三
頁
以
下
参
照
）
、
今
日
で
は
口
頭
主
義
と
書

　
面
主
義
の
具
体
的
な
組
み
合
わ
せ
方
と
制
度
的
条
件
が
検
討
さ
れ
て

　
い
る
（
竹
下
守
夫
「
『
口
頭
弁
論
』
の
歴
史
的
意
義
と
将
来
の
展
望
」

　
講
座
民
事
訴
訟
四
巻
（
昭
六
〇
）
一
頁
以
下
、
木
川
統
一
郎
・
訴
訟

　
促
進
政
策
の
新
展
開
（
昭
六
一
一
）
一
頁
以
下
参
照
）
。
な
お
、
近
年
の

　
わ
が
国
実
務
に
お
い
て
実
質
的
な
口
頭
主
義
の
工
夫
と
し
て
「
和
解

　
兼
弁
論
」
と
呼
ば
れ
る
審
理
方
式
が
広
く
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
そ
の
実
際
に
つ
き
、
司
法
研
修
所
編
・
民
事
訴
訟
の
プ
ラ
タ
テ
ィ
ス

　
に
関
す
る
研
究
（
平
一
）
九
五
頁
以
下
参
照
。

（
三
）
　
西
村
宏
一
「
訴
訟
記
録
」
民
事
訴
訟
法
講
座
二
巻
（
昭
一
一
九
）



四
九
五
頁
以
下
は
、
訴
訟
記
録
の
効
用
と
し
て
、
証
明
文
書
と
し
て

　
の
役
割
、
裁
判
の
公
正
保
障
の
脇
役
と
し
て
の
役
割
、
お
よ
び
備
忘

録
と
し
て
の
役
割
を
そ
れ
ぞ
れ
論
じ
る
。

（
四
）
　
西
村
・
前
掲
四
九
七
頁
は
、
書
記
官
が
裁
判
官
と
意
見
を
異
に

す
る
と
き
は
自
己
の
意
見
を
調
書
に
書
き
添
え
る
こ
と
が
で
き
（
裁

判
所
法
六
〇
条
）
、
こ
れ
を
通
じ
て
も
間
接
的
に
裁
判
官
の
恣
意
に
よ

　
る
手
続
の
運
行
や
当
事
者
そ
の
他
の
者
の
陳
述
の
歪
曲
を
防
止
し
、

裁
判
の
公
正
を
保
障
す
る
機
能
を
有
す
る
と
指
摘
す
る
。

（
四
a
）
　
本
年
一
〇
月
二
三
日
に
行
わ
れ
た
日
弁
連
の
「
裁
判
傍
聴
を

考
え
る
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
昨
年
来
裁
判
傍
聴
運

　
動
が
全
国
各
地
で
急
激
な
高
ま
り
を
見
せ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
三

〇
以
上
の
地
裁
で
市
民
ま
た
は
弁
護
士
の
主
導
に
よ
る
集
団
的
傍
聴

　
が
実
施
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

（
五
）
　
新
堂
幸
司
「
既
判
力
と
訴
訟
物
」
法
学
協
会
雑
誌
八
O
巻
三
号

　
（
昭
三
八
）
二
九
五
頁
、
同
「
条
件
付
給
付
判
決
と
そ
の
効
果
」
民

事
訴
訟
雑
誌
一
〇
号
（
昭
三
八
）
一
頁
〔
い
ず
れ
も
、
同
・
訴
訟
物

　
と
争
点
効
（
上
）
（
昭
六
三
）
所
収
〕
。

（
六
）
　
新
堂
幸
司
「
訴
訟
物
概
念
の
役
割
」
判
例
時
報
八
五
六
号
（
昭

　
五
二
）
一
一
六
頁
、
同
「
提
出
責
任
効
論
の
評
価
」
法
学
協
会
百
周

年
記
念
論
文
集
第
三
巻
（
昭
五
八
）
二
八
七
頁
〔
い
ず
れ
も
、
同
・

訴
訟
物
と
争
点
効
（
下
）
（
平
三
）
所
収
〕
。

（
七
）
　
水
谷
暢
「
後
訴
に
お
け
る
審
理
拒
否
」
民
事
訴
訟
雑
誌
二
六
号

　
（
昭
五
五
）
五
九
頁
、
井
上
治
典
「
判
決
効
に
よ
る
遮
断
」
こ
れ
か

　
ら
の
民
事
訴
訟
法
（
昭
五
九
）
二
一
七
頁
。

（
八
）
　
木
川
統
一
郎
H
中
山
幸
二
「
訴
訟
物
を
異
に
す
る
後
訴
を
信
義

則
に
よ
っ
て
排
斥
す
る
こ
と
を
認
め
な
か
っ
た
事
例
」
判
例
タ
イ
ム

　
ズ
五
三
五
号
（
昭
五
九
）
九
四
頁
お
よ
び
九
九
頁
注
（
3
）
掲
記
の

文
献
参
照
。

（
九
）
　
判
例
の
動
向
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
原
強
「
判
例
に
お
け
る
信

義
則
に
よ
る
判
決
効
拡
張
化
現
象
ω
⑧
」
札
幌
学
院
法
学
六
巻
一
号

　
1
頁
（
平
二
）
、
八
巻
一
号
二
七
頁
（
平
三
）
、
東
松
文
雄
「
争
点
に

対
す
る
判
決
理
由
中
の
判
断
の
拘
束
力
に
つ
い
て
③
㈹
」
判
例
時
報

　
一
三
六
五
号
一
三
頁
、
一
三
六
八
号
二
四
頁
（
平
3
）
参
照
。

（
一
。
）
　
原
強
「
信
義
則
㈲
1
判
決
の
効
力
」
民
事
訴
訟
法
判
例
百
選
1

　
（
平
四
）
三
三
頁
。

（
＝
）
　
筆
者
は
か
つ
て
こ
の
判
例
法
理
を
批
判
し
、
「
後
訴
に
お
い
て
、

個
々
の
主
張
の
遮
断
の
有
無
を
決
す
る
た
め
に
、
前
訴
の
手
続
過
程

　
を
い
ち
い
ち
審
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
と
、
後
訴
の
審
理

内
容
は
著
し
く
複
雑
に
な
り
、
遅
延
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
」
こ

　
と
を
指
摘
し
た
。
木
川
擁
中
山
・
前
掲
九
八
頁
。

（
二
a
）
　
「
争
点
効
を
否
定
し
た
最
高
裁
判
決
」
と
し
て
有
名
な
前
掲

　
昭
和
四
四
年
判
決
の
事
案
は
、
そ
の
後
も
第
三
、
第
四
訴
訟
が
提
起

　
さ
れ
、
昭
和
三
八
年
の
第
一
訴
訟
提
起
よ
り
一
二
年
間
争
わ
れ
、
、
一

　
一
個
の
判
決
を
経
て
、
昭
和
五
九
年
の
控
訴
審
判
決
の
確
定
で
よ
う

　
や
く
終
結
を
み
た
が
、
本
年
八
月
に
神
戸
地
裁
尼
崎
支
部
で
筆
者
が

　
閲
覧
で
き
た
訴
訟
記
録
は
第
四
訴
訟
の
も
の
だ
け
で
、
他
の
訴
訟
の

司
法
資
料
保
存
の
歴
史
と
現
代
的
課
題

一
三



早
法
六
九
巻
二
号
（
一
九
九
三
）

記
録
は
す
で
に
廃
棄
さ
れ
、
第
一
審
判
決
原
本
と
上
訴
審
の
判
決
正

本
を
閲
覧
で
き
た
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
た
め
、
争
点
効
の
可
否
が
問

題
と
な
っ
た
第
一
訴
訟
と
第
二
訴
訟
の
具
体
的
手
続
経
過
は
も
は
や

正
確
に
は
知
り
え
な
か
っ
た
。
や
む
を
え
ず
残
さ
れ
た
第
四
訴
訟
の

事
件
記
録
の
み
特
別
保
存
の
要
望
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
　
な
お
、
信
義
則
に
よ
る
後
訴
排
斥
法
理
を
適
用
し
た
判
決
に
つ
い

　
て
は
、
間
も
な
く
保
存
期
間
の
満
了
す
る
事
件
に
つ
い
て
、
後
続
の

研
究
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
と
り
あ
え
ず
筆
者
が
特
別
保

存
の
要
望
書
を
提
出
し
て
お
く
こ
と
と
し
た
。

（
三
）
　
た
と
え
ば
、
小
林
三
衛
「
裁
判
研
究
の
方
法
に
つ
い
て
の
一
試

論
」
川
島
武
宜
教
授
還
暦
記
念
H
・
民
法
学
の
現
代
的
課
題
（
昭
四

七
）
三
頁
以
下
の
展
開
す
る
研
究
方
法
論
が
注
目
さ
れ
る
。
特
に
同

論
文
六
頁
以
下
で
は
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
入
会
権
裁
判
の
研
究

を
例
に
、
約
三
〇
件
の
訴
訟
記
録
を
閲
覧
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
判

決
文
の
「
事
実
」
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
重
要
な
諸
事
実
関
係
が
明

ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
ま
た
、
石
川
正
美
H
中
山

幸
二
「
立
替
払
契
約
成
立
後
に
購
入
者
が
販
売
業
者
に
対
し
て
な
し

た
代
金
の
支
払
を
債
権
の
準
占
有
者
に
対
す
る
弁
済
と
し
て
有
効
と

認
め
た
事
例
」
神
奈
川
大
学
法
学
研
究
所
研
究
年
報
『
○
号
（
平
一
）

　
二
一
九
頁
お
よ
び
同
「
販
売
業
者
が
商
品
の
引
渡
を
し
な
い
ま
ま
倒

産
し
た
場
合
に
は
購
入
者
は
信
販
業
者
に
対
し
既
払
金
の
返
還
を
求

　
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
事
例
」
同
研
究
年
報
一
一
号
（
平
二
）

　
二
一
三
頁
は
、
消
費
者
法
上
画
期
的
な
新
判
例
を
も
た
ら
し
た
事
例

二
四

　
に
つ
き
、
訴
訟
記
録
の
閲
覧
と
関
係
者
の
聞
取
調
査
の
方
法
に
よ
り

事
件
の
展
開
と
訴
訟
の
具
体
的
経
過
を
再
現
し
、
判
例
法
形
成
の
モ

　
メ
ン
ト
の
抽
出
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

（
三
）
　
唄
孝
一
「
『
婚
姻
予
約
有
効
判
決
」
の
再
検
討
ω
⑧
」
法
律
時
報

三
一
巻
三
号
五
六
頁
、
四
号
八
六
頁
（
昭
三
四
）
、
お
よ
び
、
唄
孝
一
硅

佐
藤
良
雄
「
続
山
婚
姻
予
約
有
効
判
決
」
の
再
検
討
ω
⑧
」
法
律
時

報
三
一
巻
九
号
九
五
頁
、
一
〇
号
三
八
頁
（
昭
三
四
）
。

（
酉
　
実
際
の
同
棲
期
間
は
、
挙
式
か
ら
ア
シ
イ
レ
後
の
支
度
の
た
め

　
の
帰
家
ま
で
の
三
日
間
に
す
ぎ
な
い
と
見
ら
れ
、
仮
に
実
家
と
婚
家

　
と
の
往
来
の
期
間
を
含
め
て
も
二
十
余
日
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
。

　
唄
H
佐
藤
・
前
掲
論
文
一
〇
号
三
九
頁
。

（
蓋
）
　
唄
・
前
掲
論
文
三
号
五
七
頁
注
（
5
）
。

（
宍
）
　
石
川
正
美
「
抗
弁
の
接
続
を
否
定
し
た
最
高
裁
判
決
の
周
辺
事

　
例
（
上
・
中
・
下
）
」
N
B
L
五
一
三
号
二
三
頁
、
五
一
四
号
四
四
頁
、

　
五
一
五
号
三
七
頁
（
平
五
）
。

（
一
七
）
　
篠
原
勝
美
「
判
例
解
説
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
六
四
号
七
七
頁
。

（
天
）
　
判
例
タ
イ
ム
ズ
七
九
二
号
二
二
二
頁
は
、
こ
の
決
定
を
「
債
務

者
の
妻
が
受
領
し
た
支
払
命
令
の
送
達
が
無
効
で
あ
る
と
さ
れ
た
事

　
例
」
と
し
て
紹
介
す
る
が
、
抗
告
理
由
の
中
で
は
妻
の
送
達
受
領
権

　
限
な
し
と
の
主
張
が
あ
る
も
の
の
、
決
定
理
由
中
に
は
そ
の
点
に
関

　
す
る
判
断
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

（
一
九
）
　
こ
の
点
に
関
す
る
判
例
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
中
山
幸
二
「
同

　
居
者
へ
の
訴
状
・
判
決
の
送
達
と
再
審
の
可
否
」
N
B
L
五
〇
六
号



　
（
平
四
）
一
八
頁
参
照
。

（
言
）
　
近
時
、
消
費
者
信
用
に
係
る
少
額
債
権
に
つ
い
て
、
訴
訟
ま
た

　
は
督
促
手
続
で
債
務
名
義
を
取
得
し
て
お
き
、
数
年
間
寝
か
せ
た
上

　
で
遅
延
損
害
金
が
ふ
く
ら
ん
だ
時
点
で
給
料
や
家
財
道
具
を
差
し
押

　
さ
え
て
支
払
を
強
要
す
る
債
権
取
立
業
者
も
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
松

丸
伸
一
郎
・
判
例
タ
イ
ム
ズ
七
三
五
号
（
平
成
元
年
度
主
要
民
事
判

例
解
説
）
二
八
七
頁
参
照
。

（
三
）
　
中
山
幸
二
「
付
郵
便
送
達
と
裁
判
を
受
け
る
権
利
ω
㈲
」
N
B

　
L
五
〇
三
号
三
八
頁
、
五
〇
五
号
二
五
頁
（
平
四
）
参
照
。

（
三
）
　
か
つ
て
は
判
決
の
送
達
報
告
書
が
判
決
原
本
と
は
別
に
全
事
件

　
編
綴
さ
れ
、
永
久
保
存
と
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
本
年
三
月
二

　
二
日
東
京
地
裁
の
地
下
倉
庫
見
学
の
際
に
、
た
と
え
ば
「
明
治
廿
四

　
年
民
事
第
三
部
㈲
判
決
正
本
送
達
謹
書
・
全
」
の
表
題
で
ま
と
め
ら

　
れ
た
編
綴
冊
子
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

司
法
資
料
保
存
の
歴
史
と
現
代
的
課
題

一
五



早
法
六
九
巻
二
号
（
一
九
九
三
）

ノ￥

〔
第
四
報
告
〕
　
欧
米
に
お
け
る
裁
判
所
記
録
の
保
存
制
度

安
藤
　
正
　
人

て
簡
単
に
見
て
お
き
た
い
。

　
私
の
報
告
は
、
今
後
、
日
本
の
司
法
資
料
の
保
存
体
制
を
ど
う
確

立
し
て
い
く
の
か
を
考
え
る
た
め
の
参
考
と
し
て
、
外
国
に
お
け
る

司
法
資
料
、
と
く
に
裁
判
所
記
録
の
保
存
制
度
に
つ
い
て
、
英
米
両

国
を
中
心
に
そ
の
概
略
を
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

〔
注
〕
参
考
文
献
、
典
拠
資
料
は
末
尾
に
一
括
し
、
本
文
中
に
は
、

必
要
な
場
合
の
み
、
そ
の
番
号
を
記
し
た
。

文
書
館
（
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
）
制
度
の
発
展

　
外
国
、
と
く
に
欧
米
諸
国
の
場
合
、
裁
判
所
が
保
存
す
る
訴
訟
記

録
そ
の
他
の
記
録
類
は
、
広
い
意
味
で
の
公
文
書
の
一
部
と
し
て
、

最
終
的
に
は
国
や
地
方
公
共
団
体
の
文
書
館
あ
る
い
は
公
文
書
館
で

保
存
さ
れ
公
開
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ま
ず
、

諸
外
国
の
裁
判
所
記
録
の
保
存
制
度
を
理
解
す
る
前
提
と
し
て
、
こ

の
文
書
館
、
い
わ
ゆ
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
貰
9
ぞ
8
の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

　
1
　
近
代
的
文
書
館
制
度
の
成
立

　
近
代
的
文
書
館
の
は
じ
ま
り
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
よ
っ
て
一
七

九
〇
年
に
誕
生
し
た
ア
ル
シ
ー
ヴ
・
ナ
シ
オ
ナ
ル
巽
畠
貯
①
ω

墨
賦
8
巴
8
フ
ラ
ン
ス
国
民
文
書
館
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
近

代
的
た
る
ゆ
え
ん
は
三
点
あ
る
。

　
①
公
文
書
記
録
が
国
民
共
有
の
公
共
財
で
あ
る
と
い
う
理
念
を
確

　
　
立
し
た
こ
と
。

　
②
し
た
が
っ
て
、
公
文
書
記
録
へ
の
国
民
の
ア
ク
セ
ス
権
の
原
則

　
　
を
確
立
し
た
こ
と
。

　
③
国
民
の
ア
ク
セ
ス
権
を
実
現
す
る
た
め
具
体
的
な
制
度
と
し
て

　
　
文
書
館
を
位
置
づ
け
た
こ
と
。

こ
の
三
つ
の
原
則
は
、
一
七
九
四
年
、
革
命
暦
二
年
二
月
五
日
の
文

書
館
法
で
法
律
的
に
確
立
し
た
。



　
2
　
記
録
史
料
保
存
管
理
専
門
職
（
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
）
の
成
立

　
近
代
的
文
書
館
の
考
え
方
と
制
度
は
、
十
九
世
紀
以
降
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
各
国
を
中
心
に
広
が
っ
て
い
く
が
、
そ
れ
に
伴
っ
て
記
録
史
料
を

保
存
管
理
す
る
専
門
職
が
生
ま
れ
、
次
第
に
独
自
の
地
位
を
確
立
す

る
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
で
あ
る
。
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の

養
成
は
、
一
丞
二
年
に
設
立
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
の
エ
コ
ー
ル
・
デ
・

シ
ャ
ル
ト
国
8
冨
8
ω
O
ざ
昌
霧
高
等
古
文
書
学
院
を
嗜
矢
と
す
る

が
、
現
在
で
は
、
各
国
と
も
大
学
院
タ
ラ
ス
の
高
等
教
育
機
関
で
専

門
職
と
し
て
の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
を
養
成
し
て
お
り
、
彼
ら
が
文
書
館

を
支
え
国
の
記
録
史
料
を
保
存
す
る
主
体
と
な
っ
て
い
る
。

　
3
　
現
代
に
お
け
る
文
書
館
と
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
機
能

　
現
代
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
は
、
歴
史
的
に
貴
重
な
古
い
史
料
を
収

集
・
保
存
し
公
開
す
る
と
い
う
役
割
の
ほ
か
に
、
現
代
の
新
し
い
記

録
情
報
を
将
来
の
歴
史
資
料
と
し
て
保
存
し
て
い
く
と
い
う
、
も
う

ひ
と
つ
の
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
し
か
し
現
代
の
記
録
情
報

は
き
わ
め
て
膨
大
な
の
で
、
す
べ
て
を
保
存
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ

し
、
ま
た
、
す
べ
て
を
保
存
す
る
必
要
が
あ
る
と
も
思
え
な
い
。
そ

こ
で
現
代
の
文
書
館
は
、
将
来
に
残
す
べ
き
記
録
を
確
実
か
つ
効
率

的
に
収
集
す
る
た
め
、
〔
資
料
〕
W
1
に
示
し
た
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
て
い
る
。

　
従
来
、
文
書
館
の
現
代
文
書
の
収
集
方
法
と
い
え
ば
、
行
政
な
り

司
法
資
料
保
存
の
歴
史
と
現
代
的
課
題

企
業
な
り
が
、
い
ら
な
く
な
っ
て
廃
棄
し
た
古
い
文
書
を
、
言
葉
は

悪
い
が
、
い
わ
ば
古
紙
回
収
的
な
方
法
で
拾
っ
て
回
る
、
と
い
う
よ

う
な
受
け
身
的
な
も
の
で
あ
り
、
日
本
で
は
現
在
も
大
半
の
文
書
館

が
こ
の
方
法
に
甘
ん
じ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
諸
外
国
で
行
な

わ
れ
て
い
る
新
し
い
シ
ス
テ
ム
は
、
は
る
か
に
積
極
的
で
合
理
的
な

も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
記
録
を
“
ゆ
り
か
ご
か
ら
墓
場
ま
で
”
つ
ま

り
、
最
初
に
作
成
さ
れ
る
段
階
か
ら
最
終
的
に
廃
棄
あ
る
い
は
永
久

保
存
に
回
さ
れ
る
ま
で
、
一
貫
し
て
管
理
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の

で
、
〈
総
合
的
記
録
管
理
プ
ロ
グ
ラ
ム
V
と
も
呼
ば
れ
る
。
こ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
も
と
で
、
記
録
の
一
生
、
す
な
わ
ち
ラ
イ
フ
サ
イ
タ
ル
は

三
段
階
に
分
け
ら
れ
る
。
ま
ず
記
録
が
組
織
体
の
現
場
で
業
務
に
使

用
さ
れ
て
い
る
「
現
用
」
の
段
階
、
業
務
は
完
了
し
た
が
他
の
業
務

の
参
考
資
料
と
し
て
と
き
ど
き
再
利
用
さ
れ
る
「
半
現
用
」
の
段
階
、

そ
し
て
業
務
上
の
利
用
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
る
「
非
現
用
」
の
段
階

で
あ
る
。
記
録
は
、
現
場
で
の
用
が
終
わ
り
半
現
用
段
階
に
な
る
と
、

同
一
文
書
の
コ
ピ
ー
な
ど
保
存
価
値
の
な
い
も
の
を
除
き
原
則
と
し

て
レ
コ
！
ド
・
セ
ン
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
集
中
保
管
施
設
に
送
ら
れ
る
。

レ
コ
ー
ド
・
セ
ン
タ
ー
で
は
、
種
類
に
よ
り
五
年
か
ら
か
ら
二
十
五

年
く
ら
い
ま
で
長
期
に
わ
た
っ
て
保
管
さ
れ
、
そ
の
間
、
現
場
で
必

要
と
す
る
場
合
は
自
由
に
利
用
で
き
る
。
し
か
し
レ
コ
ー
ド
・
セ
ン

タ
ー
は
ふ
つ
う
文
書
館
の
管
轄
下
に
あ
る
の
で
、
現
場
だ
け
の
判
断

一
七



早
法
六
九
巻
二
号
（
一
九
九
三
）

で
記
録
を
勝
手
に
廃
棄
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
文

書
館
は
、
記
録
が
レ
コ
ー
ド
・
セ
ン
タ
ー
に
置
か
れ
て
い
る
間
に
、

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
専
門
的
な
目
で
も
っ
て
、
時
間
を
か
け
て
永
久
保

存
す
べ
き
記
録
の
選
別
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
て
選
ば

れ
た
永
久
保
存
記
録
が
、
最
終
的
に
文
書
館
に
移
さ
れ
て
一
般
公
開

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
く
総
合
的
記
録
管
理
プ
ロ
グ
ラ
ム
V

だ
が
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
行
す
る
た
め
の
い
わ
ば
基
本
ソ
フ
ト

が
、
「
記
録
保
存
年
限
規
定
（
最
終
処
置
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
）
」
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
記
録
の
種
類
ご
と
に
、
レ
コ
ー
ド
・
セ
ン
タ
ー
へ
の
移
管

の
時
期
や
レ
コ
ー
ド
・
セ
ン
タ
ー
で
の
保
管
年
数
、
さ
ら
に
は
保
管

年
数
が
終
了
し
た
あ
と
の
処
置
の
仕
方
な
ど
を
決
め
た
一
覧
表
で
、

そ
の
作
成
に
は
文
書
館
の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
が
深
く
関
与
す
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
文
書
館
は
、
記
録
の
流
れ
の
は
じ
め
か
ら
終
わ

り
ま
で
、
し
か
も
そ
の
ハ
ー
ド
か
ら
ソ
フ
ト
ま
で
、
記
録
の
流
れ
の

要
所
要
所
を
し
っ
か
り
と
押
さ
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
将
来
の
歴
史

資
料
と
し
て
重
要
な
記
録
を
確
実
か
つ
効
率
的
に
残
し
て
い
こ
う
と

し
て
い
る
。
こ
れ
が
現
代
の
文
書
館
シ
ス
テ
ム
の
特
徴
で
あ
る
。

二
　
文
書
館
制
度
と
司
法
記
録
の
保
存

欧
米
等
の
主
な
国
に
お
け
る
裁
判
所
記
録
の
保
存
制
度
は
、
ほ
ぼ
、

こ
の
よ
う
な
文
書
館
シ
ス
テ
ム
の
上
に
乗
っ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い

と
思
う
。
具
体
的
な
事
例
と
し
て
、

を
見
て
み
た
い
。

一
八

イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

　
ー
　
イ
ギ
リ
ス

　
a
　
文
書
館
制
度
の
整
備
　
　
イ
ギ
リ
ス
の
文
書
館
制
度
に
関
す

る
最
初
の
法
律
は
、
一
八
三
八
年
の
「
国
立
公
文
書
館
法
」
℃
呂
浮

菊
Φ
8
巳
O
塗
8
》
9
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
国
立
公
文
書
館
℃
9
膏

勾
Φ
8
巳
O
窪
8
、
略
称
P
R
O
が
設
置
さ
れ
た
。

　
現
在
の
イ
ギ
リ
ス
の
公
文
書
管
理
お
よ
び
P
R
O
の
活
動
の
基
本

と
な
っ
て
い
る
法
律
は
、
一
九
五
八
年
に
制
定
さ
れ
た
「
公
記
録
法
」

勺
暮
浮
幻
0
8
三
ω
》
9
で
あ
る
。
そ
の
抜
粋
を
〔
資
料
〕
W
2
に
掲

げ
た
。
こ
の
法
律
は
、
一
九
五
四
年
に
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
グ
リ
ッ
グ
卿

ω
ぼ
冒
B
8
9
一
器
を
委
員
長
と
す
る
「
中
央
省
庁
の
記
録
に
関
す

る
委
員
会
」
が
ま
と
め
た
報
告
書
、
通
称
「
グ
リ
ッ
グ
・
レ
ポ
！
ト
」

（
文
献
1
8
）
に
も
と
づ
い
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
現

在
の
公
文
書
管
理
制
度
を
グ
リ
ッ
グ
・
シ
ス
テ
ム
と
呼
ぷ
こ
と
も
あ

る
。　
公
記
録
法
と
そ
の
実
施
制
度
の
要
点
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

〔
公
記
録
法
の
要
点
〕

　
ω
　
永
久
保
存
史
料
と
し
て
選
別
さ
れ
た
公
記
録
は
、
作
成
後
三

　
　
〇
年
以
内
に
P
R
O
に
移
管
す
る
（
公
記
録
法
3
㈲
）
。

　
②
　
永
久
保
存
史
料
の
選
択
と
P
R
O
へ
の
移
管
に
つ
い
て
は
各



　
　
省
庁
が
責
任
を
負
い
、
国
立
公
文
書
館
は
そ
の
指
導
、
協
力
お

　
　
よ
ぴ
監
督
の
責
任
を
負
う
（
同
法
3
ω
③
）
。

　
⑬
　
P
R
O
が
保
存
す
る
記
録
は
特
別
の
非
公
開
期
間
指
定
を
受

　
　
け
た
も
の
を
除
き
作
成
三
〇
年
後
に
一
般
公
開
す
る
（
同
法
5

　
　
ω
）
。

〔
実
施
制
度
の
要
点
〕

　
①
　
永
久
保
存
史
料
の
評
価
選
別
に
つ
い
て
は
二
段
階
シ
ス
テ
ム

　
　
を
導
入
す
る
。
す
な
わ
ち
第
一
段
階
は
記
録
完
結
五
年
後
に
各

　
　
省
庁
が
行
政
的
観
点
か
ら
評
価
選
択
し
、
第
二
段
階
は
完
結
二

　
　
五
年
後
に
各
省
庁
と
P
R
O
が
協
力
し
て
行
政
的
観
点
と
歴
史

　
　
的
観
点
か
ら
評
価
選
択
す
る
。

　
②
　
各
省
庁
に
記
録
管
理
官
留
窓
昌
目
①
旨
巴
お
8
鼠
○
醸
o
R

　
　
を
お
く
。
記
録
管
理
官
は
記
録
の
作
成
か
ら
第
一
次
評
価
お
よ

　
　
び
廃
棄
ま
た
は
P
R
O
へ
の
移
管
ま
で
、
省
庁
記
録
に
つ
い
て

　
　
の
責
任
を
負
う
。

　
⑬
　
P
R
O
に
記
録
監
督
官
お
8
a
ω
注
旨
三
ω
霞
象
一
9
0
墜
監

　
　
o
R
を
お
く
。
記
録
監
督
官
は
、
監
察
官
言
8
①
簿
貯
閃
o
窪
8
『

　
　
の
協
力
の
も
と
で
各
省
庁
に
対
す
る
指
導
監
督
業
務
を
遂
行
す

　
　
る
。

　
右
の
〔
公
記
録
法
の
要
点
〕
の
第
二
番
目
に
あ
げ
た
、
省
庁
側
に

多
く
の
責
任
を
分
担
さ
せ
る
方
式
が
イ
ギ
リ
ス
の
制
度
の
大
き
な
特

徴
だ
が
、
こ
れ
を
効
果
的
に
実
現
す
る
た
め
、
〔
実
施
制
度
の
要
点
〕

司
法
資
料
保
存
の
歴
史
と
現
代
的
課
題

に
書
い
た
よ
う
に
、
各
省
庁
に
は
記
録
管
理
の
専
門
官
で
あ
る
省
庁

記
録
管
理
官
8
冨
耳
ヨ
Φ
耳
巴
お
8
乱
o
墜
o
R
が
置
か
れ
て
い
る
。

　
な
お
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自

の
「
公
記
録
法
」
を
持
っ
て
お
り
、
ま
た
地
方
公
共
団
体
の
公
文
書

に
つ
い
て
は
、
「
地
方
行
政
記
録
法
」
い
8
巴
O
o
ぎ
旨
ヨ
①
導

（
窓
8
巳
ω
）
》
9
（
一
九
六
二
年
）
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。

　
b
　
裁
判
所
記
録
の
管
理
と
保
存

　
①
現
行
シ
ス
テ
ム
　
次
に
裁
判
所
記
録
の
管
理
と
保
存
の
問

題
だ
が
、
〔
資
料
〕
四
2
の
「
公
記
録
法
」
の
付
則
第
一
「
公
記
録
の

定
義
」
の
第
四
条
に
明
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
裁
判
所
及
び
審
判

所
の
記
録
は
す
べ
て
公
記
録
冨
σ
汀
お
8
鼠
と
し
て
認
定
さ
れ
、

公
記
録
法
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
裁
判
所
記
録

8
霞
江
0
8
巳
に
は
、
い
わ
ゆ
る
訴
訟
記
録
と
、
裁
判
所
の
運
営
に

か
か
わ
る
裁
判
所
行
政
記
録
の
両
方
が
含
ま
れ
る
。
ま
た
公
記
録
法

第
八
条
で
は
、
各
裁
判
所
に
保
管
さ
れ
て
い
る
記
録
に
つ
い
て
、
大

法
官
の
管
理
責
任
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
大
法
官
、
す
な
わ
ち
い
○
益

O
ご
鍔
亀
簿
は
、
司
法
の
最
高
責
任
者
だ
が
、
同
時
に
実
は
P
R
O

の
最
高
責
任
者
で
も
あ
り
、
P
R
O
の
館
長
は
大
法
官
の
権
限
に
も

と
づ
い
て
公
記
録
法
の
趣
旨
を
実
行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
以
上
か
ら
、
裁
判
所
記
録
の
管
理
と
保
存
は
、
公
記
録
法
に
よ
っ

て
法
律
上
は
一
般
省
庁
の
行
政
文
書
と
同
じ
く
、
あ
る
い
は
そ
れ
以

上
に
、
大
法
官
お
よ
び
国
立
公
文
書
館
の
強
力
な
管
理
下
に
置
か
れ

一
九
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て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
グ
リ
ッ
グ
・
レ
ポ
ー
ト
が
も
と

も
と
行
政
省
庁
を
主
な
対
象
に
し
て
い
た
た
め
、
裁
判
所
側
の
実
務

的
な
対
応
は
一
般
行
政
省
庁
に
く
ら
べ
て
か
な
り
遅
れ
た
よ
う
だ
。

そ
こ
で
、
一
九
六
三
年
に
、
新
た
に
デ
ニ
ン
グ
卿
い
o
巳
O
曾
風
轟
を

委
員
長
と
す
る
「
司
法
記
録
に
関
す
る
委
員
会
」
が
設
け
ら
れ
、
そ

の
報
告
書
が
一
九
六
六
年
に
出
る
。
こ
れ
が
「
デ
ニ
ン
グ
・
レ
ポ
ー

ト
」
（
1
9
）
と
言
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
デ
ニ
ン
グ
・
レ
ポ
ー
ト
の
要
点
は
、
一
言
で
言
え
ば
、
司
法
記
録

に
つ
い
て
も
グ
リ
ッ
グ
・
シ
ス
テ
ム
を
き
ち
ん
と
採
用
し
ろ
と
い
う

こ
と
、
つ
ま
り
裁
判
所
側
の
記
録
管
理
官
を
中
心
に
、
P
R
O
の
指

導
を
仰
ぎ
な
が
ら
記
録
の
管
理
と
保
存
を
徹
底
し
ろ
、
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
一
応
、
〔
資
料
〕
四
4
に
示
し
た
よ
う
な
シ
ス

テ
ム
が
出
来
上
が
っ
た
。

　
こ
の
図
の
左
半
分
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を

除
く
英
国
の
裁
判
所
の
組
織
図
を
田
中
英
夫
代
表
編
集
『
英
米
法
辞

典
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
一
年
）
か
ら
借
用
し
た
も
の
だ
が
、

こ
の
裁
判
所
組
織
全
体
の
行
政
面
を
統
括
し
て
い
る
の
が
、
図
の
中

央
最
上
段
に
掲
げ
た
大
法
官
省
ぴ
o
こ
　
O
ぎ
琴
色
興
、
ω
　
U
Φ
冨
昌
－

筥
Φ
鼻
で
あ
る
。
そ
し
て
、
大
法
官
省
に
は
大
法
官
省
記
録
管
理
官
が

置
か
れ
、
こ
れ
が
裁
判
所
全
体
の
記
録
管
理
と
保
存
の
責
任
者
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

　
さ
て
、
各
裁
判
所
の
記
録
の
流
れ
は
、
原
則
と
し
て
、
最
初
に
第

一
二
〇

1
図
で
説
明
し
た
総
合
的
記
録
管
理
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
考
え
方
に
よ
っ

て
い
る
。

　
ま
ず
基
本
ソ
フ
ト
で
あ
る
「
記
録
保
存
年
限
規
定
」
だ
が
、
こ
れ

は
裁
判
所
の
種
別
ご
と
に
、
大
法
官
省
記
録
管
理
官
が
国
立
公
文
書

館
と
当
該
裁
判
所
と
協
議
し
て
作
成
す
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
〔
資

料
〕
四
3
に
、
最
高
法
院
刑
事
部
の
「
記
録
保
存
年
限
規
定
」
（
2
0
）

の
一
部
を
掲
げ
た
。
こ
れ
は
一
九
九
一
年
六
月
に
作
成
さ
れ
た
比
較

的
新
し
い
も
の
だ
が
、
事
件
記
録
の
種
類
を
個
々
の
法
律
名
で
分
け

た
り
、
一
〇
件
の
う
ち
一
件
を
サ
ン
プ
ル
的
に
永
久
保
存
す
る
、
と

い
う
よ
う
な
規
定
が
入
っ
て
い
た
り
し
て
、
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
記
録
の
流
れ
の
話
に
戻
る
と
、
完
結
し
た
事
件
記
録
や
裁

判
所
行
政
記
録
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
半
現
用
記
録
を
集
中
保
管
す
る
施

設
と
し
て
は
、
ロ
ン
ド
ン
郊
外
の
ヘ
イ
ズ
と
い
う
と
こ
ろ
に
国
立
公

文
書
館
が
管
理
す
る
記
録
セ
ン
タ
ー
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
私
も
一

度
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
軍
の
兵
器
工
場
を
改
装
し
た
巨
大
な
保

存
庫
が
五
～
六
棟
並
ん
で
お
り
、
各
省
庁
ご
と
に
一
定
の
ス
ペ
ー
ス

が
割
り
当
て
ら
れ
、
膨
大
な
量
の
半
現
用
記
録
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。

裁
判
所
の
半
現
用
記
録
は
、
大
法
官
省
に
割
り
当
て
ら
れ
た
棚
延
長

約
二
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
ス
ペ
ー
ス
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中

か
ら
最
終
的
に
永
久
保
存
記
録
と
し
て
選
別
さ
れ
た
も
の
が
、
P
R

O
本
館
に
移
管
・
公
開
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

　
な
お
、
地
方
の
古
い
裁
判
記
録
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
の



文
書
館
げ
8
巴
園
Φ
8
巳
O
塗
8
が
か
な
り
所
蔵
し
て
い
る
。
ま
た
、

大
法
官
省
の
管
轄
の
う
ち
、
地
方
戸
籍
登
録
所
や
地
方
遺
言
検
認
登

録
所
の
記
録
に
つ
い
て
は
一
般
の
裁
判
所
記
録
と
は
別
の
保
存
制
度

を
取
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
②
問
題
点
と
改
善
策
　
さ
て
、
4
の
図
で
示
し
た
よ
う
な
記

録
保
存
の
シ
ス
テ
ム
が
実
際
に
は
ど
の
よ
う
な
形
で
動
い
て
い
る
の

か
、
ま
た
は
動
い
て
い
な
い
の
か
、
と
い
う
点
が
興
味
あ
る
と
こ
ろ

だ
が
、
そ
の
一
端
は
一
九
八
六
年
に
大
法
官
省
が
発
行
し
た
『
裁
判

所
記
録
の
保
存
に
関
す
る
業
務
調
査
報
告
書
』
（
2
1
）
で
う
か
が
う
こ

と
が
で
き
る
。

　
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
大
法
官
省
と
し
て
の
記
録
管
理
・
記
録
保
存
に

つ
い
て
の
方
針
は
必
ず
し
も
明
確
で
な
く
、
大
法
官
省
記
録
管
理
官

の
省
内
お
よ
び
各
裁
判
所
内
に
お
け
る
指
導
性
も
、
確
立
し
た
も
の

に
は
な
っ
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
記
録
保

存
年
限
規
定
の
内
容
が
必
ず
し
も
適
切
で
な
か
っ
た
り
、
半
現
用
記

録
や
非
現
用
記
録
が
不
必
要
に
長
く
裁
判
所
内
に
滞
っ
て
い
る
場
合

が
か
な
り
多
い
と
い
う
こ
と
で
、
た
と
え
ば
、
刑
事
法
院
に
大
量
に

保
管
さ
れ
て
い
る
公
判
記
録
や
、
県
裁
判
所
に
あ
ふ
れ
て
い
る
離
婚

事
件
フ
ァ
イ
ル
を
そ
の
例
に
あ
げ
て
い
る
。

　
半
現
用
記
録
の
す
み
や
か
な
移
管
と
不
要
記
録
の
廃
棄
は
、
永
久

保
存
記
録
の
選
別
を
効
果
的
に
行
な
う
た
め
に
も
ぜ
ひ
と
も
必
要
な

こ
と
な
の
で
、
報
告
書
は
、
記
録
保
存
年
限
規
定
の
見
直
し
や
、
各

司
法
資
料
保
存
の
歴
史
と
現
代
的
課
題

裁
判
所
の
記
録
担
当
官
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
そ
れ
に
、
ヘ
イ
ズ
の
記

録
セ
ン
タ
ー
の
積
極
的
活
用
な
ど
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。
し
か
し
、

ヘ
イ
ズ
の
ス
ペ
ー
ス
は
全
裁
判
所
の
半
現
用
記
録
を
集
中
す
る
に
は

小
さ
す
ぎ
る
の
で
、
大
法
官
省
と
し
て
独
自
の
記
録
セ
ン
タ
ー
を
作

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
、
と
、
こ
の
報
告
書
は
書
い
て
い
る
。

　
2
　
ア
メ
リ
力
合
衆
国

　
次
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
だ
が
、
周
知
の
よ
う
に
連
邦
と
各
州
の
裁

判
制
度
は
そ
れ
ぞ
れ
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
主

と
し
て
連
邦
の
制
度
に
つ
い
て
述
べ
、
最
後
に
州
レ
ベ
ル
の
話
を
若

干
付
け
加
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
a
　
文
書
館
制
度
の
整
備
　
　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
一
九
三
四

年
に
国
立
公
文
書
館
2
碧
δ
昌
巴
＞
8
霞
＜
8
が
設
置
さ
れ
、
公
文
書

保
存
の
セ
ン
タ
：
に
な
っ
て
い
る
。
国
立
公
文
書
館
は
一
九
八
四
年

ま
で
は
総
務
庁
の
下
に
あ
っ
た
が
、
一
九
八
四
年
の
新
し
い
法
律
に

よ
っ
て
、
国
立
公
文
書
館
記
録
管
理
庁
2
簿
一
9
巴
》
琴
岳
＜
8
き
α

勾
Φ
8
こ
ω
》
α
昌
凱
ω
q
呂
自
（
略
称
N
A
R
A
）
と
い
う
大
統
領
直
属

の
独
立
機
関
に
な
っ
た
。

　
現
在
、
連
邦
機
関
の
記
録
管
理
と
史
料
保
存
を
規
制
し
て
い
る
法

律
と
し
て
、
「
国
立
公
文
書
館
記
録
管
理
庁
法
」
Z
簿
δ
濤
一
》
8
三
－

＜
Φ
ω
き
α
園
Φ
8
巳
ω
》
α
昌
三
ω
霞
簿
δ
昌
＞
9
と
呼
ば
れ
る
「
合
衆
国

法
律
集
四
四
編
二
一
章
」
、
「
連
邦
記
録
法
」
吋
a
R
巴
菊
Φ
8
三
》
9

一
二
一



早
法
六
九
巻
二
号
（
一
九
九
三
）

と
呼
ば
れ
る
「
合
衆
国
法
律
集
四
四
編
三
一
章
、
三
三
章
」
な
ど
が

あ
る
。
そ
の
一
部
は
〔
資
料
〕
W
5
に
あ
げ
た
。
　
ま
ず
二
一
〇
七

節
第
一
項
で
は
、
「
合
衆
国
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
」
（
国
立
公
文
書
館
長
の
職

名
）
は
連
邦
機
関
、
議
会
な
ど
と
と
も
に
、
最
高
裁
判
所
の
記
録
を
受

け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
「
受
け
入
れ

る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
強
制
力
の
な
い
規
定
だ
が
、
次
の
第
2

項
で
は
、
連
邦
機
関
の
記
録
の
う
ち
、
作
成
後
三
〇
年
以
上
経
過
し

た
も
の
で
歴
史
的
そ
の
他
の
価
値
が
認
め
ら
れ
る
も
の
に
対
し
て

は
、
合
衆
国
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
は
こ
れ
を
強
制
的
に
国
立
公
文
書
館
に

移
管
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
い
う
「
連
邦
機
関
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
下
の
第
二
九
〇

一
節
に
定
義
が
あ
り
、
「
行
政
機
関
、
ま
た
は
政
府
の
立
法
府
お
よ
び

司
法
府
に
属
す
る
す
べ
て
の
機
関
を
意
味
す
る
（
最
高
裁
判
所
な
ど
を

除
く
）
」
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
最
高
裁
判
所
を
除
く
連
邦
裁
判

所
は
、
す
べ
て
政
府
の
司
法
府
と
し
て
「
連
邦
機
関
」
に
含
ま
れ
る

の
で
あ
り
、
記
録
の
管
理
や
保
存
に
関
し
て
も
一
般
行
政
機
関
と
同

等
の
法
的
規
制
を
受
け
る
。
た
と
え
ば
、
資
料
に
あ
げ
た
合
衆
国
法

律
集
四
四
編
三
一
章
三
一
〇
三
節
は
、
連
邦
機
関
は
記
録
を
記
録
セ

ン
タ
ー
に
移
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
定
め
て
い
る
が
、
こ

の
規
定
は
当
然
、
最
高
裁
判
所
以
外
の
連
邦
裁
判
所
に
も
適
用
さ
れ

る
わ
け
で
あ
る
。

　
b
　
連
邦
裁
判
所
記
録
の
管
理
と
保
存

一
一
三

　
①
現
行
シ
ス
テ
ム
　
連
邦
裁
判
所
の
記
録
の
流
れ
は
、
だ
い

た
い
〔
資
料
〕
四
7
に
示
し
た
図
の
よ
う
に
な
る
。
連
邦
裁
判
所
に

属
す
る
各
種
裁
判
所
は
、
半
現
用
と
な
っ
た
裁
判
記
録
お
よ
び
裁
判

所
行
政
記
録
を
連
邦
記
録
セ
ン
タ
…
に
移
管
す
る
。
連
邦
記
録
セ
ン

タ
ー
は
国
立
公
文
書
館
記
録
管
理
庁
に
属
す
る
施
設
で
、
全
米
一
四

ヵ
所
に
置
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
中
で
永
久
保
存
に
値
す
る

と
判
断
さ
れ
た
も
の
が
、
国
立
公
文
書
館
に
移
さ
れ
公
開
さ
れ
る
。

国
立
公
文
書
館
は
ワ
シ
ン
ト
ン
の
本
館
の
ほ
か
、
全
米
に
二
一
の
分

館
が
あ
り
、
地
方
の
裁
判
所
記
録
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
分
館
で
保

存
公
開
さ
れ
る
場
合
が
多
い
よ
う
だ
。
な
お
、
公
開
さ
れ
る
時
期
は
、

資
料
に
は
出
し
て
い
な
い
が
、
合
衆
国
法
律
集
四
四
編
一
二
章
二
一

〇
八
節
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
場
合
と
同
じ
く
、
原
則
と
し
て
文
書
作
成

三
〇
年
後
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　
記
録
の
管
理
と
保
存
に
つ
い
て
の
細
か
い
手
続
き
は
『
連
邦
司
法

行
政
の
手
引
き
』
「
第
四
章
　
記
録
管
理
」
（
2
7
）
に
出
て
い
る
が
、

そ
の
内
、
「
記
録
の
最
終
処
置
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
最
終
処
置
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
」
と
い
う
部
分
の
抜
粋
を
〔
資
料
〕
N
6
に
掲
げ
た
。
「
最
終
処
置

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
事
例
で
見
た
記
録
保
存
年
限

規
定
と
同
じ
こ
と
で
、
記
録
の
流
れ
を
管
理
す
る
基
本
ソ
フ
ト
と
言

っ
て
よ
い
。

　
さ
て
、
こ
の
資
料
の
「
5
．
定
義
」
に
よ
る
と
、
記
録
は
A
「
処

分
可
能
記
録
」
、
B
「
処
分
不
許
可
記
録
」
、
C
「
複
写
記
録
」
、
D
「
永



久
保
存
記
録
」
の
四
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
記
録
の
保
存
手
順

が
次
の
6
に
書
い
て
あ
る
。
こ
れ
を
べ
ー
ス
に
し
て
最
終
処
置
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
作
成
さ
れ
る
わ
け
だ
が
、
『
連
邦
司
法
行
政
の
手
引
き
』

に
は
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
ー
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
H
と
い
う
二
種
類
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
ー
は
合
衆
国
控

訴
裁
判
所
な
ど
上
級
裁
判
所
に
共
通
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
、
〔
資

料
〕
W
6
の
1
4
は
そ
の
抜
粋
で
あ
る
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
ー
1
は
地
方
裁

判
所
な
ど
下
級
裁
判
所
で
共
通
に
用
い
ら
れ
る
最
終
処
置
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
で
あ
る
。

　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
ー
に
み
え
る
、
「
事
件
終
了
二
年
後
に
処
分
」
と
か

「
五
年
後
に
処
分
」
と
な
っ
て
い
る
記
録
が
、
先
ほ
ど
の
カ
テ
ゴ
リ

ー
で
い
え
ば
、
A
の
「
処
分
可
能
記
録
」
に
あ
た
る
も
の
だ
が
、
こ

れ
ら
の
記
録
は
保
存
期
問
が
満
了
し
た
ら
自
動
的
に
廃
棄
さ
れ
る
わ

け
で
は
な
い
。
〔
資
料
〕
W
6
の
1
0
．
の
A
項
に
書
い
て
あ
る
よ
う
に
、

国
立
公
文
書
館
が
、
裁
判
所
の
助
言
に
基
づ
い
て
、
歴
史
的
に
重
要

な
記
録
が
な
い
か
、
も
う
一
度
チ
ェ
ッ
タ
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
最
終
的
に
処
分
が
決
ま
っ
た
と
し
て
も
、
必
ず
し
も
す

べ
て
焼
却
し
た
り
裁
断
し
た
り
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
同
じ
項
に
書

い
て
あ
る
よ
う
に
、
大
学
や
歴
史
協
会
に
処
分
記
録
を
寄
贈
す
る
こ

と
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
資
料
で
も
う
一
点
興
味
深
い
の
は
、
7
の
F
と
い
う
と
こ
ろ

司
法
資
料
保
存
の
歴
史
と
現
代
的
課
題

で
、
永
久
保
存
指
定
を
す
る
訴
訟
事
件
記
録
の
選
定
方
法
が
書
い
て

あ
る
点
で
あ
る
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
ー
に
よ
れ
ば
、
控
訴
裁
判
所
な
ど

の
上
級
裁
判
所
の
事
件
フ
ァ
イ
ル
は
す
べ
て
永
久
保
存
の
は
ず
な
の

で
、
こ
の
項
目
は
、
地
方
裁
判
所
な
ど
下
級
裁
判
所
の
こ
と
を
言
っ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
ひ
と
つ
は
、
合
衆
国
裁
判

所
事
務
局
か
ら
提
供
さ
れ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
デ
ー
タ
を
参
考
に
し

な
が
ら
、
国
立
公
文
書
館
の
永
久
保
存
基
準
に
適
合
す
る
事
件
記
録

を
裁
判
所
職
員
が
選
別
し
て
い
く
と
い
う
方
法
、
も
う
ひ
と
つ
は
、

国
立
公
文
書
館
記
録
管
理
庁
の
専
門
官
が
直
接
フ
ァ
イ
ル
を
見
て
、

判
事
、
書
記
官
、
弁
護
士
、
歴
史
家
な
ど
の
助
言
を
え
な
が
ら
、
重

要
と
思
わ
れ
る
も
の
を
選
ん
で
い
く
方
法
、
と
い
う
ふ
た
つ
の
方
法

が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
以
上
、
ア
メ
リ
カ
連
邦
裁
判
所
の
記
録
保
存
制
度
に
つ
い
て
言
え

る
こ
と
は
、
国
立
公
文
書
館
記
録
管
理
庁
の
力
が
非
常
に
強
い
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
〔
資
料
〕
W
4
で
示
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
記
録
の

流
れ
図
と
〔
資
料
〕
W
7
の
ア
メ
リ
カ
の
図
と
を
比
較
す
れ
ば
よ
く

わ
か
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
場
合
は
国
立
公
文
書
館
の
裁
判
所
に
対
す
る

指
導
は
、
大
法
官
省
記
録
管
理
官
を
通
し
て
間
接
的
に
行
な
わ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
場
合
は
、
合
衆
国
裁
判
所
事
務
局
と

い
う
裁
判
所
側
の
統
括
機
関
が
あ
る
に
は
あ
る
が
、
国
立
公
文
書
館

記
録
管
理
庁
の
裁
判
所
に
対
す
る
指
導
は
、
全
米
に
置
か
れ
た
地
域

分
館
や
連
邦
記
録
セ
ン
タ
ー
か
ら
直
接
的
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。

一
壬
二



早
法
六
九
巻
一
一
号
（
一
九
九
三
）

　
②
問
題
点
と
改
善
策
　
一
般
に
米
国
国
立
公
文
書
館
記
録
管

理
庁
の
力
が
強
い
こ
と
は
、
連
邦
各
機
関
に
対
す
る
監
察
権
を
持
っ

て
い
る
点
に
も
表
れ
て
い
る
。
連
邦
裁
判
所
に
対
し
て
は
昨
年
、
監

察
が
お
こ
な
わ
れ
、
最
近
そ
の
結
果
報
告
書
が
出
た
ば
か
り
で
あ
る
。

『
連
邦
裁
判
所
に
お
け
る
記
録
管
理
－
国
立
公
文
書
館
の
監
察
』

（
2
4
）
と
題
す
る
こ
の
報
告
書
は
、
全
米
各
レ
ベ
ル
の
連
邦
裁
判
所

に
お
け
る
記
録
管
理
と
保
存
の
現
状
を
立
ち
入
り
調
査
し
た
報
告
書

で
、
実
に
克
明
な
内
容
で
あ
る
。
総
合
的
な
評
価
と
し
て
は
、
ほ
ぼ

規
則
ど
お
り
に
や
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
一
応
合
格
点
が
与
え

ら
れ
て
い
る
が
、
細
か
い
点
で
の
改
善
勧
告
が
数
多
く
出
て
い
る
。

　
こ
の
報
告
書
で
ひ
と
つ
興
味
深
か
っ
た
の
は
、
付
録
と
し
て
載
っ

て
い
た
、
裁
判
宮
の
個
人
文
書
冒
凝
Φ
、
ω
℃
碧
R
の
保
存
問
題
に
関

す
る
レ
ポ
ー
ト
で
あ
る
。
裁
判
官
の
個
人
文
書
は
、
た
と
え
ば
最
高

裁
判
所
判
事
の
文
書
が
い
く
ら
か
議
会
図
書
館
な
ど
に
入
っ
て
い
る

そ
う
だ
が
、
全
体
と
し
て
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
。
し
か
し
裁
判
官

の
個
人
文
書
は
司
法
史
料
と
し
て
貴
重
な
も
の
が
多
い
の
で
、
文
書

館
や
歴
史
協
会
へ
の
寄
贈
を
働
き
か
け
る
べ
き
だ
、
と
い
う
内
容
で

あ
る
。

　
以
上
で
連
邦
裁
判
所
の
問
題
を
終
わ
り
、
最
後
に
、
州
レ
ベ
ル
の

裁
判
所
記
録
の
問
題
に
つ
い
て
、
ご
く
簡
単
に
付
け
加
え
た
い
。

　
c
　
州
レ
ベ
ル
の
裁
判
所
記
録
の
管
理
と
保
存

　
①
一
九
八
五
年
「
州
裁
判
所
全
米
セ
ン
タ
ー
の
調
査
報
告
」

二
四

　
連
邦
裁
判
所
も
そ
う
だ
が
、
ア
メ
リ
カ
各
州
の
州
裁
判
所
で
は
、

こ
こ
十
年
あ
ま
り
の
間
に
訴
訟
件
数
が
う
な
ぎ
登
り
に
増
え
て
お

り
、
訴
訟
記
録
の
管
理
の
問
題
が
深
刻
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
そ

の
た
め
、
州
裁
判
所
全
米
セ
ン
タ
ー
Z
鉾
一
8
巴
O
窪
8
窓
自
oo
貫
器

O
o
ξ
房
で
は
、
全
州
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
一
九
八
五
年

に
そ
の
結
果
を
『
州
裁
判
所
記
録
の
保
存
調
査
』
（
2
5
）
と
い
う
報
告

書
に
ま
と
め
て
い
る
。

　
〔
資
料
〕
W
8
に
掲
げ
た
の
は
、
こ
の
報
告
書
に
付
表
と
し
て
出

て
い
る
「
各
州
に
お
け
る
州
裁
判
所
記
録
の
保
存
状
況
」
の
抜
粋
で
、

ど
の
よ
う
な
裁
判
所
記
録
が
、
ど
う
い
う
機
関
に
、
ど
の
く
ら
い
保

存
さ
れ
て
い
る
か
が
一
覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
表
を

一
見
す
る
と
、
左
端
の
「
州
の
文
書
館
」
の
欄
の
記
載
が
も
っ
と
も

詳
し
い
の
で
、
文
書
館
が
保
存
の
中
心
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
本
文

の
説
明
に
よ
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
州
で
、
永
久
保
存
記
録
を
含
め
た

大
半
の
記
録
が
文
書
館
に
移
管
さ
れ
な
い
ま
ま
地
方
の
裁
判
所
に
残

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
判
明
し
た
そ
う
だ
。
た
し
か
に
「
地
方
の

裁
判
所
お
よ
び
行
政
庁
」
と
い
う
欄
を
見
る
と
、
「
量
不
明
」
と
か
「
全

種
類
の
記
録
約
九
万
8
。
費
（
立
方
フ
ィ
ー
ト
）
」
な
ど
と
あ
り
、
量

的
に
は
、
文
書
館
が
保
存
し
て
い
る
裁
判
所
記
録
を
は
る
か
に
凌
駕

し
て
い
る
と
い
う
の
が
実
際
の
よ
う
だ
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
わ
か
る

よ
う
に
、
州
レ
ベ
ル
の
裁
判
所
記
録
の
管
理
と
保
存
は
、
連
邦
裁
判

所
と
比
べ
る
と
、
一
般
に
か
な
り
立
ち
後
れ
た
状
況
に
あ
る
ら
し
い
。



　
②
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
タ
州
の
事
例
こ
の
よ
う
な
立
ち
後
れ
を
克

服
し
、
記
録
管
理
の
改
善
を
は
か
る
た
め
、
多
く
の
州
裁
判
所
で
こ

こ
数
年
新
し
い
努
力
が
始
め
ら
れ
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
、
ア

ラ
バ
マ
州
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
資
料
を
入
手
し
た
が
、
こ
こ
で

は
、
そ
の
中
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
事
例
に
つ
い
て
、
ご
く
簡
単

に
紹
介
し
た
い
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
タ
州
で
は
、
裁
判
官
、
弁
護
士
、
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
、

学
者
な
ど
か
ら
な
る
「
司
法
記
録
処
置
委
員
会
」
を
設
け
て
検
討
を

行
な
い
、
一
九
八
八
年
に
そ
の
レ
ポ
ー
ト
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
タ
州
統
一

裁
判
所
シ
ス
テ
ム
の
記
録
管
理
ー
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
司
法
記
録
処
置

委
員
会
最
終
報
告
書
』
（
2
6
）
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
裁
判
所
は
、
最
高
上
訴
裁
判
所
を
頂
点
に
、

各
レ
ベ
ル
の
裁
判
所
が
統
一
裁
判
所
シ
ス
テ
ム
と
呼
ば
れ
る
体
制
を

構
成
し
て
い
る
が
、
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
現
在
、
統
一
裁
判
所
シ
ス

テ
ム
所
属
の
各
裁
判
所
が
一
年
間
に
新
規
に
受
理
し
て
い
る
訴
訟
件

数
は
、
あ
わ
せ
て
実
に
三
五
〇
万
件
。
そ
の
ほ
か
に
、
統
一
裁
判
所

シ
ス
テ
ム
に
属
さ
な
い
町
村
裁
判
所
の
取
り
扱
い
件
数
が
、
年
間
約

二
五
〇
万
件
に
の
ぼ
る
と
い
う
。
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
発
生
す
る
記

録
の
量
は
、
年
問
四
万
立
法
フ
ィ
ー
ト
、
つ
ま
り
三
〇
セ
ン
チ
立
法

の
箱
に
し
て
約
四
万
箱
と
見
積
も
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ

ら
の
記
録
の
管
理
と
永
久
保
存
記
録
の
保
存
プ
ロ
セ
ス
は
、
か
な
り

悪
い
状
態
に
あ
る
。
そ
こ
で
報
告
書
で
は
、
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
改
善

司
法
資
料
保
存
の
歴
史
と
現
代
的
課
題

策
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

　
そ
の
中
で
、
い
ち
ば
ん
興
味
深
い
提
言
を
ひ
と
つ
だ
け
〔
資
料
〕

W
9
に
紹
介
し
て
お
い
た
。
こ
れ
は
、
統
一
裁
判
所
シ
ス
テ
ム
は
、

ニ
ュ
ー
ヨ
；
タ
州
文
書
館
記
録
管
理
庁
（
通
称
S
A
R
A
）
と
密
接
に

協
力
し
、
「
司
法
史
料
保
存
シ
ス
テ
ム
」
を
創
設
し
て
、
永
久
保
存
価

値
の
あ
る
裁
判
所
記
録
の
利
用
と
保
存
と
を
確
実
に
行
な
う
体
制
を

確
立
す
べ
き
だ
、
と
い
う
勧
告
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
い
う
「
司
法
史
料
保
存
シ
ス
テ
ム
」
と
は
、
第
二
段
落
に

書
い
て
あ
る
と
お
り
、
州
、
地
域
、
郡
、
市
町
村
の
各
保
存
機
関
が
、

S
A
R
A
を
中
心
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成
し
、
全
体
と
し
て
裁
判

所
記
録
の
受
皿
を
作
っ
て
い
こ
う
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
構

想
を
実
現
す
る
た
め
、
向
こ
う
一
〇
年
問
の
作
業
目
標
と
し
て
二
つ

の
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
＠
永
久
保
存
記
録
を
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
タ
州
文
書
館
記
録
管
理
庁
に
移
管
す
る
た
め
の
手
順
を
確
立
す

る
こ
と
、
⑥
郡
、
市
町
村
、
広
域
の
記
録
史
料
保
存
プ
ロ
グ
ラ
ム
お

よ
び
保
存
施
設
と
の
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
、
の
二
つ
。
と
く
に
㈲

の
後
半
で
、
複
数
の
地
方
公
共
団
体
が
共
同
で
広
域
文
書
館
の
よ
う

な
も
の
を
作
り
、
そ
の
地
域
の
裁
判
所
記
録
の
受
皿
と
す
る
構
想
が

示
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
注
目
さ
れ
る
し
、
わ
が
国
の
参
考
に
な
る
。

3
　
そ
の
他
の
国
ぐ
に

そ
の
他
の
国
々
に
つ
い
て
は
、

フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
を
予
定
し
て

二
一
五



早
法
六
九
巻
二
号
（
一
九
九
三
）

い
た
が
、
準
備
の
都
合
に
よ
り
省
略
す
る
。
た
だ
、
フ
ラ
ン
ス
も
ド

イ
ツ
も
、
文
書
館
が
裁
判
所
記
録
の
保
存
公
開
シ
ス
テ
ム
の
中
心
に

あ
る
と
い
う
点
で
は
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
と
大
き
な
違
い
は
な
い

よ
う
だ
。
基
本
と
な
っ
て
い
る
法
律
だ
け
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

　
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
一
九
七
九
年
に
新
し
い
「
文
書
保
存
法
」
■
o
ぎ
．

お
山
o
。
身
ω
宣
薯
凶
R
這
お
ω
⊆
噌
一
8
霞
魯
ぞ
8
が
制
定
さ
れ
た

（
3
0
）
。
そ
の
第
三
条
「
公
文
書
の
定
義
」
に
、
裁
判
所
記
録
が
含
ま

れ
る
こ
と
が
記
さ
れ
、
裁
判
所
記
録
が
保
存
の
対
象
と
な
る
こ
と
が

明
示
さ
れ
て
い
る
。
公
文
書
の
公
開
時
期
は
原
則
と
し
て
三
十
年
後

だ
が
、
「
裁
判
所
に
提
起
さ
れ
た
事
件
に
関
す
る
記
録
」
は
例
外
と
し

て
作
成
の
百
年
後
と
す
る
こ
と
が
第
七
条
で
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　
ド
イ
ツ
（
旧
西
ド
イ
ッ
）
で
も
、
一
九
八
八
年
に
「
連
邦
の
記
録
史

料
の
保
護
お
よ
び
利
用
に
関
す
る
法
律
（
連
邦
文
書
館
法
）
」
○
霧
①
9

q
σ
R
象
Φ
ω
8
げ
①
⊇
勝
α
q
二
昌
α
Z
⊆
け
豊
昌
ひ
Q
く
o
づ
＞
零
鼠
く
閃
葺
α
o
ω

ω
g
づ
α
Φ
ω
＜
○
ヨ
①
」
9
づ
‘
貰
お
o
o
o
o
（
ゆ
β
p
号
ω
巽
o
露
＜
α
q
Φ
ω
Φ
冒
－
ω
》
吋
号
O
）

と
い
う
新
し
い
法
律
が
制
定
さ
れ
た
（
31
）
。
そ
の
第
二
条
で
、
連
邦

の
憲
法
機
関
、
官
庁
な
ど
と
共
に
、
裁
判
所
が
法
の
対
象
範
囲
に
含

ま
れ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。

三
　
展

望

以
上
、
イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
を
中
心
に
、
司
法
資
料
と
く
に
裁

｝
こ
六

判
所
記
録
の
保
存
制
度
に
つ
い
て
概
略
を
見
て
き
た
が
、
わ
れ
わ
れ

が
今
後
、
日
本
の
司
法
資
料
の
保
存
公
開
体
制
を
作
り
上
げ
て
い
く

上
で
学
ぶ
べ
き
こ
と
は
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
中
で

と
く
に
重
要
と
考
え
る
の
は
、
次
の
三
点
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
司
法

資
料
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
な
い
非
常
に
大
き
な
課
題
だ
が
、
展
望
と

し
て
見
失
う
べ
き
で
な
い
と
思
う
の
で
、
敢
え
て
掲
げ
て
お
き
た
い
。

　
第
一
は
、
司
法
、
立
法
、
行
政
の
壁
を
越
え
た
、
公
文
書
記
録
全

体
を
対
象
に
し
た
基
本
法
制
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
裁
判
記
録

も
行
政
記
録
も
、
と
も
に
国
民
共
有
の
歴
史
文
化
遺
産
で
あ
る
と
い

う
観
点
に
立
て
ば
、
司
法
府
、
立
法
府
、
行
政
府
の
記
録
保
存
法
制

が
バ
ラ
バ
ラ
に
作
ら
れ
る
と
い
う
の
は
む
し
ろ
お
か
し
い
の
で
は
な

い
か
、
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　
第
二
は
、
記
録
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
通
し
た
総
合
的
記
録
管
理

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
必
要
だ
、
と
い
う
こ
と
だ
。
裁
判
所
の
現
場
に
、
歴

史
的
価
値
を
も
っ
た
史
料
の
選
別
ま
で
を
見
越
し
た
総
合
的
記
録
管

理
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
重
要
性
を
理
解
さ
せ
、
こ
れ
を
採
用
さ
せ
る
こ
と

は
、
至
難
の
業
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
こ
ま
で
や
っ
て
、
は
じ
め
て

確
実
か
つ
効
果
的
な
史
料
保
存
が
可
能
に
な
る
の
だ
と
い
う
こ
と

は
、
諸
外
国
の
取
り
組
み
を
見
れ
ば
あ
き
ら
か
だ
。

　
第
三
は
、
記
録
史
料
保
存
管
理
専
門
職
す
な
わ
ち
、
ア
ー
キ
ビ
ス

ト
の
養
成
と
文
書
館
の
拡
充
が
必
要
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
裁

判
記
録
や
行
政
記
録
を
国
民
共
有
の
文
化
遺
産
と
し
て
、
広
く
か
つ



永
続
的
に
保
存
活
用
し
て
い
こ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

的
な
努
力
や
、
組
織
の
内
部
努
力
で
は
限
界
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、

ど
う
し
て
も
、
専
門
的
な
知
識
と
独
自
の
権
限
を
兼
ね
備
え
た
、
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
と
、
専
門
機
関
と
し

て
の
文
書
館
が
不
可
欠
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
日
本
の
場
合
、

裁
判
記
録
の
保
存
は
、
あ
る
い
は
司
法
文
書
館
の
よ
う
な
専
門
文
書

館
で
行
な
う
ほ
う
が
良
い
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い

が
、
そ
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
配
置
は
絶
対
条
件

に
な
る
。

〔
参
考
文
献
・
典
拠
資
料
一
覧
〕

①
「
文
書
館
（
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
）
制
度
の
発
展
」
お
よ
び
全
体
に
関
わ

　
る
も
の

（
1
）
　
ジ
ャ
ン
・
フ
ァ
ビ
エ
『
文
書
館
』
（
文
庫
タ
セ
ジ
ュ
）
、
白
水
社

　
（
一
九
七
一
）
。

（
2
）
　
「
特
集
・
人
類
の
記
憶
－
図
書
館
と
公
文
書
史
料
保
存
館
」
、

　
『
ユ
ネ
ス
コ
・
タ
ー
リ
エ
』
一
九
八
五
年
五
月
号
、
旺
文
社
イ
ン
タ

　
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
。

（
3
）
　
安
澤
秀
一
『
史
料
館
・
文
書
館
学
へ
の
道
』
、
吉
川
弘
文
館
（
一

　
九
八
五
）
。

（
4
）
　
大
藤
修
・
安
藤
正
人
『
史
料
保
存
と
文
書
館
学
』
、
吉
川
弘
文
館

　
（
一
九
八
六
）
。

　
　
司
法
資
料
保
存
の
歴
史
と
現
代
的
課
題

（
5
）
岩
上
二
郎
『
公
文
書
館
へ
の
道
』
、
共
同
編
集
室
発
行
・
田
端
書

店
発
売
二
九
八
八
）
。

（
6
）
　
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ベ
ネ
ド
ン
、
作
山
宗
久
訳
『
記
録
管
理
シ
ス
テ

　
ム
』
、
勤
草
書
房
（
一
九
八
八
）
。

（
7
）
　
安
藤
正
人
「
明
日
へ
の
遺
産
－
公
文
書
保
存
の
重
要
性
を
考
え

　
る
ー
」
、
大
阪
府
公
文
書
館
『
大
阪
あ
！
か
い
ぶ
ず
』
特
集
号
M
2
（
一

　
九
九
〇
・
一
一
）
。

（
8
）
　
安
澤
秀
；
記
録
史
料
－
人
類
の
遺
産
を
守
る
た
め
に
ー
」
、
全

国
歴
史
資
料
保
存
利
用
機
関
連
絡
協
議
会
『
記
録
と
史
料
』
第
1
号

　
（
一
九
九
〇
・
一
〇
）
。

（
9
）
　
安
藤
正
人
「
文
書
館
に
つ
い
て
の
四
章
」
、
尼
崎
地
域
研
究
史
料

館
『
地
域
史
研
究
』
二
〇
巻
二
号
（
一
九
九
〇
・
二
）
。

（
1
0
）
　
安
藤
正
人
「
育
て
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
ー
記
録
遺
産
を
守
り
生
か
す

　専門

職
ー
」
、
大
田
区
史
編
纂
室
『
史
誌
』
三
七
号
（
一
九
九
三
年
一

月
）
。

（
H
）
　
田
中
英
夫
代
表
編
集
『
英
米
法
辞
典
』
、
東
京
大
学
出
版
会
（
一

九
九
一
）
。

（
1
2
）
↓
勇
。
ω
魯
①
一
一
①
呂
R
堕
ミ
ミ
鳴
ミ
』
§
ミ
§
㍉
、
ミ
電
8
§
織

　
S
鳴
き
ミ
嶋
ミ
G
・
（
↓
冨
d
巳
＜
Φ
邑
昌
・
脇
9
一
8
鵬
・
零
①
ω
ω
」
霧
①
。

　竃

置
≦
貰
因
8
ユ
暮
」
O
胡
y

（
1
3
）
　
∂
菊
。
ω
畠
亀
Φ
呂
R
堕
S
評
ミ
§
鑛
鴨
ミ
鳴
ミ
黛
』
§
建
竃
の

　
（
O
。
一
仁
ヨ
σ
冨
O
旨
＜
Φ
邑
蔓
零
①
ω
ρ
Z
睾
属
。
貰
一
。
①
q
）
，

（
1
4
）
　
霞
一
〇
鼠
Φ
一
〇
〇
〇
F
』
§
ミ
ミ
の
＞
織
ミ
賊
ミ
無
ミ
誉
§
、
』
ミ
§
ミ
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
七



　
　
　
　
　
早
法
六
九
巻
二
号
（
一
九
九
三
）

　
む
＼
㌧
ミ
ミ
ミ
鴨
魯
ミ
軸
§
織
の
ミ
ミ
N
ミ
O
磧
霞
註
N
ミ
ご
義
§
織
尋
＼

　
　
ト
ミ
ミ
O
ミ
ミ
醤
ミ
鴨
ミ
（
≦
き
U
螢
白
。
p
8
簿
ω
8
ω
い
巳
こ
男
○
鱒
①
中

け
8
ρ
一
。
§
。

（
1
5
）
霞
。
ご
①
一
〇
・
o
F
S
詳
ミ
§
お
鳴
ミ
鳴
ミ
黛
㌧
蒐
v
§
§
§

》◎ミ＞

§
ミ
ミ
の
（
O
O
類
R
評
窪
の
匡
轟
○
○
ヨ
B
ξ
”
≧
α
R
嘗
9

　
　
d
内
旧
ω
吋
o
o
藍
Φ
一
9
d
ω
鋭
一
。
。。
①
）

（
1
6
）
宣
ヨ
①
ω
O
●
零
区
の
げ
①
び
o
α
こ
ミ
§
禽
き
晦
』
ミ
ミ
竃
G
つ
§
織

　
　
』
ミ
ミ
曽
ミ
き
G
り
蕊
ミ
賊
§
の
（
霞
き
ω
Φ
F
い
o
＆
O
p
一
。
。。
。。
）
。

（
1
7
）
9
δ
一
〇
〇
暮
貫
①
陣
一
①
き
－
嘱
＜
①
ω
幻
○
仁
ω
ω
8
F
§
鴨
卜
愚
魚

　
　
貸
b
。
ミ
ミ
鴨
ミ
●
．
餌
9
＆
ミ
詠
慧
＼
ミ
魯
き
山
ミ
ミ
ミ
G
り
§
駄

　
　
閑
§
ミ
G
う
ミ
§
遷
§
鳴
ミ
（
く
Φ
窯
。
巳
Φ
ギ
①
の
9
鼠
。
葺
お
9
二
。
。。
『
）
，

②
「
文
書
館
制
度
と
司
法
記
録
の
保
存
」
に
関
わ
る
も
の

［
イ
ギ
リ
ス
］

（
1
8
）
O
o
B
巨
洋
①
Φ
8
U
①
葛
辞
ヨ
①
耳
巴
力
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早
法
六
九
巻
二
号
（
一
九
九
三
）

討
　
論

吉
井
蒼
生
夫
（
司
会
）
　
そ
れ
で
は
、
提
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
「
質
問

票
」
に
よ
り
ま
し
て
、
討
論
に
入
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
最
初
に
、
牧
英
正
先
生
か
ら
、
二
つ
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
一
つ
は
、
司
法
資
料
全
体
の
量
に
関
す
る
質
問
で
、
量
が

多
く
て
保
存
が
困
難
と
い
い
ま
す
が
、
司
法
資
料
の
年
間
発
生
量
は

ど
れ
ほ
ど
か
、
ま
た
件
数
は
ど
の
く
ら
い
か
、
何
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い

あ
る
の
か
、
と
い
う
質
問
で
す
。
二
つ
目
は
、
実
際
に
保
存
が
不
可

能
に
近
い
と
す
れ
ば
、
望
ま
し
い
方
策
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
、
と
い
う
質
問
で
あ
り
ま
す
。

浅
古
　
弘
　
司
法
資
料
の
全
体
量
を
お
答
え
す
る
用
意
が
あ
り
ま
せ

ん
。
司
法
行
政
文
書
や
法
廷
に
提
出
さ
れ
な
か
っ
た
供
述
調
書
な
ど

が
ど
れ
ほ
ど
あ
る
か
承
知
し
て
お
り
ま
せ
ん
し
、
ま
た
刑
事
の
訴
訟

記
録
の
量
に
つ
い
て
も
情
報
を
持
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
り
ま
す

が
、
民
事
事
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
先
程
の
報
告
の
な
か
で
ご
紹
介

し
ま
し
た
よ
う
に
、
東
京
地
裁
で
は
、
現
在
、
約
五
六
万
件
の
事
件

記
録
を
保
存
し
て
い
ま
す
。
毎
年
五
・
六
万
件
が
記
録
庫
に
入
庫
し

て
い
て
、
毎
年
、
三
万
か
ら
五
万
件
ぐ
ら
い
の
記
録
を
廃
棄
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
東
京
地
裁
へ
の
民
事
の
通
常
訴
訟
事
件
の

一
三
〇

新
受
件
数
は
約
二
万
四
千
件
余
り
で
、
全
国
の
民
事
訴
訟
の
約
一
割

が
東
京
地
裁
に
提
起
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
私
は
、
八
年
ほ
ど
前
に
、
京
都
裁
判
所
の
設
置
に
関
す
る
資
料
を

探
し
に
、
京
都
地
裁
を
訪
ね
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、
全
体
の
保

存
量
な
ど
は
聞
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
聞
い
て
お
け
ば
良
か
っ
た
と
反

省
し
て
お
り
ま
す
。

　
中
部
部
会
の
方
が
、
名
古
屋
地
裁
を
訪
問
さ
れ
た
と
聞
い
て
お
り

ま
す
が
、
保
存
量
な
ど
に
つ
い
て
何
か
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　
二
つ
目
の
保
存
が
不
可
能
に
近
い
と
す
れ
ば
、
望
ま
し
い
方
策
は

何
か
と
い
う
ご
質
問
で
す
が
、
私
た
ち
は
、
国
立
公
文
書
館
な
り
、

司
法
文
書
館
な
り
、
地
域
の
公
文
書
館
な
ど
で
、
判
決
原
本
は
永
久

保
存
、
事
件
記
録
は
選
択
保
存
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
が
叶
わ
な
い
と
す
れ
ば
、
せ
め
て
マ
イ
タ
ロ
・
フ
ィ
ル
ム
に
撮

影
し
て
保
存
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
裁
判
所
に
よ
り
ま
し

て
は
判
決
原
本
の
マ
イ
ク
ロ
化
を
試
み
た
と
こ
ろ
も
あ
る
や
に
伺
っ

て
お
り
ま
す
が
、
裁
判
所
の
職
員
の
手
で
作
業
が
な
さ
れ
た
た
め
に

う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
れ
ま
で
も
記
録
の
廃
棄
は
焼

却
ま
た
は
細
断
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
東
京
地
裁
は
市
川
の

清
掃
工
場
で
焼
却
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
必
ず
し
も
全
て
の

廃
棄
記
録
が
焼
却
細
断
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
全
国
の
矯
正
施
設

の
収
容
者
用
塵
紙
の
原
料
と
し
て
裁
断
さ
れ
な
い
ま
ま
刑
務
所
に
引

き
渡
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
り
ま
す
の



で
、
廃
棄
し
た
司
法
資
料
を
大
学
な
ど
に
移
管
す
る
道
も
考
え
ら
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
際
、
将
来
に
わ
た
っ
て
の

恒
久
的
受
け
入
れ
と
学
外
者
へ
の
公
開
が
保
証
さ
れ
る
こ
と
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
も
、
や
は
り
公
文
書
館
に
保
存
す
る

の
が
よ
ろ
し
い
と
思
い
ま
す
。

牧
英
正
大
変
、
幼
稚
な
こ
と
を
い
い
ま
す
が
、
今
、
問
題
に
し

て
い
る
の
は
、
地
裁
段
階
だ
け
な
の
で
す
か
。

浅
古
　
判
決
が
確
定
い
た
し
ま
す
と
、
訴
訟
記
録
は
一
審
裁
判
所
に

戻
り
ま
す
。
判
決
原
本
だ
け
が
そ
れ
ぞ
れ
判
決
を
言
い
渡
し
た
裁
判

所
に
保
存
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
勿
論
、
高
裁
や
最
高
裁

の
判
決
原
本
の
保
存
も
重
要
で
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
大
審
院
の
民

事
刑
事
の
判
決
原
本
は
最
高
裁
が
保
管
し
て
お
り
ま
す
し
、
司
法
省

裁
判
所
の
民
事
判
決
原
本
綴
は
東
京
高
裁
が
保
存
し
て
お
り
ま
す
。

民
事
の
事
件
記
録
は
通
常
は
地
裁
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

吉
井
　
次
の
質
問
は
、
「
二
項
特
別
保
存
」
に
関
し
て
な
の
で
す
が
、

静
岡
大
学
の
橋
本
誠
一
先
生
か
ら
、
訴
訟
記
録
の
史
料
的
価
値
は

個
々
の
記
録
が
持
つ
史
料
的
価
値
と
集
合
体
と
し
て
の
訴
訟
記
録
の

有
す
る
史
料
的
価
値
と
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
前
者
は
、
当
該
訴
訟

あ
る
い
は
判
決
の
有
す
る
歴
史
的
意
義
に
応
じ
て
千
差
万
別
だ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
後
者
は
、
例
え
ば
、
明
治
民
法
施
行
前
の
離

婚
判
決
が
集
合
的
か
つ
一
体
の
も
の
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
は
じ
め
て
史
料
的
価
値
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
限
り
で
、

司
法
資
料
保
存
の
歴
史
と
現
代
的
課
題

ど
ん
な
些
細
な
事
件
の
よ
う
に
見
え
て
も
、
そ
こ
に
史
料
的
価
値
が

見
い
だ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
以
上
の
理
解
に
た
っ
て
、
法
制
史
学

会
中
部
部
会
の
議
論
の
な
か
で
は
、
後
者
の
、
つ
ま
り
集
合
体
と
し

て
の
訴
訟
記
録
の
史
料
的
価
値
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
例
え

ば
、
明
治
民
法
施
行
前
の
民
事
判
決
原
本
を
一
括
し
て
「
二
項
特
別

保
存
」
と
す
る
と
い
う
よ
う
な
方
途
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
、

と
い
う
意
見
が
で
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
］
括
指
定
に
よ
る
「
二
項

特
別
保
存
」
の
可
能
性
は
果
た
し
て
あ
る
の
か
、
と
い
う
質
問
が
出

さ
れ
て
い
ま
す
。

竹
澤
哲
夫
　
私
も
、
そ
の
意
見
に
全
く
賛
成
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
日

弁
連
の
司
法
制
度
調
査
会
第
三
部
会
で
も
、
こ
う
い
う
議
論
を
し
て

ま
し
て
、
仰
る
と
お
り
の
意
見
が
多
勢
を
占
め
て
お
り
ま
す
。
そ
う

い
う
関
係
で
、
集
合
体
と
し
て
の
史
料
価
値
、
そ
れ
で
「
二
項
特
別

保
存
」
の
指
定
と
い
う
方
向
で
、
こ
れ
か
ら
も
裁
判
所
に
対
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
要
請
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
意
見
は
あ
り
ま
す
が
、
例
え
ば
、
戦
後
の
罹

災
都
市
借
地
借
家
臨
時
措
置
法
と
か
、
戦
争
直
後
の
い
ろ
い
ろ
な
法

律
に
も
と
づ
く
、
そ
の
時
代
な
ら
で
は
の
裁
判
が
あ
り
ま
し
た
。
刑

事
事
件
で
い
い
ま
す
と
、
ヤ
ミ
米
を
摘
発
さ
れ
て
食
糧
管
理
法
違
反

と
か
物
価
統
制
令
違
反
と
か
い
う
事
件
は
、
戦
後
は
た
く
さ
ん
あ
っ

た
。
一
つ
一
つ
を
み
る
な
ら
ば
、
ど
う
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
で
す

が
、
こ
れ
は
全
体
と
し
て
、
や
は
り
当
時
の
日
本
の
経
済
状
態
な
り
、

＝
三



早
法
六
九
巻
二
号
（
一
九
九
三
）

社
会
的
な
状
況
な
り
、
世
相
・
風
俗
な
ど
と
い
う
よ
う
な
も
の
を
反

映
し
た
記
録
と
し
て
、
一
括
集
合
体
と
し
て
、
そ
の
価
値
が
あ
る
と

い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
私
も
賛

成
で
す
し
、
日
弁
連
と
し
て
も
、
そ
う
い
う
方
向
で
動
い
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
申
し
上
げ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

吉
井
　
そ
の
こ
と
と
関
係
す
る
と
思
う
の
で
す
が
、
閲
覧
申
請
の
仕

方
と
保
存
運
動
の
関
係
と
に
つ
い
て
、
慶
応
義
塾
大
学
の
岩
谷
十
郎

先
生
か
ら
、
次
の
よ
う
な
質
問
が
で
て
お
り
ま
す
。
閲
覧
申
請
の
際

の
一
事
件
ご
と
に
個
別
申
請
す
る
や
り
方
の
法
史
研
究
に
お
け
る
制

約
性
に
つ
い
て
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
基
本
的
な
法
現
象
に
つ
い
て

の
未
開
拓
の
分
野
を
研
究
す
る
際
に
、
か
な
り
の
程
度
、
網
羅
的
横

断
的
に
閲
覧
を
希
望
し
た
い
場
合
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
法
史
的
問

題
性
は
必
ず
し
も
事
件
ご
と
の
、
訴
訟
ご
と
の
記
録
に
絞
れ
な
い
場

合
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
閲
覧
申
請
の
仕
方
は
、

保
存
を
求
め
る
運
動
論
の
な
か
で
、
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
べ
き

な
の
か
、
と
い
う
質
問
で
す
。

浅
古
　
私
も
、
訴
訟
記
録
を
網
羅
的
に
閲
覧
し
た
い
、
方
法
的
に
も

閲
覧
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
研
究
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
岩
谷
先

生
の
ご
指
摘
は
大
変
よ
く
お
気
持
ち
が
わ
か
り
ま
す
。
現
在
、
各
裁

判
所
で
は
、
事
件
ご
と
に
一
件
づ
つ
閲
覧
さ
せ
る
方
法
を
採
っ
て
い

ま
す
。
閲
覧
を
希
望
す
る
場
合
に
は
、
一
件
ご
と
に
閲
覧
申
請
手
続

を
し
な
さ
い
、
と
い
う
形
を
採
っ
て
い
ま
す
。
ま
と
め
て
閲
覧
を
し

一
三
二

た
い
と
い
う
場
合
に
は
、
所
長
や
長
官
宛
に
特
別
の
手
続
を
と
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
か
つ
て
よ
り
も
こ
こ
に
来
て
特
別
手

続
に
よ
る
閲
覧
が
非
常
に
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
感
触
が

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
東
京
地
裁
の
場
合
で
す
と
、
大
学
長
・
所
属

長
か
ら
の
依
頼
書
を
添
付
し
て
閲
覧
を
申
し
込
め
ば
、
か
つ
て
は
ま

と
め
て
判
決
原
本
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
先
日
、
こ
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
メ
ン
バ
ー
で
、
東
京
地
裁
を
訪
ね
ま
し
て
、
色
々
と

話
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
例
え
ば
科
研
費
の
総
合
研
究
の
よ
う
な
、

そ
う
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
な
け
れ
ば
、
網
羅
的
に
お
見
せ
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
よ
う
な
返
事
を
い
た
だ
い
た
。
も
う

少
し
柔
軟
な
対
応
が
期
待
で
き
な
い
も
の
か
、
保
存
と
と
も
に
閲
覧

に
つ
い
て
も
運
動
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
た
だ
、
余
り
閲
覧
の
こ
と
を
う
る
さ
く
い
い
ま
す
と
、
保
存
が

う
ま
く
い
か
な
く
な
る
恐
れ
も
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
兼
ね
合
い
が
難

し
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

中
山
幸
二
　
私
の
知
っ
て
い
る
限
り
で
は
、
各
裁
判
所
ご
と
に
所
長

の
判
断
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
な
の
で
す
。
先
程
紹
介
し
ま
し
た
石
川

教
授
の
昨
年
の
大
牟
田
地
域
で
の
調
査
に
よ
り
ま
す
と
、
前
も
っ
て

申
請
し
て
お
い
て
、
研
究
者
の
所
属
す
る
大
学
の
学
長
名
で
、
今
回

の
調
査
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
と
い
う
文
書
を
添
え
て
閲
覧
を
お

願
い
し
た
と
こ
ろ
、
事
件
簿
の
記
載
を
手
が
か
り
に
、
関
連
す
る
事

件
が
い
も
づ
る
式
に
明
ら
か
に
な
り
、
三
〇
件
の
記
録
の
閲
覧
と
謄



写
が
可
能
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
東
京
地
裁
に
先

日
訪
問
し
た
印
象
で
は
大
変
厳
し
い
。
少
な
く
と
も
個
人
レ
ベ
ル
で

は
網
羅
的
閲
覧
は
無
理
だ
と
い
う
お
話
も
あ
り
ま
し
た
。
数
年
前
、

一
九
八
七
年
と
九
〇
年
に
、
日
弁
連
の
消
費
者
問
題
対
策
委
員
会
が
、

全
国
一
四
ヵ
所
の
簡
易
裁
判
所
の
実
態
調
査
、
簡
易
裁
判
所
の
記
録

調
査
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
時
は
、
日
弁
連
と
い
う
団
体
か
ら

最
高
裁
に
、
そ
の
調
査
協
力
の
依
頼
を
出
し
ま
し
て
、
許
可
を
得
て
、

一
四
ヵ
所
で
、
た
し
か
一
回
目
は
三
〇
件
を
無
作
為
に
抽
出
し
、
二

回
目
は
一
〇
月
の
一
ヵ
月
分
の
記
録
を
全
部
閲
覧
し
た
と
い
う
こ
と

を
や
っ
た
と
い
う
風
に
聞
い
て
お
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
今
ま
で
の

と
こ
ろ
統
一
的
な
基
準
は
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

吉
井
　
今
の
点
に
関
し
て
、
各
地
の
裁
判
所
で
調
査
を
さ
れ
て
い
る

先
生
方
が
フ
ロ
ア
ー
に
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
各
地
の
裁
判
所

に
お
け
る
司
法
資
料
保
存
の
現
状
に
つ
い
て
、
ご
発
言
い
た
だ
け
る

方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
ご
発
言
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
で
は
、
小
林
三
衛
先
生
、
お
願
い
し
ま
す
。

小
林
三
衛
　
入
会
権
に
関
係
す
る
裁
判
記
録
を
、
十
数
ヵ
所
の
裁
判

所
に
行
き
ま
し
て
、
閲
覧
と
謄
写
を
頼
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
た

だ
頼
ん
だ
だ
け
で
、
簡
単
に
閲
覧
だ
け
で
な
く
、
謄
写
も
さ
せ
て
く

れ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
、
私
の
手
元
に
あ
る
程
度
の
裁

判
記
録
が
集
ま
り
ま
し
た
。
最
近
は
、
や
や
厳
し
く
な
っ
て
い
る
と

言
わ
れ
ま
し
た
よ
う
に
、
所
属
長
の
書
面
を
必
要
と
す
る
よ
う
で
す

司
法
資
料
保
存
の
歴
史
と
現
代
的
課
題

が
、
丁
二
年
ぐ
ら
い
前
ま
で
は
、
比
較
的
簡
単
に
見
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
訴
訟
記
録
の
場
合
は
、
一
〇
年
間
で
廃
棄
で
す
か
ら
、
そ
の

間
に
か
な
り
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
し
、
そ
れ
か
ら
特
別
保
存
の
手

続
も
何
ヵ
所
か
の
裁
判
所
で
い
た
し
ま
し
た
。
私
の
目
の
前
で
、
主

席
書
記
官
が
こ
れ
は
特
別
保
存
に
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
、
そ

の
記
録
の
う
え
に
、
朱
で
特
別
保
存
と
書
い
た
の
を
目
で
見
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
を
や
れ
ば
、
裁
判
記
録
の
保
存
も
あ

る
程
度
は
で
き
る
と
思
う
の
で
す
。

吉
井
　
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご
指
名
し
て
恐
縮
で

す
が
、
仙
台
の
裁
判
所
の
調
査
を
さ
れ
て
い
る
宮
城
教
育
大
学
の
近

藤
佳
代
子
先
生
、
如
何
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
か
。

近
藤
佳
代
子
　
ま
ず
は
、
判
決
原
本
の
廃
棄
で
す
け
れ
ど
も
、
結
論

的
に
申
し
上
げ
ま
す
と
、
仙
台
の
裁
判
所
で
は
、
仙
台
の
高
裁
に
関

し
て
で
す
け
れ
ど
も
、
現
在
の
と
こ
ろ
廃
棄
さ
れ
る
と
い
う
心
配
は

な
さ
そ
う
で
す
。
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
裁
判
所
と
し
て
公
的
に
そ
う

判
断
し
た
と
い
う
こ
と
な
の
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
。
も
う

少
し
詳
し
く
申
し
上
げ
ま
す
と
、
現
在
の
事
務
局
長
の
方
が
非
常
に

古
い
も
の
に
興
味
を
持
っ
て
い
ら
し
て
（
笑
い
）
、
東
北
大
学
の
吉
田

先
生
に
大
変
古
い
も
の
を
持
っ
て
い
る
か
ら
見
に
来
い
、
と
い
う
連

絡
が
あ
り
ま
し
た
。
民
事
判
決
原
本
だ
け
で
な
く
て
、
古
い
文
書
な

ど
あ
り
ま
し
て
、
そ
れ
が
ど
う
い
う
よ
う
な
意
味
を
持
つ
も
の
な
の

か
を
見
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
判
決
原
本
が
、
も
し
廃
棄

一
三
三
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さ
れ
る
と
い
う
よ
う
な
動
き
に
な
る
と
す
れ
ば
、
東
北
大
学
の
方
に

移
管
な
ど
お
願
い
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
な
と
考
え
て
、
裁
判
所

に
出
か
け
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
す
ぐ
に
廃
棄
す
る
と
い
う
よ
う
な

動
き
は
、
少
な
く
と
も
事
務
局
長
の
話
し
振
り
か
ら
は
う
か
が
え
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
う
い
う
状
況
で
す
の
で
、
今
の
と
こ
ろ
、
わ
り
あ

い
と
自
由
に
、
判
決
原
本
を
含
め
て
、
見
て
よ
ろ
し
い
と
い
う
よ
う

な
こ
と
を
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
私
は
以
前
に
大
阪
地

裁
・
高
裁
と
仙
台
の
地
裁
・
高
裁
の
民
事
判
決
原
本
の
閲
覧
を
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
時
に
も
感
じ
ま
し
た
こ
と
で
す
け
れ
ど

も
、
仙
台
の
高
裁
の
保
存
状
況
は
非
常
に
し
っ
か
り
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
判
決
原
本
に
関
し
ま
し
て
は
、
先
日
、
実

際
に
保
存
の
部
屋
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
明
治
八
年
か
ら

非
常
に
き
れ
い
に
棚
に
並
べ
て
保
存
し
て
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、

閲
覧
の
仕
方
で
す
が
、
最
初
に
大
阪
地
裁
・
高
裁
に
見
に
行
き
た
い

と
思
い
ま
し
た
時
は
、
個
別
に
事
件
が
特
定
で
き
な
け
れ
ば
ダ
メ
だ

と
い
う
こ
と
で
、
は
じ
め
門
前
払
い
を
喰
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
時
は

大
学
院
の
学
生
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
て
、
一
回
目
、
失

敗
し
た
の
で
す
け
れ
ど
、
後
で
、
講
座
と
し
て
の
研
究
の
一
環
だ
と

い
う
こ
と
で
、
認
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
仙
台
に
関
し
ま

し
て
は
、
八
年
か
九
年
ぐ
ら
い
前
の
こ
と
で
す
が
、
そ
の
時
に
民
事

判
決
原
本
を
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
時
に
は
、
大
学
の
学
長
か
ら

の
申
請
書
を
出
し
て
く
だ
さ
い
と
言
わ
れ
ま
し
て
、
学
長
名
の
申
請

二
二
四

書
を
提
出
し
て
閲
覧
し
ま
し
た
。
現
在
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
仙
台
に
関
し
て
は
、
現
在
の
事
務
局
長
が
代
わ
ら

な
け
れ
ば
、
私
ど
も
は
見
ら
れ
る
状
況
に
は
あ
り
ま
す
。

吉
井
　
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
亜
細
亜
大
学
の
瀧
川

叡
一
先
生
、
な
に
か
ご
発
言
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

瀧
川
叡
一
　
特
に
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
今
日
の
ご
報
告
に
全
く
賛
成

で
ご
ざ
い
ま
す
。
判
決
原
本
の
閲
覧
な
ど
、
今
、
み
な
さ
ん
仰
い
ま

し
た
よ
う
に
、
各
裁
判
所
で
実
は
違
い
ま
す
。
人
が
変
わ
る
と
扱
い

も
変
わ
る
ん
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
辺
も
将
来
ま
た
考
え

な
く
て
は
な
ら
な
い
問
題
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

吉
井
　
そ
れ
で
は
、
イ
デ
ー
的
な
こ
と
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

記
録
保
存
の
根
拠
あ
る
い
は
記
録
公
開
の
根
拠
に
つ
い
て
の
質
問

が
、
関
東
学
院
大
学
の
足
立
昌
勝
先
生
か
ら
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

三
点
あ
り
ま
し
て
、
第
一
点
は
、
記
録
保
存
の
根
拠
は
ど
こ
に
あ
る

の
か
。
民
事
の
場
合
と
刑
事
の
場
合
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
ど
う
か
。

第
二
点
は
、
記
録
公
開
の
根
拠
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
特
に
民
事
訴

訟
記
録
の
場
合
は
ど
う
か
。
．
第
三
点
は
、
最
近
進
め
ら
れ
て
い
る
民

事
訴
訟
法
の
改
正
作
業
に
対
す
る
日
弁
連
の
態
度
と
記
録
の
保
存
・

公
開
を
求
め
る
そ
れ
と
は
矛
盾
し
て
い
な
い
か
ど
う
か
。
民
事
訴
訟

法
の
改
正
で
は
、
手
続
の
非
裁
判
化
、
す
な
わ
ち
非
公
開
が
進
め
ら

れ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
も
し
民
訴
部
会
が
そ
の
動
き
に
同
調
す
る

な
ら
ば
、
非
裁
判
化
し
た
手
続
で
の
記
録
の
保
存
公
開
は
意
味
が
な



く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
う
い
う
質
問
が
出

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

浅
古
　
裁
判
記
録
の
保
存
公
開
の
根
拠
に
つ
い
て
の
お
尋
ね
で
す

が
、
哲
学
的
意
味
で
の
お
答
え
に
な
る
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
、
安
藤
先
生
の
報
告
で
触
れ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
公
文

書
は
公
共
財
で
あ
る
、
国
民
の
財
産
で
あ
る
。
だ
か
ら
保
存
を
し
、

閲
覧
を
す
る
権
利
が
国
民
に
は
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。足
立
昌
勝
　
わ
ざ
わ
ざ
刑
事
事
件
と
民
事
事
件
に
分
け
て
質
問
し
ま

し
た
。
今
の
説
明
は
、
刑
事
事
件
に
は
、
あ
る
程
度
妥
当
す
る
と
思

い
ま
す
。
つ
ま
り
、
裁
判
公
開
原
則
の
も
と
で
な
さ
れ
て
い
る
刑
事

事
件
な
ら
わ
か
る
。
民
事
事
件
と
い
う
の
は
、
そ
も
そ
も
当
事
者
の

意
思
で
裁
判
が
進
め
ら
れ
る
。
原
告
あ
る
い
は
原
告
が
訴
え
る
か
ら

裁
判
が
始
ま
る
わ
け
だ
。
す
る
と
民
事
の
場
合
は
ど
こ
に
根
拠
が
あ

る
ん
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
い
る
の
で
す
。

浅
古
　
た
と
え
民
事
紛
争
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
当
事
者
の
意
思
で

裁
判
が
進
め
ら
れ
た
に
し
て
も
、
当
事
者
が
そ
の
紛
争
の
解
決
を
国

家
機
関
で
あ
る
裁
判
所
に
委
ね
れ
ば
、
そ
こ
に
、
言
葉
は
適
切
で
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
社
会
性
あ
る
い
は
公
共
性
が
事
件
に
附
与

さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
裁
判
所
の
判
断
は
、
当
事
者
だ

け
で
な
く
社
会
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。
そ
う
い
う
裁
判
の
公

正
を
保
障
す
る
意
味
か
ら
も
、
記
録
の
公
開
は
必
要
で
あ
る
と
思
い

司
法
資
料
保
存
の
歴
史
と
現
代
的
課
題

ま
す
。
国
家
機
関
の
一
つ
で
あ
る
裁
判
所
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
記

録
・
書
類
は
全
て
国
の
公
文
書
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

竹
澤
　
今
の
ご
質
問
の
お
答
え
に
な
る
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
日
弁
連
と
最
高
裁
判
所
当
局
と
の
間
に
、
先
程
話
し
ま
し
た
新

通
達
の
発
出
に
先
立
ち
ま
し
て
、
「
二
項
特
別
保
存
」
の
基
準
を
何
に

求
め
る
か
、
ど
う
表
現
す
る
か
に
つ
き
ま
し
て
、
日
弁
連
の
意
見
・

要
望
を
述
べ
、
こ
れ
が
ア
か
ら
カ
ま
で
の
な
か
に
生
か
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
件
の
当
事
者
の
利
害
と

い
う
も
の
を
超
え
て
、
例
え
ば
、
重
要
な
憲
法
判
断
が
示
さ
れ
た
事

件
あ
る
い
は
重
要
な
判
例
と
な
っ
た
判
断
が
示
さ
れ
た
事
件
、
法
令

の
解
釈
運
用
上
特
に
参
考
に
な
る
判
断
が
示
さ
れ
た
事
件
、
そ
れ
か

ら
世
相
を
反
映
し
た
事
件
等
、
史
料
的
価
値
の
高
い
も
の
、
後
世
に

残
す
に
値
す
る
も
の
の
基
準
と
い
う
こ
と
で
、
一
応
、
具
体
化
さ
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
第
三
の
ご
質
問
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日
弁
連
に
民
訴
法
改
正
に
関

す
る
特
別
委
員
会
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
こ
で
や
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

私
は
関
係
し
て
い
ま
せ
ん
。
私
は
、
司
法
制
度
調
査
会
の
な
か
の
訴

訟
記
録
保
存
に
関
す
る
小
委
員
会
の
責
任
者
を
や
っ
て
い
る
の
で
す

け
れ
ど
も
、
そ
こ
か
ら
は
、
今
、
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
な
裁

判
の
公
開
の
原
則
を
堅
持
す
る
方
向
で
の
意
見
を
出
し
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
た
だ
、
情
報
公
開
の
問
題
と
い
う
の
は
、
民
事
刑
事

あ
る
い
は
そ
の
訴
訟
記
録
、
行
政
記
録
で
も
大
き
な
間
題
を
は
ら
ん

一
三
五
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で
い
る
こ
と
は
、
ご
存
知
の
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
裁
判
の
面
で

も
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
を
め
ぐ
る
な
ど
で
裁
判
が
起
き
た
り
、
か

な
り
難
し
い
問
題
が
出
て
き
て
い
る
。
そ
う
い
う
観
点
で
憲
法
に
保

障
さ
れ
た
裁
判
の
公
開
と
い
う
こ
と
と
、
そ
れ
が
記
録
化
し
た
段
階

に
お
け
る
、
そ
れ
が
イ
コ
ー
ル
記
録
の
公
開
に
移
し
て
い
い
の
か
ど

う
か
と
い
う
議
論
が
か
な
り
学
者
の
間
、
刑
訴
や
民
訴
の
学
者
の
間

で
も
あ
る
よ
う
で
す
。
そ
う
い
う
時
代
の
流
れ
と
い
い
ま
す
か
、
特

に
裁
判
記
録
の
場
合
に
は
難
し
い
問
題
が
あ
る
こ
と
も
否
定
で
き
な

い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
法
律
に
ど
う
い
う
形
で
表
現
し
て
い

く
か
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
結
局
、
裁
判
の
公
開
と
い
う
憲
法
上

の
原
則
ま
で
蝕
む
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
な
る
、
例
外
が
原
則
化
す

る
危
険
に
つ
い
て
は
、
日
弁
連
と
し
て
は
戒
め
て
く
れ
と
い
う
こ
と
、

私
ど
も
の
委
員
会
か
ら
は
言
っ
て
あ
る
つ
も
り
で
す
。

吉
井
　
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。
時
間
が
だ
い
ぶ
押
し
詰
ま
っ
て
来

て
お
り
ま
す
の
で
、
第
四
報
告
の
討
論
に
移
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
質
問
票
は
第
三
報
告
ま
で
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

第
四
の
安
藤
先
生
の
報
告
に
つ
き
ま
し
て
、
も
し
、
フ
ロ
ア
ー
か
ら

諸
外
国
に
お
け
る
司
法
資
料
保
存
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
ご
発
言
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

佐
藤
信
夫
　
日
本
で
》
8
ぼ
く
馨
と
い
う
よ
う
な
職
能
で
し
ょ
う

か
、
そ
う
い
う
も
の
の
養
成
と
い
う
も
の
は
、
現
在
、
可
能
で
あ
る

か
ど
う
か
、
そ
れ
は
、
例
え
ば
、
裁
判
所
の
書
記
官
な
ど
を
》
雫

一
三
六

9
三
馨
に
養
成
す
る
と
い
う
よ
う
な
動
き
が
あ
る
の
か
ど
う
か
、
伺

い
た
い
。
そ
れ
か
ら
、
英
米
あ
る
い
は
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
裁
判

所
の
書
記
官
と
＞
8
注
≦
誓
と
の
間
に
交
流
と
い
う
も
の
は
あ
る
の

か
ど
う
か
、
伺
い
た
い
。

安
藤
　
お
答
え
で
き
る
こ
と
は
余
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、
現
在
の
日
本

に
お
け
る
＞
8
霞
く
醇
の
養
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
ま
さ
に
、
そ
の

た
め
の
制
度
を
ど
う
作
っ
て
い
こ
う
か
と
い
う
こ
と
を
国
の
レ
ベ
ル

で
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
日
、
直
接
に
は
引
用
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
公
文
書
館
法
第
四
条
第
二
項
の
と
こ
ろ
に
、

公
文
書
館
に
は
、
館
長
、
そ
の
次
に
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
公
文

書
等
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
う
専
門
職
員
、
そ
の
他
必
要
な
職
員

を
置
く
も
の
と
す
る
、
と
い
う
規
定
が
あ
り
ま
し
て
、
こ
れ
は
、
い

わ
ゆ
る
諸
外
国
で
い
う
》
8
匡
≦
簿
を
念
頭
に
置
い
た
規
定
な
の
で

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
》
8
窯
く
韓
に
つ
い
て
の
養
成
制
度
が
今

な
い
た
め
に
、
こ
の
法
律
の
附
則
の
と
こ
ろ
で
、
当
分
の
間
、
地
方

公
共
団
体
が
設
置
す
る
公
文
書
館
に
は
、
第
四
条
第
二
項
の
専
門
職

員
を
置
か
な
い
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
風
に
書
い
て
あ
り
、
こ
の
当

分
の
間
は
置
か
な
い
で
も
い
い
と
い
う
こ
こ
を
早
く
撤
廃
し
て
、
各

公
文
書
館
に
専
門
職
員
を
置
か
せ
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
た
め
に
、

現
在
、
国
立
公
文
書
館
を
中
心
と
し
て
、
養
成
制
度
を
ど
う
す
る
か

検
討
を
行
っ
て
い
る
。
間
も
な
く
、
そ
の
結
果
が
出
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
民
間
の
団
体
で
あ
る
全
国
歴
史
資



料
保
存
利
用
機
関
連
絡
協
議
会
で
も
、
そ
の
た
め
の
提
言
と
い
う
も

の
を
出
し
て
い
ま
す
。
遠
か
ら
ず
、
諸
外
国
と
同
じ
よ
う
な
大
学
院

レ
ベ
ル
で
の
養
成
制
度
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
か
ら
、
書
記
官
の
方
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
、
日

本
の
な
か
で
、
そ
う
い
っ
た
書
記
官
の
方
を
対
象
と
し
た
養
成
が
な

さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
ち
ょ
っ

と
私
は
存
じ
ま
せ
ん
が
、
も
し
、
そ
う
い
う
こ
と
を
希
望
さ
れ
る
方

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
私
の
勤
務
先
で
あ
り
ま
す
国
立
国
文
学
研
究
資

料
館
史
料
館
あ
る
い
は
国
立
公
文
書
館
で
短
期
の
研
修
コ
ー
ス
は
あ

り
ま
し
て
、
そ
う
い
う
希
望
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

　
》
8
ビ
証
馨
と
書
記
官
の
交
流
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て

は
、
私
は
実
体
上
の
知
識
は
あ
り
ま
せ
ん
。
制
度
上
は
、
先
程
ち
ょ

っ
と
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
特
に
ア
メ
リ
カ
の
場
合
は
そ
う
で

す
が
、
国
の
公
文
書
館
が
直
接
各
裁
判
所
に
入
っ
て
行
く
形
で
、
記

録
管
理
等
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
そ
の
な
か
で
書
記
官
に

対
し
て
直
接
的
な
指
導
教
育
を
行
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

牧
す
い
ま
せ
ん
。
何
遍
も
。
承
り
ま
す
と
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
タ
州
だ

け
で
も
、
膨
大
な
訴
訟
の
数
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
結
果
的
に
は
何

％
ぐ
ら
い
が
選
別
さ
れ
て
残
る
の
か
、
残
さ
れ
る
の
か
。

安
藤
　
一
般
的
に
何
％
と
と
い
う
言
い
方
は
非
常
に
難
し
い
の
で
す

が
、
こ
の
〔
資
料
〕
W
9
を
み
ま
す
と
、
ニ
ュ
～
ヨ
ー
ク
州
で
は
、

毎
年
新
し
い
文
書
が
四
万
立
法
フ
ィ
ー
ト
で
て
く
る
の
で
す
け
れ
ど

司
法
資
料
保
存
の
歴
史
と
現
代
的
課
題

も
、
こ
れ
ま
で
に
蓄
積
さ
れ
た
も
の
が
、
だ
い
た
い
約
一
〇
〇
万
立

方
フ
ィ
ー
ト
だ
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
そ
の
な
か
の
約
四
〇
％
が
永

久
保
存
記
録
指
定
に
値
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
過
去
に
蓄

積
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
の
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
で
あ
っ
て
、
現
在
、

日
々
作
成
さ
れ
て
い
る
も
の
が
四
〇
％
も
残
さ
れ
る
と
は
と
て
も
思

え
な
い
。
と
こ
ろ
が
そ
の
あ
と
を
見
ま
す
と
、
四
万
の
う
ち
約
一
万

五
千
が
永
久
保
存
記
録
に
あ
た
る
の
で
は
な
い
か
と
見
積
も
っ
て
い

ま
す
。
非
常
に
多
い
で
す
。
四
万
の
う
ち
一
万
五
千
と
い
う
と
、
や

は
り
四
〇
％
に
近
い
。
実
際
は
そ
ん
な
に
残
す
こ
と
は
な
い
と
思
う

の
で
す
け
れ
ど
、
裁
判
記
録
の
場
合
は
、
残
す
率
が
高
い
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
行
政
文
書
の
場
合
は
、
非
常
に
｝
般
的
な
い
い
か
た
で

は
、
例
え
ば
イ
ギ
リ
ス
の
場
合
な
ど
は
、
省
庁
記
録
は
約
五
％
、
多

く
て
も
一
割
と
い
う
風
に
大
ざ
っ
ぱ
に
言
っ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
れ

は
勿
論
国
に
よ
っ
て
あ
る
い
は
機
関
に
よ
っ
て
、
か
な
り
バ
ラ
ツ
キ

が
あ
り
ま
す
。

吉
井
　
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

各
国
に
お
け
る
司
法
資
料
保
存
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
何
か
ご
発
言

い
た
だ
け
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
お
願
い
し
ま
す
。
ご

指
名
し
て
恐
縮
で
す
が
、
青
山
学
院
大
学
の
平
松
紘
先
生
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

平
松
紘
急
な
ご
指
名
で
な
に
を
答
え
た
ら
良
い
か
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
私
、
イ
ギ
リ
ス
の
℃
q
σ
一
8
肉
Φ
8
こ
○
窪
8
と
か
地
方
の
文

一
三
七
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書
館
な
ど
に
何
度
か
出
か
け
た
り
し
て
お
り
ま
す
。
ア
タ
セ
ス
の
観

点
か
ら
、
日
本
に
つ
い
て
の
近
藤
先
生
の
話
な
ど
を
聞
い
て
い
て
、

大
き
な
違
い
を
改
め
て
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。
私
の
よ
う
な
何
処
か

ら
来
た
の
か
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
者
で
も
、
非
常
に
快
く
、
ど
の
文

書
館
で
も
迎
え
入
れ
て
く
れ
た
経
験
が
何
度
か
あ
り
ま
す
。
結
局
、

恐
ら
く
欧
米
の
場
合
、
だ
い
た
い
三
〇
年
を
画
期
点
と
し
て
裁
判
上

の
記
録
と
し
て
の
証
拠
価
値
か
ら
歴
史
価
値
へ
と
い
う
考
え
方
が
、

か
な
り
徹
底
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
か
ら
、

欧
米
の
み
な
ら
ず
、
例
え
ば
、
私
が
少
々
調
べ
た
と
こ
ろ
で
は
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
・
ジ
ャ
マ
イ
カ
・
ブ
ラ
ジ
ル
・
ボ
リ
ビ
ア
・
ガ
ー
ナ
と

い
っ
た
よ
う
な
、
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
で
も
公
文
書
館
で
、
い
わ
ゆ

る
裁
判
、
司
法
記
録
を
含
め
た
保
存
体
制
が
採
ら
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
、
日
本
の
現
状
、
特
に
そ
の
保
存
と
ア
タ
セ
ス
に
関
し
て
、
ど

う
い
う
こ
と
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
私
な
り
に
考
え
て
み
た
い
と
い

う
気
が
し
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
先
程
か
ら
、
》
容
圧
≦
簿
の
話
が
出
て

お
り
ま
す
が
、
例
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
国
立
公
文
書
館
で
は
、
確
か

三
〇
名
あ
ま
り
の
》
容
圧
註
馨
が
お
り
、
だ
い
た
い
学
位
を
持
っ
て

い
る
方
で
す
し
、
ア
メ
リ
カ
で
は
三
〇
〇
人
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は

二
〇
名
、
ケ
ニ
ア
で
は
五
〇
名
の
＞
8
三
く
醇
が
国
立
公
文
書
館
に

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
先
程
、
根
拠
と
か
理
念
と
か
と
い
う
話
も

あ
り
ま
し
た
が
、
国
民
の
共
有
財
産
、
あ
る
い
は
我
々
で
い
え
ば
歴

史
資
料
と
し
て
の
価
値
と
い
う
問
題
で
す
が
、
結
局
、
私
は
、
日
本

一
三
八

の
文
化
資
本
観
と
い
う
か
、
最
終
的
な
問
題
は
そ
う
い
っ
た
問
題
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
ど

れ
ぐ
ら
い
の
財
政
的
基
盤
が
あ
る
の
か
ど
う
か
、
比
較
の
上
で
も
、

そ
う
い
っ
た
研
究
を
こ
れ
か
ら
や
る
必
要
が
あ
る
気
が
い
た
し
ま

す
。吉
井
　
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
与
え
ら
れ
た
時
聞
が

超
過
し
て
お
り
ま
す
が
、
最
後
に
、
司
法
資
料
保
存
に
対
す
る
学
会

の
対
応
に
つ
い
て
の
ご
意
見
が
小
林
三
衛
先
生
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
判
決
原
本
・
訴
訟
記
録
は
、
法
史
学
・
法
社
会
学
な
ど
の
研
究
に

と
っ
て
、
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
の
法
制
の
下
で
は
、

そ
れ
ら
を
知
認
し
、
閲
覧
・
謄
写
す
る
こ
と
が
、
困
難
で
あ
る
だ
け

で
な
く
、
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
特
別
保
存
の
方
法
が
あ

る
が
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
か
が
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

研
究
者
が
個
人
で
手
続
を
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い

が
、
限
度
が
あ
る
。
そ
こ
で
諸
学
会
、
特
に
法
制
史
学
会
あ
る
い
は

学
会
連
合
が
会
員
の
申
請
を
取
り
ま
と
め
て
、
手
続
を
取
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
考
え
る
が
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
う
い
う
ご
指
摘
で
す
。

報
告
者
の
方
、
今
の
ご
意
見
に
な
に
か
あ
り
ま
し
た
ら
…
…
。

浅
古
　
全
く
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。
民
事
判
決
原
本
の
保
存
と

な
ら
ん
で
大
切
な
こ
と
は
、
彪
大
な
量
の
、
し
か
も
日
々
新
ら
た
に

作
成
さ
れ
る
事
件
記
録
の
な
か
か
ら
、
ど
の
事
件
記
録
を
残
す
の
か
。



選
択
保
存
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
の
確
立
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
日

弁
連
で
も
、
各
地
の
弁
護
士
会
を
窓
口
と
す
る
「
二
項
特
別
保
存
」

の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
作
り
を
検
討
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
の

で
、
学
界
で
も
早
急
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。
良
い
知
恵
を
お
出
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

吉
井
　
ご
提
出
い
た
だ
き
ま
し
た
質
問
票
は
以
上
で
す
。
時
間
が
過

ぎ
て
お
り
ま
す
の
で
、
特
に
ご
発
言
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
も
う
ひ

と
方
だ
け
ど
う
ぞ
。

山
中
永
之
佑
　
私
自
身
は
、
解
決
が
つ
い
て
い
な
い
の
で
す
が
、
先

程
、
情
報
公
開
と
の
関
連
で
、
話
が
出
ま
し
た
が
、
情
報
公
開
の
場

合
は
、
行
政
へ
の
住
民
参
加
、
国
民
参
加
の
問
題
、
あ
る
い
は
行
政

の
国
民
監
視
の
問
題
で
あ
り
ま
す
が
、
司
法
の
場
合
、
そ
れ
と
似
た

よ
う
な
観
点
を
打
ち
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
ど
う
か
、
こ
れ
は
、

我
々
と
し
て
考
え
る
べ
き
課
題
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
が
第
一
点

で
す
。
第
二
点
は
、
公
文
書
館
法
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
が
、
公
文

書
館
法
の
立
法
意
図
の
な
か
に
司
法
資
料
が
は
い
っ
て
い
る
の
か
ど

う
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
σ
ま
り
、
公
文
書
の
な
か
に
で
す
。
こ

こ
ら
辺
を
ち
ょ
っ
と
お
教
え
願
い
た
い
。
つ
ま
り
公
文
書
館
法
が
問

題
に
な
っ
た
時
に
、
公
文
書
館
法
の
制
定
を
求
め
る
運
動
あ
る
い
は

立
法
者
が
司
法
資
料
ま
で
視
野
に
入
れ
て
考
え
た
か
ど
う
か
、
こ
の

点
、
ち
ょ
っ
と
私
自
身
も
わ
か
ら
な
い
。
し
か
も
現
在
の
公
文
書
館

法
と
い
う
の
は
別
に
公
文
書
館
の
設
置
を
義
務
づ
け
て
い
る
訳
で
も

司
法
資
料
保
存
の
歴
史
と
現
代
的
課
題

な
い
し
、
公
文
書
の
保
存
を
国
と
か
地
方
自
治
体
と
か
に
義
務
づ
け

て
は
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
廃
棄
し
た
場
合
に
、
そ
れ
に
対
す
る
罰
則

も
な
い
と
い
う
、
い
ろ
い
ろ
の
暫
行
、
別
に
意
義
は
認
め
る
訳
で
す

が
、
暫
行
的
な
性
格
が
あ
る
と
い
う
よ
う
な
点
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
を
ど
う
考
え
た
ら
良
い
で
し
ょ
う
か
。

竹
澤
　
あ
と
の
方
の
こ
と
で
答
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
公
文

書
館
法
の
施
行
が
、
昭
和
六
三
年
の
六
月
、
刑
事
確
定
訴
訟
記
録
法

が
同
年
一
月
一
日
。
刑
事
確
定
訴
訟
記
録
法
案
は
、
国
会
で
は
、
法

務
省
所
管
の
法
律
と
し
て
法
務
委
員
会
、
そ
れ
か
ら
公
文
書
館
法
は

議
員
立
法
で
す
が
、
そ
れ
は
総
理
府
の
関
係
で
内
閣
委
員
会
で
審
議

さ
れ
て
い
ま
す
。
実
は
私
は
刑
事
確
定
訴
訟
記
録
法
案
に
つ
い
て
日

弁
連
の
側
か
ら
い
ろ
い
ろ
意
見
を
述
べ
た
り
、
要
請
し
た
り
し
た
の

で
す
が
、
公
文
書
館
法
の
こ
と
は
、
実
を
言
う
と
あ
ま
り
念
頭
に
な

か
っ
た
。
一
方
、
公
文
書
館
法
案
を
推
進
し
て
い
る
側
は
刑
事
確
定

訴
訟
記
録
法
案
は
お
そ
ら
く
念
頭
に
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
私

ど
も
は
、
こ
の
保
存
運
動
を
進
め
て
い
く
な
か
で
、
行
政
文
書
に
つ

い
て
は
こ
う
い
う
動
き
が
あ
り
、
こ
う
い
う
運
動
が
あ
る
と
い
う
こ

と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
成
立
し
た
公
文
書
館
法
に

い
う
と
こ
ろ
の
公
文
書
の
概
念
に
は
司
法
資
料
の
多
く
は
含
ま
れ
る

だ
ろ
う
と
思
う
の
で
す
が
、
立
法
者
の
当
時
の
頭
の
な
か
に
は
、
そ

れ
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
推
進
し
て
い
る
側
に
も
、
そ

れ
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
む
し
ろ
、
こ
の
二
つ
の
法
律

一
三
九



早
法
六
九
巻
二
号
（
一
九
九
三
）

が
で
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
後
に
意
識
し
た
問
題
と
し
て
、
行

政
文
書
・
司
法
文
書
を
含
め
た
公
文
書
の
保
存
に
関
す
る
基
本
的
な

法
律
、
基
本
法
を
作
っ
て
行
こ
う
と
い
う
方
向
に
事
態
は
動
い
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
、
私
は
思
？
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
次
に
、

情
報
公
開
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
行
政
文
書
の
情
報
公
開
と
は

や
や
違
っ
た
困
難
な
問
題
が
司
法
資
料
の
場
合
は
あ
る
。
例
え
ば
、

刑
事
記
録
の
場
合
、
供
述
調
書
が
一
杯
あ
る
。
そ
の
な
か
に
は
、
前

科
・
前
歴
・
身
上
照
会
・
家
族
関
係
に
立
ち
入
っ
た
状
況
が
全
部
書

か
れ
た
供
述
調
書
な
ど
が
必
ず
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
記
録
を
公

開
す
る
と
な
る
と
、
そ
の
面
で
の
特
段
の
配
慮
は
不
可
欠
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
し
て
、
し
た
が
っ
て
、
当
局
側
が
そ
の
面
で
特
に
神
経

質
に
な
る
気
持
ち
は
わ
か
ら
な
い
で
も
な
い
の
で
す
。
そ
れ
は
情
報

公
開
の
場
合
、
行
政
・
司
法
を
問
わ
ず
、
い
つ
で
も
出
て
く
る
問
題

な
の
で
、
原
則
公
開
の
立
場
は
き
ち
ん
と
踏
ま
え
て
、
具
体
的
に
対

応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

山
中
　
そ
う
い
う
ご
意
見
が
出
る
こ
と
を
期
待
し
て
申
し
上
げ
た
ん

で
す
が
…
…
。

浅
古
　
公
文
書
館
法
に
い
う
公
文
書
の
定
義
に
つ
き
ま
し
て
、
行
政

文
書
だ
け
を
対
象
に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
が
ち
で

あ
り
ま
す
の
で
、
若
干
の
補
足
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
公
文

書
館
法
施
行
の
際
に
出
さ
れ
ま
し
た
昭
和
六
三
年
六
月
一
日
付
の
内

閣
官
房
副
長
官
か
ら
各
都
道
府
県
知
事
に
宛
ら
れ
た
通
達
が
あ
り
ま

一
四
〇

す
が
、
そ
の
通
達
に
別
添
さ
れ
た
「
公
文
書
館
法
の
解
釈
と
要
旨
」

は
、
「
公
文
書
そ
の
他
の
記
録
は
、
国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
保
管
し

て
い
る
も
の
を
指
し
、
国
又
は
地
方
公
共
団
体
で
あ
れ
ば
、
い
か
な

る
機
関
が
保
管
し
て
い
て
も
よ
く
、
ま
た
他
の
国
又
は
地
方
公
共
団

体
の
機
関
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
っ
て
も
よ
い
」
と
し
て
お
り
ま
す
。

国
の
機
関
で
あ
る
裁
判
所
が
作
成
し
た
記
録
あ
る
い
は
司
法
行
政
文

書
も
、
当
然
に
公
文
書
館
法
に
い
う
公
文
書
に
含
ま
れ
る
と
思
い
ま

す
。吉
井
　
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
だ
い
ぶ
時
間
が
過
ぎ

て
し
ま
い
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
終
わ
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
司
法
資
料
保
存
問
題
に
対
す
る
、
私

た
ち
法
制
史
学
会
会
員
の
理
解
と
認
識
を
深
め
て
い
く
上
で
、
何
ら

か
の
お
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
幸
い
で
す
。

　
長
時
間
、
熱
心
に
ご
討
論
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

（
附
記
）
こ
の
記
録
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
松
村
光
希
子
氏
（
国
立

国
会
図
書
館
）
か
ら
会
場
で
の
録
音
テ
ー
プ
の
提
供
を
受
け
た
。
ま

た
、
法
学
部
学
生
永
田
晶
子
さ
ん
に
は
テ
ー
プ
か
ら
草
稿
を
作
成

す
る
労
を
お
願
い
し
た
。
お
二
人
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
浅
古
　
弘
・
吉
井
蒼
生
夫
）
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和
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〇
年
第
一
〇
二
国
会
で
採
択
）

　
2
　
訴
訟
記
録
等
保
存
立
法
に
つ
い
て
の
要
望
書
（
昭
和
六
〇
年
七
月
、
日
本
弁

　
3
　
裁
判
確
定
記
録
保
存
に
関
す
る
法
律
案
要
綱
試
案
（
昭
和
六
一
年
九
月
、
日

　
4
　
「
刑
事
確
定
訴
訟
記
録
法
（
仮
称
）
要
綱
骨
子
」
に
対
す
る
意
見
書
（
昭
和

　
5
　
「
事
件
記
録
等
保
存
規
程
の
運
用
に
つ
い
て
」
に
対
す
る
要
望
書
（
平
成
四

　
6
　
「
事
件
記
録
等
保
存
規
程
の
運
用
に
つ
い
て
」
に
対
す
る
要
望
書
（
平
成
五

樫
　
欧
米
関
係
資
料
（
文
責
安
藤
正
人
）

　
1
　
文
書
館
（
＞
8
ゴ
く
霧
）
シ
ス
テ
ム
と
総
合
的
記
録
管
理
プ
ロ
グ
ラ
ム
概
念

　
2
　
英
国
公
記
録
法
℃
仁
び
一
8
菊
①
8
巳
ω
》
9
一
霧
o
。
（
抄
）

　
3
　
英
国
裁
判
所
の
記
録
保
存
年
限
規
定
表
園
8
0
a
ω
ω
9
a
巳
Φ
の
例

一
四
一



早
法
六
九
巻
二
号
（
一
九
九
三
）

5
　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
連
邦
記
録
関
係
法
お
よ
び
規
則
（
抄
）

6
　
　
『
連
邦
司
法
行
政
の
手
引
き
』
○
鼠
8
8
甘
象
o
鼠
曙
勺
○
浮
一
霧
弩
α

鴛
8
a
ξ
霧
（
お
o
。
o
。
）
第
四
章
　
記
録
管
理
（
抄
）

7
　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
連
邦
裁
判
所
組
織
と
記
録
の
流
れ

8
　
州
裁
判
所
全
米
セ
ン
タ
ー
『
州
裁
判
記
録
の
保
存
調
査
』
（
一
〇
〇。
㎝
）
ω
富
9

　
0
0
弩
け
閃
Φ
8
巳
o
。
菊
9
窪
賦
o
づ
ω
ξ
＜
亀
か
ら

9
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
司
法
記
録
の
最
終
処
置
お
よ
び
記
録
史
料
保
存
推
進
プ

　
ロ
ジ
ェ
ク
ト
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
統
一
裁
判
所
シ
ス
テ
ム
の
記
録
管
理
ー
ニ

　
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
司
法
記
録
処
置
委
員
会
最
終
報
告
書
』
（
一
九
入
八
）
（
抄
）

1
　
旧
法
令

　
1
　
大
審
院
並
裁
判
所
書
類
保
存
規
程

　
　
　
　
　
　
（
明
治
一
八
年
一
〇
月
二
四
日
司
法
省
丁
第
二
一
号
達
）

第
一
条
勧
解
書
類
ノ
保
存
期
限
ハ
三
年
ト
ス

第
二
条
動
産
其
他
ノ
民
事
訴
訟
書
類
ノ
保
存
期
限
ハ
七
年
ト
ス

第
三
条
不
動
産
拉
人
事
二
関
ス
ル
民
事
訴
訟
書
類
ノ
保
存
期
限
ハ

　
ニ
十
年
ト
ス
但
土
地
経
界
及
水
利
二
関
ス
ル
必
要
ナ
ル
絵
図
面
等

　
ハ
永
久
之
ヲ
保
存
ス
可
シ

第
四
条
　
違
警
罪
訴
訟
書
類
ノ
保
存
期
限
ハ
一
年
ト
ス

第
五
条
　
軽
罪
訴
訟
書
類
ノ
保
存
期
限
ハ
六
年
ト
ス

第
六
条
　
重
罪
訴
訟
書
類
ノ
保
存
期
限
ハ
ニ
十
年
ト
ス

第
七
条
　
第
一
条
ノ
期
限
ハ
勧
解
落
着
ノ
日
ヨ
リ
第
二
条
以
下
ノ
期

一
四
二

　
限
ハ
裁
判
確
定
ノ
日
ヨ
リ
起
算
ス

第
八
条
　
刑
事
閾
席
裁
判
二
関
ス
ル
訴
訟
書
類
ハ
其
期
満
免
除
二
至

　
ル
ヲ
以
テ
期
限
ト
ス
但
期
満
免
除
二
至
ラ
サ
ル
前
其
言
渡
確
定
シ

　
タ
ル
者
ハ
第
四
条
以
下
ノ
規
則
二
従
フ

第
九
条
　
被
告
人
逃
走
等
二
係
リ
公
判
二
付
ス
ル
能
ハ
サ
ル
事
件
ノ

　
訴
訟
書
類
ハ
第
四
条
第
五
条
第
六
条
二
定
メ
タ
ル
期
限
間
之
ヲ
保

　
存
ス
可
シ
但
其
期
限
ハ
犯
罪
ノ
日
ヨ
リ
起
算
ス

第
十
条
　
民
事
刑
事
ノ
言
渡
書
及
命
令
書
ハ
永
久
之
ヲ
保
存
ス
可
シ

第
十
一
条
　
受
付
逓
付
拉
雑
事
二
関
ス
ル
簿
冊
類
ノ
保
存
期
限
ハ
其

　
記
載
ヲ
終
リ
タ
ル
日
ヨ
リ
ニ
年
ト
シ
訴
訟
件
名
録
ハ
永
久
之
ヲ
保

　
存
ス
可
シ

第
十
二
条
　
表
記
二
関
ス
ル
簿
冊
類
ノ
保
存
期
限
ハ
其
製
表
ヲ
終
リ

　
タ
ル
日
ヨ
リ
三
年
ト
ス
但
表
記
及
既
決
犯
罪
表
ハ
永
久
之
ヲ
保
存

　
ス
可
シ

第
十
三
条
　
書
記
局
二
於
テ
管
掌
ス
ル
金
銭
物
品
二
関
ス
ル
簿
冊
類

　
ノ
保
存
期
限
ハ
其
事
柄
ノ
終
リ
タ
ル
日
ヨ
リ
十
年
ト
ス

第
十
四
条
　
公
文
記
録
赦
典
復
権
及
処
務
手
続
其
他
決
議
二
関
ス
ル

　
簿
冊
ノ
類
ハ
永
久
之
ヲ
保
存
ス
可
シ

第
十
五
条
　
前
数
条
二
定
ム
ル
所
ノ
保
存
期
限
ヲ
経
過
セ
シ
書
類
ハ

　
書
記
局
二
於
テ
審
査
シ
目
録
ヲ
作
リ
検
事
ノ
職
務
二
関
ス
ル
書
類

　
ハ
検
事
其
他
ノ
書
類
ハ
大
審
院
長
又
ハ
裁
判
所
長
ノ
検
閲
ヲ
経
タ

　
ル
後
細
断
シ
テ
之
ヲ
廃
棄
ス
可
シ
但
訴
訟
書
類
ノ
副
本
ハ
其
正
本



　
現
存
セ
サ
ル
場
合
ヲ
除
タ
ノ
外
保
存
期
限
二
拘
ラ
ス
裁
判
確
定
ノ

　
後
直
チ
ニ
之
ヲ
細
断
シ
テ
廃
棄
ス
可
シ

第
十
六
条
　
此
規
則
ハ
大
審
院
ハ
其
創
設
控
訴
裁
判
所
ハ
上
等
裁
判

　
所
ト
始
審
裁
判
所
ハ
地
方
裁
判
所
ト
称
セ
シ
以
後
ノ
書
類
二
適
用

　
ス
可
キ
者
ト
ス

　
【
内
閣
官
報
局
編
『
明
治
｝
八
年
法
令
全
書
』
〔
復
刻
版
〕
（
二
）
原
書
房
、
一
九
七
七

　
年
、
九
九
三
頁
】

　
2
　
大
審
院
並
裁
判
所
書
類
保
存
規
程
心
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
明
治
一
八
年
一
〇
月
二
四
日
司
法
省
達
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
審
院
　
裁
判
所

当
省
丁
第
廿
】
号
ヲ
以
テ
大
審
院
裁
判
所
書
類
保
存
規
程
相
達
候
二

付
テ
ハ
左
ノ
通
心
得
ヘ
シ

　
一
新
法
実
施
以
前
ノ
処
断
二
属
ス
ル
刑
事
訴
訟
書
類
重
罪
軽
罪
井

　
　
違
警
罪
二
該
ル
者
ハ
明
治
十
四
年
第
八
拾
一
号
布
告
第
一
条
二

　
　
準
拠
ス
可
シ

　
一
保
存
規
程
第
十
五
条
二
依
リ
廃
棄
二
属
セ
シ
書
類
ハ
之
ヲ
売
却

　
　
シ
代
金
ハ
成
規
ノ
手
続
ヲ
以
テ
納
付
ス
ヘ
シ

　
一
同
第
十
六
条
二
定
メ
タ
ル
上
等
裁
判
所
及
地
方
裁
判
所
ト
称
セ

　
　
シ
以
前
ノ
訴
訟
書
類
ハ
総
テ
之
ヲ
保
存
ス
可
シ

右
相
達
候
事

　
　
　
　
【
司
法
省
蔵
版
『
類
聚
法
規
第
八
編
』
一
八
八
六
年
、
第
四
類
、
第
｝
八
一
】

　
　
　
司
法
資
料
保
存
の
歴
史
と
現
代
的
課
題

　
3
　
民
刑
訴
訟
記
録
保
存
規
程

　
　
　
（
大
正
七
年
六
月
三
日
司
法
省
法
務
局
庶
第
七
号
司
法
大
臣
訓
令
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
改
正
大
正
二
二
年
刑
第
一
〇
八
九
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
　
四
年
民
第
二
、
六
七
二
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
二
二
年
民
甲
第
四
二
六
号

第
一
条
民
事
記
録
ハ
別
段
ノ
定
ア
ル
モ
ノ
ヲ
除
タ
ノ
外
十
年
間
之

　
ヲ
保
存
ス
ヘ
シ
特
別
法
ノ
規
定
二
依
リ
通
常
裁
判
所
ノ
権
限
二
属

　
ス
ル
事
件
ノ
記
録
亦
同
シ

第
二
条
非
訟
事
件
、
強
制
執
行
、
仮
差
押
、
仮
処
分
、
配
当
手
続

　
又
ハ
執
行
文
付
与
二
関
ス
ル
記
録
ハ
五
年
間
之
ヲ
保
存
ス
ヘ
シ
強

　
制
執
行
異
議
二
関
ス
ル
記
録
亦
同
シ

第
三
条
　
調
停
事
件
又
ハ
和
解
事
件
ノ
記
録
ハ
三
年
間
之
ヲ
保
存
ス

　
ヘ
シ

第
四
条
　
復
権
二
関
ス
ル
記
録
ハ
一
年
間
之
ヲ
保
存
ス
ヘ
シ

第
五
条
　
過
料
二
関
ス
ル
事
件
ノ
記
録
ハ
｝
年
間
之
ヲ
保
存
ス
ヘ
シ

　
其
ノ
執
行
二
関
ス
ル
記
録
ノ
保
存
期
間
ハ
第
二
条
ノ
例
二
依
ル

第
六
条
　
選
挙
二
関
ス
ル
事
件
ノ
記
録
ハ
三
年
問
之
ヲ
保
存
ス
ヘ
シ

第
七
条
　
前
六
条
ノ
規
定
二
依
ル
保
存
期
間
ハ
裁
判
ノ
確
定
其
ノ
他

　
事
件
完
結
ノ
日
ヨ
リ
之
ヲ
起
算
ス

第
八
条
　
督
促
手
続
二
関
ス
ル
記
録
ハ
仮
執
行
ノ
宣
言
ヲ
付
シ
タ
ル

　
支
払
命
令
ノ
確
定
二
因
リ
テ
事
件
完
結
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
三
年
間
其

　
　
　
　
一
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
三



早
法
六
九
巻
二
号
（
一
九
九
三
）

　
ノ
他
ノ
事
由
二
因
リ
テ
事
件
完
結
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
一
年
間
之
ヲ
保

　
存
ス
ヘ
シ

第
九
条
　
公
示
催
告
事
件
ノ
記
録
ハ
左
ノ
区
別
二
従
ヒ
之
ヲ
保
存
ス

　
ヘ
シ

　
一
　
除
権
判
決
二
対
シ
不
服
ノ
訴
ノ
提
起
ナ
キ
場
合
二
於
テ
ハ
除

　
　
権
判
決
言
渡
後
七
年

　
二
　
除
権
判
決
二
対
シ
不
服
ノ
訴
ノ
提
起
ア
リ
タ
ル
場
合
二
於
テ

　
　
ハ
判
決
確
定
ノ
日
ヨ
リ
五
年

　
三
　
其
ノ
他
ノ
事
由
二
因
り
事
件
完
結
シ
タ
ル
場
合
二
於
テ
ハ
完

　
　
結
後
三
年

第
十
条
　
事
件
力
裁
判
二
因
ラ
ス
シ
テ
完
結
シ
タ
ル
場
合
二
於
テ
ハ

　
記
録
ノ
保
存
期
間
ハ
其
ノ
完
結
ノ
日
ヨ
リ
五
年
ト
ス
但
シ
本
令
二

　
之
ヨ
リ
短
キ
保
存
期
間
ノ
定
ア
ル
モ
ノ
ニ
付
テ
ハ
其
ノ
定
二
従
フ

　
（
昭
和
一
三
年
改
正
）

　
〈
旧
V
事
件
力
和
解
、
拗
棄
、
認
諾
其
ノ
他
当
事
者
ノ
処
分
二
因
リ
テ
終
了
二
至
リ
タ

　
ル
場
合
二
於
テ
ハ
記
録
ノ
保
存
期
問
ハ
其
ノ
終
了
ノ
日
ヨ
リ
三
年
ト
ス
但
シ
取
下
二
因

　
リ
テ
終
了
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
一
年
ト
ス

第
十
一
条
仮
差
押
、
仮
処
分
又
ハ
証
拠
保
全
其
ノ
他
ノ
附
随
事
件

　
ノ
記
録
ハ
強
制
執
行
記
録
又
ハ
本
件
記
録
ノ
保
存
期
間
之
ヲ
保
存

　
ス
ル
ヲ
以
テ
足
ル

　
記
録
二
編
綴
セ
サ
ル
書
類
ニ
シ
テ
用
済
二
属
ス
ル
モ
ノ
ノ
保
存
期

　
間
ハ
之
ヲ
一
年
ト
ス

一
四
四

第
十
二
条
　
裁
判
ノ
原
本
ハ
特
別
ノ
保
存
期
間
ノ
定
ア
ル
モ
ノ
ヲ
除

　
ク
ノ
外
記
録
ノ
保
存
期
間
之
ヲ
保
存
ス
ヘ
シ

第
十
三
条
本
案
二
関
ス
ル
判
決
ノ
原
本
ハ
永
久
二
之
ヲ
保
存
ス
ヘ

　
シ
但
シ
仮
差
押
又
ハ
仮
処
分
二
関
ス
ル
判
決
ノ
原
本
ハ
此
ノ
限
二

　
在
ラ
ス

第
十
三
条
ノ
ニ
　
民
事
訴
訟
法
第
四
百
四
十
三
条
ノ
規
定
二
依
リ
確

　
定
判
決
ト
同
一
ノ
効
力
ヲ
有
ス
ル
支
払
命
令
ノ
原
本
ハ
永
久
二
之

　
ヲ
保
存
ス
ヘ
シ
其
ノ
他
ノ
支
払
命
令
ノ
原
本
ノ
保
存
期
間
ハ
第
十

　
二
条
ノ
例
二
依
ル
（
昭
和
四
年
改
正
）

第
十
四
条
　
禁
治
産
、
準
禁
治
産
、
破
産
ノ
宣
告
又
ハ
復
権
ノ
決
定

　
ノ
原
本
ハ
永
久
二
之
ヲ
保
存
ス
ヘ
シ

第
十
五
条
　
和
解
、
請
求
ノ
拗
棄
若
ハ
認
諾
ヲ
記
載
シ
タ
ル
調
書
、

　
調
停
調
書
、
破
産
若
ハ
和
議
債
権
表
又
ハ
仲
裁
判
断
ノ
原
本
ハ
五

　
十
年
間
之
ヲ
保
存
ス
ヘ
シ

　
謹
拠
保
全
ノ
為
ニ
ス
ル
謹
拠
調
ノ
調
書
ハ
三
十
年
間
之
ヲ
保
存
ス

　
ヘ
シ

第
十
六
条
　
削
除

第
十
七
条
　
第
十
三
条
乃
至
第
十
四
条
ノ
裁
判
ヲ
除
ク
ノ
外
事
件
ヲ

　
終
局
ス
ル
本
案
確
定
裁
判
ノ
原
本
ハ
其
ノ
確
定
ノ
日
ヨ
リ
其
ノ
他

　
ノ
本
案
終
局
裁
判
ノ
原
本
ハ
其
ノ
裁
判
力
効
力
ヲ
生
シ
タ
ル
日
ヨ

　
リ
十
年
間
之
ヲ
保
存
ス
ヘ
シ

　
前
項
ノ
保
存
期
問
力
事
件
記
録
ノ
保
存
期
間
ヨ
リ
短
キ
ト
キ
ハ
裁



　
判
ノ
原
本
ハ
記
録
ノ
保
存
期
間
之
ヲ
保
存
ス
ヘ
シ

第
十
八
条
　
民
事
訴
訟
法
第
二
百
二
十
八
条
ノ
規
定
二
依
ル
訴
状
却

　
下
命
令
確
定
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
命
令
ノ
原
本
ハ
補
正
命
令
及
関

　
係
書
類
ト
共
一
二
年
問
之
ヲ
保
存
ス
ヘ
シ
控
訴
状
又
ハ
上
告
状
ノ

　
却
下
命
令
ノ
原
本
亦
同
シ

第
十
九
条
　
過
料
ノ
裁
判
ノ
原
本
ハ
五
年
間
之
ヲ
保
存
ス
ヘ
シ

第
二
十
条
　
他
ノ
事
件
二
附
随
ス
ル
事
件
二
付
テ
ノ
裁
判
ノ
原
本
ハ

　
本
件
記
録
ノ
保
存
期
間
之
ヲ
保
存
ス
ヘ
シ

第
二
十
］
条
裁
判
又
ハ
第
十
五
条
ノ
調
書
ノ
内
容
ヲ
明
ニ
ス
ル
為

　
必
要
ナ
ル
書
類
及
民
事
訴
訟
法
第
四
十
七
条
ノ
規
定
二
依
ル
当
事

　
者
ノ
選
定
、
変
更
ヲ
謹
ス
ル
書
面
ハ
当
該
裁
判
又
ハ
調
書
ノ
原
本

　
ノ
附
属
書
類
ト
シ
テ
原
本
ト
共
二
之
ヲ
保
存
ス
ヘ
シ
事
件
二
付
上

　
級
審
二
於
テ
為
シ
タ
ル
終
局
裁
判
ノ
正
本
ノ
送
付
ア
リ
タ
ル
モ
ノ

　
亦
同
シ

　
前
項
ノ
規
定
ハ
裁
判
確
定
ノ
事
実
ヲ
明
ニ
ス
ル
為
必
要
ナ
ル
書
類

　
及
終
局
判
決
後
ノ
訴
ノ
取
下
書
二
之
ヲ
準
用
ス
但
シ
裁
判
ノ
原
本

　
二
其
ノ
事
実
ヲ
明
ニ
ス
ル
為
必
要
ナ
ル
事
項
ヲ
附
記
シ
裁
判
所
書

　
記
之
二
署
名
捺
印
シ
之
ヲ
以
テ
附
属
書
類
ノ
保
存
二
代
フ
ル
コ
ト

　
ヲ
得

第
二
十
二
条
保
存
期
問
満
了
ノ
後
ト
錐
特
別
ノ
事
由
二
因
リ
保
存

　
ノ
必
要
ア
リ
ト
認
ム
ヘ
キ
記
録
又
ハ
書
類
ハ
其
ノ
事
由
ノ
存
ス
ル

　
間
之
ヲ
保
存
ス
ヘ
シ

司
法
資
料
保
存
の
歴
史
と
現
代
的
課
題

第
二
十
三
条
　
上
告
審
二
於
テ
上
訴
ヲ
終
結
ス
ル
裁
判
ノ
原
本
ハ
前

　
数
条
ノ
規
定
二
拘
ラ
ス
永
久
二
之
ヲ
保
存
ス
ヘ
シ

　
第
二
審
二
於
ケ
ル
抗
告
ノ
裁
判
ニ
シ
テ
訴
訟
手
続
二
関
ス
ル
モ
ノ

　
ノ
原
本
ハ
五
年
間
之
ヲ
保
存
ス
ヘ
シ

第
二
十
四
条
　
刑
事
記
録
ハ
事
件
二
付
言
渡
シ
タ
ル
刑
ノ
種
類
二
従

　
ヒ
左
ノ
区
別
二
依
リ
之
ヲ
保
存
ス
ヘ
シ
但
シ
刑
ノ
時
効
完
成
シ
タ

　
ル
場
合
二
於
テ
ハ
其
ノ
完
成
後
一
年
間
之
ヲ
保
存
ス
ヘ
シ

一二三四五

死
刑
又
ハ
無
期
刑

六
年
以
上
ノ
有
期
刑

六
年
未
満
ノ
有
期
刑

罰
金
拘
留
又
ハ
科
料

十
五
年

　
十
年

　
五
年

　
三
年

　
一
年

　
前
項
第
一
号
乃
至
第
四
号
二
掲
ク
ル
刑
ノ
言
渡
ア
リ
タ
ル
場
合
二

　
於
テ
ハ
記
録
ハ
其
ノ
言
渡
ノ
効
力
ヲ
失
ヒ
タ
ル
後
一
年
間
之
ヲ
保

　
存
ス
ル
ヲ
以
テ
足
ル

第
二
十
五
条
　
刑
ノ
言
渡
ヲ
為
サ
サ
ル
終
局
判
決
又
ハ
予
審
免
訴
ノ

　
決
定
ア
リ
タ
ル
場
合
二
於
テ
ハ
記
録
ハ
左
ノ
区
別
二
依
リ
之
ヲ
保

　
存
ス
ヘ
シ

　
但
シ
公
判
二
付
ス
ル
ニ
足
ル
ヘ
キ
犯
罪
ノ
嫌
疑
ナ
キ
コ
ト
ヲ
理
由

　
ト
ス
ル
予
審
免
訴
ノ
決
定
ア
リ
タ
ル
場
合
二
於
テ
ハ
公
訴
時
効
ノ

　
期
間
又
ハ
再
起
訴
二
係
ル
事
件
ノ
記
録
ノ
保
存
期
問
之
ヲ
保
存
ス

　
ヘ
シ
（
昭
和
二
二
年
但
書
改
正
）

一
四
五



　
　
早
法
六
九
巻
二
号
（
一
九
九
三
）

〈
旧
〉
但
シ
謹
拠
不
十
分
二
基
ク
予
審
免
訴
ノ
決
定
ア
リ
タ
ル
場
合
二
於
テ
ハ
公
訴
時

効
ノ
期
間
又
ハ
再
起
訴
二
係
ル
事
件
ノ
記
録
ノ
保
存
期
間
之
ヲ
保
存
ス
ヘ
シ

　
一
　
死
刑
又
ハ
無
期
刑
二
該
ル
事
件

　
二
　
有
期
刑
二
該
ル
事
件

　
三
　
罰
金
二
該
ル
事
件

　
四
　
拘
留
又
ハ
科
料
二
該
ル
事
件

第
二
十
六
条
　
削
除
（
昭
和
一
三
年
改
正
）

　
〈
旧
V

　
年
間
之
ヲ
保
存
ス
ヘ
シ

第
二
十
七
条

一三五十
年年年年

公
訴
繋
属
中
被
告
人
死
亡
シ
又
ハ
法
人
消
滅
シ
タ
ル
場
合
二
於
テ
ハ
記
録
ハ
五

　
　
　
　
　
　
不
起
訴
記
録
ノ
保
存
期
間
二
関
シ
テ
ハ
第
二
十
五
条

　
ノ
規
定
ヲ
準
用
ス
但
シ
微
罪
処
分
又
ハ
起
訴
猶
予
二
係
ル
モ
ノ
ハ

　
五
年
間
之
ヲ
保
存
ス
ヘ
シ

第
二
十
八
条
　
検
事
ノ
処
分
二
対
ス
ル
抗
告
事
件
ノ
記
録
ハ
三
年
間

　
之
ヲ
保
存
ス
ヘ
シ

第
二
十
九
条
　
刑
ノ
執
行
猶
予
ノ
取
消
二
関
ス
ル
記
録
其
ノ
他
前
数

　
条
二
掲
ケ
サ
ル
刑
事
記
録
ノ
保
存
期
間
ハ
之
ヲ
三
年
ト
シ
記
録
二

　
編
綴
セ
サ
ル
書
類
ニ
シ
テ
用
済
二
属
ス
ル
モ
ノ
ノ
保
存
期
間
ハ
之

　
ヲ
一
年
ト
ス

第
三
十
条
　
徴
収
処
分
二
関
ス
ル
執
行
記
録
ノ
保
存
期
間
ハ
第
二
条

　
ノ
例
二
依
ル

第
三
十
一
条
左
二
掲
ク
ル
裁
判
ノ
原
本
ハ
後
三
条
二
定
ム
ル
モ
ノ

　
ヲ
除
タ
ノ
外
永
久
二
之
ヲ
保
存
ス
ヘ
シ

一
四
六

　
一
　
判
決

　
二
　
刑
法
第
五
十
二
条
又
ハ
第
五
十
八
条
ノ
規
定
二
依
リ
テ
定
ム

　
　
ル
決
定

　
三
　
刑
ノ
執
行
猶
予
取
消
ノ
決
定

第
三
十
二
条
罰
金
ノ
裁
判
、
刑
ノ
言
渡
ヲ
為
サ
サ
ル
判
決
又
ハ
予

　
審
免
訴
決
定
ノ
原
本
ハ
ニ
十
年
間
之
ヲ
保
存
ス
ヘ
シ

第
三
十
三
条
　
拘
留
又
ハ
科
料
ノ
裁
判
ノ
原
本
ハ
五
年
間
之
ヲ
保
存

　
ス
ヘ
シ
謹
人
鑑
定
人
、
通
事
又
ハ
翻
訳
人
二
対
ス
ル
過
料
ノ
裁
判

　
ノ
原
本
亦
同
シ
（
昭
和
二
二
年
改
正
）

　
〈
旧
〉
拘
留
又
ハ
科
料
ノ
裁
判
ノ
原
本
ハ
五
年
問
之
ヲ
保
存
ス
ヘ
シ
謹
人
、
鑑
定
人
又

　
ハ
通
事
二
対
ス
ル
罰
金
ノ
裁
判
ノ
原
本
亦
同
シ

第
三
十
三
条
ノ
ニ
　
刑
事
訴
訟
法
第
三
百
六
十
一
条
ノ
規
定
二
依
ル

　
公
判
調
書
ノ
保
存
期
間
ハ
事
件
二
付
言
渡
シ
タ
ル
刑
ノ
種
類
二
従

　
ヒ
第
三
十
一
条
第
一
号
、
第
三
十
二
条
及
第
三
十
三
条
ノ
例
二
依

　
ル
（
昭
和
一
三
年
改
正
）

第
三
十
四
条
　
前
四
条
二
定
ム
ル
モ
ノ
ヲ
除
ク
ノ
外
裁
判
ノ
原
本
ハ

　
記
録
ノ
保
存
期
間
之
ヲ
保
存
ス
ヘ
シ
（
昭
和
一
三
年
改
正
）

　
〈
旧
〉
前
三
条
二
定
ム
ル
モ
ノ
ヲ
除
ク
ノ
外
裁
判
ノ
原
本
ハ
記
録
ノ
保
存
期
間
之
ヲ
保

　
存
ス
ヘ
シ

第
三
十
五
条
　
上
級
審
ヨ
リ
送
付
ア
リ
タ
ル
終
局
裁
判
ノ
謄
本
ハ
第

　
一
審
裁
判
ノ
原
本
ノ
附
属
書
類
ト
シ
テ
其
ノ
原
本
ト
共
二
之
ヲ
保

　
存
ス
ヘ
シ



　
上
訴
二
依
リ
各
審
級
ノ
裁
判
ヲ
異
ニ
ス
ル
場
合
二
於
ケ
ル
裁
判
原

　
本
ノ
保
存
期
問
ハ
其
ノ
事
件
ヲ
完
結
ス
ル
終
局
裁
判
ノ
趣
旨
二
依

　
リ
之
ヲ
定
ム
ヘ
シ
（
昭
和
二
二
年
第
二
項
追
加
）

第
三
十
六
条
　
第
二
十
三
条
ノ
規
定
ハ
刑
事
裁
判
ノ
原
本
二
之
ヲ
準

　
用
ス

第
三
十
七
条
　
刑
事
記
録
其
ノ
他
ノ
書
類
ノ
保
存
期
間
ハ
別
二
起
算

　
日
ヲ
定
メ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
除
タ
ノ
外
裁
判
ノ
確
定
其
ノ
他
事
件
完
結

　
ノ
日
ヨ
リ
之
ヲ
起
算
ス

第
三
十
八
条
　
保
存
期
間
満
了
ノ
後
ト
錐
私
訴
繋
属
ノ
為
又
ハ
其
ノ

　
他
ノ
事
由
二
因
リ
特
二
保
存
ノ
必
要
ア
リ
ト
認
ム
ヘ
キ
刑
事
記
録

　
又
ハ
書
類
ハ
其
ノ
事
由
ノ
存
ス
ル
間
之
ヲ
保
存
ス
ヘ
シ

第
三
十
九
条
　
懲
戒
事
件
ノ
記
録
其
ノ
他
ノ
書
類
二
付
テ
ハ
第
一

　
条
、
第
十
二
条
、
第
二
十
三
条
第
一
項
、
第
二
十
九
条
乃
至
第
三

　
十
一
条
、
第
三
十
三
条
、
第
三
十
五
条
、
第
三
十
七
条
及
前
条
ノ

　
規
定
ヲ
準
用
ス
（
昭
和
一
三
年
改
正
）

　
〈
旧
V
懲
戒
事
件
ノ
記
録
其
ノ
他
ノ
書
類
二
付
テ
ハ
第
一
条
、
第
十
二
条
、
第
二
十
三

　
条
第
一
項
、
第
二
十
六
条
、
第
二
十
九
条
乃
至
第
三
十
一
条
、
第
三
十
三
条
、
第
三
十

　
五
条
、
第
三
十
七
条
及
前
条
ノ
規
定
ヲ
準
用
ス

第
四
十
条
　
重
要
ナ
ル
事
件
ノ
記
録
ニ
シ
テ
史
料
又
ハ
後
日
ノ
参
考

　
ト
為
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ハ
保
存
期
間
満
了
ノ
後
ト
錐
引
続
キ
之
ヲ
保
存

　
ス
ヘ
シ

　
前
項
ノ
記
録
ハ
特
別
二
之
ヲ
保
管
シ
相
当
ナ
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ

司
法
資
料
保
存
の
歴
史
と
現
代
的
課
題

　
之
ヲ
本
省
ノ
保
管
二
移
ス
ヘ
シ

第
四
十
一
条
保
管
期
間
満
了
シ
タ
ル
書
類
ヲ
廃
棄
セ
シ
ム
ル
ト
キ

　
ハ
書
記
課
二
於
テ
目
録
ヲ
作
リ
裁
判
所
又
ハ
検
事
局
ノ
長
ノ
認
可

　
ヲ
受
ク
ヘ
シ

　
　
　
　
附
則
（
昭
和
四
年
一
二
月
二
三
日
民
事
第
二
、
六
七
二
号
）

　
本
令
ハ
昭
和
四
年
十
月
一
日
以
後
二
保
存
期
間
ノ
進
行
ヲ
開
始
ス

　
ヘ
キ
書
類
二
付
之
ヲ
適
用
ス

　
本
令
施
行
前
従
前
ノ
規
定
二
依
リ
テ
保
存
期
間
満
了
シ
タ
ル
書
類

　
ハ
其
ノ
規
定
二
従
ヒ
之
ヲ
廃
棄
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

　
昭
和
四
年
九
月
三
十
日
以
前
二
保
存
期
問
ノ
進
行
ヲ
開
始
シ
タ
ル

　
書
類
ノ
保
存
二
付
テ
ハ
価
従
前
ノ
規
定
二
依
ル

　
控
訴
院
長
又
ハ
検
事
長
ハ
司
法
大
臣
ノ
認
可
ヲ
得
テ
本
令
二
付
細

　
則
ヲ
定
ム
ル
コ
ト
ヲ
得

　
　
　
　
附
則
（
昭
和
一
三
年
四
月
一
二
日
民
事
甲
第
四
二
六
号
）

　
本
令
ハ
昭
和
十
三
年
五
月
一
日
ヨ
リ
之
ヲ
施
行
ス

　
昭
和
十
三
年
四
月
三
十
日
以
前
二
保
存
期
間
ノ
進
行
ヲ
開
始
シ
タ

　
ル
書
類
ノ
保
存
二
付
テ
ハ
価
従
前
ノ
規
定
ニ
ヨ
ル

　
【
前
掲
『
事
件
記
録
等
保
存
規
程
の
解
説
』
、
一
〇
〇
頁
。
松
村
久
平
・
桜
田
直
芳
共
編

　
『
現
行
民
事
手
続
訓
令
通
牒
回
答
要
旨
集
』
立
興
社
、
一
九
三
〇
年
、
二
〇
九
頁
参
照
｝

4

訴
訟
記
録
等
閲
覧
事
務
取
扱
要
領
（
抄
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
二
五
年
法
務
省
検
務
局
長
通
達
）

一
四
七



早
法
六
九
巻
二
号
（
一
九
九
三
）

　
　
刑
事
訴
訟
法
第
五
十
三
条
に
規
定
す
る
被
告
事
件
終
結
後
の
訴

　
訟
記
録
（
以
下
記
録
と
い
う
。
）
の
閲
覧
に
関
す
る
事
務
の
処
理
は
、

　
こ
の
要
領
に
よ
る
。

二
　
検
察
庁
の
長
は
、
記
録
閲
覧
の
許
可
及
び
禁
止
に
関
す
る
事
務

　
を
行
う
。

　
但
し
、
検
事
総
長
、
検
事
長
及
び
検
事
正
は
、
そ
の
庁
に
属
す
る

　
検
察
官
を
指
定
し
て
そ
の
事
務
を
代
行
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
　
検
察
庁
の
長
又
は
前
項
但
書
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
検
察

　
官
は
、
記
録
閲
覧
の
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
そ
の
都
度
閲
覧

　
を
許
す
か
ど
う
か
を
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

四
　
左
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
記
録
は
、
一
般
の
閲
覧
に
適
し
な

　
い
も
の
と
す
る
。

　
e
　
犯
行
が
極
め
て
巧
妙
で
あ
る
等
の
事
由
に
よ
り
、
模
倣
を
う

　
　
む
虞
の
顕
著
な
事
件
の
記
録

　
口
　
犯
行
が
残
忍
又
は
わ
い
せ
つ
等
の
事
由
に
よ
り
、
公
開
が
善

　
　
良
の
風
俗
に
反
す
る
と
認
め
ら
れ
る
事
件
の
記
録

　
　
　
一
部
分
が
右
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
記
録
で
あ
つ
て
も
他

　
　
の
部
分
が
こ
れ
に
該
当
し
な
い
場
合
に
は
、
事
務
に
支
障
の
な

　
　
い
限
り
、
該
当
し
な
い
部
分
に
つ
い
て
の
閲
覧
を
許
さ
な
け
れ

　
　
ば
な
ら
な
い
。

五
　
閲
覧
を
許
す
に
つ
い
て
は
、
記
録
の
紛
失
、
滅
失
、
破
損
を
防

　
止
す
る
た
め
、
相
当
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
四
八

六
　
閲
覧
を
許
す
場
合
に
は
、
記
録
の
謄
写
、
撮
影
、
摘
録
等
を
許

　
す
こ
と
が
で
き
る
。

七
　
閲
覧
の
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
別
に
定
め
る
様
式
に
よ
る

　
閲
覧
票
を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　
閲
覧
票
の
保
存
期
間
は
、
五
年
と
す
る
。

八
　
左
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
閲
覧
を
許
さ
な
い
こ

　
と
が
で
き
る
。

　
e
　
閲
覧
人
が
未
成
年
者
（
訴
訟
関
係
人
を
除
く
。
）
で
あ
る
と
き
。

　
口
　
閲
覧
人
が
精
神
病
者
で
あ
る
疑
が
あ
る
と
き
。

　
◎
　
閲
覧
人
が
記
録
の
内
容
を
故
な
く
流
布
し
て
訴
訟
関
係
人
の

　
　
名
誉
を
著
し
く
殿
損
す
る
等
の
行
為
を
す
る
虞
が
あ
る
と
き
。

　
四
　
閲
覧
人
が
閲
覧
票
に
虚
偽
の
記
載
を
し
、
又
は
閲
覧
に
関
す

　
　
る
指
示
に
従
わ
な
い
と
き
。

九
　
閲
覧
手
数
料
は
、
閲
覧
を
許
す
場
合
に
収
入
印
紙
を
閲
覧
票
に

　
貼
付
し
て
納
入
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

　
　
右
の
収
入
印
紙
に
は
、
検
察
庁
の
職
員
が
消
印
す
る
も
の
と
す

　
る
。

十
　
検
察
庁
の
長
は
、
閲
覧
に
つ
き
細
目
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
但
し
、
区
検
察
庁
に
あ
る
記
録
の
閲
覧
に
つ
い
て
必
要
な
細
目
は
、

　
所
轄
検
事
正
が
定
め
る
。

十
一
　
こ
の
要
領
は
、
昭
和
二
十
六
年
一
月
一
日
か
ら
実
施
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
前
掲
『
注
釈
刑
事
確
定
訴
訟
記
録
法
』
、
二
五
七
頁
】



　
5
　
事
件
記
録
等
保
存
規
程

　
　
　
　
　
　
（
昭
和
二
八
年
一
二
月
五
日
最
高
裁
判
所
規
程
第
九
号
）

　
（
趣
旨
）

第
一
条
事
件
記
録
等
の
保
存
に
つ
い
て
は
、
こ
の
規
程
の
定
め
る

　
と
こ
ろ
に
よ
る
。

　
（
適
用
の
範
囲
）

第
二
条
　
こ
の
規
程
で
、
事
件
記
録
と
は
、
別
表
上
欄
に
掲
げ
る
事

　
件
の
記
録
（
以
下
記
録
と
い
う
。
）
を
い
う
。

　
（
保
存
裁
判
所
）

第
三
条
記
録
は
、
当
該
事
件
が
初
め
て
係
属
し
た
裁
判
所
で
保
存

　
す
る
。

　
（
保
存
期
間
）

第
四
条
　
記
録
の
保
存
期
問
は
、
別
表
の
と
お
り
と
す
る
。

2
　
前
項
の
保
存
期
間
は
、
特
別
の
定
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、

　
事
件
完
結
の
日
か
ら
起
算
す
る
。

　
（
附
随
事
件
の
記
録
）

第
五
条
　
仮
差
押
、
仮
処
分
又
は
証
拠
保
全
そ
の
他
の
附
随
事
件
の

　
記
録
は
、
第
三
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
強
制
執
行
事
件
の
記

　
録
又
は
主
た
る
事
件
の
記
録
を
保
存
す
る
裁
判
所
で
保
存
す
る
。

2
　
附
随
事
件
の
記
録
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

　
強
制
執
行
事
件
の
記
録
又
は
主
た
る
事
件
の
記
録
の
保
存
期
間
満

　
　
　
　
司
法
資
料
保
存
の
歴
史
と
現
代
的
課
題

　
了
の
時
ま
で
保
存
す
る
。

　
（
附
属
書
類
）

第
六
条
　
別
表
下
欄
に
掲
げ
る
裁
判
書
、
調
書
等
の
内
容
を
明
ら
か

　
に
す
る
た
め
必
要
な
書
類
は
、
附
属
書
類
と
し
て
当
該
裁
判
書
、

　
調
書
等
と
共
に
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
上
級
審
か
ら
送
付

　
さ
れ
た
終
局
裁
判
の
正
本
も
同
様
で
あ
る
。

2
　
前
項
の
規
定
は
、
裁
判
又
は
審
判
の
確
定
の
事
実
を
明
ら
か
に

　
す
る
た
め
必
要
な
書
類
及
び
終
局
判
決
後
の
訴
の
取
下
書
に
準
用

　
す
る
。
但
し
、
裁
判
所
書
記
官
が
裁
判
書
又
は
審
判
書
の
末
尾
に

　
確
定
又
は
取
下
の
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
事
項
を
附
記
し
記
名
押

　
印
し
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

　
（
記
録
に
つ
づ
り
込
む
こ
と
を
要
し
な
い
書
類
）

第
七
条
　
事
件
に
関
す
る
書
類
で
記
録
に
つ
づ
り
込
む
こ
と
を
要
し

　
な
い
も
の
の
保
存
期
間
は
、
用
済
み
の
時
か
ら
一
年
と
す
る
。

　
（
廃
棄
手
続
）

第
八
条
保
存
期
間
が
満
了
し
た
記
録
又
は
書
類
を
廃
棄
し
よ
う
と

　
す
る
と
き
は
、
目
録
を
作
り
、
裁
判
所
の
長
（
簡
易
裁
判
所
に
あ
つ

　
て
は
監
督
地
方
裁
判
所
の
長
）
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
い
。

　
（
保
存
の
特
則
）

第
九
条
　
特
別
の
事
由
に
よ
り
保
存
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
記
録

　
又
は
書
類
は
、
保
存
期
間
満
了
の
後
も
、
そ
の
事
由
の
あ
る
間
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
】
四
九



早
法
六
九
巻
二
号
（
一
九
九
三
）

　
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
史
料
と
な
る
記
録
等
）

第
十
条
　
記
録
又
は
書
類
で
史
料
又
は
参
考
資
料
と
な
る
べ
き
も
の

　
は
、
保
存
期
聞
満
了
後
も
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
　
前
項
の
記
録
又
は
書
類
は
、
相
当
と
認
め
る
と
き
は
最
高
裁
判

　
所
の
保
管
に
移
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
附
則

こ
の
規
程
は
、
昭
和
二
十
九
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

別
表事件

の
種
類

記
録
の
保
存
期
間

（
下
欄
記
載
の
書
類
を
除
く
。
）

裁
判
書
、
調
書
等
の

保
存
期
間

和
　
解
　
事
　
件

三
年

和
解
調
書
　
　
　
五
十
年

督
　
促
　
事
　
件
民
事
訴
訟
法
第
四
百

四
十
三
条
に
よ
っ
て

完
結
し
た
も
の
　
　
三
年

そ
の
他
　
　
　
　
　
一
年
確
定
判
決
と
同
一
の
効
力

を
有
す
る
支
払
命
令
の
原

本
　
　
　
　
　
五
十
年

通
常
訴
訟
事
件

人
事
訴
訟
事
件

行
政
訴
訟
事
件

選
挙
に
関
す
る
訴
訟

事
件
再
　
審
　
事
　
件

裁
判
に
よ
っ
て
完
結

し
た
も
の
　
　
　
　
十
年

訴
状
却
下
命
令
に
よ

っ
て
完
結
し
た
も
の
一
年

そ
の
他
　
　
　
　
五
年

判
決
の
原
本
　
　
永
　
久

和
解
又
は
請
求
の
放

棄
若
し
く
は
認
諾
の

調
書
　
　
　
　
五
＋
年

除
権
判
決
に
よ
っ
て

完
結
し
た
も
の
で

除
権
判
決
の
原
本
（
但
し
、

｝
五
〇

臨罹 商　　民 鉱商農宅民 仮仮 公
　ζζく

時火
　都
処市
理借
　地事借

事　　事
非　　非
訟　　　訟

事　　事
件　　件

害事事地事
　　　建一
調調調物般
停停停謬調
　　　停停
事事事事事

処差
分押
事’
件

示
催
止
口
事

件家 件件件件件 件

そし裁 そし決る会 そ

のた判 のた定事社 の　　日訴た不つ不
他もに 他もに件の 他　かのも服た服
のよ のよで整 ら判ののもの
つ つ整理 起決（訴の訴
て て理に 算確不の　の
壱
兀 完終関 す定服あ　な
結 結結す るののつ　か
五十 五十 五 五 三五」　　　　七

年年 年年 年 年 年年　　　　　年
本効裁 くの定一商除申原事 つ議決調 本ず仮 定　は　不
力判 」訴の項法く請本件 た申定停 る差 の　　’服
を上 の原第第」を＿を も立の調 判押 日　不　の
有の あ本八三　却但完 のに原書 決又 か　服　訴
す和

つ
＿
号 百　下し結 をよ本’ 及は ら　の　の

る解 た但の八　す’す 除り＿調 び仮 起　訴　あ
決と もし査十　る申る く効但停 決処 算　の　つ
五定同 五の’定六　も立決 五」力しに 定分 す　判　た
十の一 十を異の条十の又定 十　を’代 十のを 十　る　決　も
年原の 年除議決第年をはの 年　失異る 年原命 年　」　確　の



動
産
に
対
す
る
強
制

執
行
の
配
当
手
続
事

件不
動
産
、
船
舶
、
自
動

車
及
び
航
空
機
に
対

す
る
強
制
執
行
事
件

債
権
及
び
他
の
財
産

権
に
対
す
る
強
制
執

行
事
件

競
売
法
に
よ
る
競
売

申
立
事
件

五
年

事
件
を
完
結
す
る
決
定
の

原
本
（
但
し
、
申
立
又
は

申
請
を
却
下
す
る
も
の
を

除
く
。
）
　
　
　
　
十
年

破
　
産
　
事
　
件

和
　
議
　
事
　
件

会
社
更
正
事
件

裁
判
に
よ
っ
て
完
結

し
た
も
の
　
　
　
十
年

そ
の
他
　
　
　
　
五
年

破
産
宣
告
決
定
の
原
本

破
産
債
権
表
　
和
議
債
権

表
　
更
正
債
権
者
表
及
び

更
正
担
保
権
者
表
会
社

更
生
法
第
七
十
二
条
第
一

項
第
一
号
の
査
定
の
決
定

の
原
本
（
但
し
、
異
議
の

訴
の
あ
っ
た
も
の
を
除

く
。
）
　
　
　
　
五
十
年

過
　
料
　
事
　
件

一
年

過
料
の
決
定
の
原
本
五
年

人
身
保
護
事
件

五
年

請
求
認
容
の
判
決
の
原
本

　
　
　
　
　
　
　
十
年

家
事
審
判
事
件
審
判
又
は
裁
判
に
よ
っ
て

完
結
し
た
も
の
　
　
十
年

そ
の
他
　
　
　
　
五
年

事
件
を
完
結
す
る
審
判
又

は
決
定
の
原
本
（
但
し
、

申
立
を
却
下
す
る
も
の
を

除
く
。
V
相
続
の
限
定
承
認

及
び
放
棄
の
申
述
書
遺

言
の
検
認
調
書
五
＋
年

少家強人行民 裁 事に法 記　＿　少 家

年　制身
　事　　政事審　執保
判雑行護雑雑
雑　雑雑
　事　　事事事　事事

判
官
の
分
限
事

件関廷
　す等
　るの
　法秩
　律序
　違維

録　但　年
を　し
除　　’　保

く　少　護
」　年
　調　事

事
調
停
事

件件件件件件 件 反持 査　件 件

そ　仲申訴　＿証 そる保と年結保
の　裁立訟　証拠
他　判　費　拠保
の　断　用　調全
申　に　額　　をの

の」存きがし護
他　すは二た処
　る　十も分
　　》審六の決

請　関　確　し申
申　す　定　た立
立　る　決三も

　一判才（定
　と書に但に
十がの達しよ

三五申五定十の 十 五 六五でみし　’り 五

年年立年の年） 年 年 年年きをた少完 年

分仮　債定免仲原訴 原事 判同調
を登　権の責裁本訟 本件 の一停
命記　の原又判　費 を 原の調
ず’　決本は断　用 昏

兀 本効書
る仮　定　免の　額 結 力

決登　の　責原　確 す を確

定録　原　取本　定 る 有定
のの五本五消五五決 五決 五す判
十原仮十　十の十十定 十定 十る決
年本処年　年決年年の 年の 年審と

【
「
裁
判
所
時
報
」
第
一
四
七
号
（
昭
和
二
八
年
一
二
月
一
五
日
）
、
四
頁
】

司
法
資
料
保
存
の
歴
史
と
現
代
的
課
題

一
五
一



早
法
六
九
巻
二
号
（
一
九
九
三
）

　
6
　
検
務
関
係
文
書
等
保
存
事
務
暫
定
要
領
（
抄
）

　
　
　
　
（
昭
和
四
五
年
一
一
月
法
務
省
刑
事
第
四
五
号
刑
事
局
長
通
達
）

一
　
完
結
事
件
記
録
等
の
保
存
期
間

　
1
　
裁
判
所
か
ら
送
付
を
受
け
た
完
結
事
件
記
録
及
び
裁
判
の
原

　
　
本
の
保
存
期
問
は
、
別
表
第
一
の
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、

　
　
本
案
の
完
結
事
件
記
録
及
び
裁
判
の
原
本
の
保
存
期
間
が
当
該

　
　
事
件
に
係
る
再
審
請
求
事
件
記
録
（
再
審
開
始
の
決
定
が
確
定

　
　
し
た
も
の
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
の
保
存
期
問
内
に
満
了
す
る

　
　
場
合
に
お
い
て
は
、
本
案
の
完
結
事
件
記
録
及
び
裁
判
の
原
本

　
　
の
保
存
期
問
は
、
当
該
再
審
請
求
事
件
記
録
の
保
存
期
間
と
同

　
　
じ
と
す
る
。

　
2
　
前
項
の
保
存
期
間
は
、
裁
判
確
定
の
日
か
ら
起
算
す
る
。

二
　
道
路
交
通
法
等
違
反
事
件
に
係
る
完
結
事
件
記
録
等
の
保
存
期

間
の
特
例

　
－
　
区
検
察
庁
に
お
け
る
道
路
交
通
法
違
反
事
件
及
び
自
動
車
の

　
　
保
管
場
所
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
違
反
事
件
（
以
下
「
道
路

　
　
交
通
法
等
違
反
事
件
」
と
い
う
。
）
に
係
る
罰
金
の
裁
判
の
原
本

　
　
の
保
存
期
問
は
、
十
年
と
す
る
。

　
2
　
検
事
正
は
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
管
内
区

　
　
検
察
庁
に
お
け
る
道
路
交
通
法
等
違
反
事
件
に
係
る
完
結
事
件

　
　
記
録
の
保
存
期
間
を
別
表
第
二
に
掲
げ
る
期
問
に
短
縮
す
る
こ

　
　
と
が
で
き
る
。

別
表
第
［

　
一
　
完
結
事
件
記
録

一
五
二

区

分

7654321録刑
の
言
渡
し
が
な
さ
れ
て
完
結
し
た
事
件
記

　
管
轄
違
の
裁
判
に
よ
り
完
結
し
た
事
件
記
録

　
1
　
死
刑
又
は
無
期
の
懲
役
若
し
く
は
禁
鋼
に

　
　
あ
た
る
罪
に
係
る
事
件

　
2
　
有
期
の
懲
役
又
は
禁
鋼
に
あ
た
る
罪
に
係

　
　
る
事
件

　
3
　
罰
金
に
あ
た
る
罪
に
係
る
事
件

　
4
　
拘
留
又
は
科
料
に
あ
た
る
罪
に
係
る
事
件

　
訴
訟
費
用
補
償
請
求
事
件
記
録
及
び
刑
事
補
償

　
請
求
事
件
記
録

四
　
再
審
請
求
事
件
記
録

二
　
無
罪
、

三
　
訴
訟
費
用
執
行
免
除
申
立
事
件
記
録
、
刑
事

言
渡
し
刑
が
死
刑
、

言
渡
し
刑
が
無
期
の
懲
役
又
は
禁
銅

言
渡
し
刑
が
十
年
以
上
の
懲
役
又
は
禁
鋼

言
渡
し
刑
が
五
年
以
上
の
懲
役
又
は
禁
鋼

言
渡
し
刑
が
五
年
未
満
の
懲
役
又
は
禁
鋼

言
渡
し
刑
が
罰
金

言
渡
し
刑
が
拘
留
又
は
科
料

　
　
免
訴
、
刑
の
免
除
、
公
訴
棄
却
又
は

保
存
期
間

永
久
二
十
五
年

十
五
年

十
年
五
年
三
年
一
年

十
五
年

五
年

三
年
三
年
本
案
の
完
結
事
件
記

録
の
保
存
期
間
に
同

じ
。
三
年
　
た
だ
し
、
本
案
の

完
結
事
件
記
録
の
保



五
　
右
に
掲
げ
る
以
外
の
完
結
事
件
記
録

存
期
問
内
に
保
存
期

間
が
満
了
す
る
場
合

は
、
本
案
の
完
結
事

件
記
録
の
保
存
期
間

に
同
じ
。

三
年

二
　
裁
判
の
原
本区

分

　
　
禁
鋼
以
上
の
刑
の
判
決
の
原
本

　
　
罰
金
の
裁
判
の
原
本

　
　
拘
留
又
は
科
料
の
裁
判
の
原
本
9

　
　
無
罪
、
免
訴
、
刑
の
免
除
、
公
訴
棄
却
又
は

　
管
轄
違
の
裁
判
の
原
本

　
却
決
定
又
は
上
告
棄
却
決
定
に
対
す
る
異
議
申

　
立
て
を
棄
却
す
る
裁
判
及
び
判
決
訂
正
申
立
て

　
に
対
す
る
裁
判
の
原
本

　
条
の
規
定
に
よ
り
刑
を
定
め
た
決
定
及
び
刑
執

　
行
猶
予
言
渡
し
取
消
決
定
の
原
本

七
　
右
に
掲
げ
る
以
外
の
裁
判
の
原
本

一二三四五
　
控
訴
又
は
上
告
を
棄
却
す
る
裁
判
、
控
訴
棄

六
　
訴
訟
費
用
執
行
免
除
決
定
、
刑
法
第
五
十
二

保
存
期
問

永
久
二
十
年

五
年
一
一
十
年

確
定
し
た
裁
判
の
原

本
の
保
存
期
間
に
同

じ
。本

案
事
件
の
裁
判
の

原
本
の
保
存
期
間
に

同
じ
。

当
該
完
結
事
件
記
録

の
保
存
期
間
に
同

じ
。

別
表
第
二

区

分

　
罰
金
の
裁
判
で
確
定
の
日
ま
で
に
徴
収
を
終
え

た
完
結
事
件
記
録

保
存
期
問

一
年

司
法
資
料
保
存
の
歴
史
と
現
代
的
課
題

H
　
現
行
法
令

【
前
掲
『
注
釈
刑
事
確
定
訴
訟
記
録
法
』
　
二
五
八
頁
】

　
1
　
刑
事
訴
訟
法
（
抄
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
二
一
二
年
七
月
一
〇
日
法
律
第
一
三
一
号
）

第
五
十
三
条
　
何
人
も
、
被
告
事
件
の
終
結
後
、
訴
訟
記
録
を
閲
覧

　
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
訴
訟
記
録
の
保
存
又
は
裁
判
所
若

　
し
く
は
検
察
庁
の
事
務
に
支
障
の
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な

　
い
。

　
　
弁
論
の
公
開
を
禁
止
し
た
事
件
の
訴
訟
記
録
又
は
一
般
の
閲
覧

　
に
適
し
な
い
も
の
と
し
て
そ
の
閲
覧
が
禁
止
さ
れ
た
訴
訟
記
録

　
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
訴
訟
関
係
人
又
は
閲
覧
に
つ

　
き
正
当
な
理
由
が
あ
つ
て
特
に
訴
訟
記
録
の
保
管
者
の
許
可
を
受

　
け
た
者
で
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
　
日
本
国
憲
法
第
八
十
二
条
第
二
項
但
書
に
掲
げ
る
事
件
に
つ
い

　
て
は
、
閲
覧
を
禁
止
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
　
訴
訟
記
録
の
保
管
及
び
そ
の
閲
覧
の
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
別

　
に
法
律
で
、
こ
れ
を
定
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
「
官
報
」
昭
和
二
三
年
七
月
一
〇
日
、
号
外
、
三
六
頁
】

2

刑
事
確
定
訴
訟
記
録
法

一
五
三



早
法
六
九
巻
二
号
（
一
九
九
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
六
二
年
六
月
二
日
法
律
第
六
四
号
）

　
（
目
的
）

第
一
条
こ
の
法
律
は
、
刑
事
被
告
事
件
に
係
る
訴
訟
の
記
録
の
訴

　
訟
終
結
後
に
お
け
る
保
管
、
保
存
及
び
閲
覧
に
関
し
必
要
な
事
項

　
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
（
訴
訟
の
記
録
の
保
管
）

第
二
条
　
刑
事
被
告
事
件
に
係
る
訴
訟
の
記
録
は
、
訴
訟
終
結
後
は
、

　
当
該
被
告
事
件
に
つ
い
て
第
一
審
の
裁
判
を
し
た
裁
判
所
に
対
応

　
す
る
検
察
庁
の
検
察
官
（
以
下
「
保
管
検
察
官
」
と
い
う
。
）
が
保
管

　
す
る
も
の
と
す
る
。

2
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
保
管
検
察
官
が
保
管
す
る
記
録
（
以
下
「
保

　
管
記
録
」
と
い
う
。
）
の
保
管
期
間
は
、
別
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
保
管

　
記
録
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
と
こ
ろ

　
に
よ
る
。

3
　
保
管
検
察
官
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
保
管
期
間

　
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
再
審
の
手
続
の
た
め
の
保
存
）

第
三
条
　
保
管
検
察
官
は
、
保
管
記
録
に
つ
い
て
、
再
審
の
手
続
の

　
た
め
保
存
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
保
存
す
べ
き
期
間

　
を
定
め
て
、
そ
の
保
管
期
間
満
了
後
も
、
こ
れ
を
再
審
保
存
記
録

　
と
し
て
保
存
す
る
も
の
と
す
る
。

2
　
再
審
の
請
求
を
し
よ
う
と
す
る
者
、
再
審
の
請
求
を
し
た
者
又

一
五
四

　
は
刑
事
訴
訟
法
（
昭
和
二
＋
三
年
法
律
第
亘
二
＋
一
号
）
第
四
百
四
十

　
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
弁
護
人
は
、
保
管
検
察
官

　
に
対
し
、
保
管
記
録
を
再
審
保
存
記
録
と
し
て
保
存
す
る
こ
と
を

　
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

3
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
が
あ
つ
た
と
き
は
、
保
管
検
察
官
は
、

　
請
求
に
係
る
保
管
記
録
を
再
審
保
存
記
録
と
し
て
保
存
す
る
か
ど

　
う
か
を
決
定
し
、
請
求
し
た
者
に
そ
の
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な

　
ら
な
い
。
た
だ
し
、
請
求
に
係
る
保
管
記
録
が
再
審
保
存
記
録
と

　
し
て
保
存
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の

　
旨
の
通
知
を
す
れ
ば
足
り
る
。

4
　
再
審
保
存
記
録
の
保
存
期
間
は
、
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
前
三
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

　
（
保
管
記
録
の
閲
覧
）

第
四
条
　
保
管
検
察
官
は
、
請
求
が
あ
つ
た
と
き
は
、
保
管
記
録
（
刑

　
事
訴
訟
法
第
五
十
三
条
第
一
項
の
訴
訟
記
録
に
限
る
。
次
項
に
お
い
て

　
同
じ
。
）
を
閲
覧
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
同
条
第
一

　
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
事
由
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な

　
い
。

2
　
保
管
検
察
官
は
、
保
管
記
録
が
刑
事
訴
訟
法
第
五
十
三
条
第
三

　
項
に
規
定
す
る
事
件
の
も
の
で
あ
る
場
合
を
除
き
、
次
に
掲
げ
る

　
場
合
に
は
、
保
管
記
録
（
第
二
号
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
終
局
裁
判
の

　
裁
判
書
を
除
く
。
）
を
閲
覧
さ
せ
な
い
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
訴
訟



関
係
人
又
は
閲
覧
に
つ
き
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者

　
か
ら
閲
覧
の
請
求
が
あ
つ
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な

　
い
。

　
一
　
保
管
記
録
が
弁
論
の
公
開
を
禁
止
し
た
事
件
の
も
の
で
あ
る

　
　
と
き
。

　
二
　
保
管
記
録
に
係
る
被
告
事
件
が
終
結
し
た
後
三
年
を
経
過
し

　
　
た
と
き
。

　
三
　
保
管
記
録
を
閲
覧
さ
せ
る
こ
と
が
公
の
秩
序
又
は
善
良
の
風

　
　
俗
を
害
す
る
こ
と
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と

　
　
き
。

　
四
　
保
管
記
録
を
閲
覧
さ
せ
る
こ
と
が
犯
人
の
改
善
及
び
更
生
を

　
　
著
し
く
妨
げ
る
こ
と
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と

　
　
き
。

　
五
　
保
管
記
録
を
閲
覧
さ
せ
る
こ
と
が
関
係
人
の
名
誉
又
は
生
活

　
　
の
平
穏
を
著
し
く
害
す
る
こ
と
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め

　
　
ら
れ
る
と
き
。

3
　
第
一
項
の
規
定
は
、
刑
事
訴
訟
法
第
五
十
三
条
第
一
項
の
訴
訟

　
記
録
以
外
の
保
管
記
録
に
つ
い
て
、
訴
訟
関
係
人
又
は
閲
覧
に
つ

　
き
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
か
ら
閲
覧
の
請
求
が
あ

　
つ
た
場
合
に
準
用
す
る
。

4
　
保
管
検
察
官
は
、
保
管
記
録
を
閲
覧
さ
せ
る
場
合
に
お
い
て
、

　
そ
の
保
存
の
た
め
適
当
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
原
本
の
閲
覧
が

　
　
　
司
法
資
料
保
存
の
歴
史
と
現
代
的
課
題

　
必
要
で
あ
る
場
合
を
除
き
、
そ
の
謄
本
を
閲
覧
さ
せ
る
こ
と
が
で

　
き
る
。

　
（
再
審
保
存
記
録
の
閲
覧
）

第
五
条
　
保
管
検
察
官
は
、
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
者
か
ら
請

　
求
が
あ
つ
た
と
き
は
、
再
審
保
存
記
録
を
閲
覧
さ
せ
な
け
れ
ば
な

　
ら
な
い
。

2
　
前
条
第
一
項
た
だ
し
書
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、
前
項
の
請
求

　
が
あ
つ
た
場
合
に
準
用
す
る
。

3
　
保
管
検
察
官
は
、
学
術
研
究
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場

　
合
そ
の
他
法
務
省
令
で
定
め
る
場
合
に
は
、
申
出
に
よ
り
、
再
審

　
保
存
記
録
を
閲
覧
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て

　
は
、
前
条
第
四
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

　
（
閲
覧
者
の
義
務
）

第
六
条
　
保
管
記
録
又
は
再
審
保
存
記
録
を
閲
覧
し
た
者
は
、
閲
覧

　
に
よ
り
知
り
得
た
事
項
を
み
だ
り
に
用
い
て
、
公
の
秩
序
若
し
く

　
は
善
良
の
風
俗
を
害
し
、
犯
人
の
改
善
及
び
更
生
を
妨
げ
、
又
は

　
関
係
人
の
名
誉
若
し
く
は
生
活
の
平
穏
を
害
す
る
行
為
を
し
て
は

　
な
ら
な
い
。

　
（
閲
覧
の
手
数
料
）

第
七
条
　
保
管
記
録
又
は
再
審
保
存
記
録
を
閲
覧
す
る
者
は
、
実
費

　
を
勘
案
し
て
政
令
で
定
め
る
額
の
手
数
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な

　
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
五



早
法
六
九
巻
二
号
（
一
九
九
三
）

　
（
不
服
申
立
て
）

第
八
条
　
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
保
存
の
請
求
を
し
た
者

　
（
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
保
存

　
期
問
の
延
長
の
請
求
を
し
た
者
を
含
む
。
）
又
は
第
四
条
第
一
項
（
同
条

　
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
第
五
条
第
一

　
項
の
規
定
に
よ
り
閲
覧
の
請
求
を
し
た
者
で
あ
つ
て
、
当
該
請
求

　
に
基
づ
く
保
管
検
察
官
の
保
存
又
は
閲
覧
に
関
す
る
処
分
に
不
服

　
が
あ
る
も
の
は
、
そ
の
保
管
検
察
官
が
所
属
す
る
検
察
庁
の
対
応

　
す
る
裁
判
所
に
そ
の
処
分
の
取
消
し
又
は
変
更
を
請
求
す
る
こ
と

　
が
で
き
る
。

2
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
不
服
申
立
て
に
関
す
る
手
続
に
つ
い
て

　
は
、
刑
事
訴
訟
法
第
四
百
三
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
検
察
官
の

　
処
分
の
取
消
し
又
は
変
更
の
請
求
に
係
る
手
続
の
例
に
よ
る
。

　
（
刑
事
参
考
記
録
の
保
存
及
び
閲
覧
）

第
九
条
　
法
務
大
臣
は
、
保
管
記
録
又
は
再
審
保
存
記
録
に
つ
い
て
、

　
刑
事
法
制
及
び
そ
の
運
用
並
び
に
犯
罪
に
関
す
る
調
査
研
究
の
重

　
要
な
参
考
資
料
で
あ
る
と
思
料
す
る
と
き
は
、
そ
の
保
管
期
間
又

　
は
保
存
期
間
の
満
了
後
、
こ
れ
を
刑
事
参
考
記
録
と
し
て
保
存
す

　
る
も
の
と
す
る
。

2
　
法
務
大
臣
は
、
学
術
研
究
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合

　
そ
の
他
法
務
省
令
で
定
め
る
場
合
に
は
、
申
出
に
よ
り
、
刑
事
参

　
考
記
録
を
閲
覧
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、

一
五
六

　
第
四
条
第
四
項
及
び
第
六
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

3
　
刑
事
参
考
記
録
に
つ
い
て
再
審
の
手
続
の
た
め
保
存
の
必
要
が

　
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
け
る
そ
の
保
存
及
び
閲
覧
に
つ
い

　
て
は
、
再
審
保
存
記
録
の
保
存
及
び
閲
覧
の
例
に
よ
る
。

4
　
法
務
大
臣
は
、
法
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
一
項

　
又
は
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
権
限
を
所
部
の
職
員
に
委
任
す
る

　
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
法
務
省
令
へ
の
委
任
）

第
十
条
　
こ
の
法
律
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
実
施

　
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
法
務
省
令
で
定
め
る
。

　
　
　
　
附
　
則

　
（
執
行
期
日
）

第
一
条
こ
の
法
律
（
以
下
「
本
法
」
と
い
う
。
）
は
、
昭
和
六
十
三

　
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
（
経
過
措
置
）

第
二
条
刑
事
被
告
事
件
に
係
る
訴
訟
で
あ
つ
て
本
法
施
行
の
日

　
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
終
結
し
た
も
の
の
記
録
に
つ
い

　
て
は
、
本
法
施
行
の
際
現
に
保
管
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
り
、
本

　
法
の
規
定
を
適
用
す
る
。

第
三
条
前
条
の
場
合
に
お
い
て
、
大
審
院
の
し
た
裁
判
の
裁
判
書

　
に
つ
い
て
は
、
本
法
施
行
の
際
現
に
保
管
検
察
官
が
原
本
に
代
え

　
て
保
有
す
る
そ
の
謄
本
を
当
該
裁
判
書
と
み
な
し
、
原
本
は
最
高



　
裁
判
所
が
保
存
す
る
も
の
と
す
る
。

第
四
条
　
附
則
第
二
条
の
場
合
に
お
い
て
、
施
行
日
か
ら
六
月
を
経

　
過
す
る
日
前
に
第
二
条
第
二
項
の
保
管
期
間
が
満
了
す
る
こ
と
と

　
な
る
訴
訟
の
記
録
は
、
施
行
日
か
ら
六
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
保

　
管
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
訴
訟
の
記
録

　
の
閲
覧
に
つ
い
て
は
、
第
四
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
は
適
用
し

　
な
い
。

第
五
条
　
本
法
施
行
の
際
現
に
法
務
大
臣
が
刑
事
法
制
及
び
そ
の
運

　
用
並
び
に
犯
罪
に
関
す
る
調
査
研
究
の
重
要
な
参
考
資
料
と
し
て

　
保
存
し
て
い
る
刑
事
被
告
事
件
に
係
る
訴
訟
の
記
録
は
、
第
九
条

　
の
規
定
に
よ
る
刑
事
参
考
記
録
と
み
な
す
。

　
（
略
式
手
続
に
よ
る
訴
訟
の
記
録
等
に
関
す
る
特
例
）

第
六
条
刑
事
訴
訟
法
第
六
編
又
は
交
通
事
件
即
決
裁
判
手
続
法

　
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
三
号
）
に
定
め
る
手
続
に
よ
る
訴
訟

　
の
記
録
で
あ
つ
て
法
務
省
令
で
定
め
る
も
の
に
係
る
本
法
の
規
定

　
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
第
二
条
第
一
項
中
「
当
該
被

　
告
事
件
に
つ
い
て
第
一
審
の
裁
判
を
し
た
裁
判
所
に
対
応
す
る
検

　
察
庁
の
検
察
官
」
と
あ
る
の
は
、
「
法
務
省
令
で
定
め
る
検
察
官
」

　
と
す
る
。

　
（
刑
事
訴
訟
法
施
行
法
の
一
部
改
正
）

第
七
条
　
刑
事
訴
訟
法
施
行
法
（
昭
和
二
＋
三
年
法
律
第
二
百
四
＋
九

　
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

司
法
資
料
保
存
の
歴
史
と
現
代
的
課
題

　
第
十
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
一
条
　
削
除

別
表
（
第
二
条
関
係
）

保
管
記
録
の
区
分

裁
判
書

　
処
す
る
確
定
裁
判
の
裁
判
書

判
の
裁
判
書

　
定
裁
判
又
は
刑
を
免
除
す
る
確
定
裁
判
の
裁

　
判
書

1
　
死
刑
又
は
無
期
の
懲
役
若
し
く
は
禁
銅
に

2
　
有
期
の
懲
役
又
は
禁
銅
に
処
す
る
確
定
裁

3
　
罰
金
、
拘
留
若
し
く
は
科
料
に
処
す
る
確

　
の
確
定
裁
判
の
裁
判
書

　
e
　
死
刑
又
は
無
期
の
懲
役
若
し
く
は
禁
鋼

　
　
に
当
た
る
罪
に
係
る
も
の

　
口
　
有
期
の
懲
役
又
は
禁
銅
に
当
た
る
罪
に

　
　
係
る
も
の

　
日
　
罰
金
、
拘
留
又
は
科
料
に
当
た
る
罪
に

　
　
係
る
も
の

　
定
裁
判
（
1
か
ら
4
ま
で
の
確
定
裁
判
を
除

　
く
。
）
の
裁
判
書

4
　
無
罪
、
免
訴
、
公
訴
棄
却
又
は
管
轄
違
い

5
　
控
訴
又
は
上
告
の
申
立
て
に
つ
い
て
の
確

保
管
期
間

百
年

五
十
年

二
十
年
（
法
務
省
令

で
定
め
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
法
務
省
令

で
定
め
る
期
間
）

十
五
年

五
年

三
年

控
訴
又
は
上
告
に
係

る
被
告
事
件
に
つ
い

て
の
ー
か
ら
4
ま
で

の
確
定
裁
判
の
区
分

に
応
じ
て
、
そ
の
裁

判
の
裁
判
書
の
保
管

期
間
と
同
じ
期
間

一
五
七



6

早
法
六
九
巻
二
号
（
一
九
九
三
）

そ
の
他
の
裁
判
の
裁
判
書

二
　
裁
判
書
以
外
の
保
管
記
録

　
1
　
刑
に
処
す
る
裁
判
に
よ
り
終
結
し
た
被
告

　
　
事
件
の
保
管
記
録

　
　
e
　
死
刑
又
は
無
期
の
懲
役
若
し
く
は
禁
鋼

　
　
　
に
処
す
る
裁
判
に
係
る
も
の

　
　
⇔
　
十
年
以
上
の
有
期
の
懲
役
又
は
禁
鋼
に

　
　
　
処
す
る
裁
判
に
係
る
も
の

　
　
日
　
五
年
以
上
十
年
未
満
の
懲
役
又
は
禁
鋼

　
　
　
に
処
す
る
裁
判
に
係
る
も
の

　
　
四
　
五
年
未
満
の
懲
役
又
は
禁
銅
に
処
す
る

　
　
　
裁
判
に
係
る
も
の

　
　
㈲
　
罰
金
、
拘
留
又
は
科
料
に
処
す
る
裁
判

　
　
　
に
係
る
も
の

　
は
管
轄
違
い
の
裁
判
に
よ
り
終
結
し
た
被
告

　
事
件
の
保
管
記
録

　
e
　
死
刑
又
は
無
期
の
懲
役
若
し
く
は
禁
鋼

　
　
に
当
た
る
罪
に
係
る
も
の

　
口
　
有
期
の
懲
役
又
は
禁
鋼
に
当
た
る
罪
に

　
　
係
る
も
の

　
日
　
罰
金
、
拘
留
又
は
科
料
に
当
た
る
罪
に

　
　
係
る
も
の

3
　
そ
の
他
の
保
管
記
録

2
　
刑
の
免
除
、
無
罪
、
免
訴
、
公
訴
棄
却
又

法
務
省
令
で
定
め
る

期
間

五
十
年

二
十
年

十
年

五
年

三
年
（
法
務
省
令
で

定
め
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
法
務
省
令
で

定
め
る
期
聞
）

十
五
年

五
年

三
年

法
務
省
で
定
め
る
期

間

一
五
八

【
「
官
報
」
昭
和
六
二
年
六
月
二
日
、
号
外
第
五
八
号
、
三
七
頁
】

　
3
　
刑
事
確
定
訴
訟
記
録
法
施
行
規
則
（
抄
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
六
二
年
一
二
月
一
四
日
法
務
省
令
第
四
一
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
改
正
平
成
元
年
法
務
省
令
第
一
七
号

　
（
法
別
表
の
法
務
省
令
で
定
め
る
保
管
期
間
）

第
一
条
刑
事
確
定
訴
訟
記
録
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
別
表
第
一

　
号
3
の
確
定
裁
判
の
裁
判
書
の
う
ち
法
務
省
令
で
定
め
る
も
の

　
は
、
道
路
交
通
法
（
昭
和
三
＋
五
年
法
律
第
百
五
号
）
第
八
章
の
罪
又

　
は
自
動
車
の
保
管
場
所
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
七
年

　
法
律
第
百
四
＋
五
号
）
第
八
条
若
し
く
は
第
九
条
の
罪
に
係
る
被
告

　
事
件
に
つ
い
て
の
刑
事
訴
訟
法
（
昭
和
二
＋
三
年
法
律
第
百
三
＋
一

　
号
）
第
六
編
又
は
交
通
事
件
即
決
裁
判
手
続
法
（
昭
和
二
＋
九
年
法

　
律
第
百
十
三
号
）
に
定
め
る
手
続
（
以
下
「
略
式
手
続
等
」
と
い
う
。
）

　
に
よ
る
確
定
裁
判
の
裁
判
書
（
正
式
裁
判
の
請
求
が
あ
つ
た
事
件
に

　
係
る
も
の
を
除
く
。
）
と
し
、
そ
の
保
管
期
間
は
、
十
年
と
す
る
。

第
二
条
法
別
表
第
一
号
6
の
そ
の
他
の
裁
判
の
裁
判
書
の
法
務
省

　
令
で
定
め
る
期
間
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
裁
判
書
の
区
分

　
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。



三 二 一
（1） （2〉　　　　　　　　　　　　　（1） （3）　　　　（2）（1）

命五担百
じ百さ八刑
る条せ十事
裁のる四訴
判規確条訟
の定定の法
執に裁規第
行よ判定百
のるのに八
免訴裁よ十
除訟判り三
の費書訴条
申用又訟若

判一　判判り律に事判解訴り律定
の異（1）書書没第関件一釈訟刑第裁刑
裁議に　又収百すに棄を法を四判の
判の掲　はの三るお却求第定十の執
書里げ　再裁十応け塗め五め五裁行
　ヱる　審判八急る疋る百る号判猶
繍講量讐笙鍵秦肇轟
　含に　始り第法者く。ての裁五刑言
　麓係　す消十＿所）に規判十法渡
　一る　るす三昭有のつ定の二＿し
　に上　確確条和物裁いに裁条明を
　つ訴　定定の三の判てよ判の治取

判　ての告確
書判の申棄定公上
　決裁立却裁訴訴
　訂判ての判棄審
　正の一確＿却で
　申裁異定公’破
　立判議判訴控棄
　て書里決棄訴さ
　に　ユを却棄れ
　つ　て除’却た
　い　をく控又裁
　て　含」訴は判
　の　脚こ棄上の

裁
判
誰
自
の
区
分

立のは費し いの　裁裁規十没書のる書規四り 裁　）係却告裁
て負同用く て申　判判定八収’確裁’定十消 判　にる又棄判
に担法をは の立　ののに年手刑定判刑に年す の　つ上は却書
つを第負第 裁て　裁裁よ法続事裁の事よ法確 裁　い訴上の

五 間満判て判ら法告確 間のて判ら法告当
年 了書’の4別事定 と裁’の4別事該 保

すのそ区ま表件裁
る保の分で第に響
ま管裁　の一つに
で期判に確号い係
の間の応定1てる

同判そ区ま表件裁
じ書の分で第に響
期の確　の一つに
間保定に確号い係
　管裁応定1てる

管
期
間

期が裁じ裁かの被 期判じ裁かの被

司
法
資
料
保
存
の
歴
史
と
現
代
的
課
題

　
い
て
の
確
定
裁
判
の
裁
判
書

③
　
ω
に
掲
げ
る
裁
判
に
係
る
上
訴
の
申
立
て

　
（
異
議
の
申
立
て
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
の
裁

　
判
の
裁
判
書

四
　
非
常
上
告
の
申
立
て
に
つ
い
て
の
裁
判
（
棄

　
　
却
判
決
を
除
く
。
）
の
裁
判
書

破
棄
さ
れ
た
確
定
裁

判
の
裁
判
書
又
は
破

棄
さ
れ
た
訴
訟
手
続

に
係
る
確
定
裁
判
の

裁
判
書
の
保
管
期
間

が
満
了
す
る
ま
で
の

期
問

五
　
一
か
ら
四
ま
で
の
裁
判
以
外
の
裁
判
の
裁
判

　
書

当
該
裁
判
に
つ
い
て

の
裁
判
書
以
外
の
保

管
記
録
の
保
管
期
間

が
満
了
す
る
ま
で
の

期
間

第
三
条
　
法
別
表
第
二
号
1
㊨
の
保
管
記
録
の
う
ち
法
務
省
令
で
定

　
め
る
も
の
は
、
道
路
交
通
法
第
八
章
の
罪
又
は
自
動
車
の
保
管
場

　
所
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
第
八
条
若
し
く
は
第
九
条
の
罪
に
係

　
る
被
告
事
件
に
つ
い
て
の
略
式
手
続
等
に
よ
る
訴
訟
の
記
録
で
あ

　
つ
て
仮
納
付
の
裁
判
の
施
行
に
よ
り
略
式
命
令
又
は
即
決
裁
判
が

　
確
定
し
た
と
き
に
刑
の
執
行
を
終
え
た
こ
と
と
な
る
事
件
に
係
る

　
も
の
（
正
式
裁
判
の
請
求
が
あ
つ
た
事
件
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
と

　
し
、
そ
の
保
管
期
間
は
、
一
年
と
す
る
。

第
四
条
　
法
別
表
第
二
号
3
の
そ
の
他
の
保
管
記
録
の
法
務
省
令
で

一
五
九



早
法
六
九
巻
二
号
（
｝
九
九
三
）

定
め
る
期
間
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
保
管
記
録
の
区
分
に
応

　
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

保
管
記
録
の
区
分

保
管
期
問

一
　
再
審
請
求
事
件
の
訴
訟
の
記
録

再
審
請
求
に
係
る
被

告
事
件
の
裁
判
書
以

外
の
保
管
記
録
の
保

管
期
間
が
満
了
す
る

ま
で
の
期
間
（
そ
の

期
間
が
三
年
未
満
の

も
の
に
つ
い
て
は
、

三
年
）

二
　
そ
の
他
の
保
管
記
録

三
年

　
（
再
審
の
手
続
の
た
め
の
保
存
の
請
求
）

第
五
条
　
法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
保
管
記
録
を
再
審
保
存

　
記
録
と
し
て
保
存
す
る
こ
と
を
請
求
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
再
審

　
保
存
請
求
書
（
様
式
第
一
号
）
を
保
管
検
察
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば

　
な
ら
な
い
。

　
（
保
存
に
関
す
る
通
知
）

第
六
条
　
法
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、
書
面
に
よ
り

　
行
う
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
保
存
し
な
い
旨
の
通

　
知
を
す
る
と
き
は
、
そ
の
理
由
を
付
記
す
る
も
の
と
す
る
。

　
（
保
存
期
間
の
延
長
の
請
求
等
）

一
六
〇

第
七
条
　
前
二
条
の
規
定
は
、
法
第
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す

　
る
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
再
審
保
存
記
録
の
保
存
期
間
の
延

　
長
の
請
求
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
条

　
中
「
再
審
保
存
請
求
書
（
様
式
第
一
号
）
」
と
あ
る
の
は
、
「
再
審
保

　
存
期
間
延
長
請
求
書
（
様
式
第
二
号
）
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

　
る
。

　
（
保
管
記
録
の
閲
覧
の
請
求
等
）

第
八
条
　
法
第
四
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
保
管
記
録
の
閲
覧
の
請

　
求
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
保
管
記
録
閲
覧
請
求
書
（
様
式
第
三
号
）

　
を
保
管
検
察
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
保
管
検
察
官
は
、
必
要
が
あ
る
と
認

　
め
る
と
き
は
、
訴
訟
関
係
人
で
あ
る
こ
と
又
は
閲
覧
に
つ
き
正
当

　
な
理
由
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
べ
き
資
料
の
提
出
を
求
め
る

　
こ
と
が
で
き
る
。

3
　
保
管
検
察
官
は
、
保
管
記
録
に
つ
い
て
閲
覧
の
請
求
が
あ
つ
た

　
場
合
に
お
い
て
、
請
求
に
係
る
保
管
記
録
を
閲
覧
さ
せ
な
い
と
き

　
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由
を
書
面
に
よ
り
請
求
し
た
者
に
通
知

　
す
る
も
の
と
す
る
。

　
（
再
審
保
存
記
録
の
閲
覧
の
請
求
等
）

第
九
条
　
法
第
五
条
第
一
項
の
再
審
保
存
記
録
の
閲
覧
の
請
求
を
し

　
よ
う
と
す
る
者
は
、
再
審
保
存
記
録
閲
覧
請
求
書
（
様
式
第
四
号
）

　
を
保
管
検
察
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



2
　
前
条
第
三
項
の
規
定
は
、
再
審
保
存
記
録
に
つ
い
て
閲
覧
の
請

　
求
が
あ
つ
た
場
合
に
準
用
す
る
。

　
（
法
第
五
条
第
三
項
の
法
務
省
令
で
定
め
る
場
合
）

第
十
条
　
法
第
五
条
第
三
項
の
法
務
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
に

　
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

　
一
　
民
事
上
又
は
行
政
上
の
争
訟
に
関
し
て
再
審
保
存
記
録
を
閲

　
　
覧
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合

　
二
　
刑
事
上
の
手
続
に
関
し
て
再
審
保
存
記
録
を
閲
覧
す
る
必
要

　
　
が
あ
る
と
認
め
る
場
合

　
三
　
そ
の
他
特
に
再
審
保
存
記
録
を
閲
覧
す
る
必
要
が
あ
る
と
認

　
　
め
る
場
合

　
（
再
審
保
存
記
録
の
閲
覧
の
申
出
）

第
十
一
条
　
法
第
五
条
第
三
項
の
再
審
保
存
記
録
の
閲
覧
の
申
出
を

　
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
再
審
保
存
記
録
閲
覧
申
出
書
（
様
式
第
五
号
）

　
を
保
管
検
察
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
閲
覧
の
日
時
、
場
所
等
の
指
定
等
）

第
十
二
条
保
管
検
察
官
は
、
保
管
記
録
又
は
再
審
保
存
記
録
の
閲

　
覧
に
つ
い
て
、
日
時
、
場
所
及
び
時
間
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き

　
る
。

2
　
保
管
検
察
官
は
、
保
管
記
録
又
は
再
審
保
存
記
録
の
閲
覧
に
つ

　
い
て
、
当
該
記
録
の
破
棄
そ
の
他
不
法
な
行
為
を
防
ぐ
た
め
必
要

　
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
検
察
庁
の
職
員
を
こ
れ
に
立
ち
会
わ

司
法
資
料
保
存
の
歴
史
と
現
代
的
課
題

　
せ
、
又
は
そ
の
他
の
適
当
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

　
（
閲
覧
の
手
数
料
の
納
付
方
法
）

第
十
三
条
　
法
第
七
条
の
手
数
料
は
、
手
数
料
の
額
に
相
当
す
る
額

　
の
収
入
印
紙
を
も
つ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
法
第
九
条
第
二
項
の
法
務
省
令
で
定
め
る
場
合
）

第
十
四
条
　
法
第
九
条
第
二
項
の
法
務
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次

　
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

　
一
　
民
事
上
又
は
行
政
上
の
争
訟
に
関
し
て
刑
事
参
考
記
録
を
閲

　
　
覧
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合

　
二
　
刑
事
上
の
手
続
に
関
し
て
刑
事
参
考
記
録
を
閲
覧
す
る
必
要

　
　
が
あ
る
と
認
め
る
場
合

　
三
　
そ
の
他
特
に
刑
事
参
考
記
録
を
閲
覧
す
る
必
要
が
あ
る
と
認

　
　
め
る
場
合

　
（
権
限
の
委
任
）

第
十
五
条
　
法
第
九
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
刑
事
参
考
記
録

　
の
保
存
及
び
閲
覧
に
関
す
る
法
務
大
臣
の
権
限
（
刑
事
参
考
記
録
と

　
し
て
保
存
す
る
旨
の
決
定
に
関
す
る
権
限
を
除
く
。
）
は
、
刑
事
参
考
記

　
録
に
係
る
被
告
事
件
に
つ
い
て
第
一
審
の
裁
判
を
し
た
裁
判
所
に

　
対
応
す
る
検
察
庁
の
長
（
区
検
察
庁
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
所
在
地
を
管

　
轄
す
る
地
方
裁
判
所
に
対
応
す
る
検
察
庁
の
検
事
正
。
以
下
同
じ
。
）
に

　
委
任
す
る
。

　
（
刑
事
参
考
記
録
の
閲
覧
の
申
出
等
）

一
六
一



早
法
六
九
巻
二
号
（
一
九
九
三
）

第
十
六
条
法
第
九
条
第
二
項
の
刑
事
参
考
記
録
の
閲
覧
の
申
出
を

　
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
刑
事
参
考
記
録
閲
覧
申
出
書
（
様
式
第
六
号
）

　
を
前
条
に
規
定
す
る
検
察
庁
の
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
い
。

2
　
第
十
二
条
の
規
定
は
、
刑
事
参
考
記
録
の
閲
覧
に
つ
い
て
準
用

　
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
同
条
中
「
保
管
検
察
官
」
と
あ

　
る
の
は
、
「
検
察
庁
の
長
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
　
附
　
則

　
（
施
行
期
日
）

1
　
こ
の
省
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
昭
和
六
＋
三
年
一
月
一
日
）
か

　
ら
施
行
す
る
。

　
（
略
式
手
続
に
よ
る
訴
訟
の
記
録
等
に
関
す
る
特
例
）

2
　
法
附
則
第
六
条
の
法
務
省
令
で
定
め
る
訴
訟
の
記
録
は
、
道
路

　
交
通
法
第
八
章
の
罪
又
は
自
動
車
の
保
管
場
所
の
確
保
等
に
関
す

　
る
法
律
第
八
条
若
し
く
は
第
九
条
の
罪
に
係
る
被
告
事
件
に
つ
い

　
て
の
訴
訟
の
記
録
で
あ
つ
て
法
務
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
も
の
と

　
し
、
法
附
則
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
法
第
二
条

　
第
一
項
の
法
務
省
令
で
定
め
る
検
察
官
は
、
有
罪
の
言
渡
し
を
受

　
け
た
者
の
本
籍
地
（
本
籍
の
な
い
者
、
本
籍
の
明
ら
か
で
な
い
者
又
は

　
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者
に
あ
つ
て
は
、
東
京
都
）
を
管
轄
す
る
地

　
方
裁
判
所
に
対
応
す
る
検
察
庁
の
検
察
官
と
す
る
。

　
（
様
式
各
号
略
）

一
六
二

【
「
官
報
」
昭
和
六
二
年
一
二
月
一
四
日
、
第
一
八
二
四
六
号
、
二
頁
一

　
4
　
事
件
記
録
等
保
存
規
程

　
　
　
　
　
（
昭
和
三
九
年
一
二
月
一
二
日
最
高
裁
判
所
規
程
第
八
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
改
正
昭
和
四
〇
年
最
高
裁
判
所
規
程
第
一
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
四
二
年
最
高
裁
判
所
規
程
第
三
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
四
二
年
最
高
裁
判
所
規
程
第
六
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
四
五
年
最
高
裁
判
所
規
程
第
四
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
四
六
年
最
高
裁
判
所
規
程
第
五
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
四
九
年
最
高
裁
判
所
規
程
第
六
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
五
一
年
最
高
裁
判
所
規
程
第
四
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
五
五
年
最
高
裁
判
所
規
程
第
三
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
　
二
年
最
高
裁
判
所
規
程
第
一
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
　
四
年
最
高
裁
判
所
規
程
第
一
号

　
事
件
記
録
等
保
存
規
程
（
昭
和
二
＋
八
年
最
高
裁
判
所
規
程
第
九
号
）

の
全
部
を
改
正
す
る
。

　
（
趣
旨
）

第
一
条
事
件
記
録
及
び
事
件
書
類
の
保
存
に
つ
い
て
は
、
こ
の
規

　
程
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

　
（
定
義
）

第
二
条
　
こ
の
規
程
で
「
事
件
記
録
」
と
は
、
別
表
第
一
の
上
欄
に

　
掲
げ
る
事
件
（
以
下
「
事
件
」
と
い
う
。
）
の
記
録
を
い
う
。



2
　
こ
の
規
程
で
「
事
件
書
類
」
と
は
、
事
件
に
関
す
る
書
類
で
法

　
令
の
規
定
に
基
づ
き
又
は
最
高
裁
判
所
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に

　
よ
り
記
録
か
ら
分
離
さ
れ
た
も
の
及
び
記
録
に
つ
づ
り
込
む
こ
と

　
を
要
し
な
い
も
の
並
び
に
仲
裁
判
断
の
原
本
を
い
う
。

3
　
こ
の
規
程
で
「
家
庭
事
件
」
と
は
、
家
事
審
判
事
件
、
家
事
調

　
停
事
件
、
家
事
雑
事
件
、
少
年
保
護
事
件
、
準
少
年
保
護
事
件
及

　
び
少
年
審
判
雑
事
件
を
い
う
。

4
　
こ
の
規
程
で
「
附
随
事
件
」
と
は
、
証
拠
保
全
事
件
そ
の
他
主

　
た
る
事
件
に
附
随
す
る
事
件
を
い
う
。

　
（
保
存
裁
判
所
）

第
三
条
　
事
件
記
録
（
以
下
「
記
録
」
と
い
う
。
）
及
び
事
件
書
類
は
、

　
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
の
ほ
か
、
当
該
事
件
の
第
一
審
裁
判
所

　
で
保
存
す
る
。

2
　
再
審
事
件
の
記
録
は
、
不
服
申
立
て
の
対
象
と
な
つ
た
裁
判
が

　
な
さ
れ
た
事
件
の
記
録
を
保
存
す
る
裁
判
所
で
保
存
す
る
。

3
　
事
件
書
類
の
う
ち
、
別
表
第
一
に
掲
げ
る
移
送
の
決
定
の
原
本

　
及
び
別
表
第
二
に
掲
げ
る
も
の
は
、
そ
の
裁
判
を
し
た
裁
判
所
で

　
保
存
す
る
。

4
　
事
件
書
類
の
う
ち
、
事
件
に
関
す
る
書
類
で
記
録
に
つ
づ
り
込

　
む
こ
と
を
要
し
な
い
も
の
及
び
仲
裁
判
断
の
原
本
は
、
当
該
書
類

　
が
作
成
又
は
提
出
さ
れ
た
裁
判
所
で
保
存
す
る
。

　
（
保
存
期
間
）

　
　
　
　
司
法
資
料
保
存
の
歴
史
と
現
代
的
課
題

第
四
条
　
記
録
及
び
事
件
書
類
の
保
存
期
間
は
、
別
表
第
一
及
び
第

　
二
の
と
お
り
と
す
る
。

2
　
前
項
の
保
存
期
間
は
、
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
の
ほ
か
、
裁

　
判
の
確
定
そ
の
他
の
事
由
に
よ
る
事
件
完
結
の
日
か
ら
起
算
す

　
る
。

3
　
上
訴
裁
判
所
で
保
存
す
べ
き
裁
判
（
移
送
の
決
定
を
除
く
。
）
の
原

　
本
の
保
存
期
間
は
、
そ
の
裁
判
が
効
力
を
生
じ
た
日
か
ら
起
算
す

　
る
。

4
　
移
送
の
決
定
の
原
本
の
保
存
期
間
は
、
そ
の
決
定
の
確
定
の
日

　
か
ら
起
算
す
る
。

5
　
公
示
催
告
事
件
で
除
権
判
決
に
対
す
る
不
服
の
訴
え
が
あ
つ
た

　
も
の
の
記
録
の
保
存
期
間
は
、
不
服
の
訴
え
の
判
決
確
定
の
日
か

　
ら
起
算
す
る
。

6
　
事
件
書
類
の
う
ち
事
件
に
関
す
る
書
類
で
記
録
に
つ
づ
り
込
む

　
こ
と
を
要
し
な
い
も
の
の
保
存
期
問
は
、
用
済
み
の
日
か
ら
起
算

　
す
る
。

　
（
家
庭
事
件
等
の
特
例
）

第
五
条
　
最
高
裁
判
所
は
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
家
庭
事
件
、
仮

　
差
押
仮
処
分
事
件
及
び
附
随
事
件
の
記
録
及
び
事
件
書
類
の
保
存

　
裁
判
所
及
び
保
存
期
間
に
つ
い
て
、
別
段
の
定
め
を
す
る
こ
と
が

　
で
き
る
。

　
（
附
属
書
類
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
三



　
　
　
　
早
法
六
九
巻
二
号
（
一
九
九
三
）

第
六
条
　
事
件
書
類
の
う
ち
別
表
第
一
の
下
欄
に
掲
げ
る
も
の
の
内

　
容
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
必
要
な
書
類
は
、
当
該
事
件
書
類
と
と

　
も
に
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
上
訴
裁
判
所
か
ら
送
付
さ
れ

　
た
終
局
裁
判
の
正
本
も
、
局
様
と
す
る
。

2
　
仲
裁
判
断
の
正
本
の
送
達
の
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
必
要

　
な
書
類
は
、
仲
裁
判
断
の
原
本
と
と
も
に
保
存
す
る
。

　
（
裁
判
の
原
本
等
へ
の
附
記
）

第
七
条
　
事
件
書
類
の
う
ち
、
別
表
第
一
の
下
欄
に
掲
げ
る
も
の
及

　
び
移
送
の
決
定
の
原
本
に
は
、
当
該
裁
判
、
審
判
又
は
調
書
等
の

　
送
達
及
び
確
定
又
は
訴
え
等
の
取
下
げ
の
事
実
を
附
記
し
な
け
れ

　
ば
な
ら
な
い
。
上
訴
裁
判
所
か
ら
送
付
さ
れ
た
終
局
裁
判
の
正
本

　
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

　
（
廃
棄
）

第
八
条
　
保
存
期
間
が
満
了
し
た
記
録
及
び
事
件
書
類
は
、
廃
棄
す

　
る
。

2
　
廃
棄
は
、
主
席
書
記
官
（
最
高
裁
判
所
に
あ
つ
て
は
訟
廷
主
席
書
記

　
官
、
家
庭
裁
判
所
に
あ
つ
て
は
上
席
の
主
任
書
記
官
、
簡
易
裁
判
所
に
あ

　
つ
て
は
監
督
地
方
裁
判
所
の
主
席
書
記
官
）
の
指
示
を
受
け
て
し
な

　
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
特
別
保
存
等
）

第
九
条
　
記
録
又
は
事
件
書
類
で
特
別
の
事
由
に
よ
り
保
存
の
必
要

　
が
あ
る
も
の
は
、
保
存
期
間
満
了
の
後
も
、
そ
の
事
由
の
あ
る
間

一
六
四

　
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
　
記
録
又
は
事
件
書
類
で
史
料
又
は
参
考
資
料
と
な
る
べ
き
も
の

　
は
、
保
存
期
間
満
了
の
後
も
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3
　
前
項
の
記
録
又
は
事
件
書
類
で
相
当
で
あ
る
と
認
め
る
も
の

　
は
、
最
高
裁
判
所
の
指
示
を
受
け
て
そ
の
保
管
に
移
す
こ
と
が
で

　
き
る
。

　
　
　
　
附
　
則

1
　
こ
の
規
程
は
、
昭
和
四
十
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

2
　
こ
の
規
程
の
施
行
の
際
、
現
に
保
存
中
の
記
録
及
び
事
件
書
類

　
の
う
ち
、
こ
の
規
程
に
よ
り
保
存
期
間
が
延
長
さ
れ
た
も
の
に
つ

　
い
て
は
、
改
正
前
の
規
程
に
よ
る
保
存
期
間
保
存
す
れ
ば
た
り
る
。

3
　
判
決
の
原
本
の
保
存
期
間
は
、
当
分
の
間
、
従
前
の
と
お
り
と

　
す
る
。

別
表
第
｝
（
第
一
審
裁
判
所
で
保
存
す
る
記
録
及
び
事
件
書
類
の
保
存
期

間
）

事
件
の
種
類

記
録
の
保
存
期
間

事
件
書
類
の
保
存
期
間

和
解
事
件

三
年

和
解
調
書
　
　
　
三
十
年

督
促
事
件

三
年

確
定
判
決
と
同
一

の
効
力
を
有
す
る
三
＋
年

支
払
命
令
の
原
本

民
事
通
常
訴
訟
事
件

手
形
訴
訟
事
件
及
び
、

小
切
手
訴
訟
事
件

判
に
よ
つ
て
完

羽
し
た
も
の
（
た

判
決
の
原
本
　
　
五
十
年



人
事
訴
訟
事
件

行
政
訴
訟
事
件

（
選
挙
に
関
す
る
訴

訟
事
件
を
含
む
）

民
事
再
審
事
件

行
政
再
審
事
件

だ
し
、
訴
状
却
下

　
　
　
　
　
　
　
十
年

叩
令
に
よ
つ
て
完

旧
し
た
も
の
を
除

。
）

　
の
他
　
　
　
　
七
年

和
解
又
は
請
求
の

放
棄
若
し
く
は
認
三
＋
年

諾
の
調
書

公
示
催
告
事
件

七
年

仮
差
押
仮
処
分
事
件

七
年

和
解
調
書
　
　
　
三
＋
年

仮
差
押
え
又
は
仮

処
分
を
命
ず
る
判
　
十
年

決
及
び
決
定
の
原
本

民
事
一
般
調
停
事
件

宅
地
建
物
調
停
事
件

商
事
調
停
事
件

農
事
調
停
事
件

鉱
害
調
停
事
件

五
年

調
停
調
書

調
停
に
代
わ
る
決

定
の
原
本
（
た
だ

し
、
異
議
申
立
て
三
十
年

に
よ
り
効
力
を
失

つ
た
も
の
を
除

く
。
）

過
料
事
件

五
年

民
事
非
訟
事
件

商
事
非
訟
事
件

十
年

商
法
第
三
百
八
十

六
条
第
㎜
項
第
八

号
の
査
定
の
決
定

の
原
本
（
た
だ
し
、
三
十
年

異
議
の
訴
え
の
あ

つ
た
も
の
を
除

く
。
）

罹
災
都
市
借
地
借
家

司
法
資
料
保
存
の
歴
史
と
現
代
的
課
題

ム
ム 和　破 件企申競行権債制設空不件執動 理る接臨
社 議　産 業立売事に権執機機動 行産 事借収時
更 事　事 担事法件対及行械自産 のに 件地不処
生 件　件 保件に すび事に動’ 配対 借動理
事 権　よ る他件対車船 当す 家産事
件 実　る 強の　す及舶 手る 臨に件

行　競 制財　るび’ 続強 時関及
事　売 執産　強建航 事制 処すび

そ 、口 そ。　’

の し判 のし判
他 たに 他たに

もよ もよ

のつ のつ
て て

壱 魯
兀 兀

五 十 五 五十
年 年 年 年年

除のし定一十会表び更和破破 るはだ決事 す同裁
くあ　’の号二社 更生議産産 も申し定件 る一判
」つ異原の条更 生債債債宣 の請’のを 裁の上
た議本査第生 担権権権告 をを申原完 判効の
もの＿定一法 保者表表決 除却立本結 の力和
の訴たの項第 権表　　定 く下て＿す 原を解
をえだ決第七 者及　　の 」す又たる 本有と

三　　　　　原 三

十　　　　　本 十 十
年 年 年

一
六
五



早
法
六
九
巻
二
号
（
一
九
九
三
）

一
六
六

家 家 人

事 事 身
調 審 保
停 判 護

事 事 事
件 件 件

旧　　の

ので才少のっ護 のし判効定 の　のつ判
他。に年　て処 他たに力判 他　　て又
＿　達が　完分
道　す二　結決

もよを決
のつ有と

完は
結裁

路　る十　し定 てす同 し判

交　ま六　たに 完る一 たに

五　十 五　　　十 五

年　年 年　　年 年

調審の確 遺のさしのそ及相除却だ審事 の請
停判効定 言をれ’申れび続く下し判件 原求
調の力判 書除な申述ら放の」す’のを 本認
書原を決 のくか述書の棄限　る申原完 容
本有と 検」つを＿取並定　も立本結 の

す同 認　た受た消び承　のて＿す 判

る一 調　も理だしに認　ををたる 決

三　五 書　　　　　　三
十　十 十 十

年　年 年 年

少
年
保
護
事
件

準
少
年
保
護
事
件

週
法
違
反
保
護
事

を
除
く
。
）
　
　
三
年

少
年
が
二
十
才

　
に
達
す
る
ま

　
で
。
た
だ
し
、

右
の
保
存
期
間

　
が
一
年
未
満
の

　
も
の
は
、
少
年

　
が
二
十
一
才
に

達
す
る
ま
で
。

旭
路
交
通
法
違
反

木
護
事
件
（
保
護

九
分
決
定
に
よ
つ

て
完
結
し
た
も
の

　
除
く
。
）

法
廷
等
の
秩
序
維
持

に
関
す
る
法
律
違
反

事
件

五
年

裁
判
官
の
分
限
事
件

十
年

民
事
雑
事
件

三
拠
保
全
の
申
立

て
（
証
拠
調
べ
を

訴
訟
費
用
額
確
定

決
定
の
原
本
　
　
三
十
年

免
責
又
は
免
責
取

消
し
の
決
定
の
原

本
　
　
　
　
　
　
三
十
年

復
権
の
決
定
の
原

本
　
　
　
　
　
三
十
年

会
社
更
生
法
第
八

十
一
一
条
第
一
項
の

否
認
の
請
求
を
認



少　　家　　そ強　　人　　行
年　　事　　の制　　身　　政
審　　雑　　他執　　保　　雑
判　　事　　の行　　護　　事
雑　　件　　　申に　　雑　　件
事　　　　　　立関　　事
件　　　　　事す　　件

件る
ユにび　　一　　　　　広　　几

の　てよ第七項第保び的　分差　た
他　　る二条並六に公独　の押　も
裁項第び十関正占　申え　の
判の一に二す取の　立又　」
の規項第条る引禁　ては
申定及六第法の止　　仮

三　七　　　　　　　　　　　七　　　十
年　年　　　　　　　　　　年　　年

しり類事仲 本にび十一律確及私ず録仮本決又処仮本決処仮和本容
な込で件裁 よ第七項第保び的るの登　及は分差　及分差解　し
いむ記に判 る二条並六に公独決仮記　び変を押　びを押調　た
もこ録関断
のとにすの

裁項第び十関正占定処又　決更取え　決命え書　決
判の一に二す取のの分は　定すり又　定ず又　　定

をつる原 の規項第条る引禁原を仮　のる消は　のるは　　の
要づ書本 原定及六第法の止本命登　原判し仮　原判仮　　原
三 三三

一　　十 十　　　　　　　　　　十　　十　　　　　十　　　　十十
年　年 年　　　　　　　　　年　　年　　　　　年　　　年年

司
法
資
料
保
存
の
歴
史
と
現
代
的
課
題

注
　
各
事
件
の
移
送
の
決
定
の
原
本
の
保
存
期
問
は
、
各
中
欄
に
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
し
そ
の
う
ち
二
種
類
以
上
の
保
存
期
間

の
定
め
の
あ
る
も
の
は
、
「
そ
の
他
」
に
よ
る
。

別
表
第
二
（
上
訴
裁
判
所
で
保
存
す
る
事
件
書
類
の
保
存
期
間
）

裁
判
書
の
種
類

保
存
期
間

民
事
上
告
受
理
事
件

民
事
特
別
上
告
受
理

事
件
民
事
抗
告
受
理
事
件

行
政
上
告
受
理
事
件

醸
特
別
上
告
受
理

行
政
抗
告
受
理
事
件

上
告
状
却
下
命
令
の
原
本

特
別
上
告
状
却
下
命
令
の
原
本

再
抗
告
状
却
下
命
令
の
原
本

特
別
抗
告
状
却
下
命
令
の
原
本

一
年

上
告
却
下
決
定
の
原
本

特
別
上
告
却
下
決
定
の
原
本

再
抗
告
却
下
決
定
の
原
本

特
別
抗
告
却
下
決
定
の
原
本

移
送
の
決
定
の
原
本

五
年

民
事
控
訴
事
件

行
政
控
訴
事
件

控
訴
状
却
下
命
令
の
原
本

一
年

移
送
の
決
定
の
原
本

五
年

判
決
の
原
本

五
十
年

民
事
抗
告
事
件

行
政
抗
告
事
件

少
年
保
護
抗
告
事
件

法
廷
等
の
秩
序
維
持

に
関
す
る
法
律
違
反

抗
告
事
件

抗
告
状
却
下
命
令
の
原
本

一
年

移
送
の
決
定
の
原
本

法
廷
等
の
秩
序
維
持
に
関
す
る
法
律

違
反
事
件
の
終
局
決
定
の
原
本

五
年

罹
災
都
市
借
地
借
家
臨
時
処
理
事
件

及
び
接
収
不
動
産
に
関
す
る
借
地
借

家
臨
時
処
理
事
件
の
裁
判
上
の
和
解

一
六
七



早
法
六
九
巻
二
号
（
一
九
九
三
）

行民行民 事裁特に法　異に法
政事政事 件判　別関廷議関廷
特特上上 官　抗す等　申す等
別別告告 の　告るの　立るの
上上事事 分事法秩　事法秩
告告件件 限件律序　件律序

錦 抗　　違維　　違維
件件 告　　反持　　反持

判 移 そ 訴を＿家復本免破本と
決 送 の 訟除た事権責産　同
の の 他 費くだ審の　又宣一
原 決 の 用」し判決　は告　の
本 ｛

疋 終 額　　’事定　免決効
の 局 確　抗件の　責定　力
原 決 定　告の原　取の　を
本 ｛

疋 決　を終本消原有
の 定　却局　　し本　す
原 の　下決　　の　　る
本 原　す定　　決　　決
本　るの　　定　　定
も原　　の　　の
の本　　原　　原

五 三
十 五 十 十
年 年 年 年

　
　
　
　
理
　
由

　
事
件
記
録
等
の
保
存
事
務
の
合
理
化
を
図
る
た
め
、
事
件
記
録
保

存
規
程
を
改
正
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
規
程
を
制
定
す

る
理
由
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
【
「
裁
判
所
時
報
」
昭
和
三
九
年
『
二
月
一
五
日
、
第
四
｝
五
号
、
｝
頁
】

5
　
事
件
記
録
等
保
存
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
四
年
一
月
二
三
日
最
高
裁
判
所
規
程
第
一
号
）

事
件
記
録
等
保
存
規
程
（
昭
和
三
＋
九
年
最
高
裁
判
所
規
程
第
八
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

一
六
八

附
則
第
三
項
を
削
る
。

　
　
　
附
　
則

こ
の
規
程
は
、
平
成
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
【
「
裁
判
所
時
報
」
平
成
四
年
二
月
一
日
、
第
一
〇
六
七
号
、

二
頁
】

　
6
　
事
件
記
録
等
保
存
規
程
の
運
用
に
つ
い
て
（
抄
）

　
　
　
　
（
平
成
四
年
二
月
七
日
最
高
裁
総
三
第
八
号
高
等
裁
判
所
長
官
、

　
　
　
地
方
裁
判
所
長
及
び
家
庭
裁
判
所
長
あ
て
事
務
総
長
依
命
通
達
）

　
事
件
記
録
等
保
存
規
程
（
昭
和
三
九
年
最
高
裁
判
所
規
程
第
八
号
。
以

下
「
規
程
」
と
い
う
。
）
の
運
用
に
つ
い
て
下
記
の
と
お
り
定
め
ま
し
た

の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
簡
易
裁
判
所
に
対
し
て
は
、
所
管
の
地
方
裁
判
所
長
か
ら

伝
達
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
記

第
一
　
保
存
裁
判
所
及
び
保
存
期
間
の
特
例

　
1
　
家
庭
事
件

　
　
ω
　
執
行
文
付
与
の
訴
え
、
執
行
文
付
与
に
対
す
る
異
議
の
訴

　
　
　
え
、
請
求
異
議
の
訴
え
及
び
第
三
者
異
議
の
訴
え
の
事
件
の

　
　
　
記
録
及
び
事
件
書
類
の
保
存
期
間
は
、
民
事
通
常
訴
訟
事
件

　
　
　
の
記
録
及
び
事
件
書
類
の
保
存
期
間
に
よ
る
。

　
　
②
　
家
事
事
件
に
つ
い
て
家
庭
裁
判
所
調
査
官
が
作
成
し
た
調

　
　
　
査
報
告
書
で
別
冊
と
し
た
も
の
は
、
当
該
家
事
事
件
の
記
録



　
　
と
と
も
に
保
存
す
る
。

③
　
準
少
年
保
護
事
件
の
記
録
は
、
付
随
事
件
の
記
録
と
し
て

　
　
取
り
扱
う
。

　
㈲
　
家
事
審
判
事
件
の
う
ち
後
見
に
関
す
る
事
件
の
記
録
及
び

　
　
事
件
書
類
の
保
存
期
間
は
、
こ
れ
を
保
存
に
付
し
た
後
に
同

　
　
｝
の
被
後
見
人
に
つ
い
て
後
見
に
関
す
る
事
件
が
完
結
し
た

　
　
と
き
は
、
後
の
事
件
が
完
結
し
た
日
か
ら
改
め
て
起
算
す
る
。

　
　
他
の
家
事
事
件
の
記
録
及
び
事
件
書
類
に
つ
い
て
も
、
必
要

　
　
が
あ
る
と
き
は
、
同
様
の
取
扱
い
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
　
保
全
命
令
事
件

　
　
保
全
異
議
の
申
立
て
が
あ
っ
た
と
き
は
、
保
全
命
令
事
件
の

　
記
録
及
び
事
件
書
類
の
保
存
期
間
は
、
保
全
異
議
事
件
が
完
結

　
し
た
日
か
ら
改
め
て
起
算
す
る
。

3
　
付
随
事
件

　
①
　
付
随
事
件
の
記
録
及
び
事
件
書
類
は
、
主
た
る
事
件
の
記

　
　
録
を
保
存
す
る
裁
判
所
で
保
存
す
る
。
た
だ
し
、
規
程
別
表

　
　
第
一
に
掲
げ
る
事
件
の
移
送
の
決
定
の
原
本
及
び
規
程
別
表

　
　
第
二
に
掲
げ
る
事
件
書
類
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

　
②
　
付
随
事
件
の
記
録
は
、
主
た
る
事
件
の
記
録
の
保
存
期
間

　
　
満
了
の
日
ま
で
と
も
に
保
存
す
る
。
た
だ
し
、
付
随
事
件
が

　
　
主
た
る
事
件
の
記
録
の
保
存
期
間
満
了
の
後
に
完
結
し
た
と

　
　
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

司
法
資
料
保
存
の
歴
史
と
現
代
的
課
題

　
　
ω
　
保
存
に
付
す
る
記
録
及
び
事
件
書
類
は
、
速
や
か
に
整
理

　
　
　
し
、
記
録
係
に
送
付
す
る
。

　
　
⑧
　
事
件
書
類
の
う
ち
事
件
に
関
す
る
書
類
で
記
録
に
つ
づ
り

　
　
　
込
む
こ
と
を
要
し
な
い
も
の
は
、
年
度
ご
と
に
事
件
雑
書
類

　
　
　
つ
づ
り
を
作
成
し
、
記
録
係
に
送
付
す
る
。

　
　
③
　
規
程
第
六
条
第
一
項
の
書
類
は
、
事
件
書
類
の
附
属
書
類

　
　
　
で
あ
る
旨
を
記
録
上
明
ら
か
に
し
た
上
、
記
録
係
に
送
付
す

　
　
　
る
。

　
　
　
除
権
判
決
に
対
す
る
不
服
の
訴
え
の
提
起
が
あ
っ
た
と
き
及

　
　
び
そ
の
訴
訟
事
件
が
判
決
の
確
定
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
完
結

　
　
し
た
と
き
は
、
当
該
事
件
を
受
理
し
た
地
方
裁
判
所
の
裁
判
所

　
　
書
記
官
は
、
そ
の
旨
を
催
告
裁
判
所
に
書
面
で
通
知
す
る
。

　
　
記
録
及
び
事
件
書
類
の
編
冊
は
、
一
定
の
記
録
保
存
用
の
倉
庫

　
　
又
は
保
管
庫
に
保
存
す
る
。

　
　
ω
　
記
録
を
保
存
に
付
す
る
場
合
に
は
、
収
入
印
紙
の
は
く
離

　
　
　
及
び
消
印
漏
れ
、
予
納
金
の
返
還
漏
れ
等
の
有
無
を
点
検
し
、

　
2
　
除
権
判
決
に
対
す
る
不
服
の
訴
え
に
関
す
る
通
知

第
二
　
保
存
の
た
め
の
引
継
ぎ

　
1
　
記
録
係
へ
の
送
付

第
三
　
記
録
及
び
事
件
書
類
の
保
存

　
1
　
保
存
の
場
所

　
2
　
記
録
の
保
存

一
六
九



早
法
六
九
巻
二
号
（
一
九
九
三
）

　
　
こ
れ
ら
の
事
実
を
発
見
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
明
ら
か
に

　
　
し
て
、
主
任
書
記
官
（
主
任
書
記
官
の
置
か
れ
て
い
な
い
裁
判
所

　
　
に
あ
っ
て
は
、
上
席
の
裁
判
所
書
記
官
）
に
記
録
を
返
還
す
る
。

　
　
び
終
期
を
記
載
す
る
。
保
存
の
終
期
が
変
更
さ
れ
た
と
き
は
、

　
　
そ
の
記
載
を
改
め
る
。

　
　
し
、
高
等
裁
判
所
、
地
方
裁
判
所
又
は
家
庭
裁
判
所
（
簡
易
裁

　
　
判
所
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
地
方
裁
判
所
）
の

　
　
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
こ
れ
と
異
な
る
方
法
に
よ
る
こ
と

　
　
が
で
き
る
。

　
　
ア
　
記
録
符
号
の
種
類
ご
と
に
分
け
た
上
、
事
件
番
号
の
順

　
　
　
序
に
よ
り
排
列
す
る
。

　
　
イ
　
記
録
符
号
の
種
類
ご
と
に
分
け
た
上
、
事
件
完
結
年
度

　
　
　
ご
と
に
事
件
番
号
の
順
序
に
よ
り
排
列
す
る
。

　
　
ウ
　
保
存
期
間
満
了
年
度
ご
と
に
分
け
た
上
、
記
録
符
号
の

　
　
　
種
類
ご
と
に
事
件
番
号
の
順
序
に
よ
り
排
列
す
る
。

　
　
当
該
事
件
書
類
の
末
尾
に
各
当
事
者
に
対
す
る
送
達
の
年
月

　
　
日
、
確
定
そ
の
他
の
事
件
完
結
事
由
及
び
そ
の
年
月
日
を
記

　
　
載
し
た
上
、
押
印
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
。
た
だ
し
、
当

　
ー
　
保
存
に
付
す
る
記
録
に
は
、
そ
の
表
紙
に
保
存
の
始
期
及

　
2
　
（

　
ー
　
記
録
の
排
列
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
る
。
た
だ

　
3
　
（

3
　
事
件
書
類
の
保
存

　
ー
　
規
程
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
付
記
は
、
裁
判
所
書
記
官
が
、

　
1
　
（

一
七
〇

　
該
事
件
書
類
か
ら
事
件
完
結
事
由
及
び
そ
の
年
月
日
が
明
ら

　
か
な
と
き
は
、
事
件
完
結
事
由
及
び
そ
の
年
月
日
を
記
載
す

　
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

②
　
記
録
よ
り
保
存
期
間
の
長
い
事
件
書
類
は
、
記
録
を
保
存

　
に
付
す
る
時
に
分
離
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第

　
五
の
ー
の
た
だ
し
書
の
定
め
に
よ
り
記
録
を
廃
棄
し
な
い
と

　
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

③
　
分
離
し
た
事
件
書
類
は
、
記
録
符
号
の
種
類
及
び
保
存
期

　
間
の
区
別
に
従
い
、
事
件
番
号
又
は
事
件
完
結
の
順
序
に
よ

　
り
、
事
件
完
結
の
年
度
ご
と
に
編
冊
を
作
成
す
る
。
た
だ
し
、

　
高
等
裁
判
所
、
地
方
裁
判
所
又
は
家
庭
裁
判
所
（
簡
易
裁
判
所

　
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
地
方
裁
判
所
）
の
定
め

　
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
記
録
符
号
の
種
類
及
び
保
存
期
間
の
区

　
別
に
従
う
点
を
除
き
、
前
記
の
取
扱
い
と
異
な
る
取
扱
い
に

　
よ
り
編
冊
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

㈲
　
上
訴
裁
判
所
で
保
存
す
る
裁
判
の
原
本
は
、
記
録
符
号
の

　
種
類
及
び
保
存
期
間
の
区
別
に
従
い
、
裁
判
の
年
月
日
の
順

　
序
に
よ
り
、
年
度
ご
と
に
編
冊
を
作
成
す
る
。
た
だ
し
、
中

　
間
判
決
の
原
本
は
、
終
局
判
決
の
原
本
と
併
せ
て
と
じ
る
。

㈲
　
仲
裁
判
断
の
原
本
は
、
受
領
の
順
序
に
よ
り
、
年
度
ご
と

　
に
編
冊
を
作
成
す
る
。

㈲
　
㈹
か
ら
㈲
ま
で
の
事
件
書
類
の
編
冊
は
、
編
冊
ご
と
に
別



　　第
　1四（1）

　
紙
様
式
第
1
に
よ
る
事
件
書
類
編
冊
目
録
を
付
し
、
そ
の
表

　
紙
に
は
保
存
の
始
期
及
び
保
存
期
間
を
記
載
す
る
。

　
の
に
つ
い
て
は
、
数
年
度
分
を
と
じ
合
わ
せ
て
保
存
す
る
こ

　
と
が
で
き
る
。

　
保
存
に
関
す
る
帳
簿
の
記
載

　
記
録
の
保
存

　
　
記
録
を
保
存
に
付
し
た
と
き
は
、
事
件
簿
の
当
該
事
件
の

　
「
保
存
」
の
箇
所
に
完
結
年
月
日
及
び
保
存
終
期
年
月
日
を

　
記
載
す
る
。

　
し
た
事
件
の
直
前
の
事
件
に
つ
い
て
、
事
件
簿
の
「
保
存
」

　
の
箇
所
に
記
載
さ
れ
た
保
存
終
期
年
月
日
を
抹
消
し
、
こ
の

　
箇
所
に
後
の
事
件
の
事
件
番
号
を
記
載
す
る
。

　
事
件
に
つ
い
て
、
保
全
命
令
事
件
簿
の
「
保
存
」
の
箇
所
に

　
記
載
さ
れ
た
完
結
年
月
日
及
び
保
存
終
期
年
月
日
を
そ
れ
ぞ

　
れ
改
め
る
。

　
た
だ
し
、
主
た
る
事
件
の
記
録
の
保
存
期
問
満
了
の
後
に
完

　
結
し
た
も
の
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

　
　
司
法
資
料
保
存
の
歴
史
と
現
代
的
課
題

ー
　
③
か
ら
㈲
ま
で
の
事
件
書
類
の
編
冊
で
紙
数
の
少
な
い
も

7（）
第
一
の
ー
の
㈲
に
定
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
後
に
完
結

2（ー
第
一
の
2
に
定
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
保
全
命
令

3（ー
　
付
随
事
件
に
つ
い
て
は
、
ω
に
よ
る
記
載
を
要
し
な
い
。

4（ー
　
第
二
の
2
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
と
き
は
、
公
示
催
告
事

5（

　
　
　
件
簿
の
当
該
事
件
の
「
備
考
」
の
箇
所
に
通
知
の
要
旨
を
記

　
　
　
載
す
る
。

　
　
㈲
　
仮
既
済
と
し
た
事
件
に
つ
い
て
は
、
事
件
簿
の
「
備
考
」

　
　
　
の
箇
所
に
「
仮
既
済
」
と
記
載
し
、
完
結
し
て
保
存
に
付
す

　
　
　
る
時
に
事
件
簿
の
「
保
存
」
の
箇
所
に
①
に
よ
る
記
載
を
す

　
　
　
る
。

　
　
　
第
三
の
3
の
③
か
ら
⑤
ま
で
の
事
件
書
類
の
編
冊
は
、
別
紙

　
　
様
式
第
2
に
よ
る
裁
判
原
本
等
保
存
簿
に
登
載
す
る
。

　
　
　
記
録
及
び
事
件
書
類
の
廃
棄
は
、
毎
年
、
前
年
度
中
に
保
存

　
　
期
間
が
満
了
し
た
も
の
に
つ
い
て
行
う
。
た
だ
し
、
規
程
別
表

　
　
第
一
の
中
欄
及
び
下
欄
の
保
存
期
間
が
一
〇
年
以
下
の
記
録
に

　
　
つ
い
て
は
、
下
欄
の
保
存
期
間
満
了
の
時
ま
で
廃
棄
し
な
い
こ

　
　
と
が
で
き
る
。

　
　
①
　
廃
棄
に
当
た
っ
て
は
、
別
紙
様
式
第
3
に
よ
る
廃
棄
目
録

　
　
　
を
作
成
す
る
。

　
　
③
　
廃
棄
は
、
訟
廷
管
理
官
（
訟
廷
管
理
官
の
置
か
れ
て
い
な
い
裁

　
　
　
判
所
に
あ
っ
て
は
訟
廷
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
主
任
書
記
官
、
主
任

　
　
　
書
記
官
の
置
か
れ
て
い
な
い
裁
判
所
に
あ
っ
て
は
上
席
の
裁
判
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
一

　
2
　
事
件
書
類
の
保
存

第
五
　
記
録
及
び
事
件
書
類
の
廃
棄

　
1
　
廃
棄
の
時
期

　
2
　
廃
棄
の
方
法



早
法
六
九
巻
二
号
（
一
九
九
三
）

　
　
　
書
記
官
）
が
立
ち
会
っ
た
上
、
焼
却
又
は
細
断
の
方
法
に
よ
り

　
　
　
行
う
。

　
　
　
物
品
管
理
官
に
引
き
継
ぐ
、

　
　
　
を
し
た
者
が
、
廃
棄
目
録
の
末
尾
に
廃
棄
の
年
月
日
及
び
方

　
　
　
法
を
記
載
し
た
上
、
2
の
⑧
に
定
め
る
立
会
者
と
と
も
に
記

　
　
　
名
押
印
す
る
。

　
　
　
存
」
の
箇
所
に
廃
棄
年
月
日
を
記
載
す
る
。

　
　
　
し
た
と
き
は
、
裁
判
原
本
等
保
存
簿
の
当
該
編
冊
の
「
廃
棄

　
　
　
の
日
」
の
箇
所
に
廃
棄
年
月
日
を
記
載
す
る
。

　
　
　
事
由
が
あ
る
記
録
又
は
事
件
書
類
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
い

　
　
　
て
、
保
存
期
間
満
了
後
も
保
存
す
る
必
要
が
あ
る
と
き
は
、

　
　
　
こ
れ
を
規
程
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
別
保
存
（
以
下

　
　
　
コ
項
特
別
保
存
」
と
い
う
。
）
に
付
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
ア
　
財
産
管
理
人
の
選
任
事
件
等
で
財
産
管
理
事
務
が
現
に

　
　
ー
　
③
に
よ
り
細
断
を
し
た
も
の
は
、
物
品
管
理
官
又
は
分
任

　
　
3

　
　
（

　
3
　
廃
棄
に
関
す
る
帳
簿
等
の
記
載

　
　
ー
　
記
録
又
は
事
件
書
類
の
編
冊
を
廃
棄
し
た
と
き
は
、
廃
棄

　
　
1

　
　
（

　
　
ー
　
記
録
を
廃
棄
し
た
と
き
は
、
事
件
簿
の
当
該
事
件
の
「
保

　
　
2

　
　
（

　
　
）
　
第
三
の
3
の
⑥
か
ら
㈲
ま
で
の
事
件
書
類
の
編
冊
を
廃
棄

　
　
3

　
　
（

第
六
　
特
別
保
存
の
手
続

　
1
　
一
項
特
別
保
存

　
　
〉
　
次
に
掲
げ
る
事
件
の
記
録
又
は
事
件
書
類
そ
の
他
特
別
の

　
　
ー

　
　
（

一
七
二

　
　
継
続
し
て
い
る
も
の

　
イ
　
保
存
期
間
満
了
後
に
当
該
債
務
名
義
に
係
る
債
務
の
履

　
　
行
期
が
到
来
す
る
事
件

　
ウ
　
再
審
又
は
和
解
無
効
確
認
等
の
事
件
が
現
に
係
属
し
、

　
　
又
は
係
属
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
事
件

　
工
　
関
連
す
る
事
件
が
現
に
係
属
し
、
又
は
係
属
す
る
こ
と

　
　
が
予
想
さ
れ
る
事
件

②
　
事
件
当
事
者
等
か
ら
、
事
件
及
び
保
存
の
理
由
を
明
示
し

　
て
一
項
特
別
保
存
の
要
望
が
あ
っ
た
と
き
は
、
事
件
簿
又
は

　
裁
判
原
本
等
保
存
簿
の
当
該
事
件
の
「
備
考
」
の
箇
所
に
そ

　
の
旨
を
記
載
す
る
。

⑬
　
②
の
要
望
が
あ
っ
た
と
き
は
、
特
別
保
存
に
付
す
る
か
ど

　
う
か
の
判
断
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
要
望
を
十
分
に
参
酌
す

　
る
。

㈲
　
一
項
特
別
保
存
に
付
す
る
記
録
に
つ
い
て
は
、
そ
の
表
紙

　
及
び
事
件
簿
の
当
該
事
件
の
「
備
考
」
の
箇
所
に
コ
項
特

　
別
保
存
」
と
朱
書
す
る
。

⑤
　
一
項
特
別
保
存
に
付
す
る
事
件
書
類
に
つ
い
て
は
、
事
件

　
書
類
の
編
冊
か
ら
分
離
し
て
編
冊
を
作
成
し
、
そ
の
表
紙
に

　
コ
項
特
別
保
存
」
と
朱
書
す
る
。

⑥
　
一
項
特
別
保
存
に
付
す
る
記
録
及
び
事
件
書
類
に
つ
い
て

　
は
、
別
表
様
式
第
4
に
よ
る
特
別
保
存
記
録
等
保
存
票
を
作



　
　
成
す
る
。

　
　
は
参
考
資
料
と
な
る
べ
き
記
録
又
は
事
件
書
類
の
全
部
又
は

　
　
一
部
に
つ
い
て
、
保
存
期
問
満
了
後
も
保
存
す
る
必
要
が
あ

　
　
る
と
き
は
、
こ
れ
を
規
程
第
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
別

　
　
保
存
（
以
下
「
二
項
特
別
保
存
」
と
い
う
。
）
に
付
す
る
も
の
と

　
　
す
る
。

　
　
ア
　
重
要
な
憲
法
判
断
が
示
さ
れ
た
事
件

　
　
イ
　
重
要
な
判
例
と
な
っ
た
裁
判
が
な
さ
れ
た
事
件
な
ど
法

　
　
　
令
の
解
釈
運
用
上
特
に
参
考
に
な
る
判
断
が
示
さ
れ
た
事

　
　
　
件

　
　
ウ
　
訴
訟
運
営
上
特
に
参
考
に
な
る
審
理
方
法
に
よ
り
処
理

　
　
　
さ
れ
た
事
件

　
　
工
　
世
相
を
反
映
し
た
事
件
で
史
料
的
価
値
の
高
い
も
の

　
　
オ
　
全
国
的
に
社
会
の
耳
目
を
集
め
た
事
件
又
は
当
該
地
方

　
　
　
に
お
け
る
特
殊
な
意
義
を
有
す
る
事
件
で
特
に
重
要
な
も

　
　
　
の

　
　
力
　
民
事
及
び
家
事
の
紛
争
、
少
年
非
行
等
に
関
す
る
調
査

　
　
　
研
究
の
重
要
な
参
考
資
料
に
な
る
事
件

　
　
由
を
明
示
し
て
二
項
特
別
保
存
の
要
望
が
あ
っ
た
と
き
は
、

　
ー
　
弁
護
士
会
、
学
術
研
究
者
等
か
ら
、
事
件
及
び
保
存
の
理

　
　
　
　

2
　
二
項
特
別
保
存

　
ー
　
次
に
掲
げ
る
事
件
の
記
録
又
は
事
件
書
類
そ
の
他
史
料
又

　
1
　
（

司
法
資
料
保
存
の
歴
史
と
現
代
的
課
題

　
　
事
件
簿
又
は
裁
判
原
本
等
保
存
簿
の
当
該
事
件
の
「
備
考
」

　
　
の
箇
所
に
そ
の
旨
を
記
載
す
る
。

　
⑥
　
②
の
要
望
が
あ
っ
た
と
き
は
、
特
別
保
存
に
付
す
る
か
ど

　
　
う
か
の
判
断
に
当
た
っ
て
、
そ
の
要
望
を
十
分
に
参
酌
す
る
。

　
㈲
　
二
項
特
別
保
存
に
付
す
る
記
録
に
つ
い
て
は
、
そ
の
表
紙

　
　
及
び
事
件
簿
の
当
該
事
件
の
「
備
考
」
の
箇
所
に
「
二
項
特

　
　
別
保
存
」
と
朱
書
す
る
。

　
⑤
　
二
項
特
別
保
存
に
付
す
る
事
件
書
類
に
つ
い
て
は
、
事
件

　
　
書
類
の
編
冊
か
ら
分
離
し
て
編
冊
を
作
成
し
、
そ
の
表
紙
に

　
　
「
二
項
特
別
保
存
」
と
朱
書
す
る
。
事
件
書
類
の
編
冊
の
全

　
　
部
を
二
項
特
別
保
存
に
付
す
る
と
き
は
、
そ
の
表
紙
及
び
裁

　
　
判
原
本
等
保
存
簿
の
当
該
編
冊
の
「
備
考
」
の
箇
所
に
「
二

　
　
項
特
別
保
存
」
と
朱
書
す
る
。

　
㈲
　
二
項
特
別
保
存
に
付
す
る
記
録
及
び
事
件
書
類
に
つ
い
て

　
　
は
、
別
紙
様
式
第
4
に
よ
る
特
別
保
存
記
録
等
保
存
票
を
作

　
　
成
す
る
。

3
　
二
項
特
別
保
存
の
報
告

　
　
記
録
又
は
事
件
書
類
を
二
項
特
別
保
存
に
付
し
た
と
き
は
、

　
そ
の
旨
を
最
高
裁
判
所
に
報
告
す
る
。

4
　
最
高
裁
判
所
へ
の
移
管

　
　
規
程
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
記
録
又
は
事
件
書
類
を

　
最
高
裁
判
所
の
保
管
に
移
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
送
付
の

一
七
三



　
　
早
法
六
九
巻
二
号
（
一
九
九
三
）

　
年
月
日
を
特
別
保
存
記
録
等
保
存
票
の
「
備
考
」
の
箇
所
に
記

　
載
す
る
。

　
　
　
付
　
記

1
　
実
施

　
こ
の
通
達
は
、
平
成
四
年
四
月
一
日
か
ら
実
施
す
る
。

2
　
通
達
の
廃
止

　
　
昭
和
三
九
年
一
二
月
一
二
日
付
け
最
高
裁
総
三
第
二
八
号

　
事
務
総
長
依
命
通
達
「
事
件
記
録
等
保
存
規
程
の
施
行
に
つ
い

　
て
」
は
、
平
成
四
年
三
月
三
一
日
限
り
、
廃
止
す
る
。

3
　
経
過
措
置

　
O
D
　
こ
の
通
達
の
実
施
の
際
、
記
録
よ
り
保
存
期
間
の
長
い
事

　
　
件
書
類
を
記
録
の
廃
棄
時
に
分
離
す
る
取
扱
い
に
よ
っ
て
い

　
　
る
裁
判
所
は
、
こ
れ
を
保
存
時
に
分
離
す
る
取
扱
い
に
変
更

　
　
す
る
た
め
に
必
要
な
閾
、
従
前
の
取
扱
い
に
よ
っ
て
差
し
支

　
　
え
な
い
。

　
②
　
保
存
期
間
が
五
〇
年
の
判
決
の
原
本
で
、
平
成
五
年
一
二

　
　
月
三
一
日
ま
で
に
保
存
期
間
が
満
了
し
た
も
の
の
廃
棄
は
、

　
　
平
成
六
年
一
月
一
日
以
降
に
行
う
。

　
⑥
　
③
の
判
決
の
原
本
に
つ
い
て
、
弁
護
士
会
、
学
術
研
究
者

　
　
等
か
ら
、
事
件
及
び
保
存
の
理
由
を
明
示
し
て
二
項
特
別
保

　
　
存
の
要
望
が
あ
っ
た
と
き
は
、
特
別
保
存
に
付
す
る
か
ど
う

　
　
か
の
判
断
に
当
た
っ
て
、
そ
の
要
望
を
十
分
に
参
酌
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
四

　
　
㈲
　
こ
の
通
達
の
実
施
の
際
、
従
前
の
様
式
に
よ
る
事
件
書
類

　
　
　
の
編
冊
の
目
録
、
裁
判
原
本
等
保
存
簿
及
び
廃
棄
目
録
の
用

　
　
　
紙
が
残
存
し
て
い
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
を
使
用
し
て
差
し
支

　
　
　
え
な
い
。

　
　
　
　
記
載
要
領

　
　
　
事
件
書
類
（
附
属
書
類
を
↓
体
と
し
た
も
の
）
ご
と
の
順
次
番
号

　
　
を
記
載
し
、
各
事
件
書
類
に
は
、
そ
の
初
葉
左
側
上
部
に
順
次

　
　
番
号
を
記
載
す
る
。
た
だ
し
、
事
件
書
類
の
編
冊
が
上
と
じ
の

　
　
と
き
は
初
葉
左
側
下
部
に
、
左
と
じ
の
と
き
は
初
葉
右
側
上
部

　
　
に
記
載
す
る
。

　
　
　
規
程
別
表
第
一
の
下
欄
に
掲
げ
る
事
件
書
類
に
つ
い
て
は
事

　
　
件
完
結
の
日
を
、
規
程
別
表
第
二
に
掲
げ
る
事
件
書
類
に
つ
い

　
　
て
は
裁
判
が
効
力
を
生
じ
た
日
を
記
載
す
る
。

　
　
と
が
で
き
る
。

　
　
　
例
え
ば
、
「
平
成
三
年
度
民
事
第
一
審
判
決
原
本
（
ワ
）
　
そ

　
　
の
一
」
の
よ
う
に
記
載
す
る
。

　
2
　
　
「
完
結
（
裁
判
）
の
日
」

第
一
　
事
件
書
類
編
冊
目
録

　
1
　
　
「
順
次
番
号
」

第
二
　
裁
判
原
本
等
保
存
簿

　
1
　
裁
判
原
本
等
保
存
簿
は
、
編
冊
の
種
類
ご
と
に
区
分
す
る
こ

　
2
　
　
「
編
冊
の
表
示
」



　
　
　
規
程
別
表
第
一
の
下
欄
に
掲
げ
る
事
件
書
類
の
編
冊
に
つ
い

　
　
て
は
事
件
完
結
の
日
を
、
規
程
別
表
第
二
に
掲
げ
る
事
件
書
類

　
　
の
編
冊
に
つ
い
て
は
裁
判
が
効
力
を
生
じ
た
日
を
記
載
す
る
。

　
　
　
編
冊
中
の
事
件
書
類
の
保
存
終
了
日
の
う
ち
最
後
の
日
を
記

　
　
載
す
る
。

　
　
ω
　
記
録
に
つ
い
て
は
、
記
録
符
号
の
種
類
ご
と
に
事
件
番
号

　
　
　
を
記
載
す
る
。
主
た
る
事
件
の
記
録
と
同
時
に
廃
棄
さ
れ
る

　
　
　
付
随
事
件
の
記
録
に
つ
い
て
は
、
主
た
る
事
件
の
事
件
番
号

　
　
　
の
み
の
記
載
で
足
り
る
。

　
　
③
　
事
件
書
類
の
編
冊
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
「
昭
和
一
〇
年

　
　
　
度
民
事
第
一
審
判
決
原
本
（
ワ
）
」
の
よ
う
に
記
載
す
る
。

　
　
　
記
第
五
の
ー
の
た
だ
し
書
の
定
め
に
よ
り
記
録
及
び
事
件
書

　
　
類
を
同
時
に
廃
棄
す
る
と
き
は
、
記
録
中
の
事
件
書
類
を
含
む

　
　
旨
を
記
載
す
る
。

　
　
①
　
記
録
に
つ
い
て
は
、
事
件
番
号
を
記
載
す
る
。

　
　
　
　
司
法
資
料
保
存
の
歴
史
と
現
代
的
課
題

　
3
　
　
「
完
結
（
裁
判
）
の
日
」

　
4
　
　
「
保
存
終
了
の
日
」

第
三
　
廃
棄
目
録

　
1
　
　
「
記
録
（
事
件
書
類
の
編
冊
）
の
表
示
」

　
2
　
「
備
考
」

第
四
　
特
別
保
存
記
録
等
保
存
票

　
1
　
　
「
記
録
（
事
件
書
類
）
の
表
示
」

　
②
事
件
書
類
に
つ
い
て
は
、
事
件
番
号
及
び
事
件
書
類
の
名

　
　
称
を
記
載
す
る
。

　
⑥
　
事
件
書
類
の
編
冊
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
「
昭
和
一
〇
年

　
　
度
民
事
第
一
審
判
決
原
本
（
ワ
）
　
そ
の
一
」
の
よ
う
に
記

　
　
載
す
る
。

2
　
「
特
別
保
存
の
理
由
」

　
　
一
項
特
別
保
存
に
つ
い
て
、
再
審
事
件
、
和
解
無
効
確
認
等

　
の
事
件
又
は
関
連
す
る
事
件
が
現
に
係
属
し
て
い
る
と
き
は
、

　
そ
の
事
件
が
係
属
す
る
裁
判
所
、
事
件
番
号
及
び
事
件
名
を
記

　
載
す
る
。

3
　
「
事
件
の
特
徴
」

　
　
必
要
に
応
じ
て
、
例
え
ば
、
「
認
知
者
の
死
亡
後
に
お
け
る
認

　
知
無
効
の
訴
え
の
許
否
に
つ
い
て
、
新
た
な
判
断
を
示
し
た
。
」

　
の
よ
う
に
、
特
別
保
存
の
理
由
と
な
っ
た
事
件
の
特
徴
を
記
載

　
す
る
。

4
　
「
特
別
保
存
要
望
者
の
氏
名
等
」

　
　
特
別
保
存
の
要
望
を
し
た
者
の
氏
名
、
住
所
等
を
記
載
す
る
。

　
（
別
紙
様
式
第
1
か
ら
第
4
　
略
）

　
　
　
　
　
【
「
裁
判
所
時
報
」
平
成
四
年
二
月
一
五
日
、
第
一
〇
六
八
号
、
二
頁
】

一
七
五



7

早
法
六
九
巻
二
号
（
一
九
九
三
）

特
別
保
存
要
望
書

一
七
六

特別保存要望書
平成　　年　　月　　日

裁　判　所　　御中

住　所

職　業

氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
下記記録（事件書類）の特別保存を要望します。

記録（事件書類） 明・大・昭・平　　　年（　　）第　　　　　　　　　　号

の　　表　　示

事　　件　　名 事件

（通称） （　　　　　　　　　　　　　　　　）

保存の対象 記録の一部・全部　　　　冊　　事件書類　　　　冊　　　　通
（一部のとき）その範囲は次のとおりです。

特別保存の理由 規程9条1項（Oを付したもの）

ア　財産管理人の選任事件等で財産管理事務が現に継続している。

イ　保存期間満了後に当該債務名義に係る債務の履行期が到来する。

ウ　再審又は和解無効確認等の事件が現に係属し、又は係属すること

が予想される。

裁判所　　　　　支部

平　　　年（　）第　　　　号
事件

工　関連する事件が現に係属し、又は係属することが予想される。

裁判所　　　　　支部

平　　　年（　）第　　　　号
事件

オ　その他

規程9条2項（Oを付したもの）
一　　一　　一　　雪　　一　　一　　一　　一　　一　　，　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　幽　　薗　　一　　一　　－　　一　　－　　一　　一　　r　　一　　一　　一　　冒　　層　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　冒　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　『　　曹　　r　　甲　　一　　一

ア　重要な憲法判断が示された。

イ　法令の解釈運用上特に参考になる判断が示された。

ウ　訴訟運営上特に参考になる審理方法により処理された。

エ　世相を反映した事件で史料的価値が高い。

オ　全国的に社会の耳目を集めた。

力　当該地方における特殊な意義を有する。

キ　調査研究の重要な参考資料となる。

ク　その他

事件の概要

要望の理由及び

参考　書類

【
「
自
由
と
正
義
」
四
三
巻
四
号
、
｝
九
九
二
年
、
　
二
五
頁
】



　
8
　
公
文
書
館
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
六
二
年
法
律
第
一
一
五
号
）

　
（
目
的
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
文
書
等
を
歴
史
資
料
と
し
て
保
存
し
、

　
利
用
に
供
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
、
公
文
書
館
に
関
し

　
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
（
定
義
）

第
二
条
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
公
文
書
等
」
と
は
、
国
又
は
地
方

　
公
共
団
体
が
保
管
す
る
公
文
書
そ
の
他
の
記
録
（
現
用
の
も
の
を
除

　
く
。
）
を
い
う
。

　
（
責
務
）

第
三
条
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
公

　
文
書
等
の
保
存
及
び
利
用
に
関
し
、
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
責
務

　
を
有
す
る
。

　
（
公
文
書
館
）

第
四
条
　
公
文
書
館
は
、
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
公
文
書
等
を
保

　
存
し
、
閲
覧
に
供
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
に
関
連
す
る
調
査
研
究

　
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
施
設
と
す
る
。

2
　
公
文
書
館
に
は
、
館
長
、
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
公
文
書
等

　
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
を
行
う
専
門
職
員
そ
の
他
必
要
な
職
員
を

　
置
く
も
の
と
す
る
。

第
五
条
　
公
文
書
館
は
、
国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
設
置
す
る
。

　
　
　
　
司
法
資
料
保
存
の
歴
史
と
現
代
的
課
題

2
　
地
方
公
共
団
体
の
設
置
す
る
公
文
書
館
の
当
該
設
置
に
関
す
る

　
事
項
は
、
当
該
地
方
公
共
団
体
の
条
例
で
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
い
。

　
（
資
金
の
融
通
等
）

第
六
条
　
国
は
、
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
公
文
書
館
の
設
置
に
必

　
要
な
資
金
の
融
通
又
は
あ
っ
せ
ん
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

　
（
技
術
上
の
指
導
等
）

第
七
条
　
内
閣
総
理
大
臣
は
、
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
そ
の
求
め

　
に
応
じ
て
、
公
文
書
館
の
運
営
に
関
し
、
技
術
上
の
指
導
又
は
助

　
言
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
附
　
則

　
（
施
行
期
日
）

1
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範

　
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
（
専
門
職
員
に
つ
い
て
の
特
例
）

2
　
当
分
の
間
、
地
方
公
共
団
体
が
設
置
す
る
公
文
書
館
に
は
、
第

　
四
条
第
二
項
の
専
門
職
員
を
置
か
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
総
理
府
設
置
法
の
一
部
改
正
）

3
　
総
理
府
設
置
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
の
一

　
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
第
四
条
第
七
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　
　
七
の
二
　
公
文
書
館
法
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
百
十
五
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
七



早
法
六
九
巻
二
号
（
一
九
九
三
）

の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
　
　
【
「
官
報
」
昭
和
六
二
年
『
二
月
一
五
日
、

lII

請
願
・
要
望
・
意
見
等

号
外
第
一
五
五
号
、
二
六
頁
】

　
1
　
国
会
請
願
の
要
旨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
六
〇
年
第
一
〇
二
国
会
で
採
択
）

刑
事
訴
訟
法
第
五
十
三
条
第
一
項
は
「
何
人
も
、
被
告
事
件
の
終
結

後
、
訴
訟
記
録
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
し
、
同
条
第
四
項

は
「
訴
訟
記
録
の
保
管
及
び
そ
の
閲
覧
の
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
別

に
法
律
で
こ
れ
を
定
め
る
。
」
と
明
定
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

同
法
制
定
後
三
十
数
年
経
た
今
日
に
お
い
て
も
未
だ
に
立
法
さ
れ
て

い
な
い
。
時
代
を
反
映
す
る
訴
訟
記
録
に
は
貴
重
な
文
化
遺
産
と
し

て
後
世
に
残
す
べ
き
も
の
が
少
な
く
な
い
。

　
つ
い
て
は
、
訴
訟
記
録
保
存
法
を
速
や
か
に
制
定
し
、
訴
訟
記
録

の
保
存
主
体
・
保
存
期
間
・
保
存
基
準
等
を
確
立
さ
れ
た
い
。

2
　
訴
訟
記
録
等
保
存
立
法
に
つ
い
て
の
要
望
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
六
〇
年
七
月
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
弁
護
士
連
合
会

　
　
　
要
望
の
趣
旨

裁
判
確
定
後
の
訴
訟
記
録
等
の
保
存
の
た
め
、
そ
の
理
念
と
目
的

一
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を
明
ら
か
に
し
、
保
存
の
主
体
、
保
存
の
基
準
、
期
問
、
方
法
、
公

開
等
に
つ
き
定
め
た
訴
訟
記
録
等
保
存
立
法
を
推
進
さ
れ
る
よ
う
要

望
し
ま
す
。

　
　
　
　
要
望
の
理
由

一
　
訴
訟
記
録
保
存
法
制
の
現
状

　
1
　
刑
事
訴
訟
記
録
に
つ
き
、
刑
事
訴
訟
法
第
五
三
条
第
一
項
は

「
何
人
も
、
被
告
事
件
の
終
結
後
、
訴
訟
記
録
を
閲
覧
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
」
と
し
、
同
条
第
四
項
に
お
い
て
は
「
訴
訟
記
録
の
保
管
及

び
そ
の
閲
覧
の
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
別
に
法
律
で
こ
れ
を
定
め

る
。
」
と
規
定
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
刑
事
訴
訟
法
が
右
の
と

お
り
明
文
で
制
定
す
る
も
の
と
し
て
い
る
訴
訟
記
録
の
保
存
等
に
阻

す
る
法
律
は
、
右
刑
事
訴
訟
法
施
行
後
す
で
に
三
十
数
年
を
経
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
制
定
さ
れ
て
い
な
い
。

　
そ
の
た
め
、
裁
判
確
定
後
の
訴
訟
記
録
の
取
扱
に
つ
い
て
は
準
拠

す
べ
き
法
律
を
欠
く
が
、
取
扱
の
現
状
と
し
て
は
裁
判
確
定
後
、
完

結
事
件
記
録
と
し
て
裁
判
所
か
ら
当
該
事
件
の
起
訴
検
察
庁
に
送
付

さ
れ
、
送
付
を
受
け
た
起
訴
検
察
庁
が
こ
れ
を
保
管
し
て
い
る
。
そ

し
て
、
そ
の
保
存
は
法
務
省
刑
事
局
長
通
達
と
し
て
の
「
検
務
関
係

文
書
等
保
存
事
務
暫
定
要
領
」
に
拠
っ
て
い
る
。
右
暫
定
要
領
に
定

め
る
保
存
期
間
を
経
過
し
た
訴
訟
記
録
は
、
機
械
的
に
廃
棄
処
分
さ

れ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
一
部
に
は
参
考
記
録
と
称
し
て
当
該
検
察

庁
が
保
管
す
る
も
の
も
存
在
す
る
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
の
実
態
は
明



ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

　
2
　
民
事
訴
訟
記
録
に
つ
き
、
民
事
訴
訟
法
第
一
五
一
条
は
「
何

人
モ
訴
訟
記
録
ノ
閲
覧
ヲ
裁
判
所
書
記
官
二
請
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

但
シ
訴
訟
記
録
ノ
保
存
又
ハ
裁
判
所
ノ
執
務
二
支
障
ア
ル
ト
キ
ハ
此

ノ
限
二
在
ラ
ス
」
と
規
定
し
、
刑
事
訴
訟
法
の
よ
う
に
、
法
律
に
よ

る
訴
訟
記
録
保
存
等
を
明
記
は
し
て
い
な
い
。

　
実
情
は
最
高
裁
判
所
規
程
で
あ
る
「
事
件
記
録
等
保
存
規
程
」
に

拠
っ
て
処
理
さ
れ
て
い
る
。
同
規
程
も
記
録
保
存
期
間
を
定
め
、
さ

ら
に
同
規
程
第
九
条
は
特
別
保
存
等
を
規
定
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら

の
運
用
の
実
態
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。

二
　
訴
訟
記
録
保
存
立
法
の
必
要
性

　
1
　
刑
事
の
場
合
、
前
記
の
と
お
り
、
刑
事
訴
訟
法
第
五
三
条
第

四
項
が
法
律
制
定
を
明
文
を
も
っ
て
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ

の
法
律
が
三
十
数
年
に
わ
た
っ
て
制
定
さ
れ
ず
に
き
た
こ
と
は
、
き

わ
め
て
異
常
で
あ
る
。

　
2
　
現
在
に
い
た
る
ま
で
、
刑
事
の
場
合
は
右
暫
定
要
領
、
民
事

の
場
合
は
右
保
存
規
程
に
拠
っ
て
処
理
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
保

存
の
主
体
を
裁
判
所
に
す
る
か
、
検
察
庁
に
す
る
か
、
そ
の
他
の
機

関
に
す
る
か
、
保
存
期
間
を
ど
う
と
ら
え
、
い
か
に
定
め
る
か
、
保

存
期
間
経
過
後
の
特
別
保
存
等
の
基
準
、
特
別
保
存
の
方
法
等
に
つ

い
て
な
ど
、
立
法
問
題
と
し
て
立
法
機
関
で
十
分
に
論
議
さ
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

司
法
資
料
保
存
の
歴
史
と
現
代
的
課
題

　
3
　
多
く
の
訴
訟
記
録
は
、
前
記
の
と
お
り
、
廃
棄
さ
れ
る
に
ま

か
さ
れ
て
い
る
現
状
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
具
体

的
事
件
に
つ
い
て
、
記
録
が
本
当
に
滅
失
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
か
、

あ
る
い
は
弘
前
再
審
事
件
の
場
合
の
よ
う
に
現
存
す
る
も
の
が
あ
る

の
か
に
つ
い
て
す
ら
、
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
べ
き
法
的
手
段
は
ほ
と

ん
ど
存
在
し
な
い
。

　
4
　
ひ
る
が
え
っ
て
考
え
て
み
る
と
、
刑
事
、
民
事
の
諸
事
件
は

そ
の
時
代
の
人
の
営
み
や
世
相
風
俗
を
映
し
、
諸
々
の
社
会
の
矛
盾

を
反
映
し
、
国
家
と
人
民
の
関
係
を
鋭
く
投
影
し
て
お
り
、
訴
訟
記

録
に
は
、
判
決
と
い
う
結
論
に
向
け
て
具
体
的
に
な
に
が
主
張
・
立

証
さ
れ
た
か
、
そ
の
た
め
の
関
係
者
の
叡
智
と
努
力
の
跡
が
し
る
さ

れ
て
い
る
。
世
に
い
う
著
名
事
件
の
み
な
ら
ず
、
無
名
の
事
件
で
あ

っ
て
も
、
刑
事
・
民
事
の
訴
訟
記
録
の
中
に
は
右
の
意
味
で
貴
重
な

文
化
遺
産
と
し
て
、
判
決
そ
の
も
の
と
と
も
に
後
世
に
遺
す
に
値
し
、

遺
さ
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
が
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
判
決
書
の
場
合
は
、
公
刊
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
生
の
訴

訟
記
録
の
場
合
は
い
っ
た
ん
廃
棄
さ
れ
れ
ば
再
生
は
不
可
能
で
あ

る
。　
5
　
歴
史
的
に
著
名
な
事
件
記
録
さ
え
、
そ
の
多
く
が
廃
棄
さ
れ

て
い
る
現
状
を
正
確
に
把
握
し
た
上
、
特
別
保
存
等
に
関
す
る
基
準
、

方
法
等
を
法
律
に
よ
っ
て
明
確
化
す
る
こ
と
が
緊
急
に
必
要
で
あ

る
。
当
連
合
会
の
再
審
法
改
正
案
に
お
い
て
も
、
改
正
案
の
四
四
〇

一
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条
の
二
と
し
て
こ
れ
を
規
定
し
、
提
案
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

そ
れ
と
は
異
な
っ
た
観
点
か
ら
、
訴
訟
記
録
を
文
化
遺
産
と
し
て
も

保
存
す
る
道
を
拓
く
た
め
の
立
法
措
置
を
一
日
も
早
く
講
じ
る
べ
き

で
あ
る
。

　
6
　
具
体
的
訴
訟
事
件
に
当
事
者
と
し
て
関
与
す
る
弁
護
士
と
、

当
連
合
会
は
、
刑
事
再
審
と
の
関
連
の
み
な
ら
ず
、
文
化
遺
産
と
し

て
の
訴
訟
記
録
の
保
存
に
つ
い
て
も
、
深
い
関
心
を
有
す
る
も
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
確
定
訴
訟
記
録
法
の
現
状
が
前
記
の
と
お
り
で
あ

り
、
憂
慮
に
た
え
な
い
事
態
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
際
、
当
連
合

会
と
し
て
、
そ
の
立
法
を
提
言
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
本
年
四
月
一
〇
日
の
衆
議
院
法

務
委
員
会
に
お
い
て
質
疑
が
な
さ
れ
、
嶋
崎
法
務
大
臣
は
、
「
裁
判
記

録
の
重
要
性
と
い
う
よ
う
な
こ
と
か
ら
考
え
ま
す
と
、
今
後
関
係
機

関
と
も
十
分
協
議
い
た
し
ま
し
て
立
法
化
を
す
る
よ
う
に
努
力
を
し

て
ま
い
り
た
い
」
と
答
弁
さ
れ
、
覧
法
務
省
刑
事
局
長
も
「
た
だ
い

ま
大
臣
の
御
答
弁
の
と
お
り
、
私
と
し
て
も
で
き
る
だ
け
早
い
立
法

を
図
り
た
い
、
そ
の
た
め
の
努
力
を
い
た
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
」
と
答
弁
さ
れ
て
お
り
、
立
法
推
進
の
機
は
熟
し
つ
つ
あ
る
も
の

と
思
料
す
る
。
よ
っ
て
本
要
望
に
及
ぶ
次
第
で
あ
る
。

3

裁
判
確
定
記
録
保
存
に
関
す
る
法
律
案
要
綱
試
案

（
昭
和
六
一
年
九
月
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
司
法
制
度
調
査
会
）

一
八
○

　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
弁
護
士
連
合
会
司
法
制
度
調
査
会

　
　
　
保
存
を
一
般
保
存
と
特
別
保
存
の
二
種
と
し
、
各
保
存
の
趣

　
　
旨
を
法
定
す
る

　
　
1
　
確
定
訴
訟
記
録

　
　
2
　
裁
判
の
原
本

　
　
3
　
証
拠
物
（
没
収
、
所
有
者
へ
の
還
付
の
場
合
を
除
く
。
）

　
　
4
　
そ
の
他

　
　
（
以
下
、
1
な
い
し
4
を
確
定
記
録
等
と
い
う
。
）

　
　
1
　
対
象

　
　
　
一
般
保
存
の
対
象
は
す
べ
て
の
確
定
記
録
等
と
す
る
。

　
　
2
　
保
存
の
期
間

　
　
　
　
現
行
の
法
務
省
刑
事
局
長
通
達
（
昭
和
四
五
・
一
一
）
と
し

　
　
　
て
の
検
務
関
係
文
書
等
保
存
事
務
暫
定
要
領
の
別
表
の
区
分

　
　
　
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　
　
　
た
だ
し
、
「
2
無
罪
、
免
訴
、
刑
の
免
除
、
公
訴
棄
却
又
は

　
　
　
管
轄
違
の
裁
判
に
よ
り
完
結
し
た
事
件
記
録
」
は
「
永
久
保

　
　
　
存
」
と
す
る
。

　
　
3
　
保
存
の
方
法
と
機
関

　
二
　
法
定
す
べ
き
保
存
の
対
象

第
一
　
刑
事
裁
判
確
定
記
録
の
保
存
に
つ
い
て

　
一
　
保
存
の
種
類
と
趣
旨
の
法
定

　
三
　
一
般
保
存



　
　
　
一
般
保
存
の
機
関
は
、
有
罪
判
決
の
場
合
は
当
該
事
件
の

　
　
確
定
し
た
裁
判
所
と
し
、
無
罪
判
決
の
場
合
は
第
一
審
裁
判

　
　
所
と
す
る
。
た
だ
し
、
刑
の
執
行
に
際
し
て
は
、
執
行
検
察

　
　
庁
又
は
法
務
大
臣
に
当
該
記
録
を
一
時
送
付
す
る
。

　
　
　
特
別
保
存
の
対
象
は
一
般
保
存
の
保
存
期
間
を
経
過
し
た

　
　
も
の
の
う
ち
、
文
化
遺
産
の
保
護
、
誤
判
研
究
等
の
目
的
に

　
　
資
し
、
こ
れ
を
後
世
に
伝
え
る
べ
き
も
の
と
す
る
。

　
　
　
特
別
保
存
は
原
則
と
し
て
永
久
と
す
る
。

　
　
　
各
地
方
裁
判
所
（
あ
る
い
は
高
等
裁
判
所
）
の
単
位
で
、
法

　
　
曹
三
者
、
マ
ス
コ
ミ
、
学
者
等
を
も
っ
て
審
議
会
を
構
成
し
、

　
　
同
審
議
会
に
よ
っ
て
選
択
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
特
別
保
存
の
方
法
、
施
設
と
し
て
は
、
訴
訟
記
録
保
存
施

　
　
設
を
設
置
し
て
保
存
に
当
た
り
、
あ
る
い
は
各
地
域
に
所
在

　
　
す
る
公
文
書
館
、
公
立
図
書
館
に
保
存
を
委
託
す
る
も
の
と

　
　
す
る
。

　
　
一
般
保
存
記
録
に
つ
い
て
は
刑
事
訴
訟
法
第
五
三
条
に
よ

　
　
司
法
資
料
保
存
の
歴
史
と
現
代
的
課
題

　
2
　
保
存
の
期
問

四
　
特
別
保
存

　
1
　
対
象
と
基
準

　
3
　
選
定
機
関
と
選
定
方
法

　
4
　
保
存
の
機
関

五
　
閲
覧
・
謄
写

　
　
る
。

　
　
　
特
別
保
存
記
録
に
つ
い
て
は
、
右
に
準
じ
る
も
の
と
し
、
た

　
　
だ
し
、
謄
写
に
つ
い
て
一
定
の
条
件
の
も
と
で
認
め
る
方
法
を

　
　
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
保
存
を
一
般
保
存
と
特
別
保
存
の
二
種
と
し
、
各
保
存
の
趣

　
　
旨
を
法
定
す
る
。

　
　
1
　
対
象

　
　
　
　
｝
般
保
存
の
対
象
は
現
行
の
事
件
記
録
等
保
存
規
程
の
と

　
　
　
お
り
と
す
る
。

　
　
　
　
た
だ
し
、
同
規
程
に
お
け
る
事
件
記
録
あ
る
い
は
事
件
書

　
　
　
類
の
概
念
を
明
確
化
し
、
訴
訟
記
録
・
裁
判
の
原
本
等
と
す

　
　
　
る
。

　
　
2
　
保
存
の
期
間

　
　
　
　
現
行
の
事
件
記
録
等
保
存
規
程
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　
3
　
保
存
の
機
関

　
　
　
　
現
行
の
事
件
記
録
等
保
存
規
程
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　
1
　
対
象
と
基
準

　
　
　
　
特
別
保
存
の
対
象
は
、
一
般
保
存
の
期
間
を
経
過
し
た
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
一

　
二
　
一
般
保
存

第
二
　
民
事
裁
判
確
定
記
録
の
保
存
に
つ
い
て

　
一
　
保
存
の
種
類
と
趣
旨
の
法
定

　
三
　
特
別
保
存



　
　
早
法
六
九
巻
二
号
（
一
九
九
三
）

　
　
の
の
う
ち
、
文
化
遺
産
の
保
護
等
の
目
的
に
資
し
、
こ
れ
を

　
　
後
世
に
伝
え
る
べ
き
も
の
を
基
準
と
し
て
選
定
さ
れ
た
も
の

　
　
と
す
る
。

　
2
　
保
存
の
期
間

　
　
　
特
別
保
存
は
原
則
と
し
て
永
久
と
す
る
。

　
3
　
選
定
機
関
と
選
定
方
法

　
　
　
各
地
方
裁
判
所
（
あ
る
い
は
高
等
裁
判
所
）
の
単
位
で
、
法

　
　
曹
三
者
、
マ
ス
コ
ミ
、
学
者
等
を
も
っ
て
審
議
会
を
構
成
し
、

　
　
同
審
議
会
に
よ
っ
て
選
定
す
る
も
の
と
す
る
。

　
4
　
保
存
の
方
法
と
機
関

　
　
　
特
別
保
存
の
方
法
、
施
設
と
し
て
は
、
訴
訟
記
録
保
存
施

　
　
設
を
設
置
し
て
保
存
に
当
た
り
、
あ
る
い
は
各
地
域
に
所
在

　
　
す
る
公
文
書
館
、
公
立
図
書
館
に
保
存
を
委
託
す
る
も
の
と

　
　
す
る
。

四
　
閲
覧
・
謄
写

　
　
一
般
保
存
記
録
に
つ
い
て
は
民
事
訴
訟
法
第
一
五
一
条
に
よ

　
る
。

　
　
特
別
保
存
記
録
に
つ
い
て
は
、
右
に
準
じ
る
も
の
と
し
、
た

　
だ
し
、
謄
写
に
つ
い
て
一
定
の
条
件
の
も
と
で
認
め
る
方
法
を

　
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

4

「
刑
事
確
定
訴
訟
記
録
法
（
仮
称
）
要
綱
骨
子
」
に
対
す
る
意

一
入
こ

　
　
見
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
六
二
年
三
月
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
弁
護
士
連
合
会

　
　
結
論

　
　
　
法
務
省
が
通
常
国
会
に
提
出
を
準
備
し
て
い
る
刑
事
確
定
訴

　
　
訟
記
録
法
案
（
仮
称
）
の
要
綱
骨
子
（
以
下
、
「
要
綱
骨
子
」
と
い

　
　
う
。
）
は
、
大
要
に
お
い
て
評
価
で
き
る
。

　
　
　
し
か
し
、
訴
訟
記
録
の
公
開
等
の
点
に
関
し
て
は
、
な
お
一

　
　
層
の
検
討
を
要
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
「
要
綱
骨
子
」
は
、
訴
訟
記
録
の
保
管
・
保
存
に
関
す
る
規

　
　
定
と
同
記
録
の
閲
覧
に
関
す
る
規
定
と
に
大
別
さ
れ
る
。
保

　
　
管
・
保
存
に
関
す
る
部
分
は
新
設
の
も
の
で
あ
る
が
、
閲
覧
に

　
　
関
す
る
部
分
は
、
刑
事
訴
訟
法
第
五
三
条
第
二
項
に
関
す
る
も

　
　
の
で
、
特
に
同
項
の
「
一
般
の
閲
覧
に
適
し
な
い
も
の
と
し
て

　
　
そ
の
閲
覧
が
禁
止
さ
れ
た
訴
訟
記
録
」
に
つ
い
て
、
従
来
、
検

　
　
察
官
が
運
用
基
準
と
し
て
き
た
も
の
を
法
律
上
、
明
文
を
も
つ

　
　
て
列
挙
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
こ
れ
ま
で
刑
事
確
定
訴
訟
記
録
の
保
管
に
つ
い
て
は
、
刑
事

　
　
訴
訟
法
第
五
三
条
第
四
項
の
規
定
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
等
の

　
口
　
記
録
の
保
管
・
保
存
に
つ
い
て

二
　
理
由

　
の
　
　
「
要
綱
骨
子
」
の
構
成
に
つ
い
て



　
法
律
も
な
く
、
戦
前
か
ら
の
慣
行
に
よ
り
、
検
察
官
の
保
管
と

　
さ
れ
て
き
た
。

　
　
今
回
の
「
要
綱
骨
子
」
は
、
再
審
の
た
め
の
記
録
の
保
存
請

　
求
権
を
認
め
、
ま
た
「
刑
事
参
考
記
録
」
の
保
存
制
度
を
新
設

　
し
た
。

　
　
こ
れ
ら
の
規
定
の
新
設
は
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
の
国
会
、

　
裁
判
所
、
法
務
省
に
対
す
る
要
望
な
ら
び
に
会
員
有
志
の
国
会

　
に
対
す
る
請
願
に
対
応
す
る
措
置
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
率
直

　
に
評
価
で
き
る
。

日
　
再
審
の
た
め
の
保
存
に
つ
い
て

　
　
「
要
綱
骨
子
」
は
、
「
再
審
の
請
求
を
し
よ
う
と
す
る
者
等
の

　
請
求
に
よ
り
」
再
審
保
存
記
録
と
し
て
保
存
す
る
と
の
請
求
権

　
を
規
定
し
て
い
な
が
ら
、
反
面
、
検
察
官
が
「
必
要
が
あ
る
と

　
認
め
た
と
き
は
」
と
の
裁
量
規
定
を
設
け
て
い
る
。

　
も
し
請
求
権
の
濫
用
を
チ
ェ
ッ
タ
し
よ
う
と
す
る
た
め
な
ら
、

　
こ
の
よ
う
な
規
定
は
ま
っ
た
く
必
要
で
な
い
。
規
定
が
な
く
と

　
も
明
白
な
濫
用
は
規
制
で
き
る
し
、
も
し
何
等
か
の
規
定
を
設

　
け
る
と
し
て
も
、
「
明
ら
か
に
請
求
の
濫
用
と
認
め
ら
れ
る
時

　
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
」
と
の
た
だ
し
書
を
設
け
れ
ば
足
り
る

　
の
で
あ
っ
て
、
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

四
　
記
録
の
閲
覧
・
謄
写
に
つ
い
て

　
　
確
定
訴
訟
記
録
の
閲
覧
・
謄
写
は
、
裁
判
の
公
開
に
関
す
る

司
法
資
料
保
存
の
歴
史
と
現
代
的
課
題

重
要
な
保
障
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
「
要
綱
骨
子
」
は
、

　
謄
写
に
つ
い
て
は
何
等
の
規
定
を
設
け
ず
、
ま
た
閲
覧
に
つ
い

　
て
は
か
な
り
厳
格
な
制
限
を
設
け
た
。
こ
れ
は
犯
人
の
改
善
・

　
更
生
ま
た
は
関
係
人
の
名
誉
・
平
穏
な
生
活
な
ど
の
プ
ラ
イ
バ

　
シ
ー
保
護
の
観
点
か
ら
で
た
も
の
と
し
て
、
理
解
で
き
な
く
も

　
な
い
。

　
　
ま
た
、
閲
覧
の
請
求
を
し
た
者
に
、
裁
判
所
に
対
し
て
検
察

官
の
処
分
に
対
す
る
不
服
の
申
立
権
を
認
め
た
規
定
を
新
設
し

　
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
。

　
　
し
か
し
、
閲
覧
に
関
す
る
制
限
は
か
な
り
厳
し
く
、
そ
の
運

　
用
に
よ
っ
て
は
、
刑
事
訴
訟
法
第
五
三
条
第
一
項
の
確
定
記
録

　
の
閲
覧
自
由
の
原
則
を
空
洞
化
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

　
　
こ
と
に
確
定
後
三
年
を
経
過
し
た
記
録
を
全
面
的
に
閲
覧
禁

　
止
と
す
る
点
に
関
し
て
は
、
「
閲
覧
に
つ
き
正
当
な
理
由
が
あ
る

　
と
認
め
ら
れ
る
」
と
の
規
定
を
、
か
な
り
柔
軟
に
適
用
す
る
こ

　
と
が
望
ま
し
い
。
ま
た
当
該
法
律
の
施
行
後
の
実
績
に
て
ら
し

　
て
、
「
三
年
」
の
制
限
に
つ
い
て
は
、
そ
の
期
間
の
延
長
も
し
く

　
は
撤
廃
が
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　
ま
た
、
記
録
の
最
低
保
管
期
間
を
三
年
に
し
て
い
る
が
、
こ

　
の
点
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

㈲
　
弁
護
士
の
閲
覧
・
謄
写
に
つ
い
て

　
　
刑
事
確
定
記
録
は
、
法
曹
三
者
の
協
力
の
成
果
で
あ
り
、
保

一
八
三
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管
が
検
察
官
に
よ
り
な
さ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
で
き
る
限

　
　
り
弁
護
士
が
記
録
を
閲
覧
・
謄
写
す
る
機
会
は
保
障
さ
れ
る
べ

　
　
き
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
「
当
事
者
対
等
」
の
実
質
的
保
障
の

　
　
た
め
に
も
、
ま
た
広
く
刑
事
裁
判
の
正
義
の
保
障
の
た
め
に
も
、

　
　
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。

　
　
　
弁
護
士
に
よ
る
記
録
の
閲
覧
・
謄
写
の
請
求
に
つ
い
て
は
「
正

　
　
当
な
理
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
」
の
適
用
な
ど
で
、
特
段

　
　
の
配
慮
を
強
く
要
望
す
る
。

　
　
　
一
般
記
録
の
保
管
に
つ
い
て
も
保
管
も
し
く
は
廃
棄
の
リ
ス

　
　
ト
が
公
開
さ
れ
る
こ
と
は
有
用
で
あ
る
が
、
こ
と
に
刑
事
参
考

　
　
記
録
に
つ
い
て
は
、
そ
の
リ
ス
ト
の
公
開
の
必
要
性
は
き
わ
め

　
　
て
大
き
い
。
ま
た
、
リ
ス
ト
の
公
開
に
よ
る
弊
害
は
あ
り
え
な

　
　
い
。

　
　
　
こ
の
点
に
関
す
る
善
処
を
要
望
す
る
。

　
　
　
刑
事
参
考
記
録
の
保
存
等
に
関
す
る
規
定
の
新
設
は
高
く
評

　
　
価
さ
れ
る
。
刑
事
参
考
記
録
は
、
広
く
法
曹
三
者
な
ら
び
に
学

　
　
識
経
験
者
に
利
用
さ
れ
て
こ
そ
保
存
の
意
義
が
あ
る
。
そ
の
た

　
　
め
に
は
、
保
存
記
録
の
選
定
に
つ
い
て
、
な
る
べ
く
広
く
意
見

　
　
を
徴
す
る
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

三
　
司
法
文
書
館
の
設
置

　
因
　
保
管
・
保
存
記
録
の
リ
ス
ト
に
つ
い
て

　
㈹
　
刑
事
参
考
記
録
の
選
定
委
員
会
に
つ
い
て

一
八
四

　
確
定
し
た
訴
訟
記
録
の
一
般
保
存
は
、
民
事
・
刑
事
両
記
録
と

も
原
則
と
し
て
裁
判
所
に
お
い
て
こ
れ
を
な
し
、
同
保
存
期
間
を

経
過
し
た
後
の
特
別
保
存
の
た
め
、
司
法
文
書
館
（
仮
称
）
を
設

置
し
、
同
文
書
館
に
て
保
存
に
あ
た
る
こ
と
が
望
ま
し
い
も
の
と

考
え
る
。

　
司
法
文
書
館
は
、
す
で
に
欧
米
に
お
い
て
幾
多
の
実
例
が
あ
り
、

ま
た
、
一
般
行
政
文
書
に
関
す
る
文
書
館
制
度
に
つ
い
て
は
、
わ

が
国
に
お
い
て
も
す
で
に
か
な
り
の
実
績
が
あ
る
。

　
司
法
文
書
館
は
、
た
だ
裁
判
記
録
に
と
ど
ま
ら
ず
、
司
法
・
行

政
上
の
重
要
な
記
録
や
弁
護
士
会
に
お
け
る
重
要
記
録
な
ど
司
法

制
度
の
運
用
に
関
す
る
重
要
記
録
を
保
存
す
る
な
ど
、
そ
の
機
能

に
つ
い
て
は
多
く
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
日
本
弁
護
士
連
合
会
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
ア
ー
カ
イ
ヴ
ス
制

度
の
充
実
を
期
待
し
、
ま
た
、
そ
の
発
展
に
協
力
し
な
が
ら
、
今

後
、
司
法
文
書
館
の
制
度
な
ら
び
に
裁
判
記
録
の
保
存
・
保
管
に

つ
い
て
、
更
に
検
討
を
進
め
る
所
存
で
あ
る
。

　
5
　
「
事
件
記
録
等
保
存
規
程
の
運
用
に
つ
い
て
」
に
対
す
る
要

　
　
望
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
四
年
四
月
、
法
制
史
学
会
）

　
平
成
四
年
二
月
七
日
、
最
高
裁
判
所
事
務
総
長
よ
り
高
等
裁
判
所

長
官
、
地
方
裁
判
所
長
、
家
庭
裁
判
所
長
あ
て
に
、
「
保
存
期
間
五
十

年
の
判
決
原
本
で
、
平
成
五
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
保
存
期
間



が
満
了
し
た
も
の
の
廃
棄
は
、
平
成
六
年
一
月
一
日
以
降
に
行
う
」

こ
と
が
通
達
さ
れ
た
。

　
こ
の
通
達
は
、
事
件
記
録
等
保
存
規
程
第
九
条
の
「
史
料
又
は
参

考
と
な
る
べ
き
も
の
」
お
よ
び
「
特
別
事
由
」
の
基
準
を
具
体
的
に

明
確
に
し
、
さ
ら
に
「
判
決
の
原
本
に
つ
い
て
弁
護
士
会
、
学
術
研

究
者
等
か
ら
、
事
件
及
び
保
存
の
理
由
を
明
示
し
て
」
「
特
別
保
存
の

要
望
が
あ
っ
た
と
き
は
、
特
別
保
存
に
付
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
に

当
た
っ
て
、
そ
の
要
望
を
十
分
に
参
酌
す
る
」
と
し
て
民
事
判
決
原

本
の
保
存
に
つ
い
て
従
来
よ
り
特
別
の
配
慮
を
行
つ
て
い
る
も
の

の
、
そ
の
保
存
の
判
断
に
つ
い
て
は
各
裁
判
所
に
委
ね
て
い
る
。

　
我
々
は
裁
判
所
の
判
断
に
つ
い
て
疑
義
を
は
さ
む
も
の
で
は
な
い

が
、
こ
の
よ
う
に
歴
史
的
文
化
的
価
値
の
あ
る
判
決
原
本
を
廃
棄
す

る
か
否
か
に
つ
い
て
判
断
す
る
に
当
た
り
裁
判
所
の
判
断
だ
け
に
委

ね
る
こ
と
は
十
分
で
は
な
い
と
考
え
る
。

　
一
旦
廃
棄
さ
れ
て
し
ま
え
ば
永
久
に
復
元
不
可
能
な
判
決
原
本
を

廃
棄
す
る
か
否
か
の
判
断
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
慎
重
な
配
慮
が
な

さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
例
え
ば
国
立
公
文
書
館
や
地
域
の
公
文
書
館
、

研
究
者
等
の
意
見
を
聴
取
す
る
な
ど
の
ほ
か
、
廃
棄
さ
れ
る
判
決
原

本
に
つ
い
て
は
可
能
な
ら
ば
地
域
の
大
学
図
書
館
等
へ
の
移
管
措
置

を
講
じ
ら
れ
る
よ
う
切
に
要
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
平
成
四
年
四
月
三
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
法
制
史
学
会

司
法
資
料
保
存
の
歴
史
と
現
代
的
課
題

　
6
　
「
事
件
記
録
等
保
存
規
程
の
運
用
に
つ
い
て
」
に
対
す
る
要

　
　
望
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
五
年
五
月
、
法
制
史
学
会
）

本
学
会
で
は
、
既
に
、
平
成
四
年
二
月
七
日
付
の
最
高
裁
判
所
事
務

総
長
よ
り
高
等
裁
判
所
長
官
、
地
方
裁
判
所
長
、
家
庭
裁
判
所
長
あ

て
の
、
「
保
存
期
間
五
十
年
の
判
決
原
本
で
、
平
成
五
年
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
に
保
存
期
間
が
満
了
し
た
も
の
の
廃
棄
は
、
平
成
六
年
一

月
一
日
以
降
に
行
う
」
と
の
通
達
に
対
し
、
そ
の
廃
棄
に
当
た
っ
て

は
き
わ
め
て
慎
重
な
配
慮
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
の
趣
旨
の

要
望
書
を
御
庁
あ
て
に
同
年
四
月
三
十
日
付
で
提
出
い
た
し
ま
し

た
。
本
学
会
で
は
そ
の
後
も
、
こ
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
検
討
を
続
け
、

平
成
五
年
五
月
一
日
の
駒
沢
大
学
に
お
け
る
本
年
度
総
会
に
お
い
て

も
、
「
司
法
資
料
保
存
の
歴
史
と
現
代
的
課
題
」
と
題
す
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
民
事
裁
判
記
録
は
当
事
者
間
の
訴
訟
記
録
で
あ
る
と

と
も
に
、
当
該
事
件
が
発
生
し
た
歴
史
的
諸
情
況
を
反
映
す
る
重
要

な
資
料
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
法
学
・
政
治
学
・
社
会
学
・
経
済

学
・
歴
史
学
等
の
学
問
的
研
究
資
料
と
し
て
も
き
わ
め
て
貴
重
な
資

料
で
あ
り
、
ひ
ろ
く
国
民
共
通
の
文
化
的
遺
産
と
し
て
永
続
的
研
究

の
必
要
性
の
あ
る
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
諸
外
国
に
お

い
て
は
、
裁
判
記
録
に
つ
い
て
、
司
法
に
関
す
る
文
書
館
等
に
お
け

る
積
極
的
な
保
存
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。

一
八
五
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し
か
も
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
近
年
、
民
事
判
決
原
本
・
民
事
裁

判
記
録
を
資
料
と
し
た
研
究
が
な
さ
れ
、
特
定
の
事
件
に
つ
い
て
の

み
な
ら
ず
、
多
数
の
判
決
原
本
の
総
合
的
研
究
の
分
野
に
お
い
て
も
、

非
常
に
優
れ
た
成
果
が
発
表
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
現
況

に
お
い
て
、
民
事
判
決
原
本
が
廃
棄
さ
れ
ま
す
こ
と
は
、
右
の
よ
う

な
重
要
な
研
究
を
断
絶
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
御
庁
に
お
き
ま
し
て
は
、
上
述
の
諸
点
を
十
分
に
勘
考
さ
れ
、
平

成
六
年
一
月
一
日
以
降
の
民
事
判
決
原
本
の
廃
棄
を
猶
予
し
、
司
法

に
関
す
る
文
書
館
等
の
新
設
な
い
し
国
立
公
文
書
館
・
都
道
府
県
市

町
村
に
設
置
さ
れ
つ
つ
あ
る
公
文
書
館
・
大
学
図
書
館
へ
の
移
管
等

を
含
め
、
す
べ
て
の
民
事
判
決
原
本
を
保
存
し
、
さ
ら
に
裁
判
記
録

の
保
存
に
つ
い
て
も
、
充
分
の
措
置
を
講
じ
ら
れ
ま
す
よ
う
強
く
要

望
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
平
成
五
年
五
月
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
制
史
学
会

一
八
六
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IV　欧米関係資料 （文責安藤正人）

1　文書館（Archives）システムと総合的記録管理プログラム概念図

記録保存年限規定（最終処置スケジュール）

Re【㎝tion　Schedule，DisposiIion　Schedule

←一一一一指導監督

組織体オフィス

現用記録

一文書館の管轄＿

　　　o　　　●　　　〇　　　一　　　■　　　■　　　o　　　■　　　，　　　1　　　一　　　一　　　■　　　ロ　　　ロ　　　ロ廃棄1　　　■

記録センター
　　（レコードセンター）

半現用記録

文書館
　（アーカイブズ）

丁非現用永久保存記録

廃棄

　　2　英国公記録法PubIic　Records　Act1958（抄）（安藤仮訳）

　3．公記録の選別と保存

　　（1）国立公文書館Public　Record　Officeまたはこの法律により大法官が

　　　指定した保存場所に置かれていない公記録の管理者は、記録の種類を問

　　　わず何人も永久保存すべき記録の選択およびその安全な保存のための措

　　　置を講ずる義務を負う。

　　（2）何人も国立公文書館長KeeperofPublic　Recordsの指導のもとに、本

　　　項の規定にもとづいて義務を遂行し、また国立公文書館長は本項にもと

　　　づくあらゆる行為について協力指導するものとする。

　　（3）1660年以前に作成された公記録は、すべて永久保存選別分に含むもの

　　　とする。

　　（4）本項にもとづいて永久保存に選別された公記録は、大法官の指示によ

　　　り、作成後30年を越えない時点で国立公文書館または大法官がこの法律

一　　　にもとづいて指定した他の保存場所に移管するものとする。ただし、責
八
七　　　任者が業務上必要と考える場合またはその他特別に保留すべき理由があ

　　　る場合で、大法官がその旨通知を受け承認を与えた場合については上記

　　　の期間以降も記録を保留することができる。

　4．公記録の保存場所



（1）国立公文書館以外で、大法官が記録の安全な管理と保存および公衆の

　利用のために十分な設備を備えているとみなした場所については、大法

　官は記録の保管に責任を負うことになる機関の同意のもとに、その場所

　　を、この法律により永久保存記録として選別された公記録の保存場所に

　指定することができる。

5．公記録へのアクセス

（1）国立公文書館の公記録は、国立公文書館移管以前に公衆がアクセスし

　　たもの以外、その記録が作成された翌年の1月1日から起算して30年の

　期間が満了するまで、または、期間の長短に関わらず、大法官……が認

　　めた期間、公衆の利用に供しないものとする。

8．裁判所記録

（1）大法官は、国立公文書館またはこの法律にもとづいて大法官が指定し

　　た保存場所に置かれていないすべての正式記録裁判所および治安判事裁

　判所の公記録について、その責任を負うものとし、また、そのような記

　録を当分の間管理する事務官を指名する権限を有する。

（4）イングランドまたはウェールズの裁判所において、個人の文書が50年

　以上所有権の主張をする者がないまま保存されている場合、国立公文書

　館長は記録長官の承認のもとにこの文書の国立公文書館への移管を求め

　　ることができ、この文書はその後この法律にいう公記録と見なされるも

　　のとする。

　　　付則第一公記録の定義

1．本付則の各条は、本法にいう公記録とは何かについて決定する効力を有

するものとする。

2．省庁記録Departmental　records

（1）本節の定めるところにより、連合王国の内外にあるを問わず、王国政

　府の権限により女王陛下に帰属する行政及び省庁の記録、とくに

　（a）連合王国政府の各省庁の記録、または各省庁が保有する記録、

　（b）連合王国政府のもとにある各事務所、委員会、その他の団体や機関

　　の記録は、公記録たるべきものとする。

4．裁判所および審判所の記録　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　八（1）本項の定めるところにより・次に記すところの記録は本法にいう公記　八

　　録たるべきものとする。

　（a）最高法院の各部署（アサイズ裁判官任命書によって開かれる法廷を含む）

　　の記録、またはそれらが保有する記録

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　早
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　法
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　六
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　九
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　巻

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　九
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　九
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（2）

　ンドに限られる裁判所又は審判所に対しては適用されないものとする。

（3）本項において「記録」とは当該裁判所または当該審判所のあらゆる訴

　訟手続き上の記録を含み、また当該裁判所または当該審判所が作成また

　は保有する文書、令状、帳簿、布告、証書、命令書、会計簿などを含む。

　位または下位記録裁判所の記録

　　（Court　Act1971により削除）

　　四季裁判所の記録

　　治安判事裁判所の記録

　　検屍官裁判所

　　連合王国の内外にあるを問わず、連合王国が創設した王国軍隊が保

　有する軍法会議の記録

　れる海事審判所の記録

　る裁判所の記録

　（i）連合王国内の王国政府省庁の機能に関して審判を行なう権限を有

　　する審判所

　（ii）上記政府省庁が当事者である訴訟において審判を行ない、または

　　政府省庁の決定についての不服を審理する権限を有する審判所

　転換）の記録

　判人および副審判人の記録

　されるまで、遺言事件および婚姻事件に関する裁判権を行使していた

　教会裁判所の記録

　（名称の如何を問わない）の記録

　本項はその権限の及ぶ範囲がもっぱらスコットランド又は北アイルラ

（b）1846年県裁判所法成立以降に設置された県裁判所およびその他の上

（c）

（d）

（e）

（f）

（9）

（h）連合王国の内外にあるを問わず、海運関係法規にしたがって保有さ

（i）王国の領土に属さない国において女王陛下の有する裁判権を行使す

（j）　（名称の如何を問わず）次の審判所の記録

（k）土地審判所または家賃審判所、地域的土地評価裁判所の記録

（1）労働裁判所、労働争議審判所、全英仲裁審判所（労働争議審判所に

⑪　1948年徴兵法または1944年民間雇用者復職法によって任命された審

（n）1857年検認裁判所法および同年婚姻事件法によってその権限が停止

（・）そのほか、大法官が命令によって特に指定する裁判所または審判所



　3　英国裁判所の記録保存年限規定表Records　Scheduleの例

最高法院刑事部Crown　OffIce　Department記録保存年限規定（抄〉（安藤仮訳）　（出典）PRO提供姿料

種　　別 PRO分類コード 措　　置　　方　　法

1．刑事部リストファイル J160 このクラスには以下のようなタイトルが付された事

件ファイルが含まれる。
（1） 司法審査Judicialreview
（1i）

事実記載書case　statedによる上訴

㈹ 下級裁判所からの上訴

刑事部の首席書記官が、とくに興味深い事件ファイ

ル少数を永久保存に指定する。指定されたファイル

は完結10年後に中央裁判所記録部に移管しなければ

ならない。同時に指定外のファイルは廃棄しなけれ
ばならない。

2．年金不服申立書類 」96 全ケースを永久保存に指定し完結10年後に中央裁判

所記録部に移管しなければならない。

3．1989年テロ防止法付則4 N／K 全ケースを永久保存に指定し完結10年後に中央裁判

項に関わって発生した事項 所記録部に移管しなければならない。

5．1986年麻薬密売法に関わ N／K 10件のうち1件を選んで永久保存とする。選定され
って発生した事項 たファイルは完結10年後に中央裁判所記録部に移管

しなけれはならない。選定されなかったファイルは

廃棄しなければならない。

（以下略）
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4　英国（イングランドとウェールズ）の裁判所組織と記録の流れ

□　　　＊印の三つが　　　Sup㎜e　Cou虞

　　　贈盤糖成

Hous躊of　LOK除

　　貴族院
Lord　Chancenor

…㎞㈱♂s鷺…
i氏P　e難羅婁騒…

Cou“5・Ma面d

露譲u皿

上訴裁判所

i指導監督

導指

Cou“of　Appe盆控訴院＊

C亘m㎞滋Divislon

　　　刑事部
Clv氾Division
　　民事部

CmwnCourt＊
　刑事法院

KighCo岨ofJus丘ce高等法院＊

Que㎝’s
Bench
Dlvision

女王座部

y
㎞
部

u
聡
事

鵠
家

Chanccry
Division

大法官部

φ一

　
　
　
↓

、
・
3
『
』

…
糊
㎜
↓

裁
部
…

英
録
…

…
中
記
…

Counly　Couπ

　県裁判所

　
脈
判

棄
判
裁
録

　
裁
認
記

廃
季
検
の

　
四
言
等

　
旧
遺
所
一騒囎

鵬灘響、羅轟一匿翻
（出典）田中英夫代表編集『英米法辞典』　（東京大学出版会、1991年）付録H－2表をもとに安藤が情報を補充した。

九
〇
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　5　アメリカ合衆国の連邦記録関係法および規則（抄）（安藤仮訳）

USC（合衆国法律集）44編21章　国立公文書館記録管理庁

　§2107歴史的保存のための記録の受入

合衆国アーキビストは公益に資すると認めるとき次のことを行う権限を有す

る。

　（1）連邦機関、議会、議事堂建築官または最高裁判所の記録のうち、合衆

　　国政府による継続的保存を正当化するに足る十分な歴史的価値その他の

　　価値があると合衆国アーキビストが認定した記録にっいて、合衆国国立

　　公文書館に受け入れ保管すること。

　（2）連邦機関の記録のうち、作成後30年以上を経過し、かつ合衆国政府に

　　よる継続的保存を正当化するに足る十分な歴史的価値その他の価値があ

　　ると合衆国アーキビストが認定した記録について、合衆国国立公文書館

　　への移管を指示し実行すること。ただし、当該記録を所蔵している機関

　　の長が、機関の日常業務執行上、当該記録を保留する必要がある旨、ア

　　ーキビストに対し書面で証明した場合はこの限りでない。

　（3）合衆国国立公文書館に保管されている記録、または保管が承認されて

　　いる記録について、作成機関の長、または作成機関が廃止されている場

　　合はその機能を引き継いだ者の承諾により、公共機関または教育機関・

　　団体への移管を指示し実行すること。

　（4）本編第2111節によってアーキビストによる受入が認められている資料

　　を民間から移管すること。

USC（合衆国法律集）44編29章　合衆国アーキビストおよび共通役務庁長官に

よる記録管理

　§2901定義

　（拗　「連邦機関」Federal　agencyは、行政機関、または政府の立法府およ

　　び司法府に属するすべての機関を意味する（最高裁判所、上院、下院、議事

　　堂建築官およびそのもとにある諸活動を除く）。

　§2905記録の選別保存と保安手段についての標準の設定

　　（a）合衆国アーキビストは継続価値のある記録の選別保存について標準

　　　を設定し、連邦機関がそれを各機関の記録に適用するに際して各機関

　　　を補助するものとする。……

USC（合衆国法律集）44編31章　連邦機関による記録管理

　§3103記録センターへの記録の移管

　連邦機関の長は、経費節減と事務効率化に役立つと判断されるときは、記



　録を合衆国アーキビストによって運営される記録センター、または合衆国

　アーキビストが承認した場合は、機関によって運営される記録センターに

　移管しなければならない。

CFR（連邦行政命令集）36編12章B第1228節　連邦記録の最終処置

　§122828　永久保存記録のスケデューリング（最終処置計画の作成）

　（a）起案一連邦機関は、NARA記録管理ハンドブック「連邦記録の最

　　終処置」にあるガイドラインに従い、記録の永久保存について起案す

　　る。

　（b）要件一永久保存を提案する資料については、sf115により次の事項を

　　記載するものとする。

　　（1）記録特定のために機関が用いてきた記録シリーズ名、（2）形態や内容

　　などについての完全な記述、（3）資料の年代、…

　（c）決定一NARAは記録が永久保存価値を持っているか否か、また永久

　　保存記録をいつ移管するかを決定する。

§1228．162　連邦記録センター保存記録の利用
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USC44編3103節に基づいて合衆国アーキビストが受け入れ、保管し、サービ

スする連邦機関記録は、本節の目的とするところにより、記録を預託した機

関が（その所有権を）保持しているとみなされる。合衆国アーキビストは、記

録（の所有権）を保持している機関に対する公開、またはその機関が作成した、

既存の法律と合致する規則による公開を除き、記録を公開してはならない。

6　「連邦司法行政の手引き』Guide　to　JudiciaI　PoIicies　and　Procedures

（1988）第4章記録管理（抄）（安藤仮訳）

パートA　記録の最終処置プログラムと最終処置スケジュール

5．定義

　A．処分可能記録

　　処分可能記録とは、スケジュールに記載された保存期間が終了した時点

　　で裁判所の承認により処分できる記録である。

　B．処分不許可記録　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　九　　「処分不許可記録」に指定されるのは、法律上その他の理由により司法　一

　　会議が継続保存を求めた記録である。これらの記録は、NARAによって

　　永久保存の承認を受けたわけではない。

　C．複写記録



　　　複写記録は裁判所記録の紙コピーをいう。紙記録原本のマイクロコピー

　　　については、連邦行政命令集41編101－1L5で規定されている。……マイ

司　　　クロの形でコピーされたものは複写記録とはみなされない。

法　　D．永久保存記録
資

料　　　永久保存記録とは、合衆国法律集44編第2103、2104、2105、および3303
保
存　　　（a）により、NARAが十分に永久保存する価値があると決定した記録をい
の
歴　　う。
史
と　6．裁判所における記録の保存手順

現　　B．永久保存記録
代
的　　　　「永久保存」指定を受けた記録は、いかなる事情があっても廃棄しては
課
題　　　ならない。これらの記録は、裁判所が行政上、財政上、法律上これを必

　　　要としなくなった時点で、裁判所の承認のもとにNARAの法的管理権

　　　下に移すものとする。30年以上古い永久保存記録については、裁判所が

　　　日常業務上これを手元に置いておく必要がある旨の証明をNARAに提

　　　出しないかぎり、NARAに移管しなければならない。NARAに移管さ

　　　れた記録は、廃棄または当該裁判所の書面による合意なしの処分に付し

　　　てはならない。連邦民事訴訟規則79（b）によって保存される索引、事件要

　　　録docketsheets、判決、命令簿orderbooksは、公務に必要な場合、30

　　　年を越えても裁判所に置いておかなければならない。

　　C．処分不許可記録
　　　この記録はスペースがあるなら裁判所に置いてもよいし、連邦記録セン

　　　ターに保管を委託することもできる。これらは廃棄してはならない。

　　D．処分可能記録

　　　処分可能記録は定期的に連邦記録センターに移す。ただし3年以内で処

　　　分してもよいことになっている記録は裁判所に置くものとする。

　　G．事件ファイルの整理と発送

　　　連邦記録センターへの事件ファイルの発送は事件要録の番号順とする。

　　　連邦記録センターから発送承認を受けたファイルは、事件終結後、裁判

　　　所の判断でいつ発送してもよいが、合衆国裁判所事務局長の保存期間延

＿　　　長認可書がないかぎり、事件終了後5年以内に連邦記録センターに移さ
九
＝　　　なければならない。

　　7．裁判所記録の収納と目録化

　　C．完全体としての事件ファイル

　　　事件ファイルは最終処置スケジュールに従い完全な形で記録センターに



移管しなければならない。封印記録を含む事件ファイルだけが唯一の例

外である。6．J．参照。

F　永久保存とする民事刑事事件ファイルの選定

　　合衆国裁判所事務局（AO）は、統計分析報告部（SARD）のコンピュータ

　　化された事件管理報告システムautomated　case　control　and　reporting

　　systemsを用い、永久保存すべき民事刑事事件ファイルのリストを、定期

　　的に作成することになっている。このリストによって国立公文書館の永

　　久保存基準に適合する事件の事件要録簿番号が特定される。AOは、この

　　ようなリストを定期的に各裁判所に提供して、裁判所職員によるファイ

　　ル分別を支援する。処分可能記録から永久保存ファイルを分離する作業

　　は、連邦記録センターへの移管に先立って行われるわけである。これに

　　加え、国立公文書館記録管理庁（NARA）の専門官が、判事、書記官、

　　弁護士、歴史家その他の人たちの助言をえて、特色があり重要と思われ

　　る事件ファイルを個別に選別し永久保存とする場合もある。

10．保存期間が満了した記録の処置手順

　A　連邦記録センターに保存されている記録の処置
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　記録最終処置スケジュールに規定された保存期限が満了した場合、記録

　センターは法の定めるところに従い、センターが保存する記録を廃棄す

　る。記録センターは廃棄の少なくとも90日以前に、NA様式13001「記録

　廃棄予定通知書」を裁判所に送付する。この通知を受けて、裁判所は国

立公文書館記録管理庁（NARA）に対し、歴史的に重要な事件記録の永

久保存を助言することができる。また、そのようなものが特になかった

場合、あるいは90日以内に助言が受け入れられなかった場合、裁判所は

　連邦行政命令集41編101－11．406－9に規定された方法により、大学や歴史

協会その他の機関に記録を寄贈すべく、必要な手続きをとれることにな

　っている。

B．裁判所内に保存されている事件ファイル以外の処分可能記録

保存期間が満了した処分可能記録は、連邦行政命令集41編101－11．406－9

　によって規定された手続きにより、大学、歴史協会、その他の類似機関

　に寄贈するか、廃棄することができる。

C．永久保存記録の管理

　永久保存記録に指定された事件ファイルは、合衆国裁判所事務局長の保

存期間延長認可書がないかぎり、事件終了後5年以内に連邦記録センタ

ーに移管しなければならない。25年を経過した索引簿、事件要録、判決、

九
四
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　　命令簿については、裁判所の許諾により、NARAに提供して国立公文書

　　館がこれを受け入れることができる。……

14．記録最終処置スケジュール

　最終処置スケジュール1（合衆国控訴裁判所、関税特許上訴裁判所、暫定臨時控訴裁判所、巡回区

　　裁判官会議、巡回区司法会議）（抄）

記録の種類

A。訴訟事件記録

　　事件索引
　　事件要録
　　　上訴趣意書及び添付書

　　類
　4　事件ファイル、命令書、

　　意見書、処分決定命令書

　5　通知書や弁護士関係往
　　復文書などの事件文書フ

　　ァイル、日程表、訴訟事

　　務文書で事件ファイルに

　　入ってないものの綴じ込

　　み

　6　法廷議事録、日誌、命
　　令簿等

B．事件関連記録

　1　訴訟事件表

2．法曹資格認定記録

a．認定弁護士名簿
b．懲戒処分関係記録

c．その他、申請書、認定

　書など

最終処置

永久保存

永久保存

永久保存

永久保存

事件終了2年後
に処分

永久保存

他で不要の場合

1年後に処分

処分不許可

処分不許可

5年後に処分

記録の種類

3　事件関係スタッフ弁護士
記録

　　a．議事録、最終報告書、

　　その他の行動記録

　　b．その他の記録

　　a．正式行為および議事

　　録
　　b．その他の記録

　　は控訴裁判所に対する訴

　　訟の割当てや指定

　　a．休暇票
　　b．休暇表と記録

　　c．法廷職員就業ファイル

　1　巡回区裁判官会議

C．行政記録

　2　巡回区司法会議

　3　控訴裁判所からのまた

　4　人事

最終処置

裁判所の指示に

より処分し連邦

記録センターに

送ってはならな
いo

永久保存

5年後に処分

処分不許可

5年後に処分

処分不許可

1年後に処分

3年後に処分

離職後1年後に
処分

九
五



7　アメリカ合衆国の連邦裁判所組織と記録の流れ

・　　　　　　．　　　　●

Sup爬meCo岨oftheUS
　　合衆国最高裁判所

書Judicia1Con歓㎝ce
i・fthcUS。

　　合衆国司法会議i
■

㌧

iAdmmis症aliveOf蘇㏄of
iこheU。S．Co騰

　合衆国裁判所事務局

U．S．Court

錦瀞
　軍法会議
上訴裁判所

US。C・臨・fA麟控訴裁判所 Tempor紅yEmergency
Co岨ofApPealsof
【heU．S．

暫定臨時控訴裁判所

Ck㎝itD，C．，1

st－11th巡回区
Fede戯q戸ロuit

　　連邦巡回区

US．回s㎡ctCo賦　地方裁判所 SpccialCoun，
Ro910na1Ra量
Reorganlz鋤onAct

地域鉄道再組織法
特別裁判所

USMagist瓢e

合衆国治安判事

U。S。Ba歯uptcy

Co岨破産裁判所

Cou眞of

Mi1玉ta耀

Rcview
上級軍法会議

U．S．TaxCo岨
　　租税裁判所
Tem！o亘a1Co瞭
連邦統治領裁判所

US　Cou丘oflntema1ionaI
Trade　　　国際通商裁判所
USq釦msCo脈請求裁判所
USCou噺盗e難繍薪

　　　　・Nahona1ヤchivcs　aad　Recoτds　　零

　　　　2Adrmnlst職ion（N脚L）　　　　　　2

＿追麺力i黙公文書館言蜷鯉感

→

Federa1 NaIionaI
Records
Ccn匙er

A鵬hivcs

（FRC）

連邦
→
国立公文書館

記録センター
ワシントン本館

全米14ヵ所 12地域分館

　↓

廃　棄
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（出典）田中英夫代表編集『英米法辞典』　（東京大学出版会、1991年）付録E－1表をもとに安藤が情報を補充した。

8　州裁判所全米センター『州裁判所記録の保存調査』State

　Records　Retention　Survey（1985）から（安藤仮訳）

付表　各州における州裁判所記録の保存状況（抜粋）　＊MFはマイクロフィルム

Court

州 州の文書館 州の記録センター 地方の裁判所
および行政庁

その他の場所

ア望謹Ψ 激数轡観良嚇廠 燕激寅書紗よ雛蒜激聾燃・獄搬か躰
久文書 久文書の原本および を保存

MF
庵穿フポレ論ア

鍛ネチ毒ット

鴎0樋鰍．鑑

漱撮客叉鍛醸嬢
属4箆凱幾．’

叡黄文馨厭壌鑓

　欝明

撤織録鰍縄
（上位裁判所4，000 位裁15，000cu．ft． 不明）、永久文書はす

cut．ft．、検認裁判所検認裁2，503cu． べてMF化
量不明） ft．）

フ嶽琴ヂ 　欝簸承薮窯灘；
943cu．ft、控訴裁・

鞍し 蒸久寓書鰺審跡旗
久文書・閲覧用MF

獅膵嶽欝韓選擁窯書
（量不明）が他機灘こ所

巡回裁・郡裁の保存 （量不明） 蔵

用MF23，000リール
ン琶一汐ア 鳳彗激総の寵録原 難翻辮翻熱鱒之 難欝および燃轡欝麺

本（200cu．ft．）、保存 存用MF若干 ふるい記録若干有り

用MF（40，000リー
ル）

ハワイ ｝久文書6襲蹴嚢．魚菟文翻．鍵鋤．師軸駄鑑
MF6，522リール ft．

九
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象ンザス 娘久文憲謙本豹 糞軽蟹喫瑠鐡 麟馳了保魏毅鵜
1，600cu．ft． 約90，000cu．ft． 7，500cu．ft．、MF3，200

cu．ft．

ケンタッ発一 誕懇ファイノ瞭久療 雛訟ファやレ永久保地霧文轡鄭噺議ファィ
本および冊子、MF 存原本、MF ル原本を保存（13，000cu
（45，000cu．ft．） ft）

で留チューセヅ 騰簿に報館完麟鼠久梵書療塞 あ齢為種類饗灘 翼説蘇礫霧豊ン評一に
’ソ （18％にあたる12， を保存 永久文書原本の10％，

000cu．ct．） 1，000sq．ft．

ミ毒ソタ 地欝・霧・検灘各毅 検認戴鵯簸ファ寒 量麗鰯機蕊．融鴬．
判所の永久文書原本 ル：非永久文書およ 結婚）がいくらか地方歴
（12，000cu　ft．） び近年の永久保存訴 史協会に保存されている

訟フアイル

ミシシッピー 室騰紀鱒最翻舞騨瓢 2雛紀の最遜戴欝 地欝の載翻雛録 霞饗鶏録蛍アター澱｛職
記録原本（300cu． 訟記録原本 紀の最高裁記録を保存
ft．） （12，000cu．ft．） （量不明）

漆レゴン 全裁構所鶏鶴，朧最晦裁及が簾載推驚認脚鋤．fも紗趣寿鋤館a撰史協凄が
cu．ft． 記録1，553cu．ft． よび21，600cu。ft． 裁判記録の推定1％を保

存

亨シントン 簸載欝識寵録原本 濡盤・諺糠性事俸フ輯交書館め繊傑醜舞
2，690cu．ft、冊子記 アイル推定25，000に8，156cu．ft
録200冊、上位裁 CU．ft．

MF8，000リール

　9　ニューヨーク州司法記録の最終処置および記録史料保存推進プロジェ

クト『ニューヨーク州統一裁判所システムの記録管理＝ニューヨーク州司法

記録処置委員会最終報告書』（1988）（抄）（安藤仮訳）

勧告Bヨ6）統一裁判所システムは、州文書館記録管理庁（SARA）と密接

に協力し、「司法史料保存システム」JudicialArchivesSystem

を創設して、永久保存価値のある裁判所記録の利用と保存とを

確実に行なう体制を確立すべきである。

九
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　本プロジェクトの調査によれば、約100万立方フィートの司法記録が保存さ

れており、内約40パーセントについては永久保存記録指定に値すると認めら

れた。また州全体の裁判所記録増加量は年平均4万立方フィートと推定され

るが、そのうち提案中の保存年限スケジュールで永久保存記録にあたるもの

は約15，000立方フィートと見積もられる。現在ある保存スペースでは、これ

らすべての記録を収納するには不十分である。……これだけの膨大な記録史

料を管理するためには、まず利用と保存についての戦略と基準を確立する必

要がある。専門職をつけて永久保存記録を保存しているところもないではな

いが、大半のところでは記録の長期保存のための努力がほとんど払われてい

ない。そこでこの状況を改善するため、われわれは司法史料保存システムの

開発を提言する。

　「司法史料保存システム」Judicial　Archives　Systemということばを使う

のは、記録保存施設そのものにとどまらず、史料管理のための組織の設置を



も提言するためである。このシステムは、州、地域、郡、市町村の各保存機

関が中央の管理と支援のもとで互いに結びついてネットワークを構成するも

のである。このコンセプトにもとづき、裁判所事務総局はS　ARAとの密接

な協力のもとで、司法史料保存システムの基盤となるスタンダードやガイド

ラインを策定し、それを実際に運用するための技術的支援を行なう。この技

術的支援には司法記録情報センターとしての機能や、保存場所に関わらず司

法記録全体について索引を作成したりする機能も含まれる。このシステムは、

あらゆる裁判所を包含したものであり、行政記録および立法記録の分野で実

施されている同様のプログラムと密接に連携するものである。このシステム

を促進し、その効果を維持するために、裁判所事務総局、SARA（ここは記録

の一部を保存し地方公共団体（＝郡市町村）の史料保存プログラムに指標と支援を提

供する）、地方公共団体、民間地域団体や組織、記録史料の保存と有用性に関

心を持つ個人などが一致協力することが望まれる。

　司法史料保存システム構築の基礎となる第一歩は、先に述べた総合的記録

管理プログラム促進事業であるが、次に、向こう10年間で司法史料保存シス

テムを構築し強化するためにどのような作業が必要か、鍵となることがらを

記してみたい。

　（a）永久保存記録をニューヨータ州文書館記録管理庁に移管するための手
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順を確立すること

　SARAは、最高上訴裁判所、高位裁判所上訴部の四上訴区、および請求裁

判所の記録保存施設として機能することに合意している。またSARAは、

マイタロフィルム化された永久保存記録の閲覧用コピーを受け入れ、目録を

作成し、これを利用者に提供する（図書館相互貸出ネットワークの利用も含む）

ことにも合意している。これらの記録をタイムリーかつ効率よく、確実に移

管するための手順の確立が必要である。州文書館は、最高上訴裁判所、高位

裁判所上訴部第三上訴区、請求裁判所、および旧時代の上訴裁判所または一

審裁判所であった最高法院、大法官裁判所、検認裁判所などの記録を、すで

に5千立方フィート以上収蔵している。1988年には可動式集密書架が入って

州文書館の収納能力は2万立方フィート増加したが、その一部は裁判所記録

にあてられることが決まっている。それ以上のスペースは1990年代まで得ら

れないが、州文書館は、今後とも裁判所記録を考慮に入れて記録収納スペー

スの拡張計画を練っていく考えである。

　（a）郡、市町村、広域の記録史料保存プログラムおよび保存施設との連携
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　裁判所事務総局は、SARAおよび全州の地方公共団体と協議のうえ、地方

公共団体の行政・立法・司法記録を保存するための地方文書館の設置を援助

し、その運営に協力すべきである。過去5年ほどの問に、数十の地方公共団

体が総合的記録管理プログラムを構築し、専門職スタッフと適切な収蔵・閲

覧施設を備えた文書館を設置した（多くの場合、記録センターと文書館を兼ねて

いる）。このようなプログラムは、ほぼ全額地方財源によっているが、SARA

はその地方公共団体記録局を通じてかかるプログラムの発展のために助言と

技術援助を行なっている。

　またたいていの場合、このようなプログラムは個々の地方機関が独自に進

めているが、協力プログラムの可能性も存する。たとえば”郡プログラム“

という形で、公共事業施設庁などの郡行政機関はもとより、郡の立法機関か

ら高位・郡・家庭・検認後見各裁判所まで広く対象に含めて、記録史料保存

（および記録管理）サービスを提供するということもできよう。郡内の市町村

に対して郡が専門的サービスや保存施設を提供する可能性も検討されてよ

い。また、場合によっては複数の郡が一つの集中サービス施設（つまり広域文

書館のようなもの）を共有するということもありうる。
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